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は じ め に 


本 書 の 主題 は 「 ア メリ カ に お ける 環境 と 衣服 に 関す る 諸 問題 」 で あ 
る 。 筆 者 の 問題 関心 に つい て 、 具 体 的 に 述べ る に 先立ち 、 筆 者 の 従来 
の 著作 の 問題 関心 に 言及 し て お こう 。 

ヨー ロッ パ の 服飾 文化 が 気 侯 ・ 風 士 な ど 環境 の 異な る アメ リカ 大 隔 
に どの よう に 移植 され 、 ア デメ リカ 的 土壌 に お いて 、 ど の よう に 変化 ・ 
発展 を 遂げ た の か 。 ま た 、 先 住 アメ リカ 人 の 服飾 文化 や テキ スタ イル 
文化 の 背景 と 特色 は 何 か 、 ア フリ カン ・ ア メリ カン の 人 ょ の 服飾 文化 
や テキ スタ イル 文化 の 背景 と 特色 は 何 か 、 先 住 ア メリ カ 人 や アフ リカ 
ン ・ ア メリ カン の 服飾 文化 や テキ スタ イル 文化 は 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら の 
植民 者 に どの よう な 影響 を 及ぼ し た の か 。 西 部 に 移住 し た 開拓 民 の 衣 
生活 の 実態 ま ど う だ っ た の か 。 20 世紀 に 至っ て 、 誰が いか に し て いわ 
ゆる アメ リカ ン ・ モ ー ド を 生み 出し 、 築 き 上 げ て いっ た の か 。 実 に 膨 
大 な 興味 深い 研究 課題 が 服飾 研究 者 の 目 の 前 に 歴然 と 立ち は だ か っ て 
いる 。 

筆者 は この よう な 問題 関心 の も と に 、17 世紀 か ら 21 世紀 初頭 に か 
け て の アメ リカ 服飾 社会 更 の 分 野 の 研究 に 1981 年 以来 携わっ て きた 。 
それ ら の 研究 は 上 流 階 級 か ら 下 層 階 級 に わた る 服飾 社会 史 、 お よび 、 
ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン と アフ リカ ン ・ ア メリ カン の 服飾 文化 と テキ 
スタ イル 文化 を 成 し て いる 。 近年 は 「 近 代 ア デメ リカ に みる 服装 攻 革 運 
動 」 か ら 説 き 起 こし 、「 ア メリ カ 服 飾 社会 史 の 近 現代 ・ 未 来 偽 」 と い 
う ダ イナ ミッ ク な テー マ で の 執筆 活動 に 取り 組ん で いる 。 

近 現 代 ・ 未 来 答 を 構成 する に 当たり 、 筆 者 は 、 次 の よう な 仮説 を 立 
て て みた 。 す な わ ち 、 近 現代 ・ 未 来 の 衣服 改革 (ドレ ス ・ リ フォ ー ム ) 
を 次 の 4 つの 時 期 (4 つの 波 ) に 区 分 し た 。 


1824 年 1920 年 第 一 の 波 「 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 」 

1920 年 て 1960 年 第 二 の 波 「 ア メリ カ 人 女性 の た め の ア メリ 
カン ・ フ ァ ッ ショ ン 」 

1960 年 2000 年 代 第 三 の 波 「 フ ァ ッ ショ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ 
アッ ショ ンー」 

2000 年 代 ~ 未 来 第 四 の 波 「 ア メリ カ 服 飾 社会 喝 の 未来 像 」 


本 書 は 抑 閉 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー プ メリ カ 服 
委 社会 史 近 現代 編 一 』① の 続編 で ある 。 本 書 は 二 部 構成 で ある 。 第 
一 部 で は 、 ア メリ カ の 戦後 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 第 三 の 波 を 、 第 二 
部 で は 第 四 の 波 を 扱う 。 第 一 の 波 と 第 二 の 波 に つい て は 、 押 著 『 バ リ ・ 
モー ド か ら ア メリ カン ・ ルッ ク ヘ ー ア メリ カ 服 飾 社会 昌 近 現 代 往 
一 に お いて 考察 し た 。 第 三 の 波 と 第 四 の 波 に つい て 、 以 下 に お いて 、 
筆者 の 試論 を 簡潔 る 。 

端的 な ら ば 、 第 三 の 波 と は 1960 年 代 か ら 2000 年 代 に か け て 
の ファ ッ シ ョ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 転換 の 時 期 を 指す 。 
第 四 の 波 は ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 停 滝 を 打破 する 様々 な 試み が 行 
われ て いく も の と 思わ れる 未来 を 見 据え て の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 、 あ 
る い は ドレ ス 革 命 の 波 を 指し て いる 。 と り わ け 、 第 四 の 波 に 関す る 本 
書 の 試み は 、 自 分 で 言う の も お こ が ま し い が 、 大 胆 な 試み で あろ う 。 
未来 を 視野 に 入れ て 、 ア メリ カ に お いて 実際 に 行わ れ て いる 様々 な 試 
み の 中 か ら 、 農 境 と 衣服 に 関す る 諸 問題 へ の 取り 組み に 着眼 し て 、 紹 
介 ・ 考 察 を 行う 。 

本 書 は 服飾 研究 者 、 フ ァ ッ ショ ン を 学ば れ て いる 学生 の 皆様 、 フ ァ 
ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー、 ア パレ ル 産 業 で 衣服 生産 に 
皆様 、 県 境 問題 に 関心 の お あり の 皆様 の 必読 書 と 言っ て も 過言 で は な 
いで し ょ う 。 
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と ころ で 、 筆 者 は 、 な ぜ 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ン ション に 着目 し た の か 。 
その 動 陸 と な っ た の は 、 以 下 の ニ コレ イ ・ ア ン ゲ ロフ (Nikolay 
Angueloy) 氏 の 著作 で ある 。 氏 の 著書 、7 カ e 7 S7de o げ re の 687ep7 
7pws7 と 7asr 7gs が 7o7 7 の 7rs Aegg77re 7 が ar の 7 の 77o0ge77g7 
an の 5oc7err。 CRC Press, Taylor& Francis Group, Boca Raton, London, 
New York。 2016. に つい て は 、 第 二 部 第 1 章 で 詳 洲 す る 。 以 下 は アン ゲ 
ロフ 氏 の 著書 の 序章 か ら の 抜 律 で ある 。 

「 フ ァ ッ ショ ン は 今や 『 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン 』 で あり 、 多 く の 
人 々 に よっ て 創造 され 、 多 く の 人 々 に よっ て 促進 され 、 す べ て の 人 々 
に よっ て 楽し まれ て いま す 。 この 新しい ファ ッ シ ョ ン の 現実 は 、 す べ 
て 、 手 頃 な 価格 、 つ まり 安価 な 生地 で 作ら れ た 手頃 な 価格 に 基づい て 
いま す 。 この 手頃 な 価格 は 不快 な 秘密 を も た らし ます 。 大 衆 へ の ファ 
ッ シ ョ ン の 普及 を 可能 に する これ ら の 裕人 高 品質 の 布地 の 製造 は 、 
他 の どの 工業 製品 より も 品目 ご と の 毒性 の 高い 化学 物質 の 汚染 を 引き 
起こ し ます 。 世界 銀行 の 推計 に よれ ば 、 全 世界 の 水質 汚 汐 の 209% は 、 
織物 染色 の 流出 過程 、 お よび 天然 (大 部 分 は 木綿 ) の 布地 の すす ぎ 中 
に 発生 し て いま す ⑦。」 

「 上 述 の プロ セス の 生態 学 的 影響 の 組み 合わ せ に より 、 繊 維 生 産 、 
お そら く 大 量 消 費 の た め に 商品 を 生産 する 最も 汚染 の 大 きい 産業 部 門 
が 作ら れ ま す 。 そ の 主 天 を 裏付け る た め に 、 他 の 産業 と の 比較 分 析 を 
可能 に する 実証 的 証 才 は ほとん ど あ り ま せん 。 現在 の 推計 に よる と 、 
淡水 汚染 全体 で は 繊維 生産 が 農業 生産 に 次 ざと され て いま す が 、 農 業 
と は 異な り 、 こ の よう な 現実 を 変え る た め の 方 法 は ほとん ど あ り ま せ 
ん 。 テキ スタ イル 生産 で は 、 汚 染 は 単に 問題 と し て 指摘 され て お り 、 
それ が 議論 の 終り で す 。 業 界 全体 の 文 脈 で は 、 こ の 事実 は 厄介 で す 。 
衣服 業界 の 分 析 に 生態 学 的 要素 が 含ま れる こと は ほとん ど な い た めで 
すめ 。」 そし て 、 麻 章 は 次 の 言葉 で 締め くく られ る 。 


「 サ プラ イチ ェ ー ン と 生産 管理 は 、 即 応 性 か ら 俊敏 性 、 収 益 性 に 至 
る まで 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の メリ ッ ト を 高め ます 。 農業 経済 学 
者 は 、 綿 花 の 輸出 に 関連 する 生産 性 を 称賛 し て いま す 。 貿 易 の 専門 家 
は 、 フ ァ ッ ショ ン や 関連 産業 に お ける 国際 質 易 の 増加 と 、 こ の 貿易 が 
生み 出す 宮 を 称 圭 し て いま す 。 その 結果 、 衣料 品 の 生産 と 販売 は 常に 
高まり 、 需 要 と 消費 の 増大 に 拍車 が か か り ま す 。 こ の 本 は 、 こ の 絶え 
間 な く 増 大 する 消費 規模 の 促進 の 倫理 に 疑問 を 投げ か け て いま す 。」 


さて 、 読者 の 皆さん は 、 ア ン ゲ ロフ 氏 の この 衝撃 的 な 言説 を どの よ 
うに 受け と め ら れ た で し ょ うか 。 ニ コレ イ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の プロ フィ 
ー ル と 著書 に つい て は 、 本 書 の 第 二 部 第 1 意 で 紹介 させ て いた だ く 。 


本 書 第 一 部 で は 、 衣 服 産 業 史 と いう 視点 か ら 、 ま ず 、 カ スタ ム ・ メ 
イド に つい て 論じ る 。 す な わ ち 、 第 1 章 で 、1960 年 代 か ら 2000 年 代 
の アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン を 歴史 的 背景 に 照ら し て 概観 し 、 次 いで 、 
第 2 章 で は パリ ・ モ ー ド の 流れ を 組む カス タム ・ メ イド の 推進 者 の ア 
ー ノ ルド ・ ス カー ジ を 取り 上 げ る 。 な ぜ 、 カ スタ ム ・ メ イド か 。 

スカ ー ジ は アメ リカ で は カス タム ・ デ ザイ ナー と 呼ば れ て いる 。 パ 
リ ・ モ ー ド の 真人 般 を きわ め な が ら 、 ア メリ カ 社 会 の 中 流 以上 の 諸 階 層 
の 顧客 を ター ゲッ ト に 、 顧 客層 の 経済 力 と 趣向 に 上 手 く 対応 で きる 、 
独自 の 衣服 生産 シス テム を 作り あげ た の で ある 。 そ こ に こそ 、 ス カー 
ジ の 特異 性 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ モ ー ド と の 差異 が あり 、 ス カー ジ の 魅力 が 
ある と 言え る 。 

スカ ー ジ は 我が国 で は 、 ほ と ん ど 知ら れ て いな い 。 そこ で 、 敢 えて 、 
スカ ー ジ を 取り 上 げ 、 オ ー ト クチ ュー ル と の 違い 、 既製 服 生 産 と の 違 
い に つ いて 、 語 ら せ て いた だ く 所 存 で ある 。 本 書 で スカ ー ジ を 取り 上 
げた の に は 、 実 は 深い 意味 が ある 。 そ の 点 に つい て は 、 本 書 の 総括 に 
お いて 書か せ て いた だ いた 。 
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次 いで 、 第 3 章 で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 「 第 三 の 波 」 で ある ファ 
ッ シ ョ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 転換 の あり 方 と 問題 点 を 扱 
う 。 ギャップ (GAP) の 台頭 、 発展 、 現状 の 問題 点 に つい て 、 ジ ー ン ズ に 
焦点 を 当て て 考察 する 。 

第 二 部 で は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 「 第 四 の 波 」 に つい て 考 宗 す る 。 
第 1 章 で は 、 ア メリ カ に お ける 衣服 産業 の 痢 の 世界 、 つ まり 、 衣 服 産 
業 が 生活 環境 や 労働 謀 境 に 及ぼ し て いる 悪影響 に つい て 、 問 題 を 提起 
する 。 第 2 章 で は 、 今 日 の 衣服 産業 に 見 られ る 問題 点 を 、 ニ コレ イ ・ 
アン ゲロ フン 氏 の 著作 の 序章 か ら 洗 い 出 す 。 第 3 章 で は 、 ニ コレ イ ・ ア 
ン ゲ ロフ 氏 の 研究 に 基づい て 、 ア メリ カ の 衣服 産業 の 開 の 世界 に お け 
る 諸 問 題 に 関す る 考察 を 行なっ た 上 で 、 環 境 に や さ し い ファ スト ・ フ 
ァ ッ ショ ン の 新しい ビジ ネス ・ モ デル 捕 築 に 向け て の ニコ レイ ・ ア ン 
グロ フ 氏 の 提言 を 紹介 ・ 考 察する 。 第 4 章 で は 、 ア メリ カ に お ける 衣 
服 産 業 の 今後 と いう テー マ に 取り 組む 。 す な わ ち 、 パ タゴ ニア を 事例 
に 、 環 境 に や さ し い 衣服 産業 の 新しい ビジ ネス ・ モ デル を 紹介 ・ 考 宗 
し 、 今 後 の 課題 に 対す る 筆者 の 提言 を 行う 。 

な ぜ 、 パ タゴ ニア に 着目 し た の か 。 

レイ チェ ル ・ カ ー ン ツン 著 『 沈 黙 の 奏 』 (新潮 社 、1974) は 、 パ タゴ ニ 
ア 誕 生 の 背 大 を な し て いる 。 カ ー ソ ン は 、 ア メリ カ の 農業 に お ける 農 
薬 の 使用 を 批判 し た 。 農 バ 無 差別 に 噴霧 し て 、 環 境 を 制御 
カー ソン の 著作 が 出版 され 
て か ら 、 ケ ネ デ ィ 大 統領 は DDT な どの 化学 物質 の 使用 を 禁止 し た 。DDT、 
クロ ルデン 、 デ ィ ル ドリ ン 、 ア ルド リン 、 マ ラン ソン (マラ チオ ン ) な 
どの 化学 物質 @ が 、 人 間 、 動 物 な どの 生態 系 に 引き 起こ し て いる 健康 
と 環境 へ の 悪影響 を 減ら す た め の 新しい 規制 と 法律 が 導入 され た の で 
ある 。 こ れ ら の 化学 物質 の 害 に つい て は 、『 医 学 書院 医学 事典 』 を 
参照 し て 、 本 書 の 末尾 に 注 を 付け た の で 、 参 照 さ れ た い 。 


パタゴニア の 創設 者 の イヴ ォ ン ・ シ ュ イ ナー ド (Yvon Chouinardi 
1938- ) 氏 の 方 針 は 、「 ク リー ン な 」 農 業 シ ステ ム の 推進 に 沿っ た も 
の で あっ た 。 彼 は ビジ ネス と リク リエ ーション に お ける 自然 の クリ ー 
ンク ライ ミン グ と 責任 ある ケア ー を 推奨 し た 。 カ ー ソ ン は 化学 物質 が 
人 間 、 動 物 、 鳥 、 河 川 、 海 な どの 生態 系 に 及ぼ す 影 響 を 赤裸々 に 論じ 、 
警鐘 を 鳴ら し て いる が 、 衣 服 産業 が 環境 に 及ぼ す 影 響 に つい て は 論じ 
て いな い 。 レ イチ ェ ル ・ カ ー ソ ン の 作品 に 対す る 批判 が ある こと を 筆 
者 は 承知 し て いる 。 筆者 は 鬼 両 論 を 踏ま えた うえ で 、 結 局 、 レ イチ 
エル ・ カ ー ソ ツン の 立場 を 容認 する 見 解 が 多数 派 で ある と の 結論 に 達し 
た 。 そ こ で 、 本 書 の 第 二 部 で は アン ゲロ フ 氏 の 著作 と パタ ゴ ニ ア の 歴 
呆 、 理 念 、 お よび 、 衣 服 生産 活動 を 取り 上 げ て 、 表 服 産 業 が 環境 に 及 
ぼ す 影響 の 問題 に アプ ロー チ す る 次 第 で ある 。 

「 は じ め に 」 を 締め くく る に 当たり 、 筆 者 の これ まで の アメ リカ 服 
飾 社会 史 の 研究 史 を 振り 返っ て お こう 。 

『 ア メリ カ 植 民 地 時 代 の 服飾 』 (せせらぎ 出版 、1996 年 ) は 、 著 者 
の 修士 論文 が 基礎 と な っ て いる 。 17 世紀 に アメ リカ 大 陸 に 移住 し た イ 
ギリ ス を は じ め と する 植民 者 た ち が 、 ア メリ カ 大 陸 に 移入 し た ヨー ロ 
ッ パ の 衣服 が 、 植 民 地 に お いて 、 ど の よう に 変化 発展 し て いっ た の 
か 、 と いう 問題 を 歴史 的 景 【 し て 考察 し て いる 。 

『 ア メリ カ 史 に みる 職業 着 一 植民 地 時 代 - 独 立 草 命 期 』 (せせらぎ 
出版 、1998 年 ) は 、P・F・ コ ー プ ラン ド の 著作 の 著者 に よる 客 訳 書 で 
ある 。 植民 地 時 代 か ら 独立 草 命 期 の 100 年 間 (1710 一 1810 年 ) に わた 
る アメ リカ 史 に みる 職業 着 が 、200 点 を 超え る 挿し 絵 と 30 点 全 り の 写 
長 を 駆使 し て 歴史 的 背景 と と も に ビジ ュ ア ル 化 され て いる 。 

『 黒 人 奴隷 の 着装 の 研究 一 一 アメ リカ 独立 草 命 期 ヴ ァ ー ジ ニア に お 
ける 奴 赤 の 被服 の 社会 的 研究 』 (東京 堂 出版 、2002 年 ) は 、 著 者 の 博 
土 論文 が 基礎 と な っ て いる 。18 世紀 、 ア メリ カ 独 立 草 命 期 の ヴァ ー ジ 
ニア の プラ ン テ ー シ ョ ン で 働く “黒人 奴隷 " は 、 ど の よう な も の を 着 
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て いた の か 。 奴隷 の 「 着 る も の 」 は どの よう に し て 供給 され て いた の 
か 。 実 物 の 現存 が 皆無 の 研究 条件 の な か で 、 筆 者 は 、 当 時 の 「 信 亡 奴 
隷 広告 」 に 記さ れ た 黒 公 隷 の 逃亡 時 の 被服 描写 や プラ ンタ ー の 手 
紙 ・ 帳 籠 な どの 諸 史 料 、 あ る い は 出土 資料 、 復 元 し た 披 服 素材 な ど を 
枯 く 現地 調査 し た 。 

きら に 『 世 界 の 民族 衣装 の 事典 』 (東京 堂 出版 、2006 年 ) の 第 8 章 
と 第 9 章 で 、 ネ イ テ ィ ヴ ・ ア メリ カン の 民族 衣装 を 考察 し て いる 。 

『 ア メリ カ 服 飾 社会 喝 』 (東京 堂 出版 、2009) は 、 こ れ ら の 著作 と 
翻訳 書 を アレ ンジ し て 、 一 般 読者 向き に まとめ た 専門 書 で ある 。 ア メ 
リカ 先住 民 の 衣 文 化 と アメ リカ 大 陸 発 見 後 の 入 植 時 代 か ら アメ リカ 
ン ・ フ ァ ッ ショ ン は ヨー ロッ パ の 影響 を 受け な が ら ど の よう に 変容 し 
て いっ た の か 。 社会 や 文化 を 景 に その 歴史 を た どる 。 

『 バ パリ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル レック ヘー ナメ リカ 服飾 社会 中 近 
現代 答 一 』 (イン プレ ス R&D、 2019) は 、『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 』 
に 続く 著作 で ある 。 本 書 は POD 出版 物 で ある 。DTP/ 版 下 製作 、 表 紙 デ 
ザイ ン は 、 全 て 著者 が 手掛け た 作品 で ある 。 本 書 は 二 部 構成 で あり 、 
第 一 部 で は 、19 世紀 か ら 20 世紀 中 葉 ア メリ カ の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 
運動 の 実態 と その 衰退 を テー マ と し て いる 。 第 3 斉 で は 「 プ ルー マー 
運動 」 の 実態 と その 衰退 、 衰 退 の 柚 因 に つい て 検証 し た 。 「 プ ルー マ 
ー 運 動 」 の 詞 退 後 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 が 復活 する 。 第 4 章 第 1 
人 節 で は 、 こ の 運動 の 復活 に 取り 組ん だ リディア ・ モ イヤ ー・ ハ ズブ ル 
ッ ク (Dr. Lydia Sayer Hasbrouck。1827 て 1910) が 編集 し た 機関 紙 『 シ 
ビュ ラ 』 (Siby1) 紙 に お ける ドレ ス ・ リ フォ ー ム 思想 に つい て 論じ た 。 
第 二 部 で は 、「 パ リ ・ モ ー ド 」 か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 へ の 転換 
を テー マ と し て いる 。 

本 書 は 、 以 上 の 筆者 の 研究 史 を 踏ま え 、 現 代 ア メリ カン ・ フ ァ ッ シ 
ョ ン 史 を 未来 を 見 据え て 描い た 著作 で ある 。 筆 者 は 、 こ れ ま で の 研究 
に お いて 、 ア メリ カ 「 服 飾 史 を 単なる 服飾 の 変遷 の 列 史 と し て で は 
な く 、 衣 服 を 取り 巻く 環境 、 す な わ ち 、 和 気 侯 ・ 風 土 、 政 治 、 経 済 、 文 
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化 (芸術 、 文 学 他 ) 宗教 な ど 他 の 社会 科学 分 野 の 諸 要素 と の 関わ り を 
常に 意識 し て 、 総 合 的 に 進め な けれ ば な ら な い 」 と いう 筆者 が 師事 さ 
せ て いた だ いて きた 、 凡 野 孝 博士 の お 教え を 守る よう に 心がけ て きた 。 
本 書 も 師 が 説 か れ た 服飾 史 の 研究 方 法 に 忠実 に 沿っ た 著作 を 目指 し て 
取り 組ん だ 。 


本 書 の 出版 に より 、 濱 田 雅子 の アメ リカ 服飾 社会 史 研 究 を ひと まず 
完結 する 。 し か し な が ら 、 未 解明 の 課題 が 山 ほ ど あ る 。 そ れ ゆ え 、 今 
後 は 、 以 上 の 研究 に お いて 扱い 切れ て いな い 諾 問題 を 整理 し て 、 コ ツ 
コツ と 地道 に 個別 の 問題 の 解明 に 取り 組み 、 著 作 活動 を 進め 、 内 容 を 
広め 、 深 め て いく 所 存 で ある 。 
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第 1 章 


歴史 的 背景 
一 1960 年 代 か ら 2000 年 代 の 
アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 一 


1 1960 年 代 


1960 年 代 の アメ リカ は 、 ま さ 動 の 時 代 で あっ た 。1961 年 1 月 
の アメ リカ 合衆国 第 35 代 大 統領 ジョ ン ・F・ ケ ネ デ ィ は 、 就 任 式 で の 
演説 で 「 松 明 は 新しい 世代 の アメ リカ 人 に 引き 継が れ ま し た り 」「 ア 
メリ カ国 民 の みな さん 、 国 が あな た の た め に 何 を し て くれ る か を 考え 
る の で は な く 、 あ な た が 国 の た め に 何 が で きる か を 考え よう で は あり 
ませ ん か ?⑦」 と 語っ た 。 こ れ は 、 あ まり に も 有名 な 演説 で ある 。 国 民 
は 国家 の た め に 、 何 を し た の で あろ うか 。 公 民権 運動 、 学 生 運 動 、 ペ 
トナ ム 反 戦 運 動 、 ヒ ッ ピ ー 運 動 、 女 性 解放 運動 、 環 境 保護 運動 、 消 費 
者 運動 な ど 多種 多様 な 社会 運動 が 発生 し た 。 そ れ ら の 運動 の 中 心 と な 
っ て 活躍 し た の が 、 第 二 次 世界 大 戦後 に 生ま れ た 、 い わ ゆ る 『 ベ ビー 
ブー マー』 と 呼ば れる 新しい 世代 の 若者 た ち で あっ た 。 
そこ で 、 以 下 に お いて 、1960 年 代 と は 、 ど の よう な 年 で あっ た の か 。 
社会 ・ 政 治 ・ 経 済 ・ 文 化 ・ フ ァ ッ ショ ン の 視点 か ら 振り 返っ て みよ う 。 
公民 権 運動 と は 、 ア フリ カ 系 アメ リカ 人 に より 、1950 年 代 半 ば か ら 
1960 年 代 半 ば に アメ リカ で 展開 され た 運動 で や る 。 それ は 差別 の 撤廃 
と 法 の 下 の 平等 、 市 民 と し て の 自由 と 権利 を 求め る 社会 運動 で ある 。 
この 運動 は 、 奴 款 解放 宣言 か ら 100 年 後 の 1963 年 8 月 の ワシ ント ン 大 
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行進 、1964 年 公民 権 法 、1965 年 投票 権 法 の 成立 を も っ て 頂点 を 迎え た 。 
ケネディ 大 統領 が 提案 し た 公民 権 法 の 成立 を 求め た 大 行進 20 万 
人 が 参加 し 、 リ ンカ ー ン 記念 堂前 で 、23 年 前 に ワシ ント ン 行 進 を 提唱 
し た ラン ドル フ や キン グ を は じ め と する 指導 者 た ち が 演 説 し た 。 

「 私 に は 夢 が ある 。 い つの 日 か 、 こ の 国 が 立ち あがり 、『 す べ て の 
人 間 は 平等 で ある 』 と いう この 国 の 信条 を 真 の 意味 で 実現 させ る と い 
う 夢 が ⑨。」 

南部 キリ スト 教 指導 会 議 (SCLC) の 議長 を つと め る キン グ 衝 師 の 演 
説 は 、 ひ と びと の あい だ に 終始 、 鳴 りや まめ 拍手 と 共感 を よび お こし 
た 。 

1964 年 7 月 に ジョ ン ソ ン 政 権 下 で 成立 し た 公民 権 法 は 、 州 権 を 唱え 
る 南部 諸 州 や 自治 体 の 抵抗 に 対し て 、 連 邦 政 府 に 強い 権限 を 与え た 。 
主 な 内 容 と し て 、 識 字 テ スト 禁止 、 公 共 地 設 や 教育 機関 で の 人 種 統合 
を 促進 する た め の 連 邦 政府 の 権限 強化 、 雇 用 差別 の 禁止 な ど が あげ ら 
れる 。 

ジョ ン ・F・ ケ キネ ディ 、 マ ー テ ィ ン ・ ル ー サ ー・ キ ング 、 そ し て 、 ロ 
バー ト ・ ケ ネ デ ィ の 暗殺 事件 が 起こ っ た 。 1963 年 11 月 22 日 金曜 日 、 
現地 時 間 12 時 30 分 に テキ サス 州 を 遊説 中 の 第 35 代 デメ リカ 合衆国 大 
統領 ジョ ン ・F・ ケ ネ デ ィ が ダラ ス 市 内 を パレ ー ド 中 に 銃撃 され 、 死亡 
し た 。 映画 「 パ ー ク ラン ド ケネディ 嗜 殺 、 真実 の 4 日 間 旧 』 は 、 こ の 
暗殺 事件 直後 の 人 間 模 様 を 描く 君 像 劇 で ある 。 大 統領 が 搬送 され た 病 
院 の 医師 や シー クレ ッ ト サ ービス 、 銃 撃 の 瞬間 を 偶然 撮影 し た 一 般 市 
民 な ど 、 さ ま ざ ま な 形 で 事件 に 英 遇 し た 人 その 視点 で 真実 に 辿 る 。 フ 
テー スト ・ レ ディ の ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ デ ィ Jacqueline Kennedy) は 、 
量 殺 事件 が 起き た 11 月 22 日 か ら 25 日 まで の 4 日 間 、 実 際 、 愛 する 夫 
の た め に どう 行動 し た の か 。 ダ ー レ ン ・ ア ロ ノ フス キー 製作 の も と 女 
優 ナ カリー・ ポ ー ト マン は 、 こ の 映画 の 中 で 、 フ ァ ー ス ト ・ レ ディ 、 
ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ デ ィ の 高貴 で 級 細 な 魂 を 演じ 切っ て いる 。 
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第 一 節 第 1 意 歴史 的 育 景 一 1960 年 代 か ら 2000 年 代 の アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 一 


また 、 マ ー テ ィ ン ・ ル ー サ ー・ キ ング ・ ジ ュ ニ ア は 、 ア メリ カ に お 
ける 人 種差 別 憎 廃 を 求め る 非 力 の 闘争 に 生涯 を ささ げた 。 1968 年 4 
月 4 日 、 マ ー テ ィ ン ・ ル ー サ ー・ キ ング ・ ジ ュ ニ ア は 、 テ ネ シ ー 州 メ 
ン フ ィ ス 市 で 労働 者 の スト ライ キ を 支援 中 に 暗殺 され た 。 わ ず か 39 
歳 だ っ た 。 平 和 と 公民 権 の た め に 苦労 を 重ね て きた 人 々 は 皆 、 衝 鬼 と 
把 り に 襲わ れ た 。 世 界 中 が 、 こ の 平和 的 で 偉大 な 人 が 失わ れ た こと を 
直 し ん だ 。 

さら に 、 引き 続き 、 1963 年 に 暗殺 され た アメ リカ 合衆国 大 統領 ジョ 
ン ・F『・ ケ ネ デ ィ の 弟 で 、 ア アメリカ合衆国 上 院 護 員 で ある ロバ ー ト ・ ケ 
ネ デ ィ が 、 出 馬 し て いた 大 統領 選挙 キャ ン ペ ー ン 期間 中 の 1968 年 6 
月 5 日夜 、 カ リフ ォ ル ニア 州 ロ サン ゼル ス で 銃撃 され 、 死 亡 し た 。 

マー ティ ン ・ ル ー サ ー・ キ ング ・ ジ ュ ニ ア の 叶 殺 、 ロ バー ト ・ ケ ネ 
ディ 上 了 議 員 の 銃殺 、 こ の 2 つの 暗殺 事件 は 、 純 真 な 理想 主義 の 時 代 
の 終わ り を 象徴 し て いた 。 

次 に 、 ベ トナ メ 戦 争 の 経過 % を た どる 。 

ベト ナム 戦争 は 、 広 義 に は 第 二 次 世界 大 戦後 ベト ナム で 行なわ れ た 
第 一 次 イン ド シ ナ 戦 争 を さす 。 

第 一 次 イン ド シ ナ 陽 争 の 結果 、 1954 年 の ジュ ネー ヴ 休 戦 協 定 が 成立 。 
その 後 、 フ ラン ス に 代わ っ て アメ リカ の アイ ゼン ハウ アー 大 統領 が ア 
ジテ の 共産 化 阻止 の 世界 戦略 を か か げ 、55 年 に は SE ATO を 結成 し 
て 介入 を 強め 、 南 の ベト ナム 共和 国 に 親米 政権 ( ゴ ・ デ ィ ン ・ デ ィ エ 
っ 政権 ) を 樹立 し た 。 そ れ に 対し て ホー・ チ ・ ミ ン の 指導 する 北 ベ ト 
ナム は 1959 年 に 南 ベ トナ ム の 武力 解放 の 方 針 を 決定 、1960 年 12 月 、 
南 ベト ナム 解放 民族 戦線 を 結成 し た 。 1961 年 1 月 に 就任 し た ケネディ 
大 統領 が 、 積極 的 な 軍事 支援 を 開始 、62 年 月 に サイ ゴン に 軍事 司 礼 
部 を 設置 し た 。1963 年 、 南 の ゴ 政 権 が クー デ タ ー で 倒れ 、 政情 不安 続 
く 。 同 年 、 ケ ネ デ ィ を 継い だ ジョ ン ソ ン 大 統領 は 北 ベ トナ ム 直 接 攻撃 
に 踏み 切る 方 策 を 探る 。 


狭義 に は 1964 年 の トン キ 
ン 湾 事 件 以後 デメ リカ 合衆国 
が 大 規模 に 介入 し , 1973 年 の 
バリ 和平 協定 を 経て 1975 年 
の ベト ナム 民主 共和 国 ( 北 ペ 
トナ ム ) と 南 ベ トナ ム 解 放 民 
ー - 族 戦 線 (解放 戦線 ) の 勝利 に 
ーー イ よっ て 終わ っ た 、 い わ ゆ る 第 
動 中 の 第 1 騎兵 師団 。1965 年 次 イン ド シ ナ 戦争 を さす 」 
1 月 14 三 18 昌 > 1964 年 8 月 ソン 大 
統領 は 「 ト ン キン 決 事件 」 を 口実 に 北 ベ トナ ム を 爆撃 、 さ ら に 1965 
年 2 月 か ら 恒 常 的 な 「 北 爆 」 を 開始 、 さ ら に 地上 軍 20 万 人 の 軍 も 投入 
され た 。 1965 年 の 北 爆 開始 ( 図 1-1) が 一 般 的 に ベト ナム 戦争 の 開始 
と され て いる 。 派遣 兵力 は 69 年 6 月 に は 54 万 人 に 膨れ あがり 、 掃 対 
作戦 が 展開 され た 。 し か し 南 さ ト ナ ょ 解放 民族 戦線 (ベト ュ ン ) の ゲ 
リラ 戦術 に 悩ま され 、68 年 1 月 の 解放 勢力 側 の テト ( 旧 正月 ) 攻勢 か 
ら 形 勢 は 逆転 し た 。 68 年 5 月 か ら バ リ 和平 会 談 が 始ま っ た 。 この ころ 、 
アメ リカ 国内 や 世界 各地 で の ベト ナム 反戦 運動 が 盛り 上 が り 、1969 年 
に は ソン ミ 村 虐殺 事件 (68 年 3 月 、 ベ トコ ニン 撮 討 作戦 中 の アメ リカ 軍 
ン ミ 村 で 女性 や 子ども を 含む 約 500 人 を 殺害 し た 事件 ) が 明る み 
に 出 て 、 戦 争 の 正当 性 に 対す る 疑問 が アメ リカ 内 外 で 起こ っ て きた 。 


次 に 、 軒 頭 で 触 れ た カウ ンタ ー カ ルチャ ー⑨ に つい て 言及 する 。 

1958 年 に は 、 全 人 口 に 占め る 15 歳 以 下 の 年 齢 人 口 の 割合 が 、 は じ 
め て 3 分 の 1 を 超え た 。 核 攻撃 の 除 に フォ ー ル アウ トシ ェ ル ター を 備 
えた 学校 で 幼稚 園生 活 を 始め た 世代 に と っ て 、 世 界 の 暴力 は 興 ろ し い 
も の で あっ た 。 何 十 万 人 も の 強い 若者 た ち が 、 平 和 を 求め て 行進 し 、 
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人 種 的 平等 の た め に デモ を 行い 、 座 り 込 み 抗議 を し 、 音 楽 祭 で 共感 し 
た 。 彼ら は 、 世界 を その よう な 残念 な 状態 に し た 両親 の 世代 に 反抗 す 
る た め に 団結 し た 。 

1960 年 代 か ら 1970 年 代 に か け て の 有効 な 言葉 は 若者 で あっ た 。 人 
ロロ の この 巨大 な 部 門 の 影響 は 避け られ ず 、 若 者 た ち 自 身 が 変わ っ た と 
き に 、 そ の 言葉 に 関連 し た 意味 も 変わ っ た の で ある 。10 年 間 の 最初 の 
部 分 で は 、 少 な く と も ファ ッ シ ョ ン の 新鮮 さ 、 魅 力 、 シ ンプ ル さ 、 そ 
し て 安らぎ の 世界 で 、 若 者 は 暗示 され て きた 。 1960 年 代 後半 まで に は 、 
それ は 反 体 制 主義 、 反 抗 的 、 実 験 的 、 さ ら に 奇妙 な こと を 意味 する よ 
うに な っ た 。 

プリ ュ ノ ・ デ ュ ・ ロ ゼル は 、 ア メリ カ に お ける ヒッ ピー 現象 に つい 
て 、 ア ン ヌ ・ ロ ン バ ー ル 著 『 ア メリ カ に お ける ヒッ ピー 現象 』 に 拠っ 
て 、 決 の よう に 書い て いる 。 

「1966 年 10 月 6 日 、 米 カリ フォ ルニア 州 サ ン ・ フ ラン シス コ の ゴー 
ルデン ・ ゲ イト ・ パ ペー ク で (ラヴ ・ イ ン ) と 呼ば れる ヒッ ピー た ちの 
初め て の 集会 が 開か れ た 。 集 まっ た (フラ ワー・ チ ルド レン ) は お よ 
そ 3 万 人 。 ーー の 世紀 が 開幕 し た 。 

サン ・ フ ラン シス ニ 近 辺 の 森 や 海辺 に ヒッ ピー の 最初 の コミ ュ ニ テ 
ィ が 七 つ 誕 生 し た の は 66 年 1 月 の こと だ が 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 は や が 
て ニュ ー ヨ ー ク に まで 広がり 、 夏 を 迎え る ころ に は 20 万 人 以上 の ヒッ 
ピー が アメ リカ 合衆国 を 放浪 する よう に な っ て いた 。…… の ⑦」 

若者 の 対抗 文化 が 頂点 に 達し た の が 、1969 年 8 月 の ウッ ドス トッ 
ク ・ フ ェ ス ティ バル ( 図 1-2) で あっ た 。 ニ ュー ヨー ク 州 の 農村 部 で 3 
日 間 に わ た っ て 開か れ た この 音楽 祭 に は 、 50 万 人 近い 人 々 が 集まっ た 。 
ウッ ドス トッ ク ・ フ ェ ス ティ バル は 、 喘 画 や レヒ コー ド に 記録 され て 伝 
説 化し 、「 ウ ッ ド スト ッ ク 世 代 」 と いう 言葉 が 登場 し た 。 ヒッピー は 、 
初期 は 薬物 に よる 高揚 と 愛 と 平和 を 訴え 、 各 地 に コミ ュー ン と 呼ば れ 
る ヒッ ピー 共同 体 が 発生 する 。 彼 ら は 体制 的 で 物欲 主義 の 社会 に 背 を 


図 1-2 ウッ ドス トッ ク ・ フ ェ ス ティ バル 。 1969 年 8 月 。 
向け 、 伝 統 的 な 社会 や 制度 を 否定 し 、 個 人 の 魂 の 解放 を 訴え た 。 


自然 の 中 で 集団 生活 を 行ない 、 マ リフ ァ ナ 、 セ ックス 、 ロ ッ ク を 愛 
し た 。 被 ら の モッ トー は 「Back to nature (自然 に 帰れ ) 」 で あっ た 。 
伝統 的 キリ スト 教 的 価値 観 を 否定 し 、 イ ンド の 限 想 に 代表 され 
る 東洋 の 思想 ・ 宗 教 が 広く 紹介 され 、 そ の 系 続 を 引く カル ト 宗 教 が 多 
数 創設 され 、 社 会 問題 化し た 。 し か し 、 ベ トナ ム 戦 争 の 終結 と 薬物 に 
対す る 取り 締まり に より 、 人 徐々 に 衰え て いく 。 


第 二 部 第 4 章 で 考察 する パタ ゴ ニ ア の 基盤 と な っ た の は 、 や は り カ 
ウン ター・ カ ルチャ ー で ある 。 ヨ テバ レー の キャ ンプ 4 か ら 生 ま 
れ た カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー は 、 数 十 億 ドル 規模 の アウ トド アア ク テ 
イ ビ テ ィ 起 業 家 の 誕生 の 拠点 で あり 、 将 来 の 地球 を 大 切 に する た め の 
天国 で も ある 。 当時 の 資本 主義 的 慣行 の 標準 で は な か っ た 起業 家 的 ペ 
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図 1-3 エル ・ キ ャ ビタ ン ヨセミテ 


ー の キャ ンプ 4 は 、 エ ル ・ キ ャ ピタ ン ( 図 3) や ハー フ ド ー ム 
の よう な ヨセミテ の 壮 大 な 岩 壁 で 前 例 の な い 主張 を 試み た 自称 「 ダ ー 
トバ パッ グ 」 ク ライ マー が 、 自 然 の 危険 と 美 し さ へ の 愛情 を 育む こと が 
で きた 場所 で ある W。 


1960 年 代 後半 、 環境 主義 の 思想 が 政治 運 動 と な り 、 政 府 に 対し 「 地 
球 を 保全 する だ け で な く 地 球 を 汚す も の を 規制 、 罰 し な けれ ば な ら な い 。」 
と いう 声 が 広まっ た 。 ケネディ 大 統領 、 後 ゲ ョ ン ツ ン 大 統領 も 選挙 
目当て に 「 環 境 」 と いう 言 説 に 入れ る よう に な っ た 。 1964 年 、 
65 年 、 ジ ョ ン ソ ン 大 統領 は 「 自 然 を 守り 、 破 壊さ れ た 環境 を 修復 する 。」 
と 力強く 国民 に 


つた 。 
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次 に 、1960 年 代 の ファ ッ シ ョ ン に つい て 述べ る 。 

ファ ッ シ ョ ン の 分 野 で 、 最 初 の 初期 の 時 期 を 支配 し て いた の は 、 フ 
ァ ー ス ト ・ レ ディ の ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ デ ィ で あっ た 。 人 彼女 は ギ プ ソ 
ン ガ ー ル と 同じ くら い 強 力 で 、 広 く フ ァ ッ ショ ン に 影響 を 及ぼ す 振 る 
舞い を し た 。 彼 女 は 、 若 く て 、 美 し く 、 カ リス マ 的 で 、 そ の スタ イル 
は か な り シ ンプ ル で コピ ー が 簡単 で わっ た 。 

ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ デ ィ ー は な ん と いっ て も 堅苦しく な い 精 神 と お し 
や れ な 優雅 さ を 茹 ね 備え て いた 。 彼女 の 服 は 、 彼女 の 主 な 衣装 製作 者 
の オレ グ ・ カ ッ シ ー ニ (Oleg Cassini, 1913.4-2006.3) 、 シ ェ ・ ニ ノン 
(Chez Ninon,) 、 グ スタ フ ・ タ ッ セ ル (Gustave Tassell, 1926.2 - 
2014.6) ( 図 1-4) 、 ド ナル ド ・ プ ルッ クス (Donald Brooks,1928.1- 
2005.8) の いずれ に よっ て 作ら れ た も の で あろ うと 、 特 定 の 特徴 を 共有 
し て いた 。 彼 女 の ド レス の ほとん ど は 、 量 も 夜 も 、 ノ ー ス リー プ で 、 
明確 な ウェ スト ライ ン は 見 られ な か っ た 。 彼 女 の ド レス や コー ト や ス 
ー ツ は 、 柄 物 で は な く 、 杏 、 ピ ンク の キャ ン デ ィ の よう な 色合い 、 ス 
カイ ブル ー、 グ ラス グリ ー ン 、 イ エロ ー、 ベ ペー ジュ 、 ホ ワイ ト 、 ま た 
は クリ ー ム と いっ た 単色 の 澄ん だ 色調 で 登場 し た ( 図 1-5)。 彼 女 の 服 
に は 、 細 部 装飾 が 施さ れる こと は めった に な か っ た 。 ドレ ス は 通常 オ 
ー バ パー プラ ウス に 裁断 され た 。 ス ー ツ に は 箱 形 の ジャ ケッ ト が 組み 合 
わ さ れ て いた 。 そし て 、 ボタ ン (最も 多用 され た 装飾 品 ) は 大 きく て 、 
ドレ ス に 合う よう に 作ら れ た 。 

彼女 は アデ クセ サリ ー を 最小 限 に 抑え た 。 彼 女 は 小さ な 宝石 類 、 お そ 
らく 真珠 の ネッ クレ ー ス 、 ま た は ブロ ー チ と イヤ リン グ を 身 に 着け て 
いた 。 さ ま ざ ま な 長 さ の 白い 手袋 が すべ て の アン サン ブル に 合わ せら 
れ て いた 。 彼 女 は 自分 の 服 に 合う よう に 、 布 で 要 わ れ た 小さ な 封筒 状 
の 蓋 付き の バッ グ を 持っ て いた 。 彼女 は ロー ヒー ル の 質素 な 靴 を 好 ん 
だ 。 と ころ で 、 オ レグ ・ カ ッ シ ー ニ と は どの よう な デザ イナ ー で あっ 
た の が かず 。 
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2 
図 1-4 ジャ クリ ー ン ・ 図 1-5 ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ 
ケネディ が 着用 。 ディ 。1962 年 5 月 22 日 、 
グスタフ ホワ イト ・ ハ ウス に て 。 


カッ シー ニニ は 人 彼 が 彼女 に 特に 合う と 思っ て いた ドレ ス の 特別 な ゲル ー 
プ を デザ イン し て 、 最 後 通告 を 彼女 に 提示 する と いう 仕 
た 。 彼 女 は 後 の 服 だ け を 着 て いた 場合 に の み 、 撤 
きた 。 彼 女 の 新 し い 役 割 の た め に 彼女 を 完璧 に 装 わ せ 、 彼 女 の ワ ー ド 
ロー プ 編 成 を ずっ と 簡素 化す る の が 、 彼 の 役割 で あっ た 。 彼 女 が 着 て 
いた 最初 の 二 種 類 の ア t 典 で の ミン タク の ピル ボッ クス 
と マフ 付き の ウー ル ー ル で の セル フ ・ フ ァ プ リ 
ッ ク ・ ロ ゼット だ け で ワイ ト サ テ ン の イヴ ニン 
グ ド レ ス で あっ た 。 


装飾 され た 、 へ 


後 の デ ザイ ン は ほぼ 一 晩 で 変わ っ た 。 彼 が 最初 の 女性 の た め に 作っ 
た 服 の 全体 的 な 外観 は 、 装 飾 的 な 女性 らし さ の も の か ら 、 旦 純 で 、 筒 
素 で あまり に も フィ ッ ト し な いも の に 変わ っ た 。 箱 型 の ジャ ケッ ト の 
スー ツ は 、 ボ タン で 覆 わ れ て いて 、 ノ ー ス リー ブ の ジャ ー ジ ー シ ェ ル 
の プラ ウス が 合わ され て いた 。 ロー ウエ スト ブル ゾン の ボディ ス で 、 
イヴ ニン グ ド レ ス と カク テル ドレ ス を 直線 に カッ ト し た 。 1963 年 9 月 
まで に 人 彼 の 名 声 は 、 彼 が 「 若 い デ メリ カ 」 の た め に 水着 、 フ ァ ン デー 
ショ ン 、 スポ ー ツ ウェ ア 、 毛 友 、 コ スチ ュー ム エリ ー、 寺 下 類 、 


プ の 既製 品 ラ イ ン を 放し 、 だ の 全 ラ オギ ンス に の し て い 
た 。 

ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ デ ィ ー の ファ ッ シ ョ ン は 、 ア メリ カ 人 女性 に 影 
響 を 及ぼ し た 。 そ れ は 、1950 年 代 の 誇張 され た 女性 らし さ 、 特 に 容 故 
な い 不 快 な フィ ッ ト 感 か ら の 解放 で ある 。 あ ら ゆ る 年 齢 の 女性 は ジャ 
クリ ー ヌ が 着 て いた よう な シフ トド レス と 人 箇 単 な アク セ サ リ ー を 身 に 
着け て いた の で ある 。 こ の よう な これ まで に な い 外 見 は 、 自 己 確立 の 
頼み の 網 と な っ た 。 

1963 年 5 月 10 日 、 ピ ビル ・ カ ニン ダ ハ ム (Bil1 Cunningham) は 、Women's 
Wear Daily の コラ ム を 執筆 し 、 ニ ュー ョ ー ク の 社交 界 の 人 々 の 服装 に 
つい て 、 次 の よう な 記事 を 書い た 。「 コ ー ド は 次 の と お り で す 。 バ ス 
テル カラ ー の ボタ ン を 外し た 状態 の スー ツ 、 チ ェ ー ン 付き の 小さ な ア 
リ ゲ ダー ター バッ グ 、 ゴ ー ル ドブ レス レッ ト 、 ナ チュ ラル カラ ー の 手 
袋 、 二 本 鎖 の ネッ クレ ー ス 、3 月 1 日 以降 は 帽子 を 援 ら ず 、 ロ ー ヒ 
ー ル の 靴 を 履き 、 毛 皮 は 付け ませ ん 。 こ の コー ド に 注意 を 払わ な けれ 
ば 、 間 違い な く 流 行 遅れ で す ""。 」 

これ は 、 メ イン ボッ チャ ー (Mainbocher, 1890-1976) 、 ま た は ノー マ 
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ン ・ ノ レル (Norman Nore11. 
1900-1972) を 着 た 女性 に 関連 する スタ 
イル で あっ た 。 

日 中 、 女 性 は シン プル な 装い を 続け 
だ 。 、 こ の よう な スタ イル は 、 数 
年 以内 に すでに 退 届 また は 保守 的 で あ 
る と 認識 され る よう に な り 、 夜 会 服 は 、 
は る か に 精巧 で 実験 的 な 装い に な り 始 
め た 。 

夜会 服 の 特徴 を 、 ミ ル バ ン ク は 次 の 
よう に 書い て いる 。 

「1964 年 の イヴ ニン グ ド レ ス で は 、 
ビ ピーズ 、 キ ラキ ラ し た や ゃ の 、 深 く 創 ら 
れ た デコ ル テ 、 羽 、 そ し て 豪華 な 素材 
が 使わ れ て いた 。 メ イキ ャ ッ プ に は つ 
け ま つげ や 複雑 な アイ メイ ク が 合 まれ 

因 1-6 ミニ ・ ス カー ト 姿 の 。 て いた 。 髪の毛 は 、 特 に 夜 用 に デザ イ 

マリ ー・ ク ワン ト 。1966 年 ン さ れ 、 偽 の プレ ー ド と ルー プ の か か 

12 月 。 っ た へ アビ ピー ス で 固定 され て お り 、 家 

石 と 羽毛 で 飾ら れ て いた 。 彼 女 の 新 し 
い ド レス の 価格 が 、 報 道 に 記載 され て いた と し て も 、 誰 も 気 に し て い 
な か っ た 。 そ こ で 、Wew York Herald Tribune の Eugenia Sheppard、 
また は New York Journa1-American の Suzy、 ま た は New York Post の 
Ruth Preston は 、 そ れ ぞ れ 新 し い 5 千 ド ル 上 の イプ ニン グ コ ー ト 、 ビ 
ー ズ の ドレ ス に は 宝石 が た くさ ん 載っ て いる の で 、 床 の 長 さ の ティ ア 
ラ と 呼ば れ て いた と 書い た (9 ゆ 」 

1960 年 代 の ファ ッ シ ョ ン の 特徴 は 、 な ん と 言っ て も ミニ ・ ス カー ト 
の 流行 で も る 。 マ リー・ ク ワン ト ( 図 1-6) が 1962 年 頃 に 、 極 端 に 短 
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い ス カー ト を 発表 し 、 こ れ が ミニ ・ ス カー ト の 流行 の 発端 に な っ た と 
言わ れ て いる 。 ま た 、 パ リ で は 、 ア ンド レ ・ ク レー ジュ が 、1965 年 の 
コレ クシ ョ ン で 、 ミ ニ ・ ス カー ト を 発表 し た 。 こ れ は ショ ー ト ・ ス カ 
ー ト と ペア に な っ た 夜会 服用 に 提案 され た も の で あり 、 オ ー ト クチ ュ 
革命 的 な 波紋 を 投げ か けた 。 

・ ス カー ト の 流行 に 関す る ミル バン ク の 次 の 見 解 は 、 注 


「 実 際 に は 、 膝 丈 よ り 短 い ス カー ト は すでに 流行 し て いた 。 ア ー ノ 
と (Arnold Scaasi, 1930-2015) は 1958 年 に は 早く も 膝 を 
見 せ た イ ヴ ニ ング ドレ ス を 提供 し た 。 そ し て 、 特 に ティ ー ン エイ ジャ 
ー を 対象 と し た Seventeen と Mademoiselle の よう な アメ リカ の ファ ッ 
ショ ン 雑 誌 は 1960 年 代 初 頭 に 丈 の 短い 多く の スカ ー ト を 発表 し た 。 ア 
メリ カ の 女性 は 1950 年 代 に 短い 夏 の スカ ー ト に 慣れ て いた 。 そ し て 、 
1960 年 代 初頭 に 裸 の 日 焼け し た 足 で 、 パ ー ム ビー チ の 非常 に 成功 し た 
リリ ー・ ピ ュー リッ ツァ ー に よっ て 作ら れ た 小さ な 綿 の シフ ト を 身 に 
着け て いた 。 膝 は 、1960 年 代 前 半 の 多く の 女性 が 、 遊び 服 を 着 て いる 
写真 に 多く の 証拠 が 見 られ る 9⑲。」 

筆者 は 、 神 戸 フ ァ ッ ショ ン 美 術 館 で 開催 され た 寄贈 記念 展 「 ア ー ノ 
ルド ・ ス カー ジ 展 アメ リカ の オー トク チュ ー ル ・ デ ザイ ナー」(2013 
年 4 月 18 日 一 7 月 2 日 ) の 企画 協力 者 を 勤め させ て いた だ いた 。 そこ 
で 、 第 2 意 で は パリ ・ モ ー ド か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク へ の 転換 」 の 
一 環 と し て 、 我 が 国 で は あま り 知 られ て いな い ア ー ノ ルド ・ ス カー ジ 
の 生い立ち と 活動 内 容 を 取り 上 げ る 。 


次 に 、 ベ ル ボ トム パン ツ と ジー ンズ の 流行 する 。 

ベル ボトム パン ツ は 、1965 年 に ヴォ ー グ に 「patted' elephant( 象 
の 脚 )」 パン ツ と 記載 され た 。 この パン ツ は 、 大 腸 部 に ぴっ た り と フィ 
ッ ト し 、 膝 の 下 は 張り 出し た 脚 を 特徴 と し た 。 こ の パン ツ は 、1960 年 


26 


第 一 節 第 1 意 歴史 的 育 景 一 1960 年 代 か ら 2000 年 代 の アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 一 


ー ン ズ と し て 、 一 般 的 に 流通 する よう に な っ た 。 
の ジー ンズ と 組み 合わ せ て 着用 され た ジャ ケッ ト や 
し ら わ れ た 装飾 に つい て 、 こ うぅ 述べ て いる 。 
ンズ と 着用 する 華やか な 古い ミリ タリ ー ジ ャ ケッ ト 、 ア ン テ 
イー クベ スト 、 フ ロッ クコ ー ト 。 際 軍 海 軍 店 は ジー ンズ 、 ワ ー ク シャ 
ツ 、 そ し て ジー ンズ ジャ ケッ ト の 供給 源 と な っ た 。 そ し て それ ら は パ 
ッ チ ワー ク 、 刺繍 金属 ス タッ ド で 特徴 づけ され る こと も あっ た 0?。 」 


最後 に 、 ロ ング ・ ス カー ト 、 ミ ディ ・ ス カー ト 、 ブ プラ ジャ ー、 パ ン 
ティ ー・ ス トッ キン グ の 流行 に つい て 、 ミ ル バ ン ク に 拠っ て 述べ る 。 

「 ロ ング ・ ス カー ト は チェ スタ ー ワ イン バー グ の コレ クシ ョ ン の 一 
つ で 、1965 年 に 最初 に 現れ た "?。」 

「1968 年 まで に 、 ミ ディ ・ ド レス は ほぼ すべ て の コレ クシ ョ ン に 登 
場 し た 。 フ ィ ッ ト ボ ディ ス 、 長 袖 、 そ し て フル スカ ー ト は 膝下 で 終わ 
り 、 農 民 の 民族 衣装 と べ ビ ー ド ー ル スタ イル の 両方 の 拡張 で あっ た 


cd9。」 


ルディ ・ ガ ー ン ライ ッ ヒ (Rudi Gernreich, 1922-1985) 
ー を 発表 し た 。 彼 は タイ ツ を パン スト に 発展 させ る こ 
と に も 精力 的 で あっ た 。 数 年 の 間 に 、 女 性 は 、 隆 起 し た プラ ジャ ー、 
ガー ドル 、 ス トッ キン グ を 身 に 着け 、 ヘ ムラ イン が 上 が る に つれ て ス 
リッ プ 、 も ちろ ん 、 下 着 を 着る の が 難し く な っ | 

「 タ イツ が スト ッ キ ング の よう な まっ すぐ な メッ シュ の は きやすい 
も の だ け で な く 、 叔 力 的 な レー スパ ター ン 、 グ リッ ド ま た は プリ ント 
され た デザ イン で は きやすい パン スト に 発展 し た の で 、 そ れ ら は また 
より 手頃 な 価格 に な っ た 。 従来 の スト ッ キ ング の よう に 、 乾 足 が 引 っ 
掛か っ た り 、 電 線 が 走っ た り し た と き 、 女 性 た ち は 捨て な く て は な ら 
な いこ と を 心配 し な く な っ た 。 パ ンティー・ ス トッ キン グ 、 ボ ディ ス 
トッ キン グ は 、 伸 縮 性 の ある 小さ な プラ ジャ ー を つけ 、 シ フト ドレ ス 
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と フラ ッ ト シ ュー ズ を 履い た 女性 が 、 ス トッ キン グ に 支障 が 起き て 、 
困ら な いこ と を 保証 し た %。」 

1969 年 、 ア メリ カ の サン ・ フ ラン シス コ で ジー ンズ 専門 店 と し て 、 
ギャ ッ プ (GAP) が 設立 され た 。 創 業者 は ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー(Donald 
Fisher) で ある 。CAP の 設立 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ョ ン に つい て は 、 第 
3 章 で 取り 上 げ る 。 


さて 、1960 年 代 を 締め くく る に 当たっ て 、 宇宙 計画 、 お よび 、 環境 
保護 運動 に つい て 言及 し な いわ け に は ゆか な い 。 

ケネディ の 死後 、 リ ンド ン ・ ジ ョ ン ソ ン 大 統領 は 、 き わ め て 積極 的 
に 宇宙 計画 を 支援 し た 。 ア ポロ 11 号 は 2 人 の 人 間 を 世界 で 最初 に 月 
着陸 させ た 宇宙 飛行 で わっ た 。 ニー ル ・ ア ー ム スト ロン グ 船 長 と ベ 
オル ドリ ン 月 着陸 船 操縦 士 の 2 名 の アメ リカ 人 が 、1969 年 7 月 20 日 
20 時 17 分 (UTC 三 協定 世界 時 ) に アテ ポロ 月 着陸 船 「 イ ー グ ル 」 号 を 月 
に 着陸 させ た 。 

公民 権 運動 、 対 抗 文化 。 こ れ ら の 運動 を 推進 し た エネ ルギー と 感受 
性 は 、1960 年 代 半ば に 環境 保護 暫 動 を も 活気 付け た 。 1980 年 代 を 通じ 
て 、 多 く の 人 々 が 、 自 分 た ちの 健康 や 周囲 の 美しい 景観 を か す 、 自 
動車 排気 ガス 、 工 業 廃 棄 物 、 石 油 汚染 な どの 汚 集 物質 に 注目 する よう 
に な る に 従い 、 環 境 に 関す る 国民 の 不安 が 高まっ て いっ た 。 


2. 1970 年 代 


1970 年 代 の アメ リカ と は 、 ど の よう な 時 代 だ っ た の か 9。 

1969 年 に 就任 し た テ メ リ カ の ニク ソン 大 統領 は 、 ベ トナ ム 反 戦 運動 
の 高まり の 中 で 、 ベ トナ ム か ら の 撤兵 を 決定 し た が 、 1970 年 以降 は 一 
転 し て カン ボ ジ ア 、 ラ オス に 戦線 を 拡大 し た 。1970 年 に ホー・ チ ・ ミ 
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ン ・ ル ー ト の 借 断 と 称し て アメ リカ は カン ボ ジ ア に 侵攻 し 、 さ ら に 
1971 年 に は ラオ ス 愛 国 戦線 (バテ ト ・ ラ オ ) の 勢力 拡大 を 阻止 する た 
め 、 ラ オス に 空爆 を 加え た 。 こ うし て 戦 炎 は カン ボ ジ ア ・ ラ オス を 含 
ナ 半 島 全域 に 拡大 し 、「 第 2 次 イン ド : 
D ア メリ カ の 戦争 拡大 は 内 外 の 反発 を 受 [ 
側 も それ を 支援 する ソ連 と 中 国 の 関係 が 悪化 し 、 複 雑 な 国際 関係 の 中 
で 交渉 は 進捗 し な か っ た 。 ま た 戦争 の 長期 化 は アメ リカ 財政 を 圧迫 し 、 
ドル 危機 の 一 因 と も な っ た た め 、1971 年 に ニク ソン 大 統領 は 金 と ドル 
の 人 旬 換 を 停止 に 踏み 切っ た 。 こ の ドル ・ シ ョ ッ ク は 戦後 の 西側 世界 の 
アメ リカ ーー 極 時 代 を 終わ ら せ る こと と な っ た 。 

1974 年 8 月 に ニク ソン は 辞任 し , フォ ー ド 副 大 統領 が 大 統領 に 昇格 
し た 。 ベ トナ ム 戦 争 と ウォ ー タ ー ゲ ー ト 事件 を 契機 に 、 連 邦 政 府 に 対 
する 国民 の 信頼 は 播 ら いで いた 。 連邦 議会 で は ウォ ー タ ー ゲ ー ト の 再 
発 を 防ぐ た め に 、「 情 報 公開 法 (1974 年 ) 」 と 「 会 議 公開 法 (1976 
年 ) 」 を 制定 し た 。 前 者 は 、 政 府 の 情報 や 資料 の 公開 を 義務 付け た も 
の で あり 、 後 者 は 、 政 府 機関 の 会 議 の 公開 を 定め た も の で あっ た 。 フ 
オォ オード は 、 就 任 1 カ月 後に は ニク ソン を 恩赦 し た た め 多 く の 国民 が 慎 
汰 し た 。 ま た 、 ベ トナ ム 戦 争 時 代 か ら 間 題 に な っ て いた 財政 赤字 は ま 
すま す 膨 張 し た 。1975 年 4 月 に サイ ゴン 政権 は 崩壊 し た 。 こ れ ら の 失 
態 か ら フ ォ ー ド の 支持 率 は 1975 年 末 に は 39%% ま で に 落ち 込ん だ 。 

1976 年 の 大 統領 選挙 で は 、 カ ー タ ー が 僅差 で 現職 に 勝利 し た 。 カ ー 
ター は 福祉 政策 に も 注意 を 払い , 黒人 や 女性 の 地位 向上 に も カ を 入れ 
る な ど リ ベラ ル 派 と の 協力 を 図 , 経済 面 で は 保守 的 立場 を 
と っ た 。 

1969 年 国家 環境 政策 法案 NEPA:The National Enyironmental Policy 
Act)9 が 可決 、 1970 年 1 月 1 日 に 施行 され た 。 当時 の リチャード ・ 
ニク ツン 大 領 が 主導 し た 。NEPA は アメ リカ の 境 活動 の シル ネ サ ンス 
と 位置 付け られ て いる 。 特 筆 す べき は 環境 影響 評価 の 民主 的 手続 き を 
確立 し た こと で ある 。 
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日 本 は 1960 年 代 高度 成長 期 の 急激 な 経済 活動 に よる 汚染 物質 の 重 
れ 流し な ど で 、 全 国 各 地 で 環境 状況 が 悪化 し た 。 いわ ゆる 四 大 公害 ( 水 
侯 病 、 新 潟 水俣 病 、 イ タイ イタ イ 病 、 四 日 市 ぜん そく ) を 含め 公害 問 
題 は 大 き な 社会 問題 と な っ た 。 ア メリ カ で ゃ 環境 間 題 は 同様 に 深刻 だ っ 
た 。 廃 油 に よる 燃え る 川 、 泳 げ な い 海 、 湖 沼 、 大 気 汚染 で 遠く が 見 え 
な い 町 な ど で あ る 。 

1970 年 4 月 22 日 、 全 米 の 学校 や 地域 社会 で 、 初 め て テー ス ・ デ イ 
の 催し "! ( 図 1-7) が 行わ れ 、「 テ ィ ー チ ・ イ ン 」 が 実施 され た 。1970 
年 まで 環境 政策 を 担当 する 総合 的 な 組織 が な く 、 大 気 汚染 規制 法 や 水質 規制 
法 も な い 環 境 規制 の 法規 制 の メカ ニズム が な い 時 代 、 ど うし た ら 環 境 
悪化 を 止め られ る か と いう 大 き な 課 題 が あっ た 。 そ の よう な な か 、 ネ 
ルソン (Gaylord Nelson)) 上 院 議員 が アー ス ・ デ イ を 提唱 し た 。 こ 
れ は アメ リカ 嘩 境 主義 の 夜明け と も 言え る 。1970 年 4 月 2 日 ( 水 ) 
全米 で 2000 万 人 が デモ に 参加 し 、 環 境 の 課題 を 連邦 レベ ル で 議題 に す 
る べく ニュ ー ヨ ー ク 市 は じ め ア メリ カ の 大 都市 で デモ (お 祭り ) が 行 
われ た 。 こ の お 祭り に は 、 自 然 に 対し 良好 な 影響 を 与え る と 言う 観点 
か ら 観 て 、 連 邦 政府 は 清浄 な 大 気 、 土 地 、 水 を 祝福 する と いう 特別 な 
意味 を 持た せ て いた の で ある 。 

ニニ ュー ヨー ク 市 長 ジ ョ ン ・ リ 
ン ゼ イ 氏 (John V. Lyndsey) は 、 
この 日 を 記念 
クン の 5 番 街 で 14 丁目 か ら 
セン ト ラル パー ク ま で 歩行 者 天 
団 を 2 時 間近 施す る と 決め た 。 誠 
歩行 者 天国 の 始ま り で ある 。 
翌年 東京 の 銀座 で 歩行 者 天国 図 1-7 Austan Librach 1970 年 4 
が 始ま っ た 。 月 22 日 、 アー ス ・ デ イ で 演説 。 

これ は 米国 民 に 環境 和 染 の 
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危険 を 教え る 催し で ある 。 汚染 の 問題 が 存在 する こと を 杏 定 する 者 は 
少な か っ た 。 だ が 、 提 案 され た 解決 策 は 、 費 用 が か か り 、 国 民 に 不便 
を 強い る も の で あっ た 。 こ の 解決 策 を 実行 すれ ば 、 米 国 の 生活 水準 を 
維持 する た 必要 な 経済 成長 が 抑制 され る 、 と いう 2 意見 が 多かっ た 。 
と は いう も の の 、1970 年 に は 、 連 邦 議 会 は 1967 年 大 気 浄化 法 を 修正 
し 、 全 国 的 に 統一 され た 大 気 浄 化 基準 を 設定 し た 。 ま た 議会 は 水質 改 
普 法 を 可決 し 、 海 上 の 石油 流出 の 清掃 責任 を 汚染 者 に 負わ せる こと を 
定め た 。 

国家 環境 政策 法 (NEPA) に より 環境 保護 庁 (United States Environ- 
mental Protection Agency。EPA) 9 が 1970 年 12 月 に 設立 され た 。 そ 
れ は 環境 汚染 行為 を 規制 する 活動 の 先頭 に 立つ 独立 し た 連邦 機関 で あ 
ニク ソン 交 領 は 県 境 政策 推進 の た め 、 ま た 、 環 境 の 規制 の た め 
独立 ・ 自 立 し た 役所 を 設立 する こと を 決め 、 議会 で BPA 設立 の 意向 を 
宣言 し た 。EPA の 役割 は 以下 の と お り で ある 。 
(1!) 国 の 栖 境 目標 と 整合 し 、 陣 境 係 護 の 基準 の 確立 と 規制 。 
(?) 汚染 に よる 負 の 影響 の 調査 実施 、 そ れ を 制御 する 方 法 や 設備 の 

調査 。 
(3) 環境 汚染 を 抑制 する た め の 守 助 金 、 技 術 支援 を 通じ て の 支援 。 
(4 環境 質 委員 会 へ の 支援 と 大 統領 に 対し 環境 保護 の た め の 新た な 
政策 の 助言 


必 だ 


その 後 30 年 間 に わた り 、EPA は 、 そ の 権限 を 強化 する 立法 に 支え ら 
れ て 、 連 邦 政 府内 で も 有数 の 活発 な 機関 と な り 、 大 気 と 水質 に 関す る 
強力 な 規則 を 公布 し た 。 

アメ リカ は 1970 年 代 環境 政策 を 主導 し た が 、 設 定 し た 大 気 汚染 規 
制 基準 の 提供 を 延期 し 、 政権 が 不安 定 に な り 規 制 が 骨抜き に され た 。 
アメ リカ の 環境 政策 は 失速 し た 。 衣 服 産業 に 起因 する 水質 汚 当 に つい 
て は 、 第 二 部 第 1 て 3 章 で 考 穴 す る 。 
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1973 年 の オイ ル シ ョ ッ ク は アメ リカ だ け で な く 全 世 界 に 色々 な 影 
響 を 与え た 。 日 本 で も 石油 製品 の トイ レッ トペ ベー パー な どの 買い 占め 
で 町 中 が 騒然 と し た 時 期 が あっ た 。 1979 年 に は 第 2 次 石油 危機 が 直撃 
し た 。 

1979 年 3 月 28 日 、 米 東部 ペン シル ヴェ ニア 州 の スリ ー マ イ ル 島 原 
子 力 発電 所 で 部 分 的 な 炉心 交 豆 (メル ト ダ ウン ) が 発生 し た 。 ス リー 
マイ ル 島 原発 事故 で は 死者 や 重傷 者 は 出 て いな い 。 だ が この 事故 は 原 
発 の 安全 性 に 対す る 懸念 を 米 全 土 に 巻き 起こ し 、 そ れ が 原発 新設 の 歯 
止め と な っ た 。 

1980 年 選挙 が 開始 され , カー ター を 弱腰 と 批判 し 、「 強 い ア メリ カ 」 
の 再建 を アピ ー ル し た 共和 和光 候補 レー ガン の 圧勝 に 終わ っ た 。 1960 年 
代 の 激しい 抗議 運動 は 多く の 貴重 な 成果 を も た らし た が , 同時 に さま 
きま な 面 で 退廃 的 現象 を 引き 起こ し た 。 そ の な か で 保守 的 市 民 た ち は 
伝統 的 価値 観 を 擁護 し よう と し て 、 1970 年 代 後半 に 全米 各地 で 立ち 上 
が り , レー ガン を 当選 させ た の で ある 。 急激 な 社会 変化 の な か で 多く 
の アメ リカ 人 は 、 生 活 指針 を 信仰 に 求め , 福音 主義 的 プロ テス タン ト 
請 守 派 が 急激 な 成長 を と げた の で ある 。 

1978 年 に ハリ ウッ ド ・ サ イン 基金 (Hollywood Sign Trust) が 設立 
され た 。 同 年 ヒュ ー ズ ・ へ リコ プター 会 社 、 パ シフ ィ ッ ク ・ ア ウト ド 
ア 広 告 会 社 、 ヒ ー ス 看板 会 社 が 共同 で 元々 の サイ ン を 解体 、 同 じ 場 所 
に 鉄骨 造り で 、 現 在 の 「HOLLYWOOD」 サイ ン を 建て た 。 

ニュ ー・ レ フト の 活動 家 は 、 公 民権 運動 に 参加 し た 。 被 ら は 貧困 と 
の 聞い に 加わ っ た が 、 彼 ら が 最も 大 き な 成 功 を 収め た の は 、 ベ トナ ム 
反戦 運動 で も っ た 。 彼 ら は 徴兵 年 齢 で あり 、 同 世代 の 若者 た ちの 感情 
に 訴え 、 ニ ュー・ レ フト が 一 般 大 衆 の 支持 を 得 た 唯一 の 例 と な っ た 。 
1970 年 代 後半 まで に は 、 ニ ュー・ レ フト の 学生 運動 は 道 減 し て いた 。 
だ が 、 そ の 活動 家 の 多く は 、 牙 治 の 主流 へ と 移行 し て いっ た 。 
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経済 僅 滞 も 保守 化 を 促し た 。 こ うし た な か で アメ リカ は 、 "保守 の 
80 年 代 " へ と 笑 入 し て いっ た の で ある 。 


それ で は 、 1970 年 代 に は 、 ど の よう な ファ ッ シ ョ ン が 流行 し た の で 
あろ うか 。 

最初 に 、 髪 と 化粧 だ が 、 時 間 を か け て 手入れ を し て いて も 「 髪 は 何 
も し て いな いよ うに 見 えな けれ ば な ら ず 、 化 粧 は 自然 の よう に 見 えな 
けれ ば な ら な か っ た "%⑳」 と いう 。 つ まり 、 自然体 が 推奨 され て いた の 
で ある 。 

次 に 、 服 装 で ある が 、「 フ ァ ッ ショ ン は より シン プル に な っ た 。 セ 
パレ ー ト は 気楽 に 見 える が 、 ア ン サ ンプ ブル を 作成 する た め に それ ら を 
まとめ る こと は 、 ド レス を 着る より も 困難 で あっ た “ゆり 」 と いう 。 

ミル バン ク に よる と 、 ミ ディ ・ ス カー ト を 推奨 し た デザ イナ ー と 、 
ー 般 の 女性 の 好み に は 、 食 い 違 い が あ っ た と いう 。 どの よう な くい ち 
が いで あろ う 。 少々 、 長 く な る が 、 興味 深い 記述 な の で 、 引 用 し よう 。 

「 女 性 が 独立 を 祝っ て いた 同じ 年 、 デ ザイ ナー は ミディ ・ ス カー ト 
を 紹介 する た め に 団結 し た 。 実 際 の と ころ 、 単 に 長い だ け で は な く 、 
新しい シル エッ ト が 多く 、 と て も ほっ そり し て 、 細 い セ ー タ ー や ジャ 
ケッ ト と 対 に な っ て いた 。 そ れ は イ ヴ ニ ング の 代わ り と し て で は な く 、 
支配 的 な 昼間 の スタ イル と し て 提供 され る と いう 点 で 、2 年 前 に 紹介 
され た イ ・ ド レス と は 異な っ て いた 。 ほ と ん どの 女性 は 、 ミ ディ 
に 否定 的 な 反応 を 示し 、 ミ ニ よ り も 厄介 で 着用 が 困難 で ある と 主張 し 
た 9。」「 多 く の 女 性 が ミディ ・ ス カー ト を 購入 し て 身 に 着け て いた 
が 、 よ り 多 く の 拒 否 権 を 行使 し て それ を 拒否 し た の で ある や 。」 筆 者 
も 日 本 で 、 ミ ニ が 流行 っ て 、 ミ ニ ・ ス カー ト を は いて 、 脚 を 見 せ て 、 
日常 生活 を 送っ て いる と ころ へ ミディ ・ ス カー ト が 座 場 し た と き に 、 
戸惑い を 感じ た の は 確か だ が 、 ミ ル バ ン ク の 言う よう に 、 決 し て 、 ミ 
ディ ・ ス カー ト を 拒否 し た わけ で は な い 。 ニ ュー ヨー カー と 日 本 人 の 
体型 や 感覚 の 相違 で あろ うか 。 日 本 人 女性 に は 、 む し ろ ミ ニ ・ ス カー 
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ト に 抵 挑 を 感じ た 女性 が 多かっ た の で は な か ろう か 。 民 族 性 の 違い と 
言っ て し まっ て も 良い の で あろ うか 。 

話 を 次 に 進め 、 女 性 に よる ズボン 着用 に 関す る ミル バン ク の 記述 を 
紹介 し よう 。 

「 彼 ら は 1971 年 に ミディ ・ ス カー ト が 導入 され た と き に も ミニ を 着 
用 し 続け 、 非 常に 短い ホッ トバ パンツ を 着用 し て いた 。 だ が 、 ほ と ん ど 
は ズボン を 着用 する こと に し た 。 ビ ル ・ プ ラス (Bi11 B1ass, 1922-2002) 

[アス メリ カン ・ ス ポー ツウ ェ ア ー を 手掛け る 。 エ レガ ント な イヴ ニン グ ド レ ス で 、 
上 流 階級 の 女性 に 人 気 が 高 い 。 メ ンズ ウェ アー や 香水 、 雑 貨 な ど 広範 陣 に ビジ ネ 
ス を 展開 ]、 ジ ョ ン ・ ア ン ソ ニー (John Anthony) (毛皮 で 縁取 られ た ウ 
ー ル や 、 全 体 的 に 複 維 な ビー ズ パ ター ン で 刺繍 され た シル ク な どの 豪華 な 素材 を 
用 いた 。 小さ な コレ クシ ョ ン を デザ イン 。 ク チュ ー ル と 既製 眼 の 中 間 の 仕立 て を 
し た ) 、 オ スカ ー・ デ ・ ラ ・ レ ンタ (Oscar de 1s Renta, 1932-2014) 

【 ド ミニ カ 生 まれ の スペ イン 人 。 バ リ 、 ア メリ カ で 修業 後 、1965 年 に 独立 。 ジ ャ 
ー ジ ー 素 材 、 ビ ビッ ド な 色彩 に 特徴 お あり 、 ニ ュー ヨー ク の 社交 界 で 人 気 〕 を 含 
む ア メリ カ の トッ プ デ ザ イナ ー 全 員 が 、 ズ ボン を 主役 と し て 披露 し た 
eg 」 

「1960 年 代 に は ジー ンズ が 大 量 に 着用 され る よう に な っ た 。 同 じ 10 
年 で 、 時 折 ス カー ト の アン サン ブル に 華やか な 代替 品 と し て 見 られ た 
最初 の デザ イナ ー・ パ ン ツ スー ツ が 交 場 し た ②⑳。」 

「1970 年 代 に 女性 は さら に いく つか の ステ ッ プ を 踏み 出 し た 。 彼ら 
は 仕事 に 行く た め に 、 ス カー ト の 代わ り に ズボン を 身 に 着け て 、 学 校 
へ 、 レ スト ラン へ 、 そ し て 夜 に 外出 し た 。 服装 規定 は か な り 緩 和 さ れ 、 
スタ ッ ク ヒ ー ル の パン プス また は ブー ツ 、 シ ョ ル ダ ー バ ッ グ 、 ス カー 
フ 、 金 の 宝石 類 、 さ ら に は お そら く フ ェ ド ラ 【fedora フェ ルト 製 の ソフ 
ト 峠 ) で 飾ら れ た 。 そ れ は 女性 が ミディ ・ ス カー ト を 拒絶 し た こと を 
示し た ②。」 

ここ で 、 ち ょ っ と 疑問 が 湧い て くる 。 
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筆者 は 、 前 著 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー ア メリ カ 
服飾 社会 喝 近 現 代 籍 一 』 に お いて 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 が 衰退 
し た 1920 年 以降 、 女 性 に よっ て ズボン が 履か れる よう に な っ た プロ モ 
ス に つい て 、 語 っ て いな い 。 そ こ で 、 に その プロ セス を ミル バン 
ク に 拠っ て 、 ま と め る 。 

「 ア メリ ア ・ ブ ルー マー (Amel ia Bloomer) の 1850 年 頃 の パン タル ー 
ン ・ ア ン サ ン ブ ル は 、 衝 撃 的 で 妨 ろ し い ほ ど 女 性 らし く な いと 考え ら 
れ て いた 。 だ が 、 さ ま ざ ま な 激しい スポ ー ツ に 使用 され る よう に な っ 
た 。 何 が 女性 的 で 、 何 が 非 女性 的 な 振る 招い を 構成 し て いる か に つい 
て の 考え 方 が 変化 し た た め 、 主 に 射撃 、 自 転 車 乗り 、 上 丹 鞍 に 座る の で 
は な く 馬 に また が っ て 走る こと な どの 身体 活動 の 分 野 で 、 ズ ボン は 必 
要 な 悪 と 見 な され る よう に な っ た 。 室 内 配管 の 現象 19 世紀 に あり ふ 
れ た 現実 に な る 前 は 、 特 に 日 中 や 夕方 を 通し て ズボン を 着用 する こと 
は 女性 に と っ て 実用 的 で は な か っ た よう で ある 。 20 世紀 に な っ て も ズ 
ボン は 様々 な 装い で 浮上 し 続け 、 衝 撃 的 また は 前 衛 的 だ と の 評判 を 受 
け 続 けた 。 1910 年 代 に バリ で 紹介 され た 二股 の スカ ー ト は 、 夜 の 大 半 
は スカ ー ト より も 着 心地 が 良い と いう より は 、 む し ろ 難 し いも の で あ 
っ た 。 そ れ は 、 肩 と 、 腰 の 周り に フッ ク と アイ で 固定 する 、 手 の 込 
ん だ ワン ピー ス の ドレ ス の 一 部 だ っ た か ら で あ る 。 1920 年 代 ま で 
女性 は 定期 的 に 乗馬 用 の ジョ ッ パ ー ズ (乗馬 ズボン ) を 履い て いた 
1920 年 代 後半 に な っ て 初め て 、 ズ ボン の た め の 最 初 の 飛躍 的 進歩 が 、 
ビー チ パ ジャ マ の 形 で 起こ っ た 。 メ ジャ ー で か な り 長 命 な 流行 に な る 
ほど 人 気 が あ っ た の で 、 彼 ら は 日 中 の 娯楽 用 だ け で な く 、 カ ジュ アル 
な 夜 の 行事 用 に も 着用 し た 。 パ ジャ マ の 衣装 は 厳密 に は 仕立 て られ て 
いな か っ た 。 そ れ ら は 女性 らし い 外観 を 与え て 、 長 い ド レス の よう に 
流れ た 9。」 

「 男 性 用 の ズボン は 1930 年 代 に 登場 し 、 キ ャ サリ ン ・ ヘ ッ プ バ パーン 
(Katharine Hepburn, 1907-2003) 、 ダ レタ ・ ガ ル ボ (Greta Garbo 
1905-1990)、 マ リー ン ・ デ ィ ー ト リッ ヒ (Marlene Dietrich, 1901-1992) 
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な どの 女優 た ち に よっ て 、 最 も 効果 的 に 着用 され た 。 彼ら は 、 第 二 次 
世界 大 戦中 に 、 女 性 が 工場 や 庭 で 働き 、 仕 入れ 不足 を 回 避 す る た め に 
ズボン を 身 に 着け て いた と き に 、 よ く 従 う 例 を 示し た 。 1950 年 代 に 、 
女性 は 誇張 され た 女性 らし さ を 採用 する こと で 、 戦 争 中 に 人 気 が あ っ 
た 男性 的 な 見 た 目 に 反応 し た が 、 通 常 か か り セ クシ ー で 、 体 に フィ ッ 
ト し 、 足首 を 露出 する 品種 の パン ツ が た くさ ん あっ た 。 1960 年 代 に は 
ジー ンズ が 大 量 に 着用 され る よう に な っ た 。 同じ 10 年 で 、 時 折 ス カー 
ト の アン サン ブル の 華やか な 代 在 品 と し て 見 られ た 最初 の デザ イナ 
ー・ パ ン ツ スー ツ が 登場 し た 9 り 。」 

か な り 長 い 引 用 に な っ た こ に は 、 非 常に コン パク ト に 、1920 
年 以降 、 女 性 に よっ て ズボン が 履か れる よう に な っ た プロ セス が ま と 
め ら れ て いる 。 大 変 、 重 要 な 記述 で ある 。 


さて 、 話 を 1970 年 代 の ジー ンズ に 戻 そう 。 
当時 、 履 か れ て いた ジー ンズ と は どの よう な ズボン で あろ うか ?%。 
若い 人 た ち は ジ ー ン ズ 、 好 まし く は スト レー トレ ッ グ 、 ボ タン フラ イ 
( 比 箇 仕立 て の 前 の 開き ] 、 そ し て きれ い に 仕 上 げ ら れ た ジー ンズ を は い 
て いた 。 デ ザイ ナー が 最終 的 に 既に 色あせ た 、 ま た は 、 着 古 し た よう 
に 見 える ジー ンズ を 作る 方 法 を 考え 出す まで 、 中 古 ジ ー ン ズ を 売っ て 
いる 店 は 全国 各地 で 続出 し た 。 男女 双方 の 学生 の た め の 他 の 選択 肝 は 
軍 の お 下がり 、 多 ボタ ン の ポケ ッ ト が ある セー ラー 服 の ズボン 、 そ し 
て 画家 の ズボン で あっ た 。 
両方 と も 厚底 フラ イブ ー ツ 、 下 駄 、 様 々 な 高 さ の ペー ジュ 色 の スエ 
ー ド ・ ウ ェ ッ ジ ・ プ ラッ ト フ ォ ー ム を 備え た コル ク ・ イ ー ジ ー・ サ ン 
ダル 、 人 間 工 学 に 基づい た アー ス ・ シ ュー ズ 【〔 か か と より つま 先 の 方 が わ 
ず か に 高く な る よう な ソー ル 形 状 が 特徴 の シュ ー ズ 〕 、 エ スパ ドリ ー ユ 【 足 
の 甲 が 覆 わ れ て いる スリ ッ ポ ン 型 の 蓄 】、 そ し て 、1970 年 末 ま で に は 、 カ 
ウ ボ ポー イ ・ プ ー ツ と アデ ィ ダ ス も 履い て いた 。 
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1970 年 代 は 素材 革 礁 の 時 代 “ゆで あっ た 。 天 然 識 維 は 化学 維 に 置き 
換え られ た 。 す な わ ち 、 オ ー ロ ン 、 ド リッ プ ド ライ コッ トン 、 ポ リエ 
ステ ルプ ブレ ンド 、 お よび キア ナ [Qiana、 Stanloy Brooke Speck に よる DuPont 
Eperimental Station で 1962 年 に 開 茎 され た 絹 の よう な ナイ ロン 線維 ] は 、 ウ 
ー ル 、 ニ コットン 、 お よび シル ク に 置き 換え られ 始め た 。 

だ が 、 人 工 的 に 作り 出す 石油 由来 の 化学 繊維 は 、 今 日 に 至っ て も 、 
生物 の 成長 、 生 殖 、 行 動 に 関す る ホル モン の 作用 を 阻害 する と 言わ れ 
て いる 。 特 に 有害 物質 、 環 境 ホ ル モ ン が 引き 起こ す 人 体 へ の 影響 が 懸 
念 き され て いる 。 肌 か ら 入 る 化学 物質 は 、 ほ と ん ど 解 災 さ れ な いと の 記 
事 も ある 。 

1960 年 代 の 明る く 渦 巻く 色 と 模様 は 、1970 年 代 に は 変化 し た “ り 。 
最終 的 に は 系 ら か く て ぼかし た デザ イン に 置き 換え られ た 。 多 く の 場 
合 、 手 描き の 外観 、 小 さき な プリ ント 、 そ し て より 落ち 着い た 淡い 色調 
の パレ ッ ト で あっ た 。1970 年 代 の 初め に は 、 色 は まだ 明る か っ た 。 そ 
し て 服装 は 、 し ば し ば パッ チワ ー ク また は レイ ヤリ ング の いずれ か と 
組み 合わ され た 黄色 い 強 い 色合い の し っ か り と し た プリ ント 生地 を 利 


ュ デ ィ ケ イド が 本 格 的 に 始ま っ た 。 新しく 評価 さ 
れ た 天然 繊 維 に ふさ わし い 色 は 、 ベ ペー ジュ だ け で な く 、 落 花生 、 砂 、 

トー プ (英語 で "taupe'” と いう 言葉 は 、 も と も と は モグ ラ (Mole] の フラ ンス 
語 (taupe] また は 、 ラテ ン 語 【talpa] か ら 来 て いる 名 前 。 ニ ュ ア ンス の あ 
る 中 間 色 で 、 ダ レー が か っ た プラ ウン 、 ま た は プラ ウン が か っ た グレ ー) 、 カ ー 
キ 、 オ リー プ ド ラブ (Olive Drab は 、 主 に 各国 の 軍服 、 軍 用 車両 、 軍 用 機 、 

重 火器 な ど に 用 いら れ て いる 色 の 名 前 で ある 。 通 常 は 黒 と 黄 (また は 茶色 と 緑 ] 

の 準 料 を 1:1 で 混合 し て 作ら れる が 、 生 産 国生 産 時 期 に よっ て この 比率 に 差 が 
生ずる 場合 も ある ) 、 そ し て レン ガ 色 で あっ た 。 す べ て の 中 間 色 は 、 混 
合 し 、 さ ま ざ ま な 部 分 の マッ チン グ の 概念 に 基づい て 、 装 い を 分 離す 
る の に 成功 し た 。 
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イン テリ ア は 白 、 オ フ ホ ワイ ト 、 ベ ペー ジュ の よう な ニュ ー ト ラル カ 
ラー で 仕上 げ ら れる よう に な っ た 。 ナ チュ ラル な 調子 で 、 織 り 目 加工 
の コッ トン を 用 いた 室内 装飾 、 染 色 さ れ て いな い 木 材 、 そ し て た くさ 
ん の 緑 、 生 育 す る 栓 物 、 忙 し い 女性 た ちの た め の 、 メ ン テ ナ ンス フリ 
ー の 最小 限 の 装飾 付き の アパ ー ト と 家 を 求め た 。 


3 1980 年 代 


1980 年 代 と は 、 ど の よう な 時 代 だ っ た の か ⑮。1980 年 の 大 統領 選 


挙 で は 、 シ カー ター が 再選 を 求め た が 、 共 和 沈 の ロナ ルド ・ レ 
ー ガ ン に 敗北 し た 。 ロ ナル ド ・ レ ー ガ ン 牙 権 の 1 期 目 と 2 期 目 は 不況 
で あっ た が 、 レ ー ガ ン は 次 の よう な 積極 財政 政策 を 採用 し 、 反 対 替 力 


の 動向 に 対処 し た 。 す な わ ち 、 和 石油 供給 過剰 に 繋が る 石油 規制 緩和 を 
打ち 出し 、 ツ ビエ ト 連 邦 の 指導 者 ミハイル ・ ゴ ル バ パチ ョ フ と の 4 度 の 
首脳 会 譜 を 通じ て 、 中 距離 核 戦力 全廃 条約 の 調印 を 達成 し た の で ある 。 
この 政策 は 「 冷 戦 」 へ の 道 を 切り 開い た 。 

だ が 、1987 年 に は 、 ア デメ リカ 史上 、2 番目 に 大 き な 株 式 崩壊 が 起こ 
り 、 こ れ が 1990 年 代 初期 不況 の 前 兆 に な っ た 。 


1970 年 代 の 人 口 に 関わ る 現象 と し て 最も 広く 議論 され て いる の は 、 
アメ リカ 合衆国 の 南西 部 と 南東 部 、 そ し て 特に フロ リ ダ 州 と カリ フォ 
ルニア 州 を 含む 「 サ ン ベ ル ト 」 の 興 除 だ っ た 。 カ リフ ォ ル ニア 州 は 1964 
年 【 ー ヨ ー ク 州 を 抜い て 、 全 米 で 最も 人 口 の 多い 州 に な っ て いた 。 
1980 年 まで に サン ベル ト の 人 口 は 工業 化 の 進ん だ 北東 部 や 中 西部 を 
上 回 る よう に な っ た 。 北 東部 や 中 西部 は 人 口 の 減少 が 始ま っ て いた 。 

サン ベル ト の 典 隆 は 国内 の 政治 地図 を 塗り 替え 、 保 守 派 が 勢力 を 強 
め た 。 こ の 成長 する 地域 の 好調 威 は いわ ゆる ラス ト ベ ルト の 関心 事 と 
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鋭く 対立 し た 。1982 年 初期 まで に 、 レ ー ガ ン の 経済 計画 は 、 不 況 と い 
う 困 難 さ に 突き 当たり 、 レ ー ガ クス の 効果 は 、 短 期 的 に 赤字 を 
急 拡大 させ て いた 。 「 ラ スト ベル ト 」 (工業 化 の 進ん だ 中 西部 と 北東 
部 ) の ある 地域 で は 、 製 鉄 所 な どの 工場 が 閉鎖 され 、 事 実 上 の 不況 状 
態 に 注 ん だ 。 中 西部 な どの 家族 経営 農場 の 多く は 高 金利 に よっ て 破 減 
し 、 大 型 の 農業 関連 企業 に 身売り し た 。 レ ー ガ ン の 支持 率 は 1982 年 不 
況 の 最悪 期間 に 急落 し た 。 

レー ガン は 連邦 準備 制度 の 通貨 締め 付け と 拡大 的 財政 政策 を 組み 合 
わせ た 。 1982 年 不況 に 続い て 、 高 い 成長 率 (1982 年 か ら 1988 年 の 其 
間 で 年 4.2%) に 貢献 し た 要因 の 1 つ は 、 大 き な 牙 府 支 出 だ っ た 。 

1982 年 か ら 1983 年 に か け て の 最悪 の 時 期 か ら 回 復 し た も う 一 つの 
要因 は 、1980 年 代 半 ば に 有 油 生産 量 を 上 げた こと に よる 石油 価格 の 急 
落 だ っ た 。 1983 年 半ば まで に 、 失 業 率 は 1982 年 の 11% か ら 8.2%6 ま 
で 低下 し た 。 国内 総 生産 は 1970 年 代 半 ば か ら で は 最高 と な る 3.39 成 
長 し た 。 イ ン フ レ 率 は 59% 未 満 と な っ た 。 ア メリ カ 合 衆 国 の 歴史 で 最 
大 と な っ た 1981 年 減税 は 、GDP の 増大 と 比較 し て 連邦 政府 の 税収 増大 
は 少な か っ た 。 

赤字 予算 は 経済 刺激 策 と し て の 価値 が あり 、 1982 年 以降 の レー ガン 
政権 時 代 で 景気 回 復 に 真 献 し た 。 だ が 、 1980 年 代 予算 不足 の その 規模 
は 金利 を 高 止 まり させ 、 ド ル の 価値 を 過大 評価 の まま と し た の で 、 投 
資 や 輸出 の 面 で 苦し み 、 結 果 的 に アメ リカ の 経常 収支 赤字 を 増大 させ 
た 。 

赤字 は 海外 か ら の 借金 で 科 わ れ 、 数 年 間 で アメ リカ 合衆国 を 世界 最 
大 の 債権 国 か ら 世 界 最大 の 債務 国 に 転落 させ た 。 さら に 1980 年 代 に メ 
ディ ア や 娯楽 産業 が 株 式 市 場 や 金融 分 野 の 魅力 を 伝え て いる 。 例 えば 
1987 年 の 映画 『 ウ ォ ー ル スト リー ト 』 が 思い 起こ され る 。 

1987 年 10 月 、 突然 株 式 市 場 が 暴落 し た 。 し か し 、 連 邦 準 備 制度 は 
通貨 供給 量 を 拡大 する こと で 応じ 、 世 界 帝 慌 の 再来 を 回 避 し た 。 
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共和 党 の 大 統領 ロ セブ ナル ド ・ レ ー ガ ン の 下 で 8 年 間 副 大 統領 を 務め た 
ジョ ー ジ ・H・W・ ブ ッシュ が 、1988 年 アメ リカ 合 乗 国 大 統領 選挙 で 民 
主 党 の マサ チュ ー セ ッ ツ 州 知事 マイ ケル ・ デ ュ カ キス を 破っ て 大 締 領 

に 当選 し た 。 

環境 問題 は 国 や 地域 の 公害 問題 か ら 1980 年 代 、90 年 代 に 「 地 球 
温暖 化 」、「 気 修 変 動 」 と いっ た グロ ー バ ル な 問題 へ と 移行 し た 。 

「 環 境 政策 」 が 初め て 主要 国 首 層 会 議 の 議題 の 一 つと な っ た 年 は 
1983 年 で 、 第 9 回 アメ リカ 、 ウ ィ リ アム ズバ ー グ 会 議 "9 で ある 。 議 
事 録 に 「 科 学 技術 の 18 の プロ ジェ クト の 推進 及び 嘩 境 保全 、 健康 に 関 
する 研究 の 国際 協力 の 強化 に 合意 し た 。」 と 記載 され て いる 。 

1988 年 カナ ダ の トロ ント で 開催 され た 第 14 回 主要 国 首脳 会 議 の 議 
事 録 に 「 環 境 保護 の 増進 が 不可 欠 で ある こと を 合意 する 。 環境 上 の 考 
虐 が 経済 政策 決定 の 全て の 分 野 に お いて 組み 入れ られ な けれ ば な ら 
な いこ と を 引 調 し た 。 持続 可能 な 発展 と いう 概念 を 支持 する 。 」 と 記載 

きれ て いる 。「 持 続 可能 な 発展 」 と いう 用 語 が 主要 国 首脳 会 議 で 初め て 
使わ れ た 。 


さて 、 そ れ で は 、1980 年 代 ニ ュー ヨーク で は 、 ど の よう な ファ ッ シ 
ョ ン が 流行 し た の で あろ うか 。 

1980 年 代 の デザ イン は 、「 誇 張 」 と いう 一 言 で 要約 する こと が で き 
る 。「 フ ァ ッ ショ ン で は 、 ク リノ リン 以来 の ほぼ すべ て の スタ イル が 
復活 し た 。 こ の 10 年 間 で 19 世紀 の バッ スル ( 腰 当 て ) と クリ ノリ ン 
が 見 られ た 。 世 紀 の 変わ り 目 の キャ ミツ ー ル と ペチ コート 。 フ レア ペ 
ク の 下 に 1910 年 代 の 長い ホブ ルス カー ト 。 ジャ ズ エ 
イジ の ドロ ッ プ ウエ スト の シュ ミー ズ 、 そ し て 、 機 知 に 溢れ た 現実 逃 
避 主 義 者 の 不況 時 の 服装 。 第 二 次 世界 大 戦 の 大 き な 肩 と 豊富 な シャ ー 
リン グ 。1950 年 代 、 メ リー・ ウ ィ ド ウ の ビス チェ 、 ト レッ ド パ ペン ツ 、 
そし て オフ ショ ル ダ ー ス トー ル 。 1960 年 代 か ら の シー ス ド レ ス と だ い 
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だ い ・ 縁 ・ ビ ンク の 蛍光 着色 剤 を 筆 っ 1970 年 代 初頭 か ら の 
復活 は 装飾 的 な モチ ー フ と し て の 幸せ そう な 顔 と 民族 の 布 と 衣服 の 新 
た な 上 魅力 を 含ん で いた "7。」「 少 な く と も ニュ ー ヨ ー ク で は 、 ほ と ん 
どの 高校 生 は 、 ジ ー ン ズ 、 古 着 屋 さん の 上 着 、 男 性 用 の 下着 、 そ し て 
濃い めがね を か け て 的 に 浴 た く 見 える よう に し て いた 。」 「 体 
制 に 反抗 し て 成長 し プー ム 世 代 は 、 よ う や く ス テー タス シン 
ボル を 発見 し 、 1980 年 代 半 ば の 強い ドル に 角 発 され て 、 特 に ヨー ロッ 
パ の も の を 追い か けた ⑳。」 

素材 や 装飾 や ヘナ テー・ ス タイ ル や 化粧 は 、 ど の よう に 変化 し て いっ 
た の で あろ うか 。 

「1980 年 代 に は 、 1980 年 代 の 汰 し い 好 み に 合 う よ う に 、 自然 に エス 
カレ ー ト し た も の が 好ま れ て いた 。 ウール の 代わ り に 4 層 カ シ 
綿 よ り リ ネン 、 そ し て クレ ー プ デジ シン より シル クジ ャ カー ド が 好ま れ 
る よう に な っ た 。 消 費 者 は 、 重 金属 で 作ら れ た 大 き な 半 貴石 の 宝石 類 
を 選ん だ 。 タ ンタ ウォ ッ チ の 代わ り に ロレ ックス 。 ダ イヤ モン ド ・ バ 
イザ ヤー ド ・ プ レス レッ ト の 代わ り に 
スプ レス レッ ト 。 茶 色 ま た は パー 
ガン ディ の 色調 の 光沢 の ある 革 は 、 フ 
ォ レ スト ・ グ リー ン 、 エ レク トリ ッ ク 
プル ー、 ホ ッ ト ピ ンク 、 レ ッ ド 、 イ エ 
ロー、 お よび パー プル の アク セ モ サ リー、 
さら に は すべ て の タイ プ の 衣服 で は 、 
トカ ゲ 、 へ ヘビ 、 ま た は うな ぎの 
換え られ た 。 本 格 的 に 乾燥 し 
た 1970 年 代 の へ アー・ ス タイ ル は 、 ム 
ー ス また は ジェ ル で 定位 置 に 保持 され 、 


図 1-8 サー シャ ・ ピ ヴォ ヴ 
ロー ブン 。 タ ダナ キャ ラン 人 精 巨 に 交 ま っ て いた 69。」「 付 大 する 


傾向 と し て 、 簡 素 さ は 装飾 に よっ て 栓 
い 隠 きれ て いっ た 。 ア ー ス カラ ー の 単 
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色 の 素材 は 、 ア ニ マ ルプ リン ト 、 水 玉 模 様 、 ペ イズ リー、 タ ー タ ン 、 
そし て プロ ケー ド に 取っ て 代わ られ た 。 飾り の 形 に は 、 タ ッ セ ル 、 チ 
リボ ン 、 そ し て 豊富 な ビー ズ や スパ ンコ ー ル が 含ま れ た 。 
1970 年 代 に 完璧 な 服装 を する た め に 必要 な も の は すべ て 、 ジ ー ン ズ 、 
シャ ツ 、 サン グラ ス 、 靴 、 そ し て 時 計 だ っ た が 、 こ の 10 年 間 の アン サ 
ンプ ブル に は 、 帽 子 と 手袋 が 付属 し て いた 。 新しい 髪 飾 り 、 ス カー フ 、 
ショ ー ル 、 コ スチ ュー ム ・ ジ ュ エ リー、 特 大 サイ ズ の ベル ト 、 模 様 入 
り の スト ッ キ ング 、 気 まぐ れ な 靴 な ど が 揃っ て いた 。 ア クモ サリ ー が 
より 重要 に な る に つれ て 、 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ナー は トー タル ルッ 
ク を 提供 する こと に 彼ら の 注意 を 向け し た 。 ペ リー・ エ リス (Perry 
El1is, 1940-1986) (1978 年 に 自身 の 名 を 冠 し て 創設 され た ニュ ー ヨ ー ク 出身 
の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー] 、 ラ ルフ ・ ロ ー レ ン (Ralph Lauren, 1939- ) 
(ニュ ー ョ ー ク 市 出身 の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー〕 ( 図 1-9) 、 ジ ェ フ リー・ 
ピー ン (Geoffrey Beene, 1924-2004) [ニュ ー ヨ ー ク の ファ ッ シ ョ ン ・ デ 
ザイ 、 ダ ナ ・ キ ャ ラン (Donna Karan, 1948- ) (ニュ 
ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー。 自身 の 名 を 汚し た 世界 的 な ファ ッ シ ョ ンプ ラ 
Karan New York」 を 持つ 。 「Donna Karan New York」 は セカ ンド ライ ン の 「DKNY」 
と と も に LVMH に 属し て いる ] ( 図 1-8) 、 ア デン ・ ク ライ ン (Anne Klein. 
1923-1974) 〔( ニ ュー ヨーク の 女性 ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー。 ア ンク ライ ン ・ 
プラ ンド を 立ち 上 げ 、 ア ン ・ ク ライ ン 社 の 創設 者 と な っ た ) 、 ア ドリ エン ヌ ・ 
ヴィ ッ タ ー ニ (Adrienne Vittadini, 1945- ) [ハン ガリ ー 生 まれ の アメ リ 
カ の デザ イナ ー] 、 カ ル バ ン ・ ク ライ ン (Calvin Klein, 1942- ) (アメ リ 
カ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー) の 洋服 は 、 補 完 的 な 靴 、 手 帳 、 ま た は コ 
スチ ュー ム ・ ジ ュ エ リー を 付け て 着用 する こと が で きた 。 同 時 に 、 ア 
クセ サリ ー の スペ シャ リス ト が 急増 し て いた ⑳。」 
「 よ り 濃い 、 し ば し ば 輸 部 が 描か れ た 唇 、 大 胆 な アイ シャ ドウ 、 そ 
し て 肌 の 日 焼け に よる ダメ ー ジ に 対す る 意識 が 高まる に つれ て 、 メ イ 
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図 1-9 ラル フ ・ ロ ー レ ン の 店 舗 。Harbour City Tsim Sha Tsui 香港 。 


キャ ッ プ も より 念入り に な っ た 。 ビジ ネス に 携わる 女性 は 、 化 粧品 
を 塗る 方 法 を 習う レッ スン の 代金 を 払っ た 。 そ し て 、 メ イキ ャ ッ プ が 
より 目立つ よう に な る に つれ て 、 そ の 付属 品 も 同様 っ た 。 コン パ 
クト と 口紅 が ポレ スト ラン の テー プル で 手直し の た め に バッ グ か ら 引 き 
出 き れ た 。 」 

レー ガン 大 統領 の 1981 年 1 月 の 就任 式 は 、 服 装 と 同様 に 社会 に お け 
る 形式 と 返礼 の 復帰 を 告げ た 。 

「 プ ロム ス (プロ ム ナ ー ド ・ コ ン サ ー ト ) が 戻っ て き て 、 よ り 色 を 
調整 し 、 慎 重 に 計画 し た 結婚 式 は 急増 し 、 ビ ピーチ の 夜明け で は な く 、 
夜 に テン ト や 美術 館 の ギャ ラリ ー で 祝 わ れ た 。 チ ャ リティ ー ボ ー ル と 
ライ ベー ト の プラ ッ ク タ イデ ィ ナ ー と と も に 、 カ ミン グ ア ウ トバ ー 
ティ ー が 再開 され た 。 そ の よう な 出来 事 の た め 女性 は ボー ル ガ ウ 
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ン に 、 巨 大 で 波高 に な る スカ ー ト 、 引 き 裾 、 そ し て 精巧 な ドレ ー プ 、 
そし て 1940 年 代 、1950 年 代 、1960 年 代 に アメ リカ 人 に 人 気 が あ っ た 
フォ ー マ ル な スタ イル を 披露 し た 9。」 

作業 着 に も 変化 が 見 られ た 。 

「 女 性 は 、 装 飾 的 で 、 故 意 に 魅力 的 と いえ る ほど に 見 えて も 、 真剣 
に 受け 止め られ な い の で は な いか と れ て いた 。 作 業 服 が 、 プ レザ ー、 
スカ ー ト 、 テ ー ラ ー ド シャ ツ 、 ス カー プ ま た は グロ グラ ン の 蝶 ネ クタ 
イ か ら 構 成 さ れる 全国 で 標準 化 さ れ た ユニ フォ ー ム に 発展 する の と ほ 
ぼ 同 時 に 、 女 性 と 少女 た ち を 視覚 的 に 分 離し た 、 よ り 個 性 的 な 外観 が 
出現 し た 。 少 な く と も 、 強 力 な イメ を 投影 し た い 女性 を 、 外 観 を 
安全 に 演出 し た い 女性 か ら 視 覚 的 に 分 見 し た 。 "。」 

「 女 性 エグ ゼタ ティ ブ の た め に 直接 デザ イン し た ダナ ・ キ ャ ラン 
(Donna Karan) は 、 幅 広 の ベル ト や 柔らか い ド レー プ で 強調 され た 曲線 
的 な 形 な どの 、 女 性 的 な 特徴 を 導入 する の に 影響 を 与え た 。 よ り 明 る 
く ユ コン トラ スト の 強い 色 、 高 い ヒ ー ル と 短い スカ ー ト 、 そ し て 、 ス カ 
ー フ や 目 を 引く ジュ エリ ー、 さ ら に は 香水 や 贅沢 な 下着 な どの シグ ネ 
チャ ー ア クセ サリ ー は 、 自 立 し た キャ リア 女性 の サイ ン と な っ た (⑩。」 

百貨 店 や 専門 店 で も 商戦 合戦 が 激しく 展開 され た 。 

「 ニ ュー ヨー タク の 人 百 貨 店 の うち 、 最 も し っ か り と その イメ ー ジ を 
維持 し て きた の は 、 1945 年 に アメ リカ ン ・ ル ッ ク と いう 用 語 の 著作 権 
を 取得 し た アン ド ・ テ ー ラ ー (Lord&Taylory) で あっ た 。 ロー 
層 る ヂ 民 ゃ ー は 、 現 代 ア デメ リカ の ファ ッ シ ョ ン を 称賛 する だ 
け で な く 、 広 告 や プロ モー ショ ン で 、 過 去 の アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン 
の 伝統 を 紹介 し 、 広 告 で の 初期 の 発見 に 言及 し 、1981 年 に クレ ア ・ マ 
ッ カ ー デ ル (Claire McCarde11) の “popover* ド レス を 復活 させ た ⑮⑱。」 
アメ リカ ン ・ ル ッ ク の 誕生 に つい て は 、 撮 着 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メ 
リカ ン ・ ル ッ ク ー アメ リカ 服飾 福 会 昌 近 現 代 編 』 に お いて 詳 述 し 
た 。 
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また 、 カ タロ グ 販 売 が 進ん で いた 。 

「 多 く の 人 に と っ て 、 カ タロ グ は 、19 世紀 か ら 1930 年 代 に か け て 
ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 が か つて 行っ て いた 仕事 を 実行 し 、 注 文 を 満た し 、 
さら に は 商品 を 読者 に 出荷 する ショ ッ ピ ング サー ビス を 提供 し た 。 カ 
タロ グ は 、 ま た 、 ト ッ プ 誌 が 発表 に \、 ふ る まい に お ける エリ ー 
ト 主 義 者 、 そ し て 選択 に お いて 勾 想 的 で ある と 感じ る 女性 の た め の 、 
現在 の ファ ッ シ ョ ン を 明確 に する の に 役立っ た "9。」 

機械 化 の 進展 と 技術 の 進歩 へ の 動き に 関す る ミル バン ク の 以下 の 記 
述 は 、 今 日 の IT の 発達 に 通じ て お り 、 大 変 、 興 味 深い 。 

「1980 年 代 の 衣服 は 自動 販売 機 で 販売 され て お り 、 以 前 は 営業 担当 
者 が 扱っ て いた 商品 に 関す る 質問 に 答え る た め に 、 店 舗 が コン ピュ ー 
に ます ます 注目 を 集め て いた 。 コ ンピュータ は また 、 女 性 が 新しい 
へ アカ ッ ト や さま ざま な 化 柱 品 で どの よう に 見 える か を 見 る の に 役 立 
っ た 。 す で に 、 女 性 に 人 工 繊 維 、 パ ンス ト 、 天 然 級 維 、 ラ イク ラ 【 ク 
モ の 糸 の よ く 、 優 れ た 伸縮 性 を 有する 合成 織 維 ) の プレ ンド を 提供 し て 
いる テク ノロ ジー は 、 新 し い ニ ッ ト 素 材 や 織物 素材 を 実現 する た め に 、 
多く の デザ イナ ー に よっ て 使用 され て いた 。 女 性 に フェ イス リフ ト の 
手入れ の 仕方 を 提供 する コン ピュ ー タ プロ グラ ム と 、 コ ンピュータ グ 
ラフ ィ ッ ク を 介し て 機械 に 命令 を 送信 し て 、 新 し い セ ー タ ー デ ザイ ン 
を 作成 する コン ピュ ー タ プロ グラ ム を 組み 合わ せる と 、 女 性 は 自分 自 
身 を 画面 で 見 る こと が で きる よう に な っ た 。 ま だ サン プル や デザ イン 
の 段階 に ある スー ツ や ドレ ス の 場合 は 、 色 、 失 の 幅 、 ス カー ト の 長 さ 、 
また は その 他 の 変数 の 設定 に 応じ て 調整 し て か ら 、 作 成す る よう に 指 
示し た ⑦。」 

ミル バン ク は 、 最 後に 以下 の よう に 締め くく っ て いる 。 

「1980 年 代 は 、 多様 性 が ファ ッ シ ョ ン の 最も 重要 な 側面 で も る こと 
を し っ か り と 確立 し た 。 そ の 単純 き が 宙 に 浮い て いる と いう こと は 、 
バラ エ テ ィ に 余地 が な いと いう 意味 で は な い 。 ア メリ カン スタ イル は 、 
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単純 さ の 限界 の 中 で 、 可 能 性 の 豊か さ を 探 求 す る と いう 考え に 基づい 
て いた の で ある ⑳。」 


4 1990 年 代 


1990 年 代 と は 、 ど の よう な 時 代 で あっ た の が かぐ ⑲。 

ブッ シュ が 大 統領 に 就任 し た と き 、 ソ ビエ ト 帝 国 は 崩壊 目前 で あっ 
た 。 ブ ッシュ 政権 は 、 ゴ ル バ チ ョ ブフ お よび エリ ツィ ン と 緊密 に 協力 し 
な が ら 、 巧 み に 冷 戦 終結 へ の 手 は ず を 整え た 。1989 年 12 月 3 日 の マ 
ル タ 会 談 で 冷戦 の 終結 が 宣言 され , 1990 年 以降 の アメ リカ 合衆国 で は 

「 准 戦後 」 と いう 時 代 が 始ま っ た 。 

アメ リカ 経済 は 1982 年 11 月 の 若気 の 谷 か ら 1990 年 7 月 に 景気 の 山 
を 迎え 、 緩 や か な が ら 92 ヶ月 の 景気 の 拡張 を 享受 し た 。 し か し な が ら 、 
1990 年 8 月 2 日 、 イ ラク の クウ ェ ー ト 侵攻 に 端 を 発する 中 東 湾岸 危機 
は 景気 反転 の 引き 金 と な っ た 。 翌 1991 年 1 月 17 日 、 ア メリ カ を 中 心 
と する 多国 籍 軍 の バグ ダッ ト 空 燥 の 開始 を も っ て 浴 岸 戦争 が 始ま り 、2 
月 28 日 に 多国 籍 軍 の 圧倒 的 勝利 で 戦争 は 終結 し た 。 

クリ ント ン 大 統領 の 任期 中 に は 、 国 内 間 題 に 大 き な 比 重 が 軒 か れ 、 
1994 年 か ら 2000 年 の 6 年 間 に は 、「 新 経済 」 と 呼ぶ も の が 出現 し た 。 
失業 率 が 7.5% か ら 4% 台 へ と 着実 に 低下 する 一 方 で イン フレ が 加速 し 
な か っ た こと が この 期間 の 著しい 特徴 で ある 。 

12 年 間 の レー ガン 、 ブ ッシュ 共和 党 政 権 下 で は 大 胆 な 実験 が 行わ れ 
て きた が 、 そ の 割 に は 結果 が 伴わ ず 、 さ ま ざ ま な ひずみ が 出 て きた 。 
クリ ント ン 政 権 の 政策 課題 は まさ に 経済 再 活性 化 に あっ た 。 第 1 期 ク 
リン トン 政権 で は 、 財政 赤字 削減 の ほか に 質 易 政策 の 面 で も 成果 が 上 
が っ た 。 それ は 北米 自由 貿易 協定 (North America Free Trade 
Agreement-NAFTA) で あり 、 ア メリ カ 本 国 の みな ら ず 、 カ ナダ や メキ シ 


46 


第 一 節 第 1 意 歴史 的 育 景 一 1960 年 代 か ら 2000 年 代 の アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 一 


コ と いっ た 広域 の 自由 な 経 ※ 機 能 す る よう に な っ た 。 

199 年 に 入り 経済 は 力強い 回 復 軌道 に の り 始 め て きた た め 、 商 に 
クリ ント ン 政 権 は 医療 制度 改革 を 最 重要 の 課題 と し て 取り 組ん だ 。 
1996 年 11 月 の 大 統領 選 で クリ ント ン 大 統領 は か らく も 共和 党 ドー ル 
修 補 を 破っ て 、1997 年 か ら 2 期 目 の 政権 を 維持 する こと に な っ た 。 ク 
リン トン 政権 時 代 の 経済 の 好調 、 特 に 、 政権 後半 の 好調 は 、1T 革命 に 
支え られ た も の と いえ る 。 1T 革命 の 第 一 段階 は パソ コン と イン ター ネ 
ッ ト の 融合 と 発展 に より も た ら さ れ た 。 

イン ター ネッ ト と それ に 関わ る 技術 は 経済 の 中 に 幅広 く 浸透 し 、 ウ 
ォ オー ルス トリ ー ト の 技術 を 推進 か カ と する バブ ル 経 済 を 促進 し た 。 

アメ リカ 軍 が 中 東 で の 駐屯 を 続け て いる こと に 対し て 、 海 外 イ スラ 
ー ム 圏 の 過激 派 が 仙 疫 を 予告 する よう に な っ た 。 1993 年 に は ニュ ー ヨ 
ー ク の ツイ ンタ ワー で ある 世界 貿易 セン ター 内 で トラ ッ ク を 爆破 し た 。 
また 海外 の アメ リカ 合衆国 関連 資産 に 対し て も 多く の 攻撃 を 行っ た 。 

1990 年 代 は ラテ ン ア メリ カ や アジ ア か ら の 移民 が 圧倒 的 に 多く な 
つた 。 例 えば ヒス パニ ッ ク 系 住人 が 少数 民族 の 中 で の 最大 集団 と し て 、 
アフ リカ 系 アメ リカ 人 に 取っ て 代わ っ た 。 そ の 結果 、 次 の 世代 で アメ 
リカ 合衆国 の 人 口 構成 を 大 きく 変え る 地盤 が で きた 。 

1990 年 代 と 2000 年 代 に は 幾つ か の 国内 テロ が 起き た 。 

1990 年 代 初期 、 デ メリ カ 合 衆 国 の 駿 力 犯罪 率 が 過去 最高 に な っ た 。 
だ が 、1993 年 項 か ら 着 実に 減少 を 始め た 。 と は いえ 、 薬 物 の 問題 や 人 
日 増加 に よっ て アメ リカ 合衆国 の 犯罪 は 増え 続け て いる 。 


1990 年 アメ リ カ 、 ヒ ュー スト ン で 開催 され た 第 16 回 主要 国 首脳 会 議 の 
議事 録 上 に 「 気 條 変動 枠組 条約 を 1992 年 まで に 策定 し 、 森 林 保 全 に 
つい て の 国際 的 取決め 、 又 は 合意 に 関す る 交渉 の 開始 等 に 合意 し た 。」 
と 記載 され て いる 。 「 和 気 條 変動 枠組 」 に つい て の 議論 の 準備 を 始め た 
と いう こと で 意義 が ある 。 
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1990 年 代 に は アメ リカ は 、 ハリケーン 、 大 洪水 、 地震 、 吹雪 、 熱 波 、 
竜巻 と いっ た 自然 災害 に 見 狂わ れ た 。 

1992 年 8 月 24 日 、 カ テ ゴ リ ー5 の ハリ ケー ン ・ ア ンド リュ ー が 南 フ 
ロリ ダ で 地 消 り を 起こ し 、 そ の 2 日 後 、 同 じ ハ リ ケ ー ン が ルイ ジア ナ 
州 で 再び 地滑り を 起こ させ た が 、 フ ロリ ダ 州 ほど の 被害 に は な ら な か 
っ た 。 

1993 年 3 月 、「 世 紀 の 大 馬 風 」 あ る い は 「 ス ー パ ー ス トー ム 」 と 呼 
ば れる 大 型 の 出 が アメ リカ 合衆国 の 東海 岸 を 襲っ た 。 1993 年 の 春 か ら 
夏 に 、 ア メリ カ 和 合衆国 中 西部 を 大 洪水 が い 、 ミ シシ ッ ピ 川 や ミズ ー 
リ 川 、 さ ら に その 支流 の 流域 は 大 き な 被害 を 受け 

1994 年 1 月 17 日 早朝 、 ロ サン ゼル ス の サン フェ ルナ ンド ・ バ レー 
地域 が マグ ダニ チュ ー ド 6.7 の 地震 に 見 舞 ち われ 、 ノ ー ス リッ ジ 地 震 と 名 
付け られ た 。 こ の 地震 で 70 人 以上 が 死亡 し 、9, 000 人 以上 が 負傷 し た 。 

1995 年 7 月 、 シ カゴ 市 を 熱流 が 豊 い 、 最 高 気 温 は 90'『F (32 で ) 台 
か ら 100" F (38C) 台 の 高温 に 至っ た 。 

1996 年 1 月 、 ア メリ カ 合 衆 国 北東 部 と 大 西洋 岸 中 部 を 吹雪 が 襲い 、 
ワシ ント ン DC. や ボル ティ モア や フィ ラ デ ル フィ ア や ニュ ー ヨ ー ク 
市 お よび ボス トン な どの 主要 都市 で 18 イ ンチ (46 cm ) か ら 36 イ ン 
チ (91cm) の 降雪 を 観測 し た 。 こ の 吹雪 で の 死者 は 150 人 、 被害 額 は 
30 億 ドル に な っ た 。 

1999 年 5 月 3 日 、 グ レー トブ プレー ンズ 南部 、 特に オク ラ ホ マ 州 で 猛 
烈 な 音 巻 が 起こ っ た 。 人 炎 害 全体 で は 50 人 が 死亡 し 、 600 人 以上 が 負傷 
し た 。 

1997 年 アメ リカ 、 デ ン バ ー で 開催 され た 第 23 回 主要 国 首脳 会 議 の 
議事 録 "に 「 環 境 問題 に つい て 国連 環境 開発 特別 総会 や 気候 変動 枠組 
条約 第 3 回 締結 国会 議 (京都 議定書 COP 3 ) な ど へ の 力強い メッ セー 
ジ を 発出 し た 。」 と 記載 され て いる 。 
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1997 年 12 月 第 3 困 気 條 変動 枠組 条約 締結 国会 議 (地球 温暖 化 防止 
京都 会 議 COP 3)"9 が 京都 で 開催 され た 。 先進 国 の 温室 効果 ガス (CO2 
な ど ) の 削減 目標 に つい て 1990 年 基準 と し て 約束 期間 内 に 目標 値 を 達 
成す る こと が 定め られ た 。 削 減 目標 は 2008 年 か ら 2012 年 まで の 期間 
中 に 先進 国 全体 の 合計 排出 量 を 1990 年 比 少な くも 59% 削 減 す る こと 
を 目的 と 定め た 。 日 本 は 2002 年 国会 で 6% 減 の 案 が 承認 され 、 削減 実 
績 は 8 .4% だ っ た 。 世界 第 2 位 の アメ リカ は 国内 の 業界 団体 の 反対 で 
締結 を 見 送っ た 。 な お 、 ア メリ カ の 当初 の 目標 は 79% 滅 、2012 年 実績 
は 2.7% 増 だ っ た 。 


き て 、 そ れ で は 1990 年 代 の ファ ッ シ ョ ン 動 向 は どう で あっ た か 。 

1990 年 代 初頭 に は 、 フ ァ ッ ショ ン の グロ ー バ ル 化 が 急増 し た 。「 ス 
ー パ ー モ デル 」、「 ス ー パ ー プ ラン ド 」、「 ア イコ ニッ ク 」 な どの フ 
テッ ショ ン 誌 の 全盛 期 を 迎え 、1980 年 代 後半 か ら 1990 年 代 に か け て 、 
トレ ンド の グロ ー バ ル 化 が 加速 し た 。 フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 の ペー ジ を 通 
し て 世界 が テク ノロ ジー の 時 代 へ と 移行 する に つれ て 、 ト レン ド は 時 
間 枠 の 減少 と と も に 国際 的 に 拡散 し た 。 そ こ で 、 グ ロー バル な 視点 か 
ら 、1990 年 代 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン に 目 を 向け よ う 。 


ファ ッ シ ョ ン や 関連 業界 で は 、 メ ガブ プラ ンド は よく 知ら れ て いる 。 

ココ ・ シ ャ ネル (Coco Chane1, 1883-1971) 、 グ ッ チ オ ・ グ ッ チ (Guccio 
Gucci, 1881-1953) 、 イ ヴ ・ サ ン ・ ロ ー ラ ン (Yves Saint Laurent, 1936.8 
ー-2008.6) 、 ユ ベー ル ・ ド ・ ジ バン シィ (Hubert de Givenchy、1927.2 
ー-2018.3) 、 パ ー バ リー (Burberry Group Plc.) [イギリス を 代表 す 
る ファ ッ シ ョ ンプ ラン ド の 一 つ 〕 な どの いく つか は 、 現 代 の グロ ー バ 
ル 化 が 広まる 前 に 確立 さん た ファ ッ シ ョ ン の 遺産 で ある 。 彼ら は 、 グ 
ロー バル 化 の 到来 を 受け 入れ 、 そ の 手段 を 使っ て 国際 市 場 で の リー ダ 
ー シ ッ プ を 維持 し 、 向 上 させ る こと が で きた @。 


49 


今日 最も 有名 な プラ ンド の 中 に は 、 イ メー ジ 、 フ ァ ッ ショ ン 、 そ し 
て 、 文 化 の グロ ー バ ル 化 の た め に 生ま れ た 会 社 が ある 。 学 者 た ち は 、 
グロ ー バ ルプ ブラ ンド の 創造 と 普及 の 代表 的 な 例 と し て 、 ジ ョ ル ジ オ ・ 
アル マー ニ (Giorgio Armani, 1934.7- ) 〔 イ タリ ア の ファ ッ シ ョ ン ・ 
デザ イナ ー。 自 身 が 創立 し た ファ ッ シ ョ ンプ ラン ド ・ ア ルー マニ CIORCIO ARMANI Spa. 
を 展開 ) を 使っ て いる 。 

も う 一 つの 例 は ヴェ ル サ ー チ ェ の メゾ ン で ある 。 そ の 創設 者 、 飛 ジ 
ヴェ ル サ ー チ ェ (Gianni Versace, 1946.12-1997.7) 【 イ タ 
リア の デザ イナ ー。20 世紀 後半 に お ける 最高 の ファ ッ シ ョ ン ・ ク リエ ー タ ー の 一 
人 〕 は 、 世 界 的 な プロ モー ショ ン の 達人 と し て 称賛 され て いる 。 ヴ ェ 
ル サ ー チ ェ が ファ ッ シ ョ ンマ ー ケ ティ ング の 最前 線 に も た らし た 国際 
広告 に お ける 多く の 革新 的 な 戦術 の 一 つ は 、 ト レン ド の 顔 の 促進 で あ 
る 。 ヴ ェ ル サー チェ は 、 彼 ら の イメ ー ジ を 国際 的 に 宣伝 する こと で 、 
彼 の プラ ンド が 世界 的 な リー ダー シッ プ を 獲得 する こと を 可能 に し た 。 
彼 は 、 こ の こと を 理解 する こと に よっ て 、 ス ー パ ー モ デル を 発明 し た 
と 信じ られ て いる ⑲⑳。 

1990 年 代 に 、 アルマ ー ニ と ヴェルサーチ ェ の 新しい 大 国 の すぐ 後に 、 
トッ ド ・ オ ー ル ダム (Todd 01dham, 1961- ) [アメ リカ の デザ イナ ー] や 
イザ ッ ク ・ ミ ズラ ヒ (Isaac Mizrahi, 1961- ) 〔 ア メリ カ の デザ イナ ー〕 
の よう な 他 の スー パー スタ ー・ デ ザイ ナー が 、 厳 重 | られ た ファ ッ 
ショ ン ・ シ ー ン に 登場 し た 。 し か し 、 か れ ら は 最終 的 に 世界 的 な ファ 
ッ シ ョ ン ・ ス ポッ トラ イト の 最前 線 か ら 姿 を 消し た 。 彼ら の 前 の エリ 
オ ・ フ ィ オ ルッ チ (E1io Fiorucci, 1940-2020) (イタ リア の ファ ッ シ ョ ン ・ 
デザ イィ ナー〕 と ロイ ・ ホ ルス トン レン ・ フ ロー イッ ク (Roy Halston 
Frowick) の よう に 、 彼ら の 名 声 は 短命 で あり 、 彼 ら の 革新 的 で 創造 
的 な 影響 は 生存 者 に よっ て 吸収 され た 。 こ れ ら の デザ イナ ー の 影響 は 、 
彼ら が カミ ング ・ ア ッ プ し た と き に は 非常 に 称賛 され て いた が 、 彼 ら 
は 世界 的 な 収益 性 を 維持 する こと が で き な か っ た た め 、 減 少し た 。 


ャ ン ニ 
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1980 年 代 フ ァ ッ ショ ン の 特徴 で も っ た 、 ポ スト ・ モ ダン 、 ゴ ー ジ ャ 
ス な 装飾 か ら 、1990 年 代 に は 、 よ り ミ ニ マ ル な デザ イン 、 そ し て 、 ユ 
ン セ プチ ュ ア ル な 方 向 へ と 変わ っ て いく 。 
リズ ム と は 、 プ リタ ニカ 国際 大 百科 事典 に よる と 「 完 成 度 を 
追求 する た め に 装飾 的 趣向 を 凝ら す の で は な く 、 そ れ ら を 必要 最小 限 
まで 省略 する 表現 スタ イル 。 1960 年 代 に 音楽 ・ 美 術 の 分 野 で 生ま れ , 
ファ ッ シ ョ ン に も 導入 され た 。 ポ スト ・ モ ダン と 相反 する 概念 」 で あ 
る と いう 。 

ファ ッ シ ョ ン で は 少し 意味 合い が 異な る 。 フ ァ ッ ショ ン で は 1990 
年 代 に 主流 と な っ た ミニ マル デザ イン は 、 も う 少 し 単純 な も の で 、 装 
飾 的 な 要素 を 最小 限 に 切り 詰め た 、 シ ンプ ル で シャ ー プ な フォ ルム の 
デザ イン を 指す 。 装 飾 を 削ぎ 落と し た シン プル な も の で あれ ば 、 た い 
マル と 表現 され て いる 。 
マリ ズム の 旗手 」 と 呼ば れ て いる ヘル ムー ト ・ ラ ング 
(Helmutlang, 1956- ) は 、1956 年 オー スト リア の ウィ ー ン に 生ま れ た 。 
独学 で 服 作り を 学び 、 自 作 の 服 が 注目 され 、1976 年 、 自 身 の プ ラン 
ド を 設立 し た 。1986 年 、 レ ディ スコ レク ショ ン を 、 翌 年 、 メ ンズ ュ 
レク ショ ン を 発表 する 。1998 年 、 パ リ か ら ニ ュー ヨー ク に 発表 の 場 
を 移し た 。 自 や ジュ と グレ ー と いっ ク な 色 使 い 、 
ディ テー ルト りら っ た シン プル で シャ ー プ な 「 ミ ニ マ ル 」 な コレ 
クシ ョ ン を 発表 する 。「 ミ ニ マ リズ ム 」 の 先駆 け 的 存在 で ある 。 ラ 
ング は 、1980 年 代 後 半 あ た りか ら 装 飾 的 な も の や や 技巧 的 な も の を 排 除 
し 、 最 小 限 の 手法 で シャ ー プ な スタ イル を 提案 し 、 多 く の デ ザイ ナー 
に 影響 を 与え た 。 

シン プル な デザ イン 自体 は 、 ア ル マ ー ニ や ジル ・ サ ンダ ー 
(Heidemarie Ji1ine Sander, 1943.11.27- ) も 早く か ら 取り 入れ て い 
た が 、 マリ ズム 」 と 言わ れる も の を 完全 な 形 に し た の は ヘル ム 
ー ト ・ ラ ング と 評 さ れ て いる 。 ア ル マ ー ニ ! リス ト と 言う より 
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機能 性 を 追及 し た 結果 、 シ ンプ ル に な っ た と いう 印象 で 、 

リス ト と は 表現 され な いこ と が 多い 。 

メゾ ン ・ マ ル タ ン ・ マ ル ジ ェ ラ の 設立 者 に し て デザ イン を 担当 し て 

た 男性 マル タン ・ マ ル ジ ェ ラ (MartinMargiela, 1957.4- ) は 、1957 
年 4 月 9 日 、 ベ ルギー の ヘン タク に 生ま れ た 。 1977 年 に アン トワ ー プ 王 
芸術 学院 へ 入学 、 1979 年 に 卒業 する 。 後 に 世界 に 広がる グラ ンジ フ 
ァ ッ ショ ン の 先駆 と 言わ れ て いる 。 

高級 志向 、 消 費 社会 を 象徴 する シス テム へ の 疑問 、 ア ンチ テー ゼ が 
あり 、 リ サイ タル な どの 動き が で て くる 。 マル ジェ ラ は 1980 年 代 前 半 
の ヨウ ジ ヤ マ モト 、 コム ・ デ ・ ギ ャ ルソン (COMME des GARCONS) の 影 
略 を 受け 、 古 着 を 素材 に し て 衣服 を 再 構築 
(shabby 1ook) 」 を 発表 する 。 シ ャ ビ 
と は 簡単 に 言え ば 名 食 の よう な 愉 好 、 
貧困 者 風 の ス タイ ル の こと で ある 。 色 
あせ た り 、 ほ つれ た り 、 わ ざと 古着 風 
に 仕上 げ る な ど 、 フ ァ ッ シ 
に コン セプト を 言わ れ て 
お り 、1980 年 代 の 保守 的 か つ ゴ ー ジ ャ 
ス な 流れ が 変わ っ た と も 言 
マー ク ・ ジ ェ イ コブス (Marc Jacol 
1963.4- ) は 、 ア メリ カ 合 衆 国 ト ・ ノ ヴォ セリ ッ ク 
ー ョ ー ク 生ま れ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザ か の 62 が 8 
イナ ー で あり 、 彼 の 創立 し た ファ ッ シ 
ョ ンプ ラン ド で ある 。 会 社 ジェ イコ ブス は 1986 年 に 
創業 し た 。 シャ ビー ルッ ク こ 当時 ペリ ー・ 
エリ ス (Perry Edwin Ellis, 1940-1986) の デザ イナ ー を し て いた マー 
ジェ イコ プス が 、 ダ ラン ョ ン と し て コレ クシ ョ ン を 発 
表し て ショ ン と は 、 1990 年 代 前 半 に 流行 し た グ 


「 シ ャ ピー ルッ ク 


られ て いる 。 
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ラン ジ ・ ロ ッ ク か ら 派生 し た ファ ッ シ ョ ン の こと で ある 。 も と も と グ 
ラン ジー(grungy : 乱 い ) と いう 俗語 が 語源 で ある 。 代 表 的 な も の は 、 
着 古 し て 擦り 切れ た ネル シャ ツ 【 綿 で で きた フラ ン キ ネル 地 の シ ャ ツ ] や カ 
ー デ ィ ガ ン 、 穴 の 開い た ジー ンズ や スニ ー カ ー な ど で あ る 。 着 くず し レ 
や レイ ヤー ドス タイ ル な ど が 特徴 で ある 。 

筆者 は 、1980 年 代 フ ァ ッ ショ ン の 符 徴 を 述べ る に 当たっ て 、1980 
年 代 フ ァ ッ ショ ン の 特徴 で も っ た 、 ポ スト ・ モ ダン 、 ゴ ー ジ ャ ス な 装 
飾 か ら 、1990 年 代 に は 、 よ り ミ ニ マ ル な デザ イン 、 そ し て 、 コ ン セ プ 
チュ テル な 方 向 へ と 変わ っ て いく 、 と 述べ た 。 フ ァ ッ ショ ン が それ ま 
で 体形 と の 関係 性 、 美 し さ 、 機 能 性 を 追求 する 中 で 、 お そら く 初 め て 
コン セ プ チ ュ ア ル デ ザ イン が 靖 場 し た の で ある 。 コンセプチュアル デ 
ザイ ン の 提案 者 は マル ジェ ラ で ある 。 マ ル ジ ェ ラ が これ まで の デザ イ 
ナー と 異な る の は 、 衣 服 と 社会 と の 関係 性 、 そ の 概念 を 問う た こと に 
ある 。 デ ザイ ンプ ロ セ ス を 見 直し 、 一 度 衣服 を 解体 し て 、 ま た 構築 し 
た の で ある 。 「 パ ン ツ が ジャ ケッ ト に な る 」 と いう よう に 、 あ る パー 
ト が 別 の パー ト に 変わ る 、「 必 要 以 上 に 大 き な 服 」 な ど 、 これ まで “ 普 
通 ”” ベーシック” と され て いた も の を 改め て 問う た 。 彼 は 、 コ ム ・ 
デ ・ ギ ャ ルソン 、 フ セイ ン ・ チ ャ ラ ヤ ン 、 ジ ョ ン ・ ガ リア ー ノ (John 
Galliano、 フ アン ・ カ ル ロ ス ・ ア ント ニオ ・ ガ リア ー ノ ニギ レン , 
1960.11.28- ) な ど 多 く の デ ザイ ナー に 影響 を 与え た 。 

ミニ マル か つ コ ン モ プチ ュ ア ル な デザ イン を 追 末 し た デザ イナ ー が 
フセイン ・ チ ャ ラ ヤ ン (Hussein Chalayan トル コ 語 表記 :HGseyin 
Caglayan, 1970- ) で ある 。 フ セイ ン ・ チ ャ ラ ヤ ン は 、 キ プロ ス の 首都 
ニコ シア で 、 ト ルコ 系 キプロス 人 と し て 生ま れ た イギリス の ファ ッ シ 
ョ ン ・ デ ザイ ナー で 、 フ ァ ッ ショ ン ブ ラ ンド の 名 前 で ある 。1982 年 に 
一 家 で イギリス ム 移 住 し 、 イ ギリ ス 国 籍 を 取得 。 セ ント ラル ・ セ ント ・ 
マー チン ズ で デザ イン を 学ぶ 。1995 年 、 ロ ンド ン ・ フ ァ ッ ショ ン ・ デ 
ザイ ン ・ ア ウォ ー ド で 、100 の 出展 中 1 位 を 獲得 し た 。 賞 金 を 得 て 、 
同年 の ロン ドン ・ フ ァ ッ ショ ン ・ ウ ィ ー ク に 出展 し た 。 テ ー ト ・ モ ダ 
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ン や 、 ヴ ィ ク トリ ア & ア ル バ ー ト 美術 館 に 彼 の 作品 が 展示 され て お り 、 
その ミニ マム で エレ ガン ト な 服 創 り に は 高い 評価 が され て いる 。32006 
年 6 月 、 大 英 帝 国 勲 章 を 受 剖 し た 。 

チャ ラ ヤ ン の デザ イン は 、 シ ンプ ル だ が 、 哲 学 的 か つ 建 築 的 で ある 。 
土 の 中 に 服 が ある 、 服 が 動く な ど 様 々 な 試み を 行っ た 。 

ラン ジフ ァ ッ ショ ン は ニル ヴァ ー ナ の ヴォ ー カ ル 、 カ ー ト ・ コ バ 

人 10 ) が 大 き な シ ン ボ ル と な っ て 広まっ て いく 。 へ ヴィ メ 
タル 、US ハー ドコ ア の 流れ を 組む 音楽 は 、 ゲ ラン ジ ・ ロ ッ ク と 呼ば れ 、 
ニル ヴァ ー ナ は その 代表 的 な バン ド で あっ た 。 ニルヴァーナ と 同じ 時 
期 に ソニ ッ ク ・ ユ ー ス 、 パ ー ル ・ ジ ャ ム な ど シ アト ル を 活動 拠点 と し 
た バンド が 次 々 と 登場 し て くる が 、 い ずれ も シャ ビー な スタ イル を し 
て いた 。 彼ら の ロッ ク は 「 オ ルター ナ テ ィ プ ・ ロ ッ ク 」 や 「 グ ラン ジ ・ 
ロッ ク 」 と 言わ れる よう に な っ た 。 

グラ ンジ ・ ロ ッ ク と 同じ ころ 、 ヒ ッ プ ・ ホ ッ プ は アメ リカ で は も う 
1 つの 音楽 と し て 、 注 目 を 集め て いた 。 そ れ は 、 黒 人 社会 の アイ デン 
ティ ティ を 示す も の と し て 誕生 し ー ヨ ー ク の アフ リカ 系 アメ リ 
カ 人 の カル チャ ー そ の も の で ある 。 プ ミ ュー ジッ ク は 1990 年 代 に 
パプ リッ ク ・ エ ナミ ー な どの グル ー プ に より 人 世界 に 広がっ て いく 。 
日 常 を 表現 する 言葉 に リズ ム を 乗せ る 「 ラ ッ プ 」 は 、 も と も と は 、1970 
年 代 に 黒人 居住 区 プロ ンク ス か ら 生 れ た スト リー トミ ュー ジッ ク で あ 
つた 。 プ リタ ニカ 国際 大 百科 事 に よる と 、 ラ ッ プ は 「 本 来 は 『 吐 き 
出す よう に 言う 』 と いう 意味 の 語 で , ニュ ー ヨ ー ク , ブロ ンク ス の 黒 
人 や ヒス パニ ッ ク 系 の 若者 の 間 で 1970 年 代 に 生れ た , リズ ム に 乗せ 
て 早口 で 語る ダン ス 音 楽 を いう 。」 と の こと で ある 。 ア クロ バテ ィ ッ 
ク な 激しい 踊り の プレ ー ク ・ ダ ンス -11) や 、 街角 に 落書 きす る 
グラ フィ ティ ・ ア ー ト な ど と と も に ヒッ プ ・ ホ ッ プ と 呼ば れる 文化 を 
形 づ く っ た 。 ラ ッ プ の ファ ッ シ ョ ン が 徐々 に スト リー トカ ルチャ ー の 
中 で 確立 され て いく 。 フ ァ ッ ショ ン と し て の 特徴 は トレ ー ナ ー、 金 の 
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園 1-11 ヒッ プ - ホ ッ プ の スト リー ト ・ ダ ンス (ブレ ー ク ダン ス ) 。 サ 
ン ・ フ ラン シス コ に て 。 


鎖 、 ス ニー カー、 ス ポー ツ 用 ジャ 
ー サ イズ の ズ 


ーー が ペー ス で ある 。 ま た オー バ 
ドン は 下着 が 見 える くら いま で 下 に 落と し て は く 。 則 紺 
は 締め な いで は く な ど が あげ られ る 。 これら は 刑務 所 の 中 か ら 生 まれ 
た も の で 、 社 する 不平 等 を 皮肉 と し て 表現 し た 。 ヒ ッ プ ・ ホ ッ 
プ は アメ リカ の 抱え る 不平 等 、 人 種差 別 な ど 社 会 問題 の 中 か ら 
ンジ ティティ を 示す も の で あっ た 。90 年 代 半 ば 、 そ の よう な ヒッ プ ・ ホ 
ッ プ も カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー 的 な 意思 を 置き 声 り に し て 、 商 業 主義 
の 中 に 引き 込ま れ て いく の で ある 。 


5 2000 年代 


2000 年 代 と は 、 ど の よう な 時 代 で あろ うか 、。 東京 オリ ン ピ ッ ク を 目 
前 に 控え た 現代 社会 に 目 を 向け る 。 

2000 年 後半 以降 の 世界 経済 の 減速 は 、 ま ず 、 ア メリ カ で 見 られ た 。 
「 エ エバ ブル は 世界 的 な イン ター ネッ トブ ー ム の 中 、 ド ッ ト コ ム 企 業 
等 に 対す る 期待 が 異常 に 高まっ た た め に 発生 し た 。 そ の た め 、【 丁 関 
連 企業 の 株 価 は 収益 状況 に か か わら ず 高 勝 し た 。…… し か し 、 光 ファ 
イ バ ー 事 業 や ブ プロー ドバンド 事業 等 に 対す る 筑 要 の 伸び 悩み や 、 ド ッ 
トコ ム 企 業 の 収益 に 改善 の 兆し が み ら れ な か っ た こと な どか ら 、1 
関連 企業 に 対す る 期待 は 急速 に 縮小 し 、2000 年 9 月 以降 株 価 が 急落 、 
1 エバ ブル は 崩壊 し た 。%⑳」T 丁 関連 企業 の 株 価 収益 率 は 、 2000 年 3 
月 に 67.8 倍 (ナス ダッ ク 市 場 ) と 、1999 年 1 月 の 49.5 倍 と 比べ て 大 
幅 に 割高 に な っ て いた 。 と ころ が 、3 月 13 日 月 曜日 に 出さ れ た 大 量 の 
売り 注文 が 連鎖 反 応 を 引き 起こ し 、 投 資 家 、 フ ァ ン ド な どの 機関 が 清 
算 に 動い た 。3 月 10 日 の 約 5.050 か ら わ ず か 6 日 間 の 間 に 9% 近 く ナ 
ス ダ ッ ク 指 数 が 下降 し 、3 月 15 日 に は 4.580 と な っ た し て 、2001 
年 まで に 、TT 部 門 の 生産 は 、 非 IT 部 門 に 比べ て 急速 に 滅 速 し た 。 ア 
メリ カ の IT バブ ル 山 壊 に 端 を 発する 1T 不況 は 、 金 融 、 貿 易 を 通じ て 、 
急速 に 世界 経済 全体 に 波及 し た 。 


アメ リカ 経済 は 、2000 年 後半 か ら 減速 し て いた が 、2001 年 9 月 11 
日 に 、 ア メリ カ で 発生 し た 同時 多発 テロ は 、 経 済 の 不 確 実 性 を 高め 、 
時 気 後 退 を 決定 づけ た 。 

周知 の よう に 、 2001 年 9 月 11 日 、 朝 、4 機 の 民間 飛行 機 が ヘイ ジャ 
ッ ク さ れ 、 そ の うち 2 機 は 、 ニ ュー ヨー ク の ワー ルド ・ ト レー ド ・ セ 
ンタ ー に 衝突 し た 。 双子 ビ ル は 倒 壮 。3000 人 弱 の 人 々 が 亡くな っ た 。 
3 機 月 は ヴァ ー ア 州 アー リン トン の ペン タゴ ン に 突っ 込み 、4 機 目 
は ペン シル ヴェ ニア 川南 部 に 墜落 し た 。 こ の テロ は イス ラー ム 過 激 派 
テロ 組織 、 ア ルカ ー イ ダ に よる も の で あっ た 。 ウ サー マ ・ ビ ン ・ ラ ー 
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ディ ン と その アル カー イダ の テロ リス ト ・ ネ ットワーク が この テロ を 
仕組 ん だ こと が わか り 、 ブ ッシュ 大 統領 は 「 テ ロ へ の 戦い 」 を 宣言 し 
た 。2001 年 9 月 14 日 、 ブ ッシュ 大 統領 は ニュ ー ヨ ー ク の グラ ンド ・ 
ゼロ で 救助 隊員 に 向け た 演説 を 行っ た 。 

「 私 は 貴 カ の 言う こと を 聞く こと が で きる 。 世界 の 他 の 部 分 も 
貴方 た ちの | こと を 聞く 。 こ れ ら の 建物 を 倒し た 人 々 は 間もなく 
我々 全て ヽ 分 を 聞く こと に な る だ ろう 」 

同時 多発 テロ の 影響 に つい て 、 陰 山 克 秀 氏 は 、 一 時 的 影響 と 、 二 次 
的 影響 を 次 の よう に 、 人 箇条 書き に まとめ て いる 9。 
まず 、 一 時 的 影響 に つい て 。 
① ワ ー ル ド ・ ト レー ド ・ セ ンタ ー 磁 壊 等 に よる 直接 的 な 物 的 損害 
② 旅 行 や 出張 等 人 の 流れ の スト ッ プ に よる 影響 (航空 、 旅 行 等 ) 
@ 物 流 の 停 澄 に よる 輸送 ・ 貿 易 の 減少 (運送 等 ) 
④ 痕 費 者 マイ ンド の 落ち 込み と 消費 パタ ー ン の 変化 。 
⑤「 質 へ の 迷 避 」 と 呼ば れる 安全 資産 へ の 一 時 的 移行 で ある 。 


次 に 、 二 次 的 影響 に つい て 。 
① 保 険 や 安全 対策 に よる 営業 コス ト の 増加 、② 航 空 や 列車 に よる 運送 
を 避け る こと に よる 在庫 増加 、③ リ スク 選好 度 の 低下 に よる 社債 スプ 
レッ ド 拡 大 等 リス ク プ レミ アム の 上 昇 、④ 海 外 投資 抑制 等 が ある 。 

次 に 、 同時 減速 の 背景 に ある IT の 新しい 生産 体制 に つい て 、 薩 山 氏 
は 次 の よう に 述べ て いる 。 

「 ア メリ カ の 1 征 不況 が 世界 に 波及 し て いっ た 硝 基 に は 、1 分 野 

に お いて 進ん で いる 新しい 生産 体制 が ある 。 そ れ は 、 サ プラ イチ ェ ー 
ン ・ マ ネジ メン ト (S CM : Supply Chain Management) と 呼ば れ 、 そ 
の グロ ー バ ル な 展開 が 1 丁 不 況 の 振幅 を 各 経済 で 大 きく し た 要因 に な 
っ た 。 9」 

2001 年 イタ リア 、 ジ ェ ノ ヴァ で 開催 され た 第 27 回 主要 国 首脳 会 議 の 
議事 録 'W に 「 地 球 境 に つい て 京都 議定書 問題 を 中 心 に 活発 な 議論 が 
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され た 。 京 都議 定 書 に 関し 現時 点 で の 立場 の 違い を 乗り 越え 温室 効果 
ガス 削減 と いう 共通 の 目標 を 達成 する た め G8 と し て 集中 的 に 協力 し 
て いく と 合意 が な され た 。 ま た 、 小 泉 総理 は 『 米 国 を 含む すべ て の 国 
が 一 つの ルー ル の 下 で 行動 する こと が 重要 で 、2002 年 の 京都 議定書 の 
発効 を 目指 し 全力 を 尽く すべ き 。 』 と 主張 し た 。 」 と 記載 され て いる 。 

2004 年 アメ リカ 、 ジ ョ ー ジ ア 州 シー アズ イラ ンド で 開催 され た 第 30 回 
主要 国 首脳 会 議 の 議事 録 W に 「 小 泉 総理 が 森林 保護 、 新 エ ネル ギー に 
言及 し つつ 環境 間 題 の 重要 性 を 訴え た 。 「 愛 、 地 球 博 」 の 取組 み を 紹 
介 、 3 R (Reducc, Reuse, Recycle) の 推進 を 通じ て 地球 規模 で の 循環 
型 社会 の 構築 を 提案 、 気 合 変 動 対策 に 関し 京都 議定書 の 早期 発効 を 訴 
えた 。」 と 記載 され て いる 。 


2000 年 代 に は 、 ハ リ ケ ー ン や 音 巻 な どの 自然 災害 が 頻発 し た 。 

2004 年 、 ハ リ ケ ー ン ・ チ ャ ー リ ー、 フ ラン シス 、 ア イ バ ン お よび ジ 
ャ ン ヌ と 4 つの ハリ ケー ン が 1 か 月 の 間 に 立 て 続け に フロ リ ダ 州 を 氏 
い 、100 人 以上 の 死者 と 500 億 ドル の 損害 を 出し た 。 

2005 年 8 月 と 9 月 、 ハ リ ケ ー ン ・ カ トリ ー ナ と リタ と いう さら に 大 
型 の ハリ ケー ン が 2 つ メ キシ コ 湾 岸 を 襲 っ た 。 少 な く と も 1.800 人 の 
人 命 が 失 われ 、 1906 年 の サン ・ フ ラン シス = 地 震 以 来 と な る 国内 の 大 
惨事 に な っ た 。 メ キシ コ 浴 岸 の 港湾 設 備 、 石 油 据 削 リグ お よび 石油 精 
抽 所 が 被害 を 受け 、 既 に 高い レベ ル に あっ た アメ リカ の 石油 価格 を さ 
ら に 上 昇 さ せ た 。 

2008 年 2 月 の スー パー・ チ ュー ズ デ ー は 多く の 州 で 加熱 し た 中 間 選 
挙 の 最 中 に あっ た が 、 破 震 的 な 竜巻 が 中 西部 と 南部 を 江 っ た 。 特 に 危 
険 な 夜間 の 竜巻 が 地域 を 横切っ た 。 こ の と き 総 計 87 個 の 竜巻 が 記録 さ 
れ た 。 テ ネ シ ー 州 、 ケ ンタ ッ キ ー 州 、 ア ー カ ン ソ 一 州 お よび アラ バ マ 
州 で 60 人 以上 が 死亡 し 、 数 百人 が 負傷 し た 。 
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2008 年 9 月 、2 年 連続 し て 大 型 ハ リ ケ ー ン の 被害 を 受け な か っ た 後 
で 、 ハ リ ケ ー ン ・ グ スタ フ が ルイ ジア ナ 州 で 180 億 ドル の 被害 を 生じ 
させ 、 さ ら に その 数 週間 後に は ハリ ケー ン ・ ア イク が テキ サス 州 ガ ル 
ベス トン と ヒュ ー ス トン 地域 で 310 億 ドル の 被害 を 出さ せ た 。 ア イク 
で 、100 人 以上 が 死亡 し た 。 ま た この ハリ ケー ン の た め に ガソリン 価 
格 が 1 ガロ ン 4 ドル (1.06 ドル / リ ッ ト ル ) に ゃ 跳ね 上 が っ た 。 

2003 年 2 月 1 日 、 ス ペー スシ ャ トル 、 コ ロン ビア 号 が 大 気 圏 再 突入 
時 に 分 解 し 、 部 品 は テキ サス 州 と ルイ ジア ナ 州 の 上 空 に 飛散 し た 。 こ 
の 事 夏 で 7 人 の 宇宙 飛行 士 全員 が 死亡 し た 。 こ の 人 災害 後 、 ス ペー スシ 
ャ トル 計画 は 29 ヶ月 間 中 断 さ れ 、NASA は 事故 原因 を 調査 し 、 再 発 防 
止 策 を 作っ た 。 

2009 年 、 バ ラク ・ オ バ マ 氏 が 第 44 代 ア メリ カ 合 衆 国 大 統領 に 就任 
する と いう 歴史 の 大 き な 転 換 期 を 迎え た 。 オ バ マ 大 統領 は プラ ハ 演 説 

(2009 年 4 月 5 日 ) に お いて 、 次 の よう に 述べ た 。 核 の 非 保有 、 核 エ 
ネル ギー の 平和 的 利用 に 関す る 歴史 的 な 演説 で ある 。 

「 基 本 的 な 取り 決め は 理 に か な う も の で す 。 核 保有 国 は 軍備 乏 小 に 
努め 、 核 を 持た な い 国 は これ か ら も 保有 せ ず 、 そ し て 、 す べ て の 国 は 
接 エネ ルギー を 平和 的 に 利用 する こと が で きる 、 と いう も の で す 。 条 
約 を 確固 た る も の に する た め 、 わ た し た ち は い くつ か の 原則 を 受け 入 
れる べき で す 。 国 際 査 察 を 強化 する た め の 資 金 と 権限 が さら に 必要 で 
す 。 条 約 の 規則 違反 が 判明 し た 国 や 、 正 当 な 理由 な く 条 約 を 破棄 し よ 
うと する 国 に 対し て は 、 即 座 に 効果 の ある 報復 を 受け させ る 制度 が 必 
要 で す 。 ず ⑲」 

アメ リカ の トラ ンプ 政権 が 地球 温暖 化 対策 の 国際 的 な 枠組 み 「 パ 
リ 協 定 」 か ら の 離脱 を 2019 年 11 月 4 日 、 国 連 に 通告 し 、2020 
年 11 月 に 離脱 する こと に な っ た 。 野 党 民主 党 は 厳し く 批判 し 、2020 
年 の 大 統領 選挙 に 向け た 主要 な 候補 は 復帰 を 訴え て いて 、 温 暖 化 対 
策 も 今後 、 重 要 な 争点 に な り そ う で ある 。 
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で は 、2000 年 代 の ファ ッ シ ョ ン の 特徴 と は 、 ど の よう で あろ うか 。 
それ は 、 言 うま で も な く フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン と 呼ば れる ビジ ネス 
が 、 一 躍 、 ク ロー ズ ア ッ プ され て いる こと で ある (90 (の (63) (@ (65) 66) 、 業 
界 を 再 入 し て いる 小売 業者 は 、 Zara ( 図 1-12) 、HM ( 図 1-13) 、New 
Look ( 図 1-14) な どの ヨー ロッ パ の コン グロ マリ ッ ト で 、 高 価 に 見 え 
る 安価 な 商品 を 提供 し て いる "7?。 コ ング ロマ リッ ト と は 、 異 業種 が 集 
まっ て 複合 企業 に な っ て いる も の の み を 指す 。 彼 ら の 成功 し た ビジ ネ 
ス ・ モ デル は 、 す べ て の 小売 業者 に ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン 製 品 ライ 
ン を 探求 する よう 促し た 。 ヴェ ル サ ー チ ェ (Versace) の よう な 伝統 的 
な 高 紋 プ ラン ド で さえ 、 よ り 大 き な か 市場 人 口 統計 に 到達 する こと を 求 
め て 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 選択 肢 を 提供 し て いる 。 こ れ ら は 低 
価格 で ある 。 業界 に 革命 を も た らし た 要因 は 何 か 。 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ 
ショ ン の 小売 業者 の 成功 が 完全 に 展開 され 、 業 界 に 革命 を も た らし た 
の は 、 こ の 低 価格 の 探求 で も わる 。 一 口 に 言え を ば 、 そ れ は メデ ィ ア の 変 
化 で ある 。 電気 通信 の 技術 的 進歩 、 市 場 と 文化 の グロ ー バ ル 化 、 衛 星 、 
ケー ブル テレ ビ な どの 高 品質 に 代表 され る ビジ ュ ア ル バ ワ ー の 普及 、 
そし て 、 そ れ に よる 販売 目標 の 達成 で ある 。 メ ディ ア は 変化 し 、 そ れ 
に 伴い 顧客 の 印象 も 変わ っ た 。 

ファ ッ シ ョ ン 評 論 家 と 彼ら の プレ スリ リリ ー ス に 焦点 を 当て た プレ 
ス BBC の エピ ソー ド は 、 フ ァ ッ ショ ン 作 家 と デザ イナ ー の 間 で 発展 し 
て きた 共生 関係 、 つ まり 、 ト レン ド の 独 武者 と クリ エイ ター の 共生 関 
係 を 説明 し た 。 フ ァ ッ ショ ン ・ ジ ャ ー ナ リス ト は 、 フ ァ ッ ショ ン ・ ユ コ 
レク ショ ン に つい て 語る の に 適し た も の を 見 つけ る イン セン ティ ブ 

(購買 意欲 を 引き 出す た め の 仙 励 、 報 拒 な ど を 指す ) を 常に 持っ て い 
た 。 市 場 は 、 フ ァ ッ ショ ン ・ ジ ャ ー ナ リス ト が シー ズン 中 に ファ ッ シ 
ョ ナブ ル で ある と みな し た も の は 、 何 で も 要求 し て し まっ た 。 

この 文化 は 驚く べき 統計 を 生み 出し た 。 す な わ ち 、 地 球 上 の すべ て 
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図 1-12 Zara の 店 舗 . ピ ッ ト ・ ス トリ ー ト ・ モ ー ル 。 シド ニー。 


人 間 に 触 れる 1 兆 ド ル 規 模 の 産業 は 、 一 度 に 3 週間 、 年 に 2 回 集まっ 
て 、 決定 す る 人 を ゃ に よっ て 動か され た 。9 月 / 10 月 と 2 月 /3 月 の 間 
に 、 ら の 1 人 か ら 2 人 の 人 間 は テン ト に 拘束 され 、 ブ ラス チッ ク 
製 の 椅子 、 交 の シー ズン の 傾向 が どう な る か を 決定 する 。 

「 昔 も 今や 、 誰 も が テン ト に 入る こと が で きる と いう わけ で は な い 。 
参加 者 は 慎重 に 選択 され る 。 シ ョ ー は 提 待 状 の み で 開催 され 、 デ ザイ 
ン ハ ウス は 担 待 状 を 発行 する 。 そ れ ら は 売り 上 げ 増 加 を 生み 出す こと 
が で きる 意思 決定 者 に だ け 送 られ る 。 限 られ た スペ ー ス で は 、 最 も 重 
『 し か 参加 で き な い と 定め られ て いる 。 そ の 中 に は ト 
で な く 、 フ ァ ブ リッ ク や テキ スタ イル の コン グロ 
マリ ッ ト の 所 有 者 か ら ボ タン 、 ジッ ペー、 ト グル (同じ 操作 に よっ て 
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図 1-13 H&M Drottninggatan、Waster Samuelsgatan、 ス ウェ ー デ ン 


二 っ の 状態 を 交互 に 切り 替え られ る よう が 仕組 み の こと ) の 工場 所 
有 者 、 香 水 製 造 業者 、 皮 革 製 造 業者 、 そ し て も ちろ ん 出版 社 まで の 製 

造 業者 も 含ま れる 。 結局 の と ころ 、 党 に トレ ンド を 決定 づけ て いる 
の は ファ ッ シ ョ ン 誌 の ペー ジ な の で ある 9。」 

ファ ッ シ ョ ン の 歴史 を 通し て 、 フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 の カ が ファ ッ シ ョ 
ン ・ プ ロモ ーション の 桂 と な っ て いる こと は 否定 で き な い 。 皮 肉 な こ 
と に 、 業 界 で は ファ ッ シ ョ ン と 服装 の 遅い は 各 業 界 が 売る も の に ある 
と 言わ れ て いる 。 皮 上 肉 な 答え は 、 衣 料 産 業 は 服 を 販売 し て いる の に 対 
し 、 フ ァ ッ ショ ン 産 業 は 服 以外 の も の を 販売 し て いる と いう こと で あ 
る 。 主 に 雑誌 で ある 。 
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図 1-14 イン グラ ンド 、 グ ロス ター シャ ー 州 スト ラウ ド の メリ ー ウ ォ ー ク 
ショ ッ ピ ング 地区 内 に ある NMew Look の 店 舗 


1990 年 代 以降 、 ケープ ブル プロ グラ ミン ダグ ンジ ケー ト 、 お よ 
び ソ ー シ ャ ル ・ メ ディ ア の 出現 に より 、 映 画 に 加え て テレ ビ な どの メ 
ディ ア の カカ が 高まっ た 。 フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 の ペー ジ を 超え て 、 マ ル チ 
メデ ィ ア 製品 配置 プチ テッ ト フ ォ ー ム に 移動 し た 。 テ レビ 、 喘 画 、 ツ ー 
シャ ル ・ メ ディ ア な どの 非 印刷 メデ ィ ア や 、 ス ポー ツ 、 音 楽 、 さ ら に 
は 政治 関連 の 会 場 な どの ソー シャ ルイ ベン ト で 代表 され る よう に 、 商 
唱 の プレ ー ス メン ト は 、 プ ラン ド (通常 は 同じ プラ ンド の 商品 ) を 日 
常 生活 の 中 に 置く 。 商 品 配 慎 戦 略 の 成功 例 と し て は 、 人 気 の HBO シリ 
ー ズ Sex and the City が プラ ンド Burberry に 与え た 影響 が ある "90。 

情報 技術 の 精通 し た 使用 を 通し て 、 ス タイ リス ト は 新しい トレ ンド 
セッ ター と し て ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー より むし ろ 有 各 人 に 球 る 。 
スタ イリ スト は 、 ラ イフ スタ イル の ホッ トス ポッ ト 、 ク ラブ 、 お よび 
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ファ ッ シ ョ ン の 引火 点 で の 出来 事 に 基づい て 傾向 を 決定 する 7!。 彼 
ら は デザ イナ ー を フォ ロー する だ け で な く 、 デ ザイ ナー の デザ イン を 
どの よう に 組み 合わ せ て 促進 する か に つい て の 独自 の 声 も 提供 する 。 
それ ら は いく つか の ブラ ンド を 連携 し て 家伝 する た め 、 統 合 マ ー ケ テ 
ィング の 重要 な 柱 み な の で ある 。 こ の プロ モー ショ ン を 表す 用 語 は プラ 
ンド の 了 接 性 で あり 、 異 な る プラ ンド の アパ レル の 個々 の 部 分 が どの 
よう に し て トレ ン デ ィ な 外観 を 作成 する 上 で 最も 効果 的 に 連携 で きる 
の か を 示す 。 こ の マル チ ブ ラン ド の 連携 は スタ イリ スト の 信頼 性 を 与 
える 。 ス タイ リス ト は 、 彼 ら が どの ファ ッ シ ョ ン ハ ウス や 主要 プラン 
ド の レベ ル と も 結び 付い て いな いと いう 事実 に 正確 に 影響 を 与え て い 
る 。 ス タイ リス ト は 自分 自身 を ヒッ プ で 閣 進 的 な トレ ンド セッ ター と 
位置 付け 、 買 い 物 客 の ニー ズ に 合わ せ て 調整 し 、 顧 客 の 価値 と 有用 性 
を も た ら す こと に 一 層 力 を 注い で いる 。 そ れ ら の 影響 の 促進 は 新 し さ 
に ある 。 それ は 予想 外 の 能力 に も ある 。 ファ ッ シ ョ ン ウ ィ ー ク の カレ 
ンダ ー に も は や 縛ら れず に 、 ス タイ リス ト は (過去 に は どこ に で も あ 
つた ) ヴォ ー グ 9 月 号 が 彼ら に ファ ッ シ ョ ン の 未来 を 語る の を 待た ず 
に 、 年 間 を 通し て 引火 点 ル ッ ク を 促進 する こと が で きる 。 小売 業 者 は 
それ に 

応じ て 調整 し 、 厳 格 な が ファ ッ シ ョ ンカ レン ダー 以外 の スタ イリ スト 
に よっ て 作成 され た 市 場 の 要求 に 応え る た め に 競争 し た 。 フ ァ ス ト ・ 
ファ ッ シ ョ ン ・ ト レン ド セ ッ ティ ング が 誕生 し た 。 

グロ ー バ リゼ ーション は 、 こ れ ら の 数 少な い プ ラン ド が 急増 する の 
を 助け た 。 例え ば 、 ルイ ・ ヴィトン は 1970 年 に 2 つの 店 舗 を 持っ て い 
た 。 今 日 、 そ れ は 世界 中 に 400 以上 の 店 舗 を 持っ て いる 。 し か し 、 フ 
アス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の コン グロ マリ ッ ト は その 数 を 小さ く し て いる 。 
Tokat1i (2007) ② は 、2000 年 代 半ば まで に 、Zara、HM、 お よび ギ 
ャ ッ プ が それ ぞ れ 1000、1400、 お よび 3000 店 舗 を 展開 し た と 推定 し 
て いる 。 以 来 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ンス ト ア の 急増 が さら に 報告 さ 
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れ て いる た め ⑳、 こ れ ら の 推定 値 は 保守 的 で ある 。 Rohwedder と 
Johnson (2008) "% は 、 Inditex の 2008 年 の 総 店 舗 数 は 68 カ国 で 3691 
店 で ある と 報告 し て いる 。2012 年 、 ニ ュー ヨー クタ イム ズ マ ガ ジ ン は 、 
85 カ国 で 5900 店 舗 に 成長 し た と 推定 し 、Inditex は 1 日 に 1 店 舗 以上 、 
また は 年 間 約 500 店 舗 を 開く た め 、 店 舗 数 は 常に 変化 し て いる と 説明 
し た ⑳⑱。 記事 に よる と 、Inditex は 2012 年 に 中 国 で 400 店 舗 を オー 
プン し た 。 東 南ア ジア の 経済 プー ム に 関連 し て 、 新 し い 小 売店 の 成長 
の この 側面 を 議論 し 、BBC ジャ ー ナ リス ト の アレ ックス ・ ラ イリ ー 

(Alex Riley) は 、 ス ー パ ー パ ー ト の 3 部 ドキ ュ メ ンタ リー の 秘密 を 
語っ た 。 衣 料 品 の スー パー プラ ンド を テー マ に し た エピ ソー ド で は 、 
アデ ィ ダ ス が 「 今 後 5 年 間 」 中 国 で 1 日 に 2 店 舗 を オー プン する 予定 
で ある と アレ ックス ・ ラ イリ ー は 述べ て いる ⑳⑲。 

富 は 、 今 日 、 特 に 発展 途上 国 で 成長 し て いる 。 そ こ で の 売上 高 は 高 
級 プ ラン ド と ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ンプ ブラ ンド の 両方 で 成長 し て いる 。 
し か し 、 伝 統 的 に ファ ッ シ ョ ン や 関連 する 優れ た コング ロマ リッ ト は 
一 定 水準 の 市 場 独占 を 楽し ん で いた が 、 今 日 で は ファ スト ・ フ ァ ッ シ 
ョ ン の 小売 業者 が 競争 を 激化 させ て いる 。 彼 ら は 思慮 深い 垂直 統合 を 
通し て 彼ら 自身 の 独占 的 構造 を 創造 し て いる に も か か わら ず 、 首 尾 よ 
く 高級 プラ ンド か ら 顧 客 を 引き 付け て いる 。 し た が っ て 、 価 値 の 点 で 
は 、 高 級 コ ング ロマ リッ ト は 、1nditex な どの ファ スト ・ フ ァ ッ ショ 
ン 大 国 の 背後 に ある 。 イ ン デ ィ テ ックス 、He&M、 ニ ュー ルッ ク 、 マ ン 
ゴー、 フ ォ ー エ バー31 (Forever21, 2019 年 10 月 31 日 、 ア メリ カ の フ 
アスト ファ ッ シ ョ ン 大 手 「 フ ォ ー エ バー21」 が 日 本 か ら 完全 に 撤退 し た 。 
アメ リカ 本 国 で は 9 月 29 日 、 日 本 の 民事 再生 法 に 当たる 連邦 破産 法 
11 条 の 適用 を 申請 し 、 同 社 の 苦境 が 明らか に な っ た ) な ど が 、 ラ イフ 
スタ イル 全体 を 低 価格 で 提供 する 。 彼ら は 「 ク ー ル 」 な ライ フス タイ 
ル を 促進 する 。「 ラ グ ジ ュ アリ ー」 な ライ フス タイ ル で は な く 、 所 属 
する すべ て の 主食 を 提供 する ライ フス タイ ル と 、 ラ グ ジ ュ アリ ー な ク 
ライ アン ト が 示し た 社会 的 な 評価 を 得 て い る 。 現代 の 買物 客 に と っ て 、 
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彼ら が 科 福 で は な く 、 流 行 通 で 進歩 的 で ある こと を 示す こと が 今や よ 
り 重 要 に な っ て いる 。 

1980 年 代 と 1990 年 代 に 出現 し 進化 し た ダイ レク トマ ー ケ ティ ング 
の 新しい プラ ッ ト フ ォ ー ム を 採用 し て 、HM は 新しい 販売 方 法 を 導入 
する こと に よっ て その 成功 を 拡大 し 始め た 。 そ の 代わ り に 、 服 は 公正 
か つ 価 値 の ある 価格 で 直接 宮 伝 され て いた 。 さ ら に 、 服 は 単なる 服 で 
は な く 、 有 名 な モデ ル に よっ て 宣伝 され て いる ファ ッ シ ョ ナブ ル な ア 
イ テ ム で あっ た 。 

併 し 、Zara や New Look の よう に 、Onay と Zchir (2012) が 革新 的 
な ファ ッ シ ョ ン 起 業 家 精 神 の 新た な 波 と し て 描写 し て いる も の を 代表 
する も の も 、 すぐ に 続い た 。 業界 の サプライ チェ ー ン お よび 製造 学者 
に よる と 、 Inditex SA の 一 部 で ある スペ イン の コン グロ マリ ッ ト Zara 
は 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 小売 効率 の モデ ル で あっ た (7 の ず ⑩(⑳⑲。 
Wal1 Street Journal の 記事 で 、Rohwedder と Johnson (2008) ⑳ は 、 
Zara の 成功 は 、 裕福 な 顧客 を 高級 プラン ド か ら 引 き 離 すこ と を 可能 に 
する 優れ た サプライ チェ ー ン 管理 に 基づい て いる と 説明 し て いる 。 

記録 的 な 速 さ で 高価 に 見 える ファ ッ シ ョ ン フ ォ ワ ー ド 商品 の 最新 の 
信 向 を 提供 する こと が で きる 。 そ し て これ は 生産 の あら ゆる 面 が スピ 
ー ド t を 合わ せ て 管理 され る その 完全 に 統合 され た モデ ル の 能力 
に 基づい て いる 。 「 こ の 完全 統合 は 、 現 在世 界 最大 の ファ ッ シ ョ ング 
ルー プ で ある 規 会 社 の Inditex に よっ て 推進 され て いる 。 同 社 は 、 繊 
維 メ ー カ ー と 生産 チェ ー ン 内 の 他 の 逆 方 向 リ ンク を 所 有 し て お り 、 独 
占 的 な か パートナー シップ と ライ セン ス 契 約 を 通じ し て 、 そ の よう な ブラ 
ンド の 管理 を 通じ て 、 服 、 ア クセ サリ ー、 家 庭 用 品 の 完全 ファ スト ・ 
ファ ッ シ ョ ン 差 別 化 製品 ライ ン を 提供 し て いる 。 Massimo Dutti、 
Stradivarius、Pul1&Bear、Bershka、Oysho、Zara Home な ど が 挙げ 
られ る 。 Massimo Dutti は 、 フ ァ ッ ショ ン 性 の 高い 選択 を シミ ュ レ ー 
ト す る 、 よ り ス タイ リッ シュ な デザ イン を 専門 と し て いる 。 
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第 一 節 第 1 意 歴史 的 育 景 一 1960 年 代 か ら 2000 年 代 の アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 一 


Stradivarius は 低 価格 で 、 若 い 世 代 ! 当て て いる 。 Pul1 必 Bear 
は 都会 的 な 外観 を 持ち 、 よ り 多 く の 男 性 の 選択 肢 を 提供 する 。 Bershka 
は 男の子 と 女の子 の カジ ュ ア ル な アク ティ ブウ ェ ア を 提供 し て いる 。 
Oysho は 下着 を 提供 する 。 そ し て Zara Home は kea の 会 社 の バー ジョ 
ン で ある 。 この レベ ル の 多様 化 は 、Zara の 親会社 Tnditex が 統合 さ 
れ た マル チ プ ラン ド を 推進 する こと を 可能 に する 。Luis Vuitton や 
Christian Dior の 親会社 LVMH (以前 は Moet-Hennessy Louis Vuitton) 
の よう な 高級 コン グロ マリ ッ ト の 遺産 を 促進 する 。 誠 華 な コン グロ マ 
リッ トマ ル チ ブ プラ ンド は 、 ド レッ シン グ 、 ア クセ サリ ー、 入 浴 、 グ ル 
ー ミ ング 、 デ ュ レ ーション 、 食 事 、 そ し て 飲み 物 を 提供 し た 。 こ れ ら 
の 夢 の よ うな 徐 沢 な ライ フス タイ ル の た め の す べ て の 幅 の 広い 選択 肢 
を 提供 し た 。 一 つの 会 社 で 相互 に 結び つき 、 表 沢 な ライ フス タイ ル を 
提供 する 製品 の 幅 を 広げ る 目的 を 持っ て いた 。 


Ei 


第 2 章 


アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イド 
一 その 推進 者 アー ノル ド ・ ス カー ジー 


本 章 で は 、 バ パリ ・ モ ー ド の 流れ を 組む カス タム ・ メ イド の 推進 者 の 
テー ノル ド ・ ス カー ジ (Arnold Scaasi, 1930 一 2015) を 取り 上 げ る 。 カ 
ナダ 生ま れ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー で 、 我 が 国 で は あま り 知 られ 
て いな い が 、 ア メリ カ で は ファ ー ス ト ・ レ ディ (マミ ー・ ア イ ゼ ン ハ 
ワー、 ジ ャ クリ ー ヌ ・ ケ ネ デ ィ ・ オ ナシ ス 、 バ ー バ ラ ・ ブ ッシュ 、 ヒ 
ラリ ー・ ク リン トン 、 ロー ラ ・ ブ ッシュ ) や ハリ ウッ ド 女 優 (ジョ ン ・ 
クロ フォ ー ド 、 エ リザ ベス ・ ー、 キ ャ トリ ー ヌ ・ ド ヌー ヴ 、 バ 
ー プ ラテ ・ ス トラ イサ ンド 、 ブ ルッ ク ・ ア スタ ー、 ア ー レ ー ヌ ・ フ ラン 
シス な ど ) や 1000 人 も の ニュ ー ヨ ー ク セレ ブ の オー トク チュ ー ル ・ デ 
ザイ ナー、 あ る い は カス タム ・ メ イ ド の デザ イナ ー と し て 著名 で ある 。 
筆者 は 、 神 戸 フ ァ ッ ショ ン 美 術 館 で 開催 され た 寄贈 記念 展 「 ア ー ノ ル 
ド ・ ス カー ジ 展 アメ リカ の オー トク チュ ー ル ・ デ ザイ ナー」 (2013 
年 4 月 18 日 一 7 月 2 日) の 企画 協力 者 を 勤め させ て いた だ いた 。 そこ 
で 、 第 一 部 で は パリ ・ モ ー ド か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク へ の 転換 」 の 
一 舞 と し て 、 カ スタ ム ・ メ イド と 既製 服 生産 に 携わっ て いた 我が国 で 
は か あまり 知ら れ て いな い ア ナー ノル ド ・ ス カー ジ の 生い立ち と 活動 内 傘 
を 取り 上 げ る 。 


1 歴史 的 背景 と 生い立ち 
1) 麻 喝 的 背景 


第 一 他 第 2 速 アメ リカ に お ける カス クム ・ メ イド 
一 その 椎 角 者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 

アー ノル ド ・ ス カー ジ は 1930 年 5 月 8 日生 まれ で 、2015 年 8 月 10 
日 に 他界 し て いる 。1930 年 か ら 1950 年 の 歴史 的 背景 に つい て は 、 提 
著 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー ア メリ カ 服 飾 社会 史 近 
現代 篇 一 』 第 部 第 1 音 に お いて 、 す で に 述べ た 。 

また 、 本書 の 第 一 部 第 1 章 で は 、 1960 年 代 、 1970 年 代 、 1980 年 代 、 
1990 年 代 、 2000 年 代 の アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン の 歴史 的 背景 と 特徴 
に つい て 概観 し た 。 


(1) 生い立ち 
① 父 と 母 

スカ ー ジ は 1930 年 5 月 8 日 、 カ ナダ の モン トリ オー ル で 、 サ ム (Sam) 
と ベッ シー (Bessie) の 元 に 誕生 し 、 ア ー ノ ルド ・ ア イザ ッ ク (Arnold 
Tsaacs) と 名 付け られ た 。 父 "は モン トリ オー ル で 毛 友 上 商人 を し て お り 、 
殿 履 師 に 遭い 、 プ リン スエ ド ワ ー ド アイ ラン ド (Prince Edward 
1sland) や マニ トバ (Manitoba) や ノバ ・ ス コシ ア (Nova Scotia) で の 競 
売 に 要 加 すす る た め に 、 よ く 旅 に 出かけ た の で ある 。 こ の 会 社 は 狐 の 毛 
を 専門 に 扱っ て いた 。 ス カー ジ は 子供 の 頃 、 父 親 の 事務 所 の 床 の 上 の 
毛皮 で 遊ん だ も の で あり 、 披 が デザ イナ ー に な っ て か ら 、 和 柔らか い 、 
を わ ぶ ふわ し た 毛皮 を 用 いて 仕事 を する の が 好き だ っ た の は 、 こ の よう 
な 環境 に よる も の と 、 彼 は 回 想 し て いる 。 

スカ ー ジ は 彼 の 母 に つい て 、 こ う 語 っ て いる 『。 

私 の 母 、 ベ ッ シ ー (Bessie) は モン トリ オー ル 生 まれ で す 。 彼女 の 
母 、 つ まり 、 私 の 祖母 は サーマ ニア の モル ダヴ ィ ア 生ま れ で す 。 母 は 
若い 頃 、 並 外れ て 美しい 声 で 歌え る こと が 認め られ 、 当 時 、 メ トロ ポ 
リタ ン ・ オ ペラ ・ カ ン バ パニ ー の 責任 者 で あっ た ジュ リオ ・ ガ ッ テ ィ ・ 
カサ ッ ザ (Giulio Gatti-Casazza) の オー ディ ショ ン を 受け に ニュ ー 
ョ ヨーク に 行っ た の で し た 。 


母 は 才能 の ある 子供 と し て 、 ニ ュー ヨー ク に 滞在 し て 学ぶ チ ャ ンス 
を 提供 され まし た 。 人 彼女 の 声域 は 、 当 時 の 一 流 の ソプラ ノ 責 手 の マダ 
ニ (Madame Tetrazz ini) より も 3 音 高 か っ た の で す 。 
一 と 婚約 し て いた 私 の 父 の 二 人 が 、 母 を 戦 恒 さ せ 
た 様子 を 以下 に 語り まし ょ う 。 

彼女 の 母 は 「 美 し い 私 の 16 歳 の 娘 が 、 か の 犯罪 の 街 に 住む こと は 、 
断じて 許し ませ ん 。」 と 叫び 、 父 は 「 も し 、 あ な た が 今 、 す ぐに 家 に 
帰っ て 来 な い の な ら 、 婚 約 は 破棄 し ます 」 と 人 田 し た の で す 。 

母 は 失望 し て 帰っ て きま し た 。 だ が 、 幸 いな こと に 彼女 は サム と 結 
婚 し 、 私 が 家 に いる あい だ 中 、 さ ま ざ ま な オペ ラ の 美しい アリ ア を 、 
毎晩 、 家 族 に 歌っ て 聞か せ て くれ た の で す 。 

私 は 若い 頃 、 い つも 絵 や イラ スト を 描い て お り 、 ま た 、 と て も 音楽 
好き で し た 。 


② 叔母 の 影響 

この よう な 家庭 環境 は 、 ス カー ジ を 感性 豊か な 青年 に 育て あげ た と 
いえ る で あろ う 。 だ が 、 ス カ ファ ッ シ ョ ン の 道 を 志 し た 背景 に 
は 、 何 と いっ て も 叔母 の アイ ダ ・ ウ ィ ン (1da Wymn) の 影響 が ある 。 
彼 は 学校 娠 いで 、 ス ポー ツ に は 興味 が な く 、 本 を 沢山 読ん だ と いう 。 


また 、 彼 は 、 ハ イス クー ル の 家政 学 の クラ ス が 好き だ っ た 。 こ の クラ 
ス に は 10 代 の 女の子 た ち が 出 席 し て し 彼 に は レア テト リス 
(Leatrice) と いう 名 の ガー ルフ レン ド が い だ が 、 彼 女 と 三 回 デ 


ー ト し て か ら 、 彼 女 の 父 親 が 彼 を 捕まえ て 、 一 体 ど うい うつ も り だ と 
問い 詰め た の で ある 。 彼 は 彼女 の 父 赴 に すか さ ず 、 一 撃 を くら わし た 、 
彼 は 学期 半ば に し て 、 姉 の イ ゾ ベ ル (1sobe1) に つい て 、 叔母 アイ ダ ・ 
ウィ ン (Tda Wynn) の いる オー スト ラリ ア に 行く た め に 、 学 校 を 退学 
し た の だ っ た 。 彼 は 海外 で 家庭 教師 に つい て も ら っ た が 、 ハ イス クー 
ル は 卒業 し て いな い 9。 
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第 一 部 第 2 剤 アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イド 
一 その 推進 者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 


さて 、 ス カー ジ の 進路 に 大 き な 影響 を 及ぼ し た 叔母 アイ ダ ・ ウ ィ ン 

と は 、 ど の よう な 人 物 で あろ うか 。 
スカ ー ジ の 自伝 に 基づい て 、 以 下 に まとめ よう 09。 
叔母 の アイ ダ ・ ウ ィ ン は か っ て は イギリス の サス ー ン ・ フ ァ ミ リ 

ー (Hraqi Jewish descent and International renown,。 based in 

Munbai, Tndia) の 出 で あ る 哲学 者 の 男性 と 結婚 し て いた 。 

だ が 、 彼 女 自身 の 子供 が な か っ た た め 、 イ ゾ ヅ ベ ル と スカ ー ジ が 訪れ 
る の を 心待ち に し て お り 、 歓 迎 し て くれ た の で ある 。 彼 女 は 美人 で は 
な か っ た の で ある が 、 生 まれ つき すばらし く ス タイ ル が よかっ た と い 
う 。 ア イダ と 彼女 の 夫 の アラ イヤ ル (Arial) は 、 世 界 中 を 旅 し な が ら 、 
モン トリ オー ル と 行き 来 し て いた 。 二 人 と も シオ ニス ト (Zionists、 
Zionism は パレ スチ ナ に ユダ ヤ 人 の 国家 を 建設 し よう と する 之 動 , 19 世紀 末 に 興 
隆 し 、1948 年 イス ラ エ ル 国 宇 義 を 実現 ) で 、1920 年 代 と 1930 年 代 に ユダ 
ヤ 人 の 国家 と な っ た パレ スチ ナ の 近く で 活動 し て いた の で ある 。 彼女 
は ヨー ロッ パ で の 滞 在 か ら 疾 郷 に 帰っ て きた と き 案の定 、 船 旅 用 
の トラ ンク に 美しい 衣装 を 沢山 、 詰 め て 到着 し た 。 彼 女 は よく 、 ス キ 
ャ パレ リ や ヴィ オ ネ や シャ ネル を 装っ て いた 。 驚く ほど の 旅行 用 カバ 
ン が 開け られ た 瞬間 は 、 ス カー ジ に と っ て は 、「 千 一 夜 物語 」 の 世界 
か ら 飛 び 出 し て きた か の よう だ っ た と いう 。 ス カー ジ の 子供 時 代 を 通 
じ て 、 彼 の 叔母 は 、 い つも 遼 い 国 か ら 帰 っ て きた よう に 思え 、 美 し く 
装っ た 婦人 に つい て の 彼 の 夢想 は 高め られ た と の こと で ある 。 

アイ ダグ の 最初 の 夫 は 若く し て 亡くな り 、 彼 女 は 1940 年 まで 再婚 し な 
か っ た と の こと で ある 。 彼女 は 、 1940 年 代 に オー スト ラリ ア 
行っ た 時 に 、 サ ミュ エル ・ ウ ィ ン (Samue1 Wynn) に 末 う 。 彼 は 上 等 の 
ワイ ン と リカ ー を 扱う ワイ ン 商 人 で あり 、 ア デレ ー ド (Adelaide) に 
美しい ブドウ 園 を 所 有 し て いた 。 彼 も や は り 、 シ オニ スト で あっ た 。 
彼ら は メル ボル ン の 一 番 、 風 格 の ある すばらし い チ ュー ダー スタ イル 
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の 家 に 住ん で し そこ に は 大 き な ツ バキ や セイ ヨウ キョ ウチ クト ウ 
や 甘い 香り の する ジャ スミ ン や 何 床 も の 多様 な 色 の 東洋 調 の ポピー が 
植え られ て お り 、 こ の ポピー を アイ ダ は 彼女 が 中 国 で 買っ て きた 大 き 
な ボール に 、 き れい に 並べ て 植え た と いう 。 叔母 の アイ ダ は 、 マ ハト 
バ ・ ガ ンジ ー (Mahatoma Gandhi) や ゴル ダ ・ メ イヤ (Golda Meir) の 
よう な 多く の 世界 的 な 指導 者 と 親交 が あり 、 ゴ ル ダ ・ メ イヤ は と て も 
身近 な 友人 で あっ た と の こと で ある 。 

アイ ダ は 旅行 を する 時 に は あら ゆる 種類 の 民族 衣装 や サリ ー や す ば 
らし い 刺 旨 が 施さ れ た カフ タン を 選ん で も っ て いっ た と いう 。 彼 女 は 
日 常 着 と し て 、 オ ー ト クチ ュー ル の 衣装 や サリ ー を 着用 し て お り 、 ス 
カー ジ が サリ ー や エキ ゾ チ ッ ク な 生地 を 好 ん だ の は 、 ス タイ リッ シュ 
な 叔母 と の 暮らし の 影響 で ある と スカ ー ジ は 回 想 し て いる 。 

スカ ー ジ は 、1946 年 か ら 1947 に か け て 、 こ の よう な エリ ー ト の 栖 
境 で ほぼ 、 1 年 を 過ごし て か ら 、 い ろ い ろ 話 し 合い を し た 未 に 、 
アイ ダ と スカ ー ジ は 、 彼 は モン トリ オー ル に 戻っ て . 
通い 、 衣 装 デザ イナ ー に な る 道 に 挑戦 し て みる べき だ . 
至っ た と の こと で ある 。 


2. ファ ッ シ ョ ン へ の 道 

(1 ) カナ ダ の 洋裁 学校 へ @ 

1948 年 に モン トリ オー ル に 戻っ た スカ ー ジ は 、Cotnoir-Capponi 
School of Fashion に 入学 し た 。 こ の 学校 は 、 長 年 、 パ リ で 学び 、 パ 
リ の クチ ュー ル 産 業 で 働い て いた イタ リア 人 女性 に よっ て 管理 され て 
いた 。 女子 学生 ば か り で 、 ス カー ど は た っ た 一 人 だ け 男 子 学生 で あっ 
た 。 コ ー ス は と て も 熱心 で 、 ス カー ジ は 分 刻み で 学習 に 夢中 に な っ た 
と いう 。 彼 は 縫製 や ドレ ー プ を 学び 、 自 分 で 作っ た パタ ー ン か ら 裁 断 
する こと を 学ん だ 。 そ し て 、 彼 は 履修 し て いる コー ス に 対す る 素 晴 ら 
し い 才 能 を 認め られ た の で ある 。 こ の 学校 の 先生 は 、 ス カー ジ に こう 


7 


第 一 部 第 2 琴 アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イド 
一 その 推 色 者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 

言っ た と いう 。" You have golden hands, and if you continue you wil1 
surely be successful in the world of fashion.” (あな た に は 素 晴 
らし い 腕 が あり ます 。 あ な た は 続け て 学べ ば 、 フ ァ シ ョ ン 界 で きっ と 
成功 する で し ょ う 。) 

スカ ー ジ は いか に 優秀 で あっ た の か 、 エ ピ ソ ー ド を 紹介 し よ う 。 

学校 の プロ ジェ クト の 一 部 と し て 、 彼 は 16 体 の 人 形 サ イズ の マネ キ 
ン に 着せ る 衣装 を 作っ た 。 そ れ ら の スタ イル に は 、 白 い サ テン の ウェ 
ディ ング ドレ ス と 旅行 用 の ケー プ 付 き の 赤い スー ツ と 赤い プリ ント 本 
の カク テル ドレ ス と コー ト と スー ツ と ドレ ス か ら 成 る 、 ネ イ ビ ー と 自 
の フラ ン ネ ル と ネイ ビー の タフ タ 製 の 旅行 肌 の アン サン ブル が 含ま れ 
て いた 。 そ の コレ クシ ョ ン は 、 初 め て 新聞 社 の 目 に と まっ た 。 地 方 の 
新聞 に 掲載 され た 学生 の 展示 に 関す る レポ ー ト に は 、 こ の 展示 は 衣装 
と スケ ッ チ と あら ゆる 種類 の 手 仕 事 か ら 見 て 、「 大 変 す ば らし い オ ー 
トク チュ ー ル の 世界 」 を 示唆 する も の で ある と 書か れ た 。 こ の 最初 の 
批評 に お いて 、 こ れ ら の ミニ ュ ア チュ ー ル を デザ イン し た 学生 は 「 趣 
味 の 良 さ 、 ス タイ ル 、 そ し て 、 幸 せな 色 の コン ビ ネ ー シ ョ ン 」 に お い 
て 、 ず ば ぬけ て いる と 書か れ た 。 記 者 は 彼 を 「 将 来 の ファ ッ シ ョ ン の 
世界 へ 秘か に 現れ て きた 僅 大 な スタ ー」 と 呼ん だ の で ある 。 


(2) バリ で の 修業 ⑨ 

スカ ー ジ は モン トリ オー ル の デザ イン ・ ス クー ル の 3 年 コー ス を 1 
年 半 で 終了 し 、 最 後 の コ ー ス を パリ で 履修 し よう と 決心 し た の で ある 。 
1950 年 、 役 は と て も 若い 時 に パリ の 有名 な 学校 に 入学 し て 、 彼 の 人 生 
の 新た な 段階 が 始ま っ た の で ある 。 その 学校 と は Ecole de la Chambre 
Syndicale de 1a Couture Parisienne で ある 。 

若い カナ ダ 人 の スカ ー ジ は 、 パ リ に お ける 自由 春 放 な 学生 生活 の 押 
カカ に 取り 付か れ た 。 学習 の か た わら 、 彼 は ヨー ロッ パ の 他 の メジ ャ ー 
な 都市 の 文化 的 な 中 心地 を 旅行 し た の で ある 。 彼 の 両親 は 、 ス カー ジ 


78 


が バリ に 1 年 滞在 し た 後 、 カ ナダ に 帰っ て くる こと を 望ん で いた 。 実 
際 に は 、 彼 は 自分 の 思い 通り に 進 も うと 決心 し た 。 結 局 、 後 は 世界 を 
見 る こと を 中 止 し た 。 彼 の 両親 は 、 も し 彼 が 帰っ て こない の な ら 、 彼 
の 小遣い は スト ッ プ する と 言い 張っ た の で ある 。 彼 は パ キ ャ ン の 元 で 
見 習い と し て 働く こと が で きた の で 、 さ ら に フラ ンス に と ど ま っ て 、 
も っ と 訓練 を 受け よう と 決心 し た 。 仕事 は 1 ヶ月 当たり 、 わ ず か 55 
ドル し か 支払 われ な か っ た 。 だ が 、 パ キャ ン は 、 当 時 、 最 も 重要 な オ 
ー ト クチ ュー ル の メゾ ン で あり 、 ス カー ジ が 言っ て いる よう に 、「 パ 
リ は 刺激 的 で 、 私 は 勇気 を 持っ て いた の で す 」 人 彼 は 自分 自身 の 決心 を 
決し て 後悔 し な か っ た の で ある 。 

1952 年 に は スカ ー ジ は ヨー ロッ パ と オー トク チュ ー ル を 見 尽く し 
た と 感じ て 、 本 国 に 船 で 帰国 する こと に な る 。 彼 の 両親 は ニュ ー ヨ ー 
ク で 彼 を 出迎え て 、 彼 を モン トリ オー ル に 、 車 で 連れ 帰る の を 楽し み 
に し て いた 。 、 彼 は 彼 自身 が 選ん だ 仕事 に 就 こう と 決心 し た 。 学 
生 と し て の 彼 の 生活 に は 終わ り を 告げ た の で ある 。 


(3) ニュ ー ヨ ー ク で の 修業 一 チャ ー ル ズ ・ ジ ェ ー ム ズ の 元 で ⑦ 

ニニ ュー ヨー ク に 着い た スカ ー ジ は 、 ま ず 、 チ ャ ー ル ズ ・ ジ ェ ー ム ズ 
に クリ スチ ャ ン ・ デ ィ オ ー ル か ら の 紹介 状 を 渡し た いと 思っ た 。 チ ャ 
ー ル ズ ・ ジ ェ ー ム ズ は 、 大 変 、 想 像 力 に 富ん だ 風変わり な ニュ ー ヨ ー 
ク の デザ イナ ー で あり 、 ア メリ カ の 幾 人 か の 流行 の 先端 を 行く 、 上 流 
社会 の 女性 た ちの 込み 入っ た 衣装 を 作っ た 人 で ある 。 ス カー ジ は パリ 
職 を 得 た いと 思っ て 、 ク リス チャ ン ・ デ ィ オ ー ル の 元 に 
幾 枚 か の スケ ッ チ を 持っ て 行っ た の で ある 。 彼 は 勿論 、 デ ィ オ ー ル の 
アト リエ で 見 習い の 仕事 を 提供 し て も ら っ た 。 コレ クシ ョ ン は 
3 ヶ月 後 ま で スタ ー ト し な か っ た の で ある 。 心配 に な っ た 学生 の スカ 
ー ジ は 待ち きれ な か っ た 。 彼 が 精 一 杯 、 デ ィ オ ー ル に 話し た 時 に 、 デ 
ィ オ ー ル は 彼 に 
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"You are talented 一 why not go back to the United States where 
the future is, and bring fashion to America." 
「 あ な た に は 才能 が あり ます 。 な ぜ 、 将 来 性 の ある アメ リカ に 帰っ 
て 、 フ ラン ス の ファ ッ シ ョ ン を アメ リカ に 持ち 帰ら な い の で すか ?」 
この よう な 使命 に ジェ ー ム ズ は 手 を 差し 伸 べ て くれ た の で し ょ う 
か ? ぞ ん ざい な シカ ゴ 託 り が 、 長 い 間 、 国 際 的 な ファ ッ シ ョ ン の 表現 
を 傍ら せ て いた ジェ ー ム ズ は 、 若 い 学 生 に アー ト ・ ギ ャ ラリ ー で 遭い 
まし ょ うと 、 と 言っ て くれ た の で ある 。 
ジェ ー ム ズ を 待っ て いた 時 に スカ ー ジ は 、 ジ ョ アン ・ ク ロフ ォ ー ド 
(Joan Crawford) が アニ ー タ ・ ロ ー ス (Anita Loos) と 一 緒 に 入っ て 
くる の を 見 た の で ある 。 ク ロフ ォ ー ド は 肩 に ダイ ヤ モ ン ド が 輝 く ピ ン 
を 留め て 、 黒 い プ ロー ド テ ー ル (アス トラ カン ) の スー ツ を 着 て 、 黒 
い チ ュー ル の ヴェ ー ル が 垂れ た 高い 帽子 を 被っ て いた 。 ス カー ジ は こ 
の 光景 を 忘れ る こと は な か っ た 。 ク ロフ ォ ー ド は 魅惑 の 権化 で あり 、 
スカ ー ジ は ジェ ー ム ズ に 遭う 前 に 、 す で に ニュ ー ョ ヨー ク は 刺激 的 で あ 
る と 、 心 め た の で ある 。 モ ント リオ ー ル で は な く 、 ニ ュー ヨー ク 
こそ 邊 が 働き た い 場 所 で あっ た 。 
それ は 将来 を 切り 開く 瞬間 で あっ た 。 彼 の 両親 は 、 彼 が ニュ ー ョ ヨー 
ク に と ど ま る 決心 を 受け 入れ て くれ た の で ある 。 チ ャ ー ル ズ ・ ジ ェ ー 
ムズ は 彼 の アト リエ で の 週 当 た り 45 ドル の 仕事 を 提供 し て くれ た 。 ス 
カー ジ は 他 の 弟子 た ち に は 理解 で き な い マス ター の 複雑 な 衣服 製作 技 
術 や 、 多 く の カ ッ ト と ピー ス か ら 成 る デザ イン を 容易 に 理解 し 彼 
は また 、 あ まり に も 多く を 要求 する 金持ち の 顧客 の 扱い 方 と いう デリ 
ケー ト な 手法 を 学ん だ の で ある 。 そ れ は 彼 の 生涯 を 通じ て 、 彼 自身 の 
顧客 と の 良い 位置 関係 を 保っ て いく た め の レ ッ ス ン で あっ た 。 
スカ ー ジ に と っ て 、 ニ ュー ヨー ク は 当 を 得 た 時 期 の 当 を 得 た 場所 で 
あっ た 。 ジ ェ ー ム ズ と 過ごし た 年 月 は 、 卒 業 後 の 熱情 的 な 教育 の 場 で 
あっ た 。 ス カー ジ は 用 意 周到 で 、 独 創 性 が あっ た 。 彼 は 記録 を 取り 、 
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物 が ある 場所 を 良く 知っ て お り 、 物 事 の 進行 具合 を わき まえ て いた 。 
彼 は ジェ ー ム ズ の アト リエ に 秩 褒 を も た らし 、 ま も な く ア トリ エ を 管 
理 す る よう に な っ た 。 そ し て 、 や が て 、 ジ ェ ー ム ズ か ら 独 立 し 、1954 
年 に 140 East Fifty-cight Street の 彼 の アパ ー ト で カス タム ・ デ ザ 
イン ・ ビ ジネス を スタ ー ト する 。 


3. ファ ー ス ト ・ レ ディ の 衣装 デザ イン 9@ 
ーー マミ ー・ ア イ ゼ ン ハ ワ ー の 衣装 一 

1958 年 は 私 に と っ て 真 に 大 ヒッ ト 作 を 生み 出し た 年 で し た 。 私 の 
Stanford White town の 補 に 引越 し 、 コ ティ ー 僅 を 受賞 し た こと に 吉 
えて 、 私 は 初め て ホワ イト ハウ ス を 訪問 し た の で す 。 マ ミー・ ア デイ ゼ 
ン ハ ワー (Mamie Eisenhower) は ファ ー ス ト ・ レ ディ で あり 、 彼 女 の 
スタ ッ フ は 、 小 グル ー プ の デザ イナ ー た ちの た め に お 茶 の 手配 を し て 
くれ た の で す 。10 人 も いな か っ た よう に 思い ます 。 ジ ェ フ リー・ ビ ー 
ン (Geoffrey Beene) と アン ・ ク ライ ン (Anne Klein) の 他 に 、 誰 が 
いた の か よく 覚え て いま せん 。 そ の うち 一 人 は 確か モリ ー・ バ パー ニス 

(Mo11ie Parnis) で は な か っ た か な と 思い ます 。 彼 女 は アイ ゼン ハ ワ 
一 夫人 の た め に 、 沢山 の 衣装 を 作っ て きま し た 。 そし て 、 ア イク (1ke) 
が 1953 年 に 大 統領 に な っ た 時 に 、 就任 式 の 衣装 を 作り まし た 。 スカ ー 
ジ は チャ ー タ ー 機 で ワン ント ン に 飛び 、 ホ ワイ ト ハ ウス で 稚 待 され ま 
し た 。 勿 論 、 ス カー ジ は ぴっ くり 仰天 し まし た 。 私 た ちの ほとん ど 全 
上 員 が 今 ま で ホワ イト ハウ ス に 行っ た こと は 一 度 も あり ませ ん で し た 。 
そし て 、 私 た ち は マ ミー・ ア イ ゼ ン ハ ワ ー に 魅 了 さ れ ま し た 。 

ファ ー ス ト ・ レ ディ は 人 々 に と て も 素敵 に 応対 し まし た 。 彼 女 は ど 
こ か ら 見 て も 自 、 と て も 気持 ちの 良い 人 で 、 実 に 女性 らし い 人 で 
し た 。 彼 女 は デン バー 出身 で す が 、 大 変 な 南部 美人 で し た 。 私 に は 彼 
女 の 頭 の 中 に は 政治 的 な アイ デア が 詰まっ て いる と は 思え ませ ん で し 
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た 。 で す が 、 彼 女 は 決し て 愚か な 女性 で は あり ませ ん で し た 。 彼 女 の 
印象 は あな た が 写真 か ら 受 ける 印象 か も し れ ま せん が 。 


1959 年 の 早朝 、 私 は アイ ゼン ハ ワ ー の 秘書 か ら 電 話 を 受け まし た 。 
「 ス カー ジ さ ん 、 大 統領 夫人 に 電話 に 出 て いた だ きま すわ 。 夫 人 は 


「 お は よう ご ざい ます 。 お 変わ り ご ざい ませ ん か ? ニュ ー ヨ ー ク の 
お 天気 は いか が で すか ゃ ワシ ント ン は と て も いい お 天気 で す 。 あ な た 
が ワシ ント ン に いら っ し ゃ る と 素敵 で す の に 。 私 の 衣装 合わ せ に いつ 、 
いら し て 下さ いま すか ?」 

私 が 返事 を 返す 前 に 、 マ ミー は 続け て こ れ た の で す 。 

「 ス カー ジ さ ん 、 と て も すばらし い ニ ュー ス が ある の で す よ 。 ソ ビ 
エト ・ ユ ニオ ン の 議長 の ニキ ー タ ・ フ ル シ チ ョ ブフ (NikitaKhrushchey) 
氏 が 近い うち に 、 ワ シン トン に お 見 え に な る の で す よ 。 そ こ で 、 私 は 
素敵 な ドレ ス を 用 意 し な けれ ば な り ま せん の 。 ご 承知 の よう に 、 第 二 
次 世界 大 戦 が 終わ っ て 以来 、 こ の 国 か ら ア メリ カ を 訪れ た 人 は 誰 も い 
ませ ん わ 。 そ うい うわ け で 、 こ れ は と て も 特別 な 機会 な の で す よ 。 よ 
く お 考 えい た だ け ま すか 」 

一 週間 後に 、 私 は アイ ゼン ハ ワ ー (Eisenhower) 大 統領 夫人 が 以前 
に 注文 し て いた 真っ 赤 な コー ト と 幾 枚 か の アフ タ ヌ ー ン ドレ ス を 携え 
て 、 ホ ワイ ト ハ ウス に 向かう 予定 で し た 。 ホ ワイ ハウ ス に 到着 し て 、 
私 は 一 巻き の 衰 華 な ゴー ルド の パフ ィ の 花 柄 の ダマ スク 織り を 小脇 に 
抱え て 、 お 馴染 み の 階段 を 登り まし た 。 

「 ス カー ジ さ ん 、 あ な た が お 持ち の 布 を 見 せ て 下さ いな 。 あ な た は 
何 を 隠し て お いで で すか 」 と 大 統領 夫人 は 、 冗 談 ま が い に 尋 ね られ ま 
し た 。 そ こ で 、 私 は ゴー ルド の ダマ スク の 生地 を 広げ まし た 。 
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「 ま あ 、 な ん と 美しい 。 こ の 生地 で 作っ た ドレ ス は 私 の 好み で すわ 。 
生地 で どん な 形 の ドレ ス を 作る お つも り で すか 。 そ れ は どん な 

機会 着る ドレ ス な の で すか ? あな た は あの 特別 の 機会 の ドレ ス の 

こと を お 考え 下さ っ て いま す よ ね 」 

勿論 で す と も 」 と 私 は 答え まし た 。 「 ロ シア と の ディ ナー の 席 で 
この 生地 の ドレ ス を お 有 革 に な っ て は いか が で すか り 」 

「 で も 、 こ れ は ちょ っ と 究 華 すぎ る と お 思い に な り ま せん ? つま り 、 
ロシア は 共産 圏 の 国 な ん で す よ 。 彼ら は その 日 の ディ ナー の 席 で は 
フォ ー マ ル な 衣装 は 着 ら れ ま せん わ 。」 

「 お っ し ゃ る と お り で す 」 と 言っ て か ら 、 私 は 続け まし た 。「 で も 、 
今回 は 重要 な 声明 を 発表 する 機会 だ ど と 私 は 考え ます 。 ど うし て 我々 は 
金持ち で 、 力 の ある 国 で ある こと を 強調 する ゴー ルド の ドレ ス を お 人 台 
し に な ら な い の で すか 」 と 。 

マミ ー は 青い 目 を 鯉 か せ て 、 笑 を 浮か べ ま し た 。 

「 そ う で すね 。 や っ て み ま し ょ う よ 」 


振り 返っ て みる と (それ は 45 年 前 の こと で す ) 、 私 は 政治 的 な 声明 
を する よう に 示唆 する な ん て 、 信 じ ら れ な い ほ ど 生 意気 で し た 。 私 た 
ち は 胸 の 上 に 2 本 の 翼 が 乗っ て いる 肩 員 り ヒ モ その な い ガ ウン を 作り ま 
し た 。 そ し て 、 フ ァ ー ス ト ・ レ ディ は 、 長 い 白い キッ ド の 手袋 を は め 
た の で す 。 

それ は 1950 年 代 後半 の 正式 の 場 で の 必須 アイ テム で し た 。 
フル シ チ ョ フ 氏 は 、 ネ イ ビ ー ブ ルー の スー ツ を 着 て 、 彼 の 妻 は ネイ ビ 
ー の 長袖 の シル ク の ドレ ス を 着用 し て いま し た 。 マ ミー は ロシア の フ 
ァ テー スト シチズン の 側 に 立っ て いる 写真 全体 の 中 で 、 き らき ら 輝 き を 
放っ て いま す 。 若 い デ ザイ ナー の 私 が 我が国 の ロシア ナ と の 長年 に わた 
る 関係 を 向上 させ る の に 役立つ な ん て 、 信 じ ら れ ませ ん 。 
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4. 服 作 り の コン セプト と シス テム 
(1) カス タム ・ メ イド の コン セプト と シス テム "9 
本 剤 末尾 の 年 家 に みる よう に 、 ス カー ジ は 、 時 期 は 異な っ た り 、 重 
な っ た り し て いる が 、 カ スタ ム ・ メ イド と レデ ィ ト ッ ウ ェ ア の 両方 を 
手がけ て いる 。 カ スタ ム ・ メ イド と は あつ ら え 衣装 の こと で ある 。 よ 
り 詳し く は 、 新 田中 千代 服 飾 事典 の 解説 バ が ア メリ カ の カス タム メイ ド 
(custom-made) を 分 か りや すく 説明 し て いる 。「 (注文 服 ) (お あつ 
ら え の ) と いう 意味 で 、 お あつ ら え 、 お あつ ら え 品 と いう 米語 で ある 。 
既製 品 万 能 の アメ リカ で も 、 ニ ュー ヨー ク に は 特定 の お 得意 様 に 対し 
て の みみ デザイン 、 裁 断 、 仮 縫い を する カス タム ・ メ イド の 衣装 店 が あ 
る 。 宮 府 の 婦人 や 有名 芸能 人 で な いと 、 と て も 得意 客 に な れ な い 価格 
で ある 。 カ スク タム ・ メ イド の デザ イナ ー は 、 デ ザイ ナー 自身 が 創作 し 
た 新しい デザ イン を 用 意 し 、 ス ケッ チ か ら 実 物 を つく っ て 1 枚 ず つの 
実物 の サン プル を 用 意 し て 、 得 意 客 が 訪れ る と 、 サ ンプ ル の 中 か ら 似 
合う も の の 注文 を 受け た り 、 デ ザイ ン を 多少 か えた り し て 、 寸 法 に あ 
わせ て 作り 、 注 文 に 応じ る の で ある 。「 ア メリ カン ・ ヴ ォ ー グ 」 や 「 ハ 
ー パ ー ス ・ バ ザー」 な ど に 美しい 衣装 を 発表 する の も 、 こ の よう な 第 
- 級 の デザ イナ ー で あり 、 世 界 中 の 気合 、 習 慣 な ど られ て いて 、 
お 客 の 中 で そう し た 地方 に で か ける 人 は 、 そ の 調査 に も と づい て 必要 
な 服 を つく る こと が で きる よう に な っ て いる 。」 
スカ ー ジ は 1984 年 に チャ ー ル ズ ・ ジ ェ ー ム ズ の アト リエ か ら 独 立 し 
て 、 ニ ュー ヨー ク の 140 East Fifty-eight Street の 彼 の アパ ー ト で 
カス タム ・ デ ザイ ン ・ ビ ジネス を スタ ー ト する 。 
レデ ィ ト ッ メ イド (Ready-to-made) は 既製 服 で ある が 、 いわ ゆる プ 
レタ ポル テ (高級 婦人 既製 服 ) を 指し て いる の で あろ うか 。 そ れ と も 
低 価格 の 既製 服 も 含ま れ て いる の で あろ うか 。 ス カー ジ 関 連 の 文献 を 
読ん で も 定か で な い が 、 お そら く 前 者 で あろ う 。 
本 章 で は スカ ー ジ の カス タム ・ メ イド へ の こ 


わり 、 彼 の 上 服 作り の 
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コン セプト と シス テム に つい て 、 彼 の 回 想 録 を 紹介 し な が ら 、 具 体 的 
に 言及 し た いと 思う 。 


(2) レデ ィ ト ゥ メイ ド で は な く 、 な ぜ 、 あ つら え 衣 装 な の か 
スカ ー ジ は こう 語る 。「 私 が デザ イナ ー に な り た いと 決心 し た 時 、 
ビジ ネス 目的 に は さして 関心 が あり ませ ん で し た 。 私 は た だ 創 造 的 な 
部 分 に つい て の み 考 えま し た 。 私 が 楽し ん だ の は 、 ス ケッ チ を する こ 
と と 衣服 を 創る こと で し た 。 私 は と り わ け ド レー ビング が 好き で 、 ず 
っ と それ を や り 続 け て いま す 。 そ れ と いう の も 、 ド レー ビ ピン グ は そこ 
に スタ イル が 創造 され る 場所 だ か ら で す 。 フ ァ ッ ショ ン は 芸術 の 形 胡 
の 一 種 な の で す 。 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ナー は 、 人 間 の 身体 か ら ス タ 
ー ト し な けれ ば な り ま せん 。 そ れ に 対し て 、 他 の 芸術 家 た ち は 、 粘 土 
の 塊 や 黒い キャ ン バ ス か ら ス ター ト し ます 。 勿論 、 挑 戦は 身体 を 捕 ま 
えて 、 そ れ を 鬼 惑 的 な も の に する 何ら か の すばらし い 方 法 を 見 つけ 出 

すこ と で す 。 実際 、 身 体 は デザ イナ ー の キャ ン バ ス な の で す !。」 
限界 が あっ た の で ある 。 彼 の 限界 に 気づい た スカ ー 
語る 。「 私 は 学校 を 出る と すぐ に ファ ッ シ ョ ン の プロ の 世 
界 に 入り 始め まし た 。 フ ァ ッ ショ ン は それ が どん な に 美しく て も 、 ど 
こ か で 着 ら れ な けれ ば 、 デ ザイ ン は 成功 し た と は いえ な いこ と に 気 づ 
きま し た 。 ま た 、 そ れ に 対し て 、 支 払い が な けれ ば 、 そ れ は 決し て す 
ば らし い ド レス だ と は 言え ませ ん 。 そ こ に は ビジ ネス の 部 分 が 入り 込 
ん で くる の で す 。 あ な た が 製作 し た スタ イル に お いて 、 お 金 を 失う の 
で あれ ば 、 あ な た の 会 社 は そう 長く は 続か な いで し ょ う 2。」 
1956 年 、 ス カー ジ が と て も 若く し て 、 彼 自身 の ビジ ネス を 始め た 時 
に 、 彼 は 必要 経費 を まかなう こと の 重要 性 に つい て 気づい た の で ある 。 
彼 は 計算 書 の 一 覧 を 作成 し 始め る 。 ま ず 、 電 話 代 、 家 賃 他 を 含む あら 
ゆる 費用 の 一 覧 を 作る 。 次 に 役 は 衣装 自体 の 費用 を 、 生 地代 、 手 間 賃 、 
ボタ ン 、 ジ ッ パ ー な どの 項目 に 分 けた の で ある 。 そ れ は いと も 人 簡単 な 
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手続 き で あっ た 。 ス カー ジ は 最初 か ら プ ロ の 従業 員 や 弁護 士 や 会 計 士 
を 雇っ た が 、 彼 は ビジ ネス の 問題 に 取り 組む こと を 楽し ん で いて 、 プ 
ロ の や り 方 で その 間 題 を 処理 する 特権 を 持つ っ て いる 自分 に 気づい た と 
いう 。 

ビジ ネス が 成長 し て も 基本 的 な 構造 は 決し て 変わ ら な いと スカ ー ジ 
は 指摘 し て いる 。1964 年 に 卸売 (wholesale) の コレ クシ ョ ン か ら あ 
つら え の 衣 服 (made-to-wear) へ の 重大 な 決意 変更 が 行わ れ た 。「 我 々 
は クラ シッ ク ・ ス タイ ル の 非常 に 買 の 食い 高価 な 衣装 を 作っ て いま す 
(⑫」 と スカ ー ジ は 報告 し て いる 。 小売 店 は それ ら を わずか し か 購入 し 
な か っ た 。 と いう の は 、 ス トリ ー ト の 服装 が ファ ッ シ ョ ン に 昧 響 を 及 
ぼ し た か ら で あ る 。 顧 客 は 安い 流行 の 衣服 を 欲し が っ て いる と 感じ た 
の で 、 小 売店 は 、 質 の 良い 商品 を 縮小 し た の で ある 。 

スカ ー ジ は メイ ド ト ッ ー オ ー ダ ー (made-to-order) へ の 転換 の 背景 
と 決意 に つい て 、 以 下 の よ うに 語っ て いる 。 

「 そ の 当時 、 も し レデ ィ ト ゥ ウェ ア に 留まっ て いた いと 思っ て いた 
な ら ば 、 流 行 に つい て 行く た め に 、 高 価 で な い 衣服 を 作る こと を 余儀 
な くさ れ た こと で し ょ う 。 私 は 全国 の 知り 合い の 女性 た ち に 、 彼 女 た 
ち は 質 の 良い メイ ド ト ゥ ー オ ー ダ ー の 衣服 を 購入 する か どう か 、 質 問 
し て みる 決心 を し まし た 。 約 909% は “イエス” と いう 答 で し た 。 そ こ 
で 私 は 卸売 か ら あ つら え に 変 更 し 、 そ れ は 正しい 決心 で ちる こと が 判 
明 し まし た " ゆ 」 多 く の 人 々 は 、 彼 は 勇敢 だ と 言い まし た と 彼 は 思い 出 

語っ て いる 。 振り返 っ て みる と それ は そん な に 勇気 の いる こと で は 
あり ませ ん 、 と も 語っ て いる 。 彼 は 2 一 3 千 ド ル 貯 め た の で 、 ス ター 
ト を 切り た く て た ま ら な か っ た の で ある 。 

スカ ー ジ が 彼 の 一 番 最 初め の コレ クシ ョ ン を 行っ た 時 に 、 モ デル の 
一 人 が 、 彼 は 特別 素晴らし い フ ィ ッ ティ ング を する こと に 気づい た と 
いう 。 彼 は ビジ ネス ・ パ ー ト ナー を 含め て 、 彼 の 会 社 を 操業 し て ゆく 
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こと が 好き だ っ た の で ある 。 特 に 彼 は 他 の 誰か の た め に 働く こと に は 、 
興味 は な か っ た の だ 。 

「 ビ ジネス は 私 を 興 准 さ せま す 。 そ し て 、 私 は 危険 を 犯す こと を 設 
れ ま せん ⑨」 と 語っ て いる 。 だ が 、 彼 は 不適 当 な チャ ンス を 捕らえ な 
か っ た 。 例 えば 、 彼 は レデ ィ ト ッ ゥ ウェ ア を 作る に は 、 小 売店 の バイ ヤ 
ー が 容易 に ひょいと 立ち 寄る こと が で きる 7 番 街 に 位置 し て いる の は 
有利 で ある こと は 承知 し て いた 。 そ し て 、 あ つら え 衣 装 に は 彼 の 顧客 
が 住ん で いて 、 量 食 を と っ た り 、 買 い 物 を し た りす る 5 番 街 に 位置 し 
て いる の が 有利 で も る こと も 承知 し て いた 。 彼 は 邊 の ビジ ネス は どこ 
で 行わ れる べき か 、 彼 の スタ ッ フ は どれ ほど の 規模 で ある べき か 、 等 
な どの 問題 を 管理 し た いと 思っ た の で ある 。 

「 何 年 に も 渡っ て 、 私 の ビジ ネス を 買収 し た いと いう 多く の 申し 込 
みみ が あり まし た 。 で も 、 い つも 私 は 、 そ れ は 私 に と っ て 正当 で は な い 
こと に 気づい た の で す 。 人 々 も 同様 に 、 私 は 公 の 場 に 出る べき で す と 
示唆 し て くれ まし た 。 早急 に 沢山 の お 金 を 作る に は 、 そ れ は 一 つの 方 
法 で は ある の で す が 、 結 局 、 あ な た は 株 主 の た め に 働い て いる の で あ 
り 、 あ な た 自身 の た めで は あり ませ ん 。 私 は その よう な こと は 好み ま 
せん 。 創 作 の 喜び は 、 あ な た 自身 の や り 方 で 、 そ れ を する こと に ある 
の で す (⑲。」 と 創作 活動 に 対す る スカ ー ジ の 真意 を 話 っ て いる 。 パ ペリ 
で は イヴ ・ サ ン ・ ロ ー ラ ン が プレ タ ポ ル テ の 方 向 へ 、 イ ギリ ス や アメ 
リカ で スト リー ト ・ フ ァ ッ ショ ン が 流行 し 始め た 1960 年 代 に 、 スカ ー 
ジ は 時 代 に 逆行 する 方 向 に 方 針 転換 を し た の で ある 。 ス カー ジ は レデ 
イト ッ ゥ ウェ ア で は な い 、 カ スタ ム ・ メ イド の 彼 独自 の 生産 シス テム を 
確立 する の で ある 。 果 た し て 、 そ れ は どの よう な シス テム で あっ た の 
か 。” Scaasi: A Cut Above” に 拠っ て 紹介 し よう 。 


(3) 生地 、 色 へ の こだわ り 
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スカ ー ジ の コレ クシ ョ ン の 生産 は 、 生 地 か ら 始 まっ た 。 彼 は 生地 を 
つま む 時 で さえ 、 彼 に は ドレ ス は どの よう な 形 に な る の だ ろう と いう 
考え が 浮か ん で くる の で あっ た 。 彼 は また 、 そ の ドレ ス を 着る 女性 の 
写真 を 持っ て いる 。 平 ら な 縦長 の 素材 が 柔らか く ドレ ー プ が 取ら れ た 
ドレ ス の 形 を な し て いく に つれ て 、 人 々 を 浮き 浮き させ る よう な が 変化 
が 起き る の で ある 。 だ が 、 そ の 過程 は 実際 的 な 仕方 で 始ま る の で ある 。 
し ば し ば 、 そ の 過程 は 、 前 も っ て 思い 描か れ た 考え の も と に スタ ー ト 
する の で ある 。 す な わ ち 、 お そら く シ フォ ン や オー ガン ザ の よう な 尊 
い 素 材 に 対す る 感情 。 あ る 季節 に は 彼 は 軽い 空気 の よう な 刺繍 を 好む 
か も し れず 、 翌 年 に は 重い 豪華 な 生地 を 好む な か も し れ な い 。 

スカ ー ジ は この よう な 考え を 抱い て 、 生 地 の 代理 店 の コレ クシ ョ ン 
を 見 始め る の で ある 。 い ずれ の 代理 店 も 約 10 軒 り ヨー ロッ パ の 生地 屋 
を 代表 し て いる 。 彼 は 高価 な 衣服 の 大 半 の 生産 者 の よう に 、 大 半 は ヨ 
ー ロ ッ パ の 素材 を 使用 する 。 そ れ は アメ リカ の 生地 を 扱う 生地 屋 
(house) が 、 小 さ な 注 文 に 注意 を は ら う こと は めった に な いか ら で あ 
る 。 役 ら は 何 ヤ ー ド も の 特殊 な 素材 を 売り た が る の で ある 。 「 ヨ ー ロ 
ッ パ の 生地 屋 は まさ に 5 メー トル の 注文 で も 色 違 いで 売っ て くれ る の 
で す 」 と 彼 は 言っ て いる 。 「 ア メリ カ の 素材 を 扱う 店 は 、 黒 や ペー ジ 
= や 白 の よう な 基本 色 を 重要 視 す る の で す 。 私 は 何より も まず 、 色 に 
興味 が ある の で 、 こ れ は 私 に は 何 の 役 に も 立ち ませ ん ?。」 と 彼 は 意 
見 を 述べ て いる 。 そ し て 、 ス カー ジ は 「 ア メリ カ の 生地 屋 は 、 大 衆 的 
な 市 場 と 歯車 が 噛み 合っ て いる の で す 。 一 個々 人 の た め に は 、 あ な た 
は 別 の 場所 に 行か な けれ ば な り ま せん 'W。」 と 語る の で ある 。 

スカ ー ジ は アメ リカ 合衆国 で ヨー ロッ パ の 代理 店 が 提供 する 品物 を 
詳し く 調べ て か ら 、 最 終 的 に 生地 を 選ぶ ぶた め に 、 海 外 に 向かう の で あ 
る 。 伝 統 的 に 、 1 年 の うち で 最も 重要 な 秋 の コレ クシ ョ ン の た め に 、 
彼 は 6 月 に 生地 を 見 始め て 、7 月 まで に 、8 て 10 本 の 系 を 拡大 し て 検 
査 す る た め に 、 ヨ ー ロ ッ パ に 滞在 する の で ある 。 
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スカ ー ジ は パリ で は Hotel Crillon あ る い は Plaza Athence の 一 番 、 
広い スウ ィ ー ト ルー ム を 取る が 早い か 、 新 し い 季 節 の 生地 が 詰まっ た 
スー ツケ ー ス が 到着 する 。「 そ れ は 宝箱 を 次 々 と 開け る か の よう で す 。 
非常 に 並外れ て 素 晴 し い 生地 が 出 て きま す 。 も し 、 創 意 に 富ん だ 季節 
で あれ ば 、 あ な た は そん な に も 沢山 の 目 を 見 娠 る よう な デザ イン に 取 
り 組ん で 多忙 を 極め ます 。」 と スカ ー ジ は 語る 。 

だ が 、 彼 は 生地 の 数 を 減ら さ な け れ ば な ら な い 。 減ら す 過 程 は 初日 
か ら 始 まる の で ある 。2 日 目 ま で に は 、 ル イ 14 世 ス タイ ル に 装飾 され 、 
Place de 1a Concorde を 見 下ろ せる 彼 の お 好み の スウ ィ ー ト ルー ム は 
生地 で 朴 わ れ て いる 。 テ ー ブ ル の 上 か ら 床 まで の 表面 と いう 表面 に ス 
ウォ ッ チ が 貼り 付け られ て いる 。 生 地 を 減ら す 過 程 は スカ ー ジ と アシ 
スタ ント が 約 100 な いし は それ 相当 の 生地 まで 、 そ の 選択 肢 を 編集 す 
る まで 続け られ る 。 毎年 、 毎年 、 一定 の 数 が 保 た れ て いる 。「 例 えば 、 
その 夫 が Twentieth Century Fox の 元 の オー ナー の Marvin Davis で あ 
る Barbara Davis は 、 彼 女 の Carousel Ball の た め の ピ ンク の 生地 を 
欲し が っ て いま す 。 そ こ で 、 私 は いつ も 珍し い ビ ンク の 生地 を 探し て 
いる の で す 。」 と スカ ー ジ は 言う 。 

以上 か ら 、 カ スタ ム ・ メ イド の 生産 シス テム に お ける スカ ー ジ の 生 
地 と 色 へ の こだわ り が 、 実 に 明白 で ある 。 Ecole de 1a Chambre 
Syndicale de ls Couture Parisienne と Paquin の メゾ ン で 修行 し た 
若い テア メ リカ 人 デザ イナ ー の パリ ・ モ ー ド へ の 強い 憧 慢 の 念 が リ テ ル 
に 感じ 取れ る 。 


(4) レデ ィ ト ゥ メイ ド の コン セプト と シス テム 0⑲ 

スカ ー ジ が カス タム ・ デ ザイ ナー (Custom designer) 〔 読 え 服 の デ 
ザイ ナー〕 と し て 活躍 し た 時 期 は 、 至 る と ころ の 気まぐれ な 流行 の フ 
ァ アッ ショ ン を 横目 で ちち っ と 見 な が ら 、 豪 革 で ロマ ンチ ッ ク な 衣服 を 
デザ イン し た 時 期 で も っ た 。1970 年 代 初期 に メイ ン ボ ッ チ ャ ー 
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(Mainbocher, 1890. 10-1976.12) [アメリカ の デザ イナ ー) が 彼 の ビジ ネ 
ス を クロ ー ズ し た の ち 、 スカ ー ジ は 「 ア メリ カ の 唯一 人 の クチ ュ リ エ 」 
と し て 、 頻 繁 に 話題 に 王 っ た の で ある 。 

彼 は 女性 を トレ ン デ ィ で は な く 、 美 し く 見 せる と いう 彼 の 哲学 に 基 
づい て 彼 自 身 の 場所 を 作っ た の で ある 。 こ の よう な わけ で 、 ス カー ジ 
の 顧客 は 彼ら の スカ ー ジ か ら ゆ っ くり と 抜け 出 そ うと する 傾向 に あっ 
た の だ 。 


20 年 間 に も 渡っ て 、 メ イド トゥ ー オ ー ダ ー の 衣装 は 彼 の 主要 
な ビジ ネス だ っ た の で ある 。 

1980 年 代 、 振り 子 は 別 の 方 向 に 振り 始め る の で ある 。 手 に 入れ られ 
て 、 増 や され た 資産 の 吸収 ・ 獲 得 の 時 代 は 、 フ ァ ッ ショ ン と 浪 費 へ の 
信 欲 な 欲望 を 引き 起こ し た の で ある 。 魅惑 的 な イヴ ニン グ ド レ ス は 人 
気 が わ っ た 。 そ れ は 確立 され た 社交 界 の 名 士 に と っ て だ け で は な く 、 
新しい 社交 界 に も 人 気 が あ っ た 。 商店 は 特に 、 レ ディ トゥ ウェ ア と し 
て 売れ る イヴ ニン グ に つい て 問い 合わ せ を 始め た の で ある 。 そ れ は カ 
スタ ム ・ ス タイ ル (custom style) が 好き で な い 女 性 や 、 カ スタ ム ・ 
スタ イル を 注文 する だ け の 経済 的 余裕 の な い 女 性 に アピ ー ル し 、 上 手 
く ゆ く よ う に 思え た と いう 。 


(5) 中 流 階級 の セレ 向け の 衣装 と は ? ⑳ 

1984 年 5 月 1 日 、 ス カー ジ は Scaasi Boutiquet と 呼ば れる コレ ク 
ショ ン を 携え て 、7 番 街 に 戻っ た の で ある 。 彼 は 、 あ まり 贅沢 で は な 
い 生 地 と 細部 が あま り 複 雑 で は な い 衣装 を 作っ た の で ある が 、 よ り 高 
価 な クチ ュー ルス タイ ル の 燃え る よう な 精神 を 維持 し た と いう 。 価 格 
は 500 ドル か ら 2000 ドル の 範 団 で あっ た 。 そ こ に は うっ と りさ せる 野 
カカ が あり 、 女 性 た ち は 良 い 反 応 を 示し た 。 彼 の カス タム ・ メ イド の 衣 
装 の 顧客 で あっ た 社会 的 指導 者 や 如 楽 の 社会 の 出身 者 以上 に 、 多 く の 
女性 た ち が 、 ス カー ジ を 着 て いた の で ある 。 彼 は 彼 の 知ら な い 女性 た 
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ち が 、 彼 の 衣装 を 着 て いる の を 見 る に つれ て 、 こ の よう に 増大 し て ゆ 
く の を 認め る の を 楽し ん だ の だ っ た 。 

今や スカ ー ジ は 、4 月 に は 秋物 の レデ ィ ト ゥ ウェ アー・ ユ レク ショ 
ン (ready-to-wear collection) を 、11 月 に は 春物 の スタ イル を 、 新 
し い 季 人 節 に 向け て 、 他 の トッ プ デ ザ イナ ー が 彼ら の 衣服 を 紹介 する の 
と 同じ 時 期 に 発表 し 、7 番 街 の 一 部 と な っ て いた の で ある 。 ク チュ ー 
ル の ショ ー は 続行 され 、 9 月 に は 秋物 の ショ ー が 、 3 月 に は 春物 の ショ 
ー が 行わ れ た 。 レ ディ トッ ゥ ウェ ア に お いて は 、 商 店 が 彼ら の 注文 書 を 
書き 、 衣服 が 生産 され る た め の 時 間 的 余裕 を 持つ た め に 、 よ り 先 立つ 
時 間 を 必要 と し た 。 

この よう な 新しい スケ ジュ ー ル の も と で 、 ス カー ジ の 余暇 は な く な 
つて し まっ た よう で ある 。 い つも 準備 され る べき コレ クシ ョ ン が あっ 
た の で ある 。 だ が 、 よ り 広 く 知 られ る よう に な っ た た め 、 余 暇 が な く 
な と は 相殺 され た よう で ある 。 ス カー ジ は 中 流 階級 の 新しい セ 
レヴ た ちの ファ ッ シ ョ ン へ の 要望 に も 応え る こと を 余儀 な くさ れ た の 
で ある 。 


5. 才 断 の 特徴 ? ゆ 

ほぼ 半 世 紀 に わた る スカ ー ジ の 生涯 を 振り 返っ て みる と 、 彼 に は 構 
成 と いう より も むし ろ 生 地 に 依存 し た 複雑 な 裁断 か ら シ ンプ ブル な 形状 
に 至る 仕事 の 進行 京 り が 伺え る 。 す べ て の デザ イナ ー は 必要 に 人 迫 ら れ 
て 、 彼 ら が 仕事 を し て いる 時 代 の 衣服 の 一 般 的 な アウ トラ イン に 従っ 
た の で ある が 、 ス カー ジ は 他 の 人 々 が 作り 出し て いな い ス タイ ル に 集 
中 し た の で ある 。 

スカ ー ジ は 次 の よう に 述べ て いる 。 
私 は 最初 の コレ クシ ョ ン か ら 、 必 要 と され 、 欲 し が られ て は いる が 、 
どう いう わけ か 存在 し て いな い 衣 服 を 作る べき だ と いう 感情 を 抱い て 
いま し た 。 
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も し 、 誰 か が それ を 作っ て いれ ば 、 私 が それ を 繰り 返す 必要 は な か っ 
た の で す 。 そ うい うわ け で 、 私 は ツウ ェ ア を 数 多く 手がけ な か 
つた の で す 。 他 の デザ イナ ー は スポ ー ツ ウェ ア を と て も 上 手 に 作り ま 
す 。 だ が 、 美 し い 刺繍 が 施さ れ 、 生 地 と 色彩 が 見 事 に 組み 合わ され 
た ドレ ス は 入手 で きま せん で し た 。 そ れ ゆ え 、 私 は それ ら に 焦点 を 当 
て た の で す 。 私 は 大 変 な 成功 を お さめ まし た 。 


以上 か ら 、 ス カー ジ は 常に コピ ー で は な く 、 生 地 と 色彩 を 重視 し た 
独創 的 で 着用 者 を 魅了 する デザ イン を 追求 し て し と が 伺え る 。 
以下 で は 、 1950 年 代 か ら 1990 年 代 の 40 年 間 に ファ ッ シ ョ ン 史 
に 見 る 裁断 の 特徴 と スカ ー ジ の 裁断 の 特徴 を ” Scaasi: A Cut Above" 
に 拠っ て 、 ま と め て みよ う 。 


①) 1950 年 代 

スカ ー ジ が 1950 年 代 に デザ イン し 始め た 時 に は 、 衣 服 は 多く の ネッ 
ト 製 の 下 持 え に よ っ て 支え られ 、 パ ニ エ と 壁 取 り の 効果 で アク セン ト 
が 付け られ 、 ヒ ッ プ ライ ン が 丸く な っ て いた 。 こ れ は スカ ー ジ が 好 ん 
だ スタ イル で あり 、 彼 は 素晴らし く 独 創 的 で 、 刺 激 的 な 衣服 を デザ イ 
ン し た の で ある 。 ス カー ジ の デザ イン は 、 最 初 か ら 込み 入っ た すぐ れ 
た 技術 で 、 彼 の 作品 で ある と 他 と 見 分 けが つい た 。 こ の 技術 は ヨー ロ 
の オー トク チュ ー ル に お ける 彼 の トレ ー ニ ング と 、 チ ャ ー ル ズ ・ 
ジェ ー ム ズ と の 関わ り に 由来 し て いる 。 オ ー ト クチ ュー ル の 諸 要 素 は 
彼 の 最も 初期 の レデ ィ ト ゥ ウェ ア の デザ イン に 認め られ る 。 こ れ ら の 
デザ イン は 、 彼 に アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン の 確立 に お いて 、 彼 の 居 
場所 を 速やか に 獲得 させ た の で ある 。 


(⑫) 1960 年 代 
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スカ ー ト の 時 代 で あ 
る 1960 年 代 に お いて は 、 ス カ 
ー ジ の 握 の ライ ン は 短く は あ 
る が 、 流 行 の トレ ンド より も 
も っ と 華 豚 で あっ は 「 他 
の 世界 の 」 刺 送 を デザ イン す 
る た め に パリ に : た 。 刺 繍 
の ある も の に は 輝く 石 が 取り 
付け られ 、2 イン チ 四 坊や 、 
長方形 の プラ スチ ッ ク か ら と 成 
っ て いた 。 当時 、 衣 装 の 形 は 
ゆる や か で あっ た 。 衣装 は 肩 
か ら 垂れ 下がっ て いた 。 ス カ 
ー ジ は バス ト の 下 で 逆 V 字 形 
図 2-1 スカ ー レ ッ ト ・ ブ ロケ ー ド ・ 。 を な し 、 そ こ か ら フ レア ー が 
ド ビ ス + 1990 押 村 : 始ま っ て いる 裁断 を 展開 し た 。 
この よう な 裁断 は 、 あ る 形状 
を 創出 し 、 ウ ェ ス トラ イン を 暗示 し た 。 
この よう な 裁断 は バー プラ ・ ス トゥ ライ サン ド (Barbra Streisand) 
を 含む 多く の 女性 た ち に 、 大 変 、 よ く 似 合っ て いた 、 と スカ ー ジ は 回 
想 し て いる 。 こ の よう な 裁断 は 、 彼 の 信条 「 衣 装 は た と え 本 質 的 に 人 ゆ 
っ た り し て いて 、 流 れる よう で あっ て も 、 身 体 の いずれ か の 部 位 に 触 
れ 、 そ の 部 位 を 明らか に し な けれ ば な ら な い 」 に 立ち 返る も の で ある 。 
ナタ リー・ ウ ッ ド (Natalie Wood) は 、 彼 の 律動 的 な か スパンコール を 
散り ば め た シフ ト を 好み 、 人 彼 の 小さ な リボ ン で 聞 わ れ た 短い 黒 の チュ 
ー ル の 鳥 伴 は 「 か っ て な い ほ ど 最 も セク シー で ある 」 と 言っ た と いう 。 
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第 一 部 第 2 齋 アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イト 
の 推 信者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 


や は り 、1960 年 代 に デザ イナ ー は 避 


は スカ ー ジ を し て 、 潮流 に : 

も の で あっ た 。 彼 は 、 メ イド トゥ ー ウ 
ェ ア ー が 、 今 、 な お 成功 し うる も の で 
ある こと を 証明 し 、 見 る 非凡 な ア 
メリ カ の デザ イナ ー と し て 、 注 目 を 集 


め た の で ある 。 


(3) 1970 年代 

1970 年 代 の 流行 は 、 直 が より 長く 、 
より フィ ッ ト し た も の で あっ に 
で 、 ス カー ジ は 彼 の 衣装 を 肩 か ら ヒ ッ 
プ に か け て フィ ッ ト し て 、 そ こ か ら ス 
カー ト が 扇状 に 広がっ た 形状 を な す 方 図 2-2 イヴ ニン グ ド レ ス 。 
向 に 向かっ た 。 そ れ は や や 巧み な 技術 1980 年 代 。 
を 要する も の で あり 、 こ の よう な 技術 
は 、 着 用 者 を 以上 に 見 せる も の で ある こと が 明らか と な っ た 。 そ 
れ は レト ロ で は な く 、 1930 年 代 の 流行 を 示唆 する も の で ある 。 キ ャ ン 
ディ ス ・ バ パー ゲン (Candice Bergen) は 、1971 年 に アカ デミ ー 賞 を 受 
賞 す る 時 に 、 ス パン コー ル が 散り ば め ら れ た マル チカ ラー の ベイ ズリ 
一 模様 の サテ ン の 「 ジ プシ ー」 の よう な 外観 の 衣装 を 着用 し た 。 


(⑭ 1980 年 代 
1980 年 代 に は 、 膨らん だ 裁断 に 戻る 傾向 が あっ この 年 代 に は 衣 
装 は それ 以前 より も まる く な っ た の で ある が 、 1950 年 代 の よう に 詩 張 


され て は いな か っ た 。 ス カー ジ の 衣装 は 身体 
イッ ト し た テライン を も つつ 傾向 に あっ た ( 図 2-13) 。 こ の よう な ライ 


E 


ン は 、 彼 自身 が デザ イン し 、 構 
成 し た ドレ ス の 中 に 組み 込ま れ 
た 衣服 内 部 の 「 コ ルセット 」 に 
よっ て 達成 され た 。 彼 の 想像 カ 
は ほ と ば し り 、 彼 は 最も 誠 勢 な 
衣装 を デザ イン する こと を 楽し 


ん だ 。 


(⑤) 1990 年 代 

1990 年 代 に スカ ー ジ | 
デザ イン の 方 向 を 変 
リム な 衣装 が に = 
れ ら は ほとん ど 衣 装 と は いえ な 
いも の で ある 」 と スカ ー ジ 
っ て いる 。 「 生 地 は 手触り と 色 
彩 が 必要 と され た 」 の で ある 。 
彼 の 構成 技術 は 込み 入っ た カッ 
ティ ング を し て 、 女 性 の 身体 の 形 に 治っ て 縫う こと に よっ て 、 結 果 的 
に 女性 の 体 の 魅力 を 高め る の で ある 。 だ が 、 ス カー ジ は 彼 自 身 の 解 釈 
を する 。 最 小 限 の 膨らみ が ウェ スト ライ ン か ら ス ター ト す る 。 ウェ ス 
ト を 前 で 約 1.5 イ ンチ 上 げ て 、 背 部 で 2.5 イ ンチ 下げ る こと に よっ て 、 
彼 は 身体 を 長く みせ 、 ご て ご て し て いな いで 、 大 半 の 女性 に 気に入ら 
れる 裁断 を 見 つけ 出す の で ある 。 

た る み が あ っ て 、 し まり が な い は 、 常 に スカ ー ジ の トラ ンプ カー ド 
で あり 続け た 。 ドレ ス と イヴ ニン グ バ ジャ マ は 羽毛 で 牧 わ れ て いた 。 
ウェ ディ ング ケー キ の て っ べ ん の 花 の よう に 見 える パリ ッ ト し た 白い 
ギ ピ ュー ルレ ー ス 。 明る い キ ャ ン デ ィ の 結 模様 の シル クタ や カシ ミア の 
生地 と あら ゆる 種類 の 輝き は 、 い つも 彼 を 魅了 し て きた 。 ブ ロケ ー ド 


図 2-2 イヴ ニン グ ド レ ス 。 
1989 年 春 。 
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第 一 部 第 2 琴 アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イド 
一 その 推進 者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 

や ウー ル の 上 の シマ ウマ の 結 。 水 玉 模様 の 生地 は も う ひ と つの 彼 好 なみ 
の 生地 で ある 。 マ ル チ カ ラー で あれ 、 レ オ パ ー ド で あれ 、 ダ ル メ シア 
ン で あれ 、 控 染 され た 水玉 模様 は 、 人 を 魅了 し 続け た の で ある 。 非 対 
称 に カー ヴ を 描き 、 身 体 か ら 訣 れ て いる ネッ クラ イン 、 膨 らん だ ヒッ 
プラ イン 、 鬼 力 的 に サラ サラ 音 を 立て る ペチコート で 浮か され た スカ 
ー ト は 、 彼 の サイ ン と な っ た の で ある 。 宝石 が 埋め 込ま れ た 生地 、 あ 
る い は 予期 せ ぬ 色合い の と て も 抽象 的 な 構成 は 彼 の メッ セー ジ を より 
効果 的 に する 。 ボ ピー や 全 色 茶色 の パラ や その 他 の 花 柄 は 繰り 返さ れ 
る テー マ で ある 。 


6. アー ノル ド ・ ス カー ジ の 業績 の 意義 
以上 に 紹介 ・ 論 述 し た スカ ー ジ の 育っ た 環境 、 パ リ へ の 留学 、 ニ ュ 
ー ヨ ー ク に お ける デザ イナ ー と し て の 華々 しい 和 活躍 ぶり 、 彼 の 生産 シ 
ステ ム の コン セプト を 踏ま えて 、 彼 の 成功 理由 を 箇条 書き に まとめ て 
みよ う 。 
(1) 叔母 の アイ ダ ・ ウ ィ ン の 影響 
① オー スト ラリ ア か ら カ ナダ に 戻っ て 、 モ ント リオ ー ル の デザ 
イン 学校 に 入り 、 衣 装 デ ザイ ナー に な る 道 に 挑戦 する よう に 薦め 
る 。 
⑨ 叔母 の 海外 経験 と ファ ッ シ ョ ン の 影響 
・ ス キャ バレ リ 、 ヴ ィ オ ネ 、 シ ャ ネル の 衣装 を 装う 。 
・ 民 族 衣 装 (サリ ー、 カ フタ ン な ど ) を 装う 。 
(⑫) モン トリ オー ル の 洋裁 学校 Cotnoir-Capponi School of Fashion 
で 認め られ る 。 
3) フラ ンス 、 パ リ の 洋裁 学校 Ecole de 1a chamber Syndicale de 
1a Couture Parisienne で オー トク チュ ー ル の 技法 を 学ぶ 。 
(④ 当時 の 一 流 の Paquin の メゾ ン で 修業 。 
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(5) Christian Dior の 激励 の 言葉 “You are talented 一 why not go 
back to the United States where the future is, and bring 
fashion to America.” 

「 あ な た に は 才能 が あり ます 。 な ぜ 、 将 来 性 の ある アメ リカ に 
帰っ て 、 フ ラン ス の ファ ッ シ ョ ン を アメ リカ に 持ち 帰ら な い の 
で すか り 」 

(⑯) Charles James の アト リエ で の 修業 

(?⑦) デザ イナ ー と し て の 資質 

(8) 実業 家 と し て の 資質 

(9) パリ の オー トク チュ ー ル へ の こだわ り と ニ 
の 名 士 と の 付き 合い の 上 手 さ 。 

(10) パリ の オー トク チュ ー ル へ の こだわ り を 維持 し な が ら 、 ニ 
ヨーク の 中 流 階級 の ニュ ー・ モ レヴ の ニー ズ に 上 手 く 応え た 。 


ー ョ ヨー ク の 社交 界 


ga 


スカ ー ジ が アメ リカ で ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン 全 盛 時 代 、 サ プ カ ル 
チャ ー 全 盛 時 代 に 、「 ク チュ リエ 」 と し て 、 モ ー ド 界 で 比類 な き 成 功 
を 遂げ た の は 、 こ れ ら が 功 を 奏し て の 結果 で ある 。 ス カー ジ の 生産 シ 
ステ ム は 、 パ リ の オー トク チュ ー ル と は 、 根 本 的 な 赴 い が ある 。 ニ ュ 
ー ヨ ー ク に は 特定 の お 得意 様 に 対し て の み デ ザイ ン 、 裁 断 、 仮 縫い を 
する カス タム ・ メ イド (あつ ら え 衣装 ) の 衣 店 が ある 。 富 豪 の 婦人 
や 有名 芸能 人 で な いと 、 と て も 得意 客 に な れ な い 価 格 で ある 。 カ スタ 
ム ・ メ イド の デザ イナ ー は 、 デ ザイ ナー 自身 が 創作 し た 新しい デザ イ 
ン を 用 意 し 、 ス ケッ チ か ら 実 物 を つく っ て 1 枚 ず つの 実物 の サン プル 
を 用 意 し て 、 得 意 客 が 訪れ る と 、 サ ンプ ル の 中 か ら 似 合う も の の 注文 
を 受 ? 、 デ ザイ ン を 多少 か えた り し て 、 寸 法 に あわ せ て 作り 、 注 
文 に 応じ し る の で ある 。「 ア メリ カン ・ ヴ ォ ー グ 」 や 「 ハ ー パ ー ス ・ バ 
ザー ル 」 な ど に 美しい 衣装 を 発表 する の も 、 こ の よう な 第 一 級 の デザ 
イナ ー で あり 、 世 界 中 の 気候 、 習 慣 な ど が 調べ られ て いて 、 お 客 の 中 
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第 一 部 第 2 章 アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イド 
一 その 推 信 者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 
で そ うう し た 地方 に で か ける 人 は 、 そ の 調査 に こも と づい て 必要 な 服 を つ 
くる こと が で きる よう に な っ て いる 。 

スカ ー ジ は 1960 年 代 か ら 1980 年 代 の 20 年 間 に 渡っ て 、 こ の よう 
な 富裕 な 階層 の 顧客 を ター ゲッ ト に カス タム ・ メ イド の 衣装 店 を 営ん 
で きた の で ある 。 

1970 年 代 初期 、 メ イン ボッ チャ ー が 彼 の ビジ ネス を クロ ー ズ し た の 
ち 、 ス カー ジ は 「 ア メリ カ の 唯一 人 の クチ ュ リ エ 」 と し て 脚光 を 浴び 
た 。 

1980 年 代 に 振り 子 は ニュ ー・ セ レヴ の 顧客 に も 向け られ 、 カ スタ 
ム ・ メ イド と レデ ィ ト ゥ ウェア の 衣服 生産 と 販売 が 並行 し て 営ま れる 
よう に な っ た 。 レデ イィ トゥ ウェ ア は 、 パ リ ・ モ ー ド や 日 本 の アパ レル 
産業 界 の いわ ゆる プレ タ ポ ル テ (高級 婦人 既製 服 ) を 指す 。 ス カー ジ 
は レデ ィ ト ッ ゥ ウェ ア に も クチ ュー ル 、 つ まり パリ ・ モ ー ド の 要素 を 取 
り 入 れ 、 顧 客層 を 野 了 し た 。 

ディ オー ル な どの 巨大 産業 と し て の パリ ・ モ ー ド と スカ ー ジ の 小 規 
模 で は ある が 、 ハ イツ サエ ティ の 生粋 の セレ ヴ と 1980 年 代 に 台頭 し て 
きた ニュ ー・ セ レヴ の 双方 を 虜 に する アメ リカ 独自 の 、 言 わ ば 、 大 衆 
的 な 「 パ リ ・ モ ー ド 」 を 築き 上 げた の で ある 。 

スカ ー ジ は アメ リカ で は カス タム ・ デ ザイ ナー と 呼ば れ て いる 。 パ 
リ ・ モ ー ド の 上 真 伴 を きわ め な が ら 、 ア メリ カ 社 会 の 中 流 以上 の 諸 階層 
の 顧客 を ター ゲッ ト に 、 顧 客層 の 経済 力 と 趣向 に 上 手 く 対 応 で きる 、 
独自 の 衣服 生産 レス テム を 作り あげ た の で ある 。 そ こ カー 
ジ の 特異 性 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ モ ー ド と の 差異 が あり 、 ス カー ジ の 魅力 が 
ある と 言え る 。 

スカ ー ジ は 1930 年 生ま れ 。2015 年 に 他界 し た 。 今 後 、 バ リ の オー 
トク チュ ー ル は 、 ア メリ カ で は 誰 に よっ て 継承 され る の か ? 気 に な る 
と ころ で ある 。 こ うい う 未 来 の ファ ッ シ ョ ン の 担い 手 に 関す る 問題 を 
解明 する 手がかり は 、 果 た し て どこ に ある の か ? 
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今や 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン 全 盛 期 。 と は いえ 、 下 り 坂 の 兆し も 


見 られ る 。 


第 3 章 で は 、 フ ァ ッ ショ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ と いう タダ 
イト ル で 、 ギ ャ ッ プ に 焦点 を 当て て 考察 する 。 


【 年 表 】 
1930 


1946-47 


1948-50 


1950 


1952 


1954 


1955 


1956 
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テー ノル ド ・ ス カー ジ (Arnold Tsaacs) は 5 月 8 日 、 カ 

ナダ の モン トリ オー ル で サム (Sam) と (Bessie) の 元 に 誕 

生 。 

姉 の イ ゾ ベ ル (Tsobe1) と オー スト ラリ ア に 旅行 を し 、 叔 

母 の アイ ダ ・ ウ ィ ン (Tda Wynn) の 家 に 浴 在 。 

モン トリ オー ル に 戻り 、 コ トノ ア ・ カ ポー ニ ・ ス クー ル ・ 

オプ ・ フ ァ ッ ショ ン (Cotnoir-Capponi School of 

Fashion) で 学ぶ 。 

パリ ・ ク チュ ー ル 組合 の 学校 (Ecole de 1a Chambre 
Syndicale de la Couture Parisienne) で 学ぶ 。 

2 か 月 間 、 パ キャ ン (Paquin) の メゾ ン で 仕事 を する 。 ク 
リス チャ ン ・ デ ィ オ ー ル (Christian Dior) と の 出逢い 。 
ニュ ー ヨ ー ク 市 に 旅行 し チャー ルズ ・ ジ ェ ー ム ズ 
(Charles Jamesy の アシ スタ ント と し て 仕事 を 始め る 。 
東 58 丁目 140 番 地 の 役 の アパ ー ト で カス タム ・ デ ザイ 
ン ・ ビ ジネス を スタ ー ト する 。 “Body by Fisher* の 広 
告 キ ャ ン ペ ー ン 。 名 前 を スカ ー ジ に 変え る 。 

ドレ ス ・ メ ー カ ー・ カ ジュ アル ・ コ レク ショ ン (5 月 19 
日 の デビ ュー 時 の コレ クシ ョ ン ) を デザ イン する 。 
最初 の ヴォ ー グ (/oge) の 表紙 (12 月 ) 。 

テル で の スカ ー ジ の 最初 の 既製 服 コ レク シ 

(5 月 28 日 ) 。 


1958 


1963 
1964 


1968 


1969 


1975 


1983 


1984 


1990 
1996 


第 一 朗 第 2 剤 アメ リカ に お ける カス タム ・ メ イド 


一 その 推 迄 者 アー ノル ド ・ ス カー ジ 


ハー パー ス ・ バ ザー ル (7gzper "sazgg7) の 表紙 (3 月 )。 

マミ ー・ ア イ ゼ ン ハ ワ ー に ホワ イト ・ ハ ウス に 招待 され 、 

ファ ー ス ト ・ レ ディ の 衣装 の デザ イン を 始め る 。 

コテ ィ ー 賞 を 受賞 (10 月 1 日 ) 。 

7 番 街 の 既製 品 ビ ジネス を クロ ー ズ する 。 

東 56 丁目 26 番地 に クチ ュー ル ・ サ ロン を オー ブン する 
(4 月 20 日 に 最初 の ショ ー) 。 

バー ブラ ・ ス トラ イサ ンド (Barbra Streisand) の た め の 
衣装 デザ イン を 始め る 。 

呈 れ た 日 に 永遠 が 見 える (の a 7ezz- 7 Joo Cgy See 

rozere) の 中 で 、 ス トラ イサ ンド が 着る た め の 同 時 代 の 

衣装 を デザ イン する 。 

スト ライ サン ド は フ ガー ル の 中 で 、 彼 女 の 役柄 

に 対し て 、 アカデミ ー 賞 を 受賞 する 時 に 、 ス カー ジ の ス 

バン コー ル を 散り ば め た 黒 の パン ツ ・ ア ン サ ン ブ ル を 着 

る (4 月 14 日 ) 。 

^Fashion and Costume Retrospective 一 1975* で 、 New 

York City Opera and Ballet の 利益 の た め の 20 年 間 に 

わた る デザ イン を 祝福 する ラン ウェ イ ・ シ ョ ー を 行う 
(1 月 6 日 ) 。 

サッ クス ・ フ ィ ブ フス ・ ア ベニ ュー で 、 コ スチ ュー ム ・ コ 
レク ショ ン を 売り 始め る 。 

スカ ー ジ の ブティック ・ レ ディ トウ ウェ ア ・ コ レク ショ 

ン が 秋 に 再開 され る 。 

被 の 最初 の 香水 Scaasi を 売り 出す 1 月 ) 。 

30 年 の 回 記 展 “Arnold Scaasi: The Joy of Dressing 

Up* が ニュ ー ヨ ー ク 歴史 協会 で 開催 され る (9 月 30 日 )。 

Scaasii 4 Ce 4pore が Rizzoli か ら 出 版 さ れる 。 
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レデ ィ ト ウ ウ ェ ア ・ コ レク ショ ン “Scaasi Nightful^ 

開催 (12 月 ) 

アメ リカ ファ ショ ン 協 議会 功労 賞 (American Council of 
Fashion Designers Lifetime Achievement award) を 受 
賞 1 月 4 日 ) 。 

^Seaasi: An American Icon* 展 が ケン ト 州 立 大 学 博物 館 
で 開催 され る (6 月 29 日 ) 。 

^Scaasi: Exuberant Fashion-A Celebration of an 

American Couturier” 展 が ニュ ー ヨ ー ク 市 F.1.T. で 開催 
10 月 15 日) 。 

oe7 7 Aare 作 esse7 (907 7 の gresseg の が Scribner's 
か ら 出 版 さ れる 。 

^Arnold Scaasi: master of Elegance" 展 が ペン シル ヴ 

ニア 州 の シッ ペン バー グ 大 学 博物 館 で 開催 。 

ボス トン 美術 館 が スカ ー ジ の 衣装 コレ クシ ョ ン と 資料 
(Scaasi Collection and Archive) を 取得 。 

”Arnold Scaasi: American Couturier* 展 が ボス トン 美 

術 館 で 開催 され る (9 月 25 日 ) 。 

「What's an Icon of Style? 時 代 を 彩る ファ ッ シ ョ ン 」 

展 が 名 古屋 ボス トン 美術 館 に て 開催 され る (3 月 17 日 
か ら 5 月 27 日 ) 

寄贈 記念 展 「 ア ー ノ ルド ・ ス カー ジ 展 アメ リカ の オー 
トク チュ ー ル ・ デ ザイ ナー」 が 、 神戸 ファ ッ シ ョ ン 美 術 

館 に て 開催 され る (2013 年 4 月 18 日 一 7 月 2 日 ) 
アー ノル ド ・ ス カー ジ 逝 去 。 


Pamela A. Parmal. Scgas7 4e77cg7 Coufo77er, MFA Publication。 


Museum of Finm 


部 項目 を 追加 。 
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e Arts, Boston, pp. 141-143 濱田 雅子 訳 か ら 抜粋 。 一 


第 一 部 第 3 意 ファ ッ シ ョ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 暫 換 


第 3 章 


ファ ッ シ ョ ン か ら 
ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 転換 


1. ファ ッ シ ョ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ 

本 章 で は ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 第 三 の 渋 に つい て 考 宗 する 。 フ ァ ッ 
ショ ン の グロ ー バ リゼ ーション に よっ て 、 フ ァ ッ ショ ン の 関連 産業 が 
際立っ た 変化 を 見 せ た 。 通 常 、 フ ァ ッ ショ ン と 関連 産業 は 、 ア パレ ル 
産業 と し て 説明 され て いる 。 今日 、 そ れ は 世界 で 最も 普及 し 国際 化し 
た 産業 で あり 、 下 着 か ら 上 着 、 靴 、 バ ッ グ 、 帽 子 、 ベ ルト 、 手袋 、 そ 
の 他 の 付属 品 、 宝 石化 粧品 、 香 水 、 バ ス 用 品 、 ス ポー ツ 用 品 や 冒険 
着 、 お よび 、 仕 事 着 や 軍事 用 品 ま で の あら ゆる 分 野 の 業界 を 含ん で い 
る 。 了 史 的 に 服 は 価格 、 プ ラン ド 、 お よび 、 品質 に よっ て 、 ロ ー エ ン 
ド 、 マ スマ ー ケ ッ ト 、 お よび ハイ エン ド の 商品 に 、 明 確 に 分 けら れ て 、 
簡単 に 定義 され て きた 。 

第 1 章 1990 年 代 の 項目 で 述べ た よう に 、 フ ァ ッ ショ ン 関 連 業界 で 
は 、 シ ャ ネル (Chane1) 、 グ ッ チ (Gucci) 、 イ ヴ ・ サン ・ ロー ラン (Yves 
SaintLaurent) 、 ジ ヴァ ン シ ー (Givenchy) 、 バー バリ ー (Burberry) 
な どの メガ プラ ンド は よく 知ら れ て いる 。 

彼ら に 続く 、 今 日 の 最も 有名 な ブラ ンド の 中 に は 、 ア ル マ ー ニ 、 ヴ 
ェ ル サー チェ の メゾ ン が ある が 、 ト ッ ド ・ オ ー ル ダム (Todd 01dham) 
や アイ ザッ ク ・ ミ ズラ ヒ (Isaac Mizrahi) が ファ ッ シ ョ ン ・ シ ー ン に 登 
場 し た 。 し か し 、 か れ ら は 最終 的 に 世界 的 な ファ ッ シ ョ ン ・ ス ポッ ト 

ファ ッ シ ョ ン 界 の 注目 を あび て いた デザ イナ ー た ち は 、 や が て スタ イ 
リス ト に 注目 の 座 を 譲る 時 代 が 訪れ る 。 スタ イリ スト は 、 フ ァ ッ ショ 
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ン ウ ィ ー ク の カレ ンダ ー に 、 も は や 縛ら れず に 、 過 去 に は どこ に で も 
あっ た ヴォ ー グ 9 月 号 が 彼ら に ファ ッ シ ョ ン の 未来 を 語る の を 待た ず 
に 、 年 間 を 通し て 引 央 点 ルッ ク を 促進 する こと が で きる 。 小売 業者 は 
それ に 応じ て 調整 し 、 厳 格 な ね ファッショ ンカ レン ダー 以外 の スタ イリ 
スト に よっ て 作成 され た 市 場 の 要求 に 応え る た め に 競争 し た の で ある 。 
こう し て 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ント レン ド セ ッ ティ ング が 誕生 し た 。 

ヴェ ル サ ー チ ェ の よう な 伝統 的 な 高級 プラ ンド で さえ 、 よ り 大 き な 
市 場 人 口 統計 に 到達 する こと を 求め て 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 選 
択 肢 を 提供 し て いる 。 これ ら は 低 価 格 で あり 、 し た が っ て 、 高級 プラ 
ンド を 所 有 し た 、 い わ ゆ る 伝統 的 な 値段 で 高級 ファ ッ シ ョ ン を 購入 し 
て いた 顧客 に も 提供 で きる オプ ショ ン で ある 。 ファ スト ・ フ ァ ッ ショ 
ン の 小売 業者 の 成功 が 完全 に 展開 され 、 業 界 に 革命 を も た らし た の は 、 
この 低 価格 の 探求 で ある 。 

本 剤 で は 、 ギ ャ ッ プ (GAP) を 事例 と し て 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ 
の 台頭 、 発 展 、 お よび 、 現 状 の 問題 点 に つい て 、 ジ ー ン ズ に 
て て 考 宗 す る 。 


2. ギャ ッ プ 誕生 の 歴史 的 背景 
ギャ ッ プ に 関す る 文献 は 極め て 少な い 。 日 本 語文 献 に は 、 李 雪 著 
『 ア メリ カ に お ける SPA モデ ル の 生成 と 発展 一 ギャ ッ プ の 事例 研究 
一 』 ( 叶 稲 田 商学 第 420・421 合併 号 、2009 年 9 月 ) が ある 。 ま た 、 海 
外 文 献 に は 、Louis E.V.,4 Cggz7opg7y 44ccopr o7 an 4e77cg7 


fg77er。 7pzo-g7 の の fo の 7 Quorum Books, Westport, Connecticut, 
London, 2001. が ある 。 他 の 情報 と いえ ば 、 イ ンタ ーネット に 見 られ 
る きわ め て 常識 的 な 記述 に と ど ま る 。 そ こ で 、 本 項目 で は 、 こ れ ら の 
文 ブ 献 を 参照 の 上 、 ギ ャ ッ プ の 誕生 と その 背景 、 そ の 発展 、 お よび 現状 
の 問題 点 に つい て 、 簡 湊 に まとめ て 、 考 察する こと と する 。 


第 一 部 第 3 意 ファ ッ シ ョ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 暫 換 


まず 、Louis E.V. に 基づい て 、 ギ ャ ッ プ の 誕生 と その 理 景 を ジー ン 
ズ ( 当て て 要約 ・ 紹 介する 。 

ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー(⑪onald Fischer, 1928.9.3-2009. 9.27) は 
アメ リカ で 最も 顕著 で 成功 し た 消費 者 プラ テン ド の ひと つ 「 ギ ャ ッ プ 」 
を 創り 上 げた 。 これ は 、 まさ に 消費 者 革命 で ある 。 1969 年 8 月 22 日 、 
ギャ ッ プ は サン ・ フ ラン シス コ の オー シャ ン ・ ア ヴェ ニュ ー(Ocean 
Avenue) に 最初 に オー プン し た 。 コー ナー に 位置 する 店 は 、^Levi "se、 
records and tapes" を 発売 し た と いう メッ セー ジ を 聞い た 通行 人 を 誘 
い 込 ん だ 。 鮮やか な 黄色 、 オ レン 赤 の 同心 円 を 使っ て 、LP レコ ー 
ド を 想起 させ た 。 そ の 配色 は 時 代 に あっ た も の で あっ た 。1969 年 は ウ 
ッ ド スト ッ ク ・ フ ェ ス ティ バル が アメ リカ を 揺るが し 、 ア ポロ 和 宇宙 飛 
行 土 が 岩石 を 月 か ら 持ち 帰っ た 時 で あっ た 。 ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー 
は ビジ ネス の 初日 を 終え て 、 そ の 年 の 大 流行 だ っ た リー バイ ス ・ ベ ル ・ 
ボトム ・ ジ ー ン ズ の 束 を 折り ん だ 。 

き て 、 こ の よう に し て ギャ ッ プ が 誕生 し た 歴史 的 背景 に 目 を 向け て 
みよ う 。 

ギャ ッ プ を 生み 出し た アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン に つい て は 、 提 着 『 バ 
リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー ア メリ カ 服 飾 社会 昌 近 現 代 
篇 一 』 の 第 二 部 を 参照 され た い 。 


当時 、 ド ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー は 41 歳 で わっ た 。 彼 の ビジ ネス キ 
ャ リア は 不動 産 開発 で あり 、 小 売 業 で は な か っ た 。 ドナルド ・ フ ィ ッ 
シャ ー は 、 第 2 次 世界 大 戦 で 戦っ た アメ リカ 人 の 代表 で あり 、 勝 利 を 
収め て 帰国 し 、 ベ ビー プー ム を 目撃 し た 。 こ れ ま で に な い ほ どの 自立 
を 表 定 し た こと で 、 両 親 に 反抗 し た の は 、 ベ ビー プー ム 世 代 の アメ リ 
カ 人 で あっ た 。 

ギャ ッ プ 誕生 の 育 景 を な す カ ウン ター・ カ ルチャ ー に つい て は 、 第 
一 部 第 1 章 の 1960 年 代 の 項目 で 述べ た と お り で ある 。 フ ァ ッ ショ ン の 
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フィ ー ル ド で 直接 、 関 係 が か ある の は リー バイ ス の ジー ンズ で ある 。 そ 


こ で 、 次 に 、 ド ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー が な ぜ 、 ギ ャ ッ プ を 立ち 上 げた 
の か 、Louis E.V. に 基づい て 、 ジ ー ン ズ を めぐ る エピ ソー ド に 言及 す 
る 。 


ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー の 妻 の ドリ ス ・ フ ィ ッ シャ ー(Doris Fischer, 
1931- ) が 「 愛 の 夏 」 の 日 も 暮れ よう と し て いる サン ・ フ ラン シス コ で 
の カク テル パー ティ ー で 、「 ア イデ ア 」 は 、 両 親 と 子供 の 間 の 世代 の 
ギャ ッ プ を 橋渡し する こと で ある と 説明 し た 。 そ の よう な わけ で 、 店 
は 「 ギ ャ ッ プ GAP」 と 呼ば れる こと に な る 。 


3. ギャ ッ プ と リー バイ ス e 社 の 良好 な 
関係 @ 
ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 本 来 、 顧 
客 が 望む も の を 手 に 入れ る こと が 成功 の 
鍵 で ある こと に 気付 いて いた 。 上記 の よ 
うに 、 名 前 を 間 見 て いた の は 、 ド リス だ 
つた か も し れ な い が 、 最 初 に 店 舗 の アイ 
ア を 持っ て いた の は ドナ ルド で あっ た 。 
ジー ンズ を 売る と いう 彼 の 考え は 、 彼 に 
びっ た り の ジー ンズ を 見 つけ る こと が で 
き な か っ た と いう 彼 自身 の 欲求 不 江 か ら 
回 3-1 リー バイ スジ ー ン ズ 生じ た 。60 年 代 に は 、 店 に は いっ た だ け 
で 、 考 えら れる あら ゆる 長 さ の サイ ズ 32 
の ウエ スト ジー ンズ の ディ スプ レイ が 見 られ た 。 よ り 多 く の 「 標 準 」 
サイ ズ し か 入手 で き な か っ た 。 自分 の サイ ズ が ウェ スト 32、 長 さ 38 
の 場合 は どう な る の か ? ま た は ウェ スト 38、 長 さ 32? また は ウェ ス 
ト 28、 長 さ 36? これ ら の サイ ズ の 顧客 は 、 特別 注文 し て 待た な けれ 
ば な ら な か っ た 。 
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し か し 、 オ ー シ ャ ン ・ ア ヴェ ニュ の ギャ ッ プ は 、 リ ー バ イス e(Levi' se) 
( 図 3-1) を 初め て 在庫 し 、 す べ て の サイ ズ の 在庫 を 維持 する 最初 の 
小売 店 で あっ た 。1969 年 に サン ・ フ ラン シス コ の 誰か が 、 一 番 ホ ッ ト 
な ファ ッ シ ョ ン ア イ テ ム を 求め て いた 時 、 彼 ら は ギャ ッ プ が それ を 持 
つっ て いる こと を 知っ て いた の で ある 。 ドナルド ・ フ ィ ッ シャ ー は これ 
を 確実 に する た め に 、 新 し い ア イデ ア を 制定 し た 。 セ ー ル が 行わ れ た 
と き に リー バイ ス e (Levi' se) の タグ の 一 部 が 切り 取ら れ 、 箱 に 入れ ら 
れ た 。 そ の 部 分 は モデ ル 番号 と ウェ スト と 長 さ の サイ ズ を 伝え た の で 
ある 。 こ れ ら の タグ は 、 そ の 後 、 サ ービス 局 に 送ら れ 、 分 析 さ れ 、 報 
告 書 お 到着 し た 。 ド ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 す で に モデ ルウ エス ト 
と 長 さ 別に 、 正 確 に 把握 し て いた 。 な ぜ な ら 、 彼 の 顧客 の 買い 物 パ タ 
ー ン を より よく 理解 する た め に 、 毎 時 間 、 彼 は 登録 テー プ 上 の 時 間 を 
記録 し 、 そ れ を 分 析 し た か ら で あ る 。 そ の 当時 、 多 く の 製 品 ラ イン で 
の 数 え 切 れ な い ほ どの 数 が あっ た 。 
、 ギ ャ ッ プ が 販売 し て いる リー バイ ス e (Levi' se) ジー 
ンズ の 販売 価格 に 目 を 向け て みよ う 。 

ギャ ッ プ が 販売 し て いる リー バイス e (Levi' se) ゲー ンズ の すべ て 
の ペア は 、 小売 価格 で 販売 され て いた 。 すなわち 、 連邦 取引 委員 会 が 
1978 年 に 「 価 格 維持 」 を 終了 し 、 リ ー バ イス e (Levi' se) ジー ンズ の 
リテール ディ スカ ウン ト が 可能 に な っ た と いう 指令 を 発行 する まで は 、 
小売 価格 で 販売 され て いた 。 

ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 フ ァ ッ ショ ン 誌 で 理想 化 さ れ 、 有 名 人 
が 着用 する 若者 文化 が 最 先端 を 維持 する 方 法 の 1 つ で ある と 信じ て い 
た 。 ギ ャ ッ プ は 、 現 在 の ファ ッ シ ョ ン セ ンス を 最大 限 に 引き 出す こと 
が で きる 他 の 衣料 品 小売 楽 者 と は 異な っ て いた 。 ギ ャ ッ プ は 、 日 常 の 
衣服 を 提供 する こと に よっ て 、 流 行 や ファ ッ シ ョ ン と 競争 する こと が 
で きず 、 若者 の 考え を 反映 し な けれ ば な ら な か っ た 。1970 年 代 、 ギ ャ 
ッ プ は 、 フ ォ ッ クス テー ルズ や ファ ッ シ ョ ン パ イオ ニア の よう な 名 前 
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の プラ イベ ー ト レー ベル コレ クシ ョ ン を 通じ て 、 青 少年 文化 を 反映 し 
よう と し た 。 ド ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー は 、1980 年 に 「 青 少年 文化 は 党 
に ギャ ッ プ の 焦点 だ っ た 。 店 舗 や 衣服 に 反 喘 さ せ た い も の だ 。 私 た ち 
は 子供 た ちと 一 緒 に 格好 良く な ら な けれ ば な ら な い ⑲」 と 述べ た 。 


4. ギャ ッ プ と リーバイス 社 の 亀裂 の 

次 に 、 リ ー バ イス スト ラウ ス w 社 と ギャ ッ プ の 小競り合い か ら 対 立 
へ の 実相 に つい て 述べ る こと に し よ う 。 歴 史上 、 あ まり に も 有 各 な 出 
来 事 で ある が 、 ギ ャ ッ プ の 歴史 を 語る に 当たっ て 、 避 け て 通る こと は 
で き な い 。 

ギャ ッ プ の 爆発 的 な 成長 は 、 ギ ャ ッ プ を 世界 最大 の リー バイ ス 
(Levi' se) ジー ンズ の 小売 業 に 変え た 。 新 規 上 場 (I.P.0.) に 続く 2 年 間 
で 、 ギ ャ ッ プ は 、 問 題 の ある 小売 業者 の チェ ー ン を 購入 し 、 カ リフ ォ 
ルニア ( 図 3-2) を は る か に 上 回 る 店 舗 を オー プン する 野心 的 な プロ 
グラ ム を 開始 し た 。 そ れ は 、 非 常に 健全 な キャ ッシュ フロ ー の た め に 
作ら れ た リー バイ ス e (Levi' s@) 製品 の 全額 を 請求 する こと が で き 、 さ 
ら な る 成長 を 助長 し た 。 し か し 、1978 年 以降 、 ギ ャ ッ プ の ジー ンズ の 
マー ジン が 低下 し 始め た 。 ギャ ッ プ が 価格 引き 下げ と 合致 し 、 典 型 的 
な アメ リカ の ジー ンズ を 引き 下げ る こと を 余儀 な くさ れ た と き 、 リ ー 
バイ ス @ (Levi' s@) 製 品 の 販売 に よる 利益 は 急落 し た 。 

「 少 な く と も 週 に 1 回 は 、 リ ー バ イス e (Levi's@) を 販売 し て いる す 

べ て の 店 舗 で リー バイ ス e (Levi'se) の 価格 を 調べ る た め に 、 ショ ッ ピ 
ング モー ル を 歩い て いた ⑤」 と 、70 年 代 の 終わ り に ニュ ー ヨ ー ク の ギ 
ャ ッ プ スト ア を 経営 し た 人 が 説明 し た 。「 そ れ か ら 地 区 マネ ー ジ ャ ー 
に すべ て の 価格 を 報告 する "。」 価格 は 必ず し も 一 致し な か っ た が 、 
企業 の オフ ィ ス が 、 価 格差 が 店 舗 の 売上 に どの よう な 影響 を 与え た か 
を 評価 する の に 役立っ た 。 
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途方 も な い 投 資 案 の 熱意 を 表明 し て か ら 2 年 以内 に 、 ギ ャ ッ プ は そ 
の 存在 の 最初 の 大 き な 危機 に 直面 し た 。 こ れ は 皮肉 な た こと で は な か っ 
た 。 外 部 者 に は 、 こ れ は 表立っ て 明らか で は な か っ た 。 ドナルド ・ フ 
ィ イィ ッ シャ ー が 、 割 引 が 今や ビジ ネス ・ ラ イフ の 事実 で ある と いう こと 
を 懸念 し た と き に は 、 彼 は それ を 上 手 く 隠し た の で ある 。 非常 に 競争 
の 激しい 市 場 が 発生 し た 可能 性 が ある に も 関わ ら ず 、 そ れ は 、 野 心 的 
な 拡大 プロ グラ ム に よっ て 巧み に 覆 さ れ た 。 ポ ッ プ カル チャ ー と 小売 
マー チャ ンダ イジ ング を 結び つけ る 大 胆 な マー ケティング キャ ン ペ ー 
ン に お いて 、 ギ ャ ッ プ は 若者 の 中 で セレ ヴ の 崇拝 を 受け 入れ よう と し 
た 。 米 国 の 音楽 と 小売 り の 結合 は 、 ド ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー が 活気 の 
ある フラ ンチ ャ イズ を 構築 で きる よう に し た 。 ギャ ッ プ と リー バイ ・ 
スト ラウ ス ew 社 (Gap-Levi StrausswwCo) の 関係 は 、 両 社 に と っ て 有 
益 で あっ た 。 し か し な が ら 、 こ の 良好 な 関係 は 長続き し な か っ た 。 マ 
ー ジ ン の 荒廃 と を ギャップ の プラ イベ ー ト レー ベル 衣料 の 導入 に も か か 
わら ず 、 両 社 は 互い に 補完 し 合っ た 。 ギ ャ ッ プ は トッ プス を 尊 入 し て 
選択 肢 を 多様 化し た 。 

リー バイ ・ ス トラ ウス e 社 は 、 シャツ の デザ イン や 製造 に 成功 し た こ 
と は な か っ た 。 ギ ャ ッ プ は 、 多 様 化 を 通し 、 ア メリ カ の 若者 の た め の 
青少年 指向 の 終着 駅 に か っ て いた 。Wranglere と Lece ジ ー ン ズ は リー 
バイ ス e (Levi' ss) ジー ンズ ほど クー ル で は な か っ た 。County Seat は 
ヒッ プス ト ア で は な か っ た 。 ギ ャ ッ プ ボ が 米国 を 横断 し て 拡大 し た と き 、 
競合 他社 を 獲得 する か 、 あ る い は 地域 の チェ ー ン スト ア に 追い や っ た 。 

や ギャップ は 、 よ り 大 規模 な 小売 店 ホネ ットワーク を 構築 し て いる 単 一 
の アカ ウン ト だ っ た 。 一 方 、 ド ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー に と っ て は 、 ジ 
レン マ が あっ た 。 ギャ ッ プ が 新しい 店 舗 を オー プン する た びに 、 競合 
他社 は リー バイ ス e の ジー ンズ の 価格 を 引き 下げ る こと に な っ た 。 他 の 
すべ て の 店 舗 が リー バイ ス * ジ ー ン ズ を 割引 く 準備 が で き て いれ ば 、 ギ 
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ャ ッ プ は リー バイ スジ ー ン ズ か ら は 、 ギ ャ ッ プ が 欲し い ほ どの 収益 を 
上 げ る の に 十分 な お 金 を 稼ぐ こと が で き な か っ た 。 

リー バイ ・ ス トラ ウス * 社 が 関わ っ て いた 限り 、 これ まで 以上 に 多く 
の ジー ンズ を 販売 し た 。 競 争 は 安定 し た 成長 率 を も た らし た 。 し か し 
な が ら 、 ギ ャ ッ プ に と っ て は 連邦 取引 委員 会 (FTC、Federal Trado 
Commission) の 同意 命令 は 、 リ ー バ イス (Levi' s@) ジー ンズ の 販売 に 
お ける 利益 率 の 低下 を 意味 し た 。 ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 彼 の ビ 
ジネス が 成長 する 唯一 の 方 法 は 、 彼 自身 の ジー ンズ を 製造 する こと で 
ある こと を 認識 し た 。 ギ ャ ッ プ は 、 店 舗 用 に 製造 され た プラ イベ ー ト 
レー ベル シャ ツ と トッ プス を 持つ こと が で きる こと を 証明 し た 。 そ の 
後 、 急 裂 が 生じ た 。 こ の 亀裂 を 特徴 づけ る た 「 裏 切り 」 が 行わ 
れ て きた 。 「 旬 裂 」「 理 切 り 」 そ れ は ギャ ッ プ が リー バイ ・ ス トラ ウ 
ス * 社 に 何 を し た の か を 説明 する に は 、 お そら く あ まり に も 厳し い 言 
で ある 。 

「 亀 製 」 ま た は 「 計 算 さ れ た 勝 病 」 は 、 起 こっ と の より 正確 な 
特徴 付け で ある 。 問 題 は 、25 年 後 で きえ 、 誰 が 誰 を し た の か に つ 
いて 同意 や 合意 が な いと いう こと で ある 。 リー バ イ ・ ス トラ ウス 社 の 
多く の 人 た ち は 衰 切ら れ た 。 ギャ ッ プ は 、 それ は 激しい 市 場 の 厳し い 
現実 で あり 、 労 働 関係 の 変化 を 余儀 な くさ れ た と 主張 し て いる 。 明 確 
な の は 、 リ ー バ イ ・ ス トラ ウス e 社 が 、 こ れ ま で に な い 競 争 の 激しい 環 
境 に ある こと を 発見 し た こと で ある 。 両 社 の 役員 お よび 元 従業 員 と の 
イン タ ヴ ュー で は 、 何 が 間違い で あっ た か と いう こと に 対す る 認識 に 
は 重大 な 相違 が あっ た 。 し か し 、 基 本 的 な 事実 は 論争 され て いな い 。 
ギャ ッ プ は ジー ンズ と カジ ュ ア ル な シャ ツ の ギャ ッ プ 自身 の 安価 な ラ 
イン を 導入 し た 。 ギ ャ ッ プ ブラ ンド の ジー ンズ の 販売 は 、 よ り 高 価 な 
リー バイ ス ・ ジ ー ン ズ を 食い つぶ し た 。 

ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 人 件 費 の 低い 開発 途上 国 に 製造 を 移行 
する こと で 、 生 産 コ スト を 引き 下げ よう と し た 。 ドナ ルド ・ フ ィ ッ シ 
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ャ ー が ミラ ー ド ・“ ミ ッ キ ー"・ ド レク スラ ー (NMillard “Mickey” 
Drexler) を 雇っ て 、 ギ ャ ッ プ が 垂直 に 業務 を 統合 で きる よう に な る 
まで は 、 それ は な か っ た 。 リ ー バ イ ・ ス トラ ウス e 福 は 、 米 国内 で ほぼ 
独占 的 に 生産 され 、 ギ ャ ッ プ チェ ー ン へ の 販売 が 悪化 し た た め 、 さ ら 
な る 不利 な 立場 に あっ た 。 

「 ギ ャ ッ プ の た め に 最 療 を 尽く す 必 要 が あっ た 」 と ドナ ルド ・ フ ィ 
ッ シ ャ ー 氏 は 説明 する 「 株 主 に は 義務 が あっ た ①⑰ 」 の で ある 。 

ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー は 疑い な く 株 主 を 幸せ に し て いた 。 ドナ ル 
ド ・ フ ィ ッ シャ ー 氏 は 、 不 動産 開発 に 関す る 豊富 な 経験 を 持ち 、 膨 大 
な 歩行 者 の 交通 量 を 剖 受 し て いた 店 舗 の た め に 、 不 動産 の 主要 な 場所 
を 畠 り 起こ す 噌 り 物 を 持っ て いた 。 

ギャ ッ プ の 店 舗 は 、 買 い 物 客 が 店 を 「 発 見 」 し た 場所 、 ま た は 熟練 
し た 退役 軍人 が 日 常 生活 に 便利 だ と 分 か っ て いた 場所 で あっ た 。 ギ ャ 
ッ プ は 単純 に 成長 し て いた わけ で は な い 。 ギャップ は 繁栄 し て いた 。 
ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー の ビジ ョ ン は 、 ア メリ カ の 消費 者 と の 共鳴 を 
見 出し 、 現 金 出納 包 に 現れ た 共鳴 を 示し た 。 成 功 は 自信 と 確信 を も た 
らし 、 野心 を 育ん だ 。 リス ク を 取る 。 結果 を 分 析 す る 。 再 配 置 。 こ 
れ を 必要 に 応じ て 繰り 返す 。 ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー 氏 は 、「 我 々 は 
衣 争 し な けれ ば な ら な か っ た 」 と 謝罪 し た 。「 リ ー バ イス を 売る 際 の 
マー ジン は そこ に な か っ た 。 私 た ちの プラ イベ ー ト レー ベル が な か っ 
た ら 、 私 た ち は 何 を し た の か 分 か ら な い @。」 リ ー バ イ ・ ス トラ ウス 
社 の 経営 幹部 は 、 店 舗 ご と に ギャ ッ プ の オー ダー が どん どん 少な く な 
つて いく ジー ンズ を 見 て 驚い て いた 。 経済 自由 化 の 彫 響 は 、 久 争 の 影 
響 が 米国 経済 全体 に 波及 する に つれ て 見 られ た 。 意 外 な 効果 の 1 つ は 、 
競争 が 個人 的 な 友情 と ビジ ネス 関係 の 両方 に 影響 する 方 法 で あっ た 。 
競 争 は 、 本 質 的 に 、 ビ ジネス の 親しみ の ある 方 法 を 混乱 させ た 。 ギ ャ 
ッ プ は 、 製 造 業者 と 小売 業者 の 両方 で 新規 参入 者 が あっ た 。 
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青い ジー ンズ を セク シー に し た 柳 力 的 な 宮 伝 を 通し て 、 “デニ ム ^ 
の アイ デア が 変わ っ た 。 か つて 、 子 供 た ち が 育っ て いる 間 に “ダン ガ 
リー” を 身 に 着け 、 農場 で 働い て いる 間 に 男 性 が 身 に 着け た と き 、 そ れ 
ら は 、 突 然 、 フ ァ ッ ショ ン と し て 消 糞 者 に 贈ら れ た 。 Sergio Valente 
や Jordache の よう な 企業 に よる 刺激 的 で 示唆 的 で 積極 的 な マー ケ テ 
ィング キャ ン ペ ベー ニム の イメ ー ジ を 崩壊 させ た 。CalvinKlein 
が 、 ス プレ ッ ド に 、 ジ ー ン ズ を は いた プル ッ ク ・ シ ー ル ズ (Brooke 
Shields) の 写真 を 出す こと で 、 ス キャ ンダ ル に 封筒 を 押し た と き 、 ジ 
ー ン ズ は さら に よく 売れ る よう に な っ た 。 突然 、 デ ・ ジ ー ン ズ は 
人 気 商 品 に な り 、 ア メリ カ 人 は それ ら を 社会 的 機能 に 合わ せ て 身 に 着 
け 始 め : 白っぽい シャ ツ や ブラ ウス 、 パ テン トレ ザ 、 ュー デズ 、 デブ 
ジー ンズ を 着 た 若い 男女 が カク テル パー ティ ー に 向かう の を 目 
き に し た 。「 航 空 会 社 で 起こ っ た こと は どこ で も 起こ っ て いた 
@」 と ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー 氏 は 1982 年 に 述べ て いる と 伝え られ て 
いる 。 「Pan Am は アメ リカ の 旗 能 船 で も っ た か も し れ な い が 、 航 空 規 
制 緩和 後 は 問題 で は な か っ た 。Pan Am は 値段 で 競争 し な けれ ば な ら な 
か っ た (9。」 

競争 の 教訓 は 沈ん だ 。 競争 は コン トロ ー ル の 第 一 歩 で ちっ た 。 ギ ャ 
ッ プ と リー バイ ・ ス トラ ウス * 社 は 、 両方 と も 、 素晴らし い ビ ジネス 関 
係 が 過去 に あっ た か も し れ な い が 、 今 は 違っ て いる こと に 気づい た 。 

リー バイ ・ ス トラ ウス e 社 を 経営 し て いた リー バイ ・ ス トラ ウス 創業 
者 の 偉大 な 祖父 、 ロ バー ト ・ ハ ー ス (Robert Haas) は 、 ド ナル ド ・ フ 
イッ シャ ー と の 関係 が 邪魔 に な る の を 目の当たり 。 反 ユダ ヤ 主 
義 が 広がり 、 ユ ダ ヤ 人 の ビジ ネス マン が 生き 残る た め に は お 互い を サ 
ポー ト し な けれ ば な ら な い 時 に 、 ア メリ カ の 歴史 に は 時 間 差 が あっ た 。 
ニニ ュー ヨー ク の 衣料 品 事 業 で は 、 ユ ダ ヤ 人 は 寛容 と 忠誠 心 で 刻印 され 
た 親密 な 友愛 に 頼っ て いた 。 し か し 、 カ リフ ォ ル ニア は ニュ ー ョ ヨー ク 
で は な い 。 そし て 、 70 年 代 の ビジ ネス 界 は 、 20 年 代 と 30 年 代 の よう 
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な も の で は な か っ た 。 ユ ダ ヤ 人 が 激しい 差別 に 直面 し た 時 代 は 何 十 年 
も あっ た 。 

パー ニー の 創設 者 、 パ ー ニ ー・ プ レス マン の 話 を 考え て 見 る こと に 
し よう 。 パ バー ニー ズ が 最初 に オー プン し た と き 、 小 売 業 は 白人 アン ダグ 
ロサ クソ ンプ ロ テ ス タン ト に よっ て 支配 され て いた 。 ニ ュー ヨー ク に 
設立 され た 多く の 小売 業者 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 彼ら と 競争 する た め に 大 胆 
さ を 持っ て いる こと に 慣 民 し た 。 ユ ダ ヤ 人 は 衣服 の 製造 に 共通 し て い 
た が 、 小売 業 で は な か っ た 。 言い 換え れ ば 、 ユダ ヤ 人 は 衣服 を 終 う こ 
と が で きた が 、 彼 ら は 顧客 を 扱う こと が で き な か っ た 。 


以上 を 簡潔 に まとめ る と ギャ ッ プ は 1980 年 代 半ば 頃 か ら 、 設 立 時 に 
取り 扱っ て いた リー バイ ・ ス トラ ウス e 杜 (Levi Strauss & Co.) の ジ 
ー ン ズ を 徐々 に 店 頭 か ら 排除 し 、 代 わり に 自社 の プラ イベ ー ト ・ プ ラン ド 

(PB) で ある 「 ギ ャ ッ プ 」 の 商品 を 導入 し た 。 同社 は 小売 で も りな が 
ら 、 企 画 な どの メー カー 機能 を 内 部 化す る 一 方 、 生 産 を アジ ア な ど 人 
件 費 の 安い 地域 の 工場 に 委託 し た 。 ま た , 大 規模 な 販促 を 行い 、 プ ラ 
ンド の 構築 を 図り , 従来 に 見 られ な い 1 つの 企業 に よる サプライ チェ 
ー ン 各 機 能 を コン トロ ー ル する モデ ル を 作り 上 げた の で ある 。 こ の モ 
デル が 確立 され た 後 、 ギ ャ ッ プ は カジ ュ ア ル ・ ウ エア の 普及 に 伴い 、 
大 基 生 産 ・ 大 最 販 売 に より コス ト 優 位 性 を 追 来 し 、 急速 な 多 店 舗 展開 
と 同時 に 、 凄 まじ い 成 長 を 遂げ た 。1999 年 以降 , ギャ ッ プ は 世界 最大 
の 衣料 品 専門 チェ ー ン と な っ て いる 。 

ギャ ッ プ の 成長 の 特 油 は ライ フス タイ ル 提 案 型 の 展開 に あり 、CM 
や や 広告 が 展開 され た 。 コ マー シャ ル で は ミュ ー ジ シャ ン 、 ダ ン サ ー な 
ど を 起用 し て 、 ギ ャ ッ プ の 製品 を 超え た 、 ラ イフ スタ イル 、 着 る こと 
へ の 楽し みな ど 、 イ メー ジ に 訴え た 。 ポ プ デ ィ ラ ン も CM で コラ ボ レ 
ーション し た 。 さ ら に ギャ ッ プ は ファ ッ シ ョ ン 業 界 の シス テム に 、 一 
つの 流れ を 作り 出し た 。 それ は 、 後述 する SPA と 呼ば れる 製造 販売 の 
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運営 方 式 で 、 デ ザイ ン 、 製 造 、 物 流 、 販 売 、 マ ー ケ ティ ング を 自社 で 
一 貫 し て 行う も の で ある 。。 

同社 は 、 我 が 国 に お ける 1987 年 の 株 式 総会 に お いて , 自社 が 開発 
し た モデ ル を SPA(Specialty Store Retailer of Private Label 
Apparel) と し て 発表 し た 。 同 総会 に 出席 し た 繊研 新聞 社 の 記者 は これ 
を 記し , また 上 記 の 長い 英語 表現 を 「SPA」 に 略 し , 「 自 ら 作 っ て 自 
ら 売 る 」 と の 意味 か ら 「 製 造 小売 業 」 と 注釈 を つけ , 新聞 に 掲載 し た 。 
これ が , SPA が 日 本 に 登場 し た 経 緯 で あっ た 11)。 


この 手法 で 、 世 界 で 統一 た イメ ー ジ を 作り 出し 、 ラ イフ スタ イル 
の 提案 を より 強固 な も の と し た 。 同 絶 会 に 出席 し た 研 新聞 社 の 記者 
は これ を 記し , また 上 記 の 長い 英語 表現 を 「SPA」 に 略し . 「 自 ら 作 っ 
て 自ら 売る 」 と の 意味 か ら 

[製造 小 売 業 」 
新聞 に 掲載 し た 。 こ れ が , 
SPA が 日 本 に 登場 し た 経緯 
で あっ た "0。 


この 手法 で 、 世 界 で 統一 
し た イメ ー ジ を 作り 出し 、 
ライ フス タイ ル の 提 
り 強 央 な も の と し た 。 
年 まで リー バイ ・ ス トラ ウ 
ス 社 の ジー ンズ を 店 頭 で 扱 
っ て いた が 、 そ れ 以 後 は プ 
ライ ベー ト プ ラ ンド を 販売 
し て いる 。 ギ ャ ッ プ は 、 小 図 3-2 The Gap inc 本 社 。 カ リフ ォ ル ニ 
売り で 20 年 の 経験 が ある 7 州 サン フラ ン シ スコ < 
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ネイ ル ・ フ ィ ス ク (Qeil Fiske) を 、2019 年 6 月 20 日 付 で ブラ ンド 
と し て の 「 ギ ャ ッ プ 」 の 最高 経営 責任 者 (CEO) 兼 プ レジ ト に 任命 
し た 。 2013 年 か ら 同 職 を 務め 、2 月 に 退任 し た ジェ フ ・ カ ー ワ ン (Jeff 
Kirwan) 前 「 ギ ャ ッ プ 」 CEO 兼 プ レジ デン ト の 後任 で ある 。 ド ナル ド ・ 
フィ ッ シ ャ ー 氏 は 、1928 年 に 誕生 、2009 年 09 月 27 日 に 亡くな っ た 。 

1994 年 に カリ フォ ルニア 州 に 最初 の 店 舗 ( 図 3-2) を 開き 、 現 在 で は 
ほぼ 全 米 に 店 舗 が ある 。 特 に ニュ ー ヨ ー ク 市 や 、 ミ ネン ソ タ 州 ブ ルー ミ 
ント ン ( モ ー ル ・ オ プ ブ ・ ア メリ カ ) 、 ワ シン トン 州 シ アト ル 、 イ リノ イ 
州 シ カゴ 、 カ リフ ォ ル ニア 州 サ ン ・ フ ラン シス = に は 大 規模 な 店 舗 が 
ある 。 

オー ルド ・ ネ イ ビ ー"?② は 1994 年 に 第 一 号 店 を 開き 、 ヒ ッ プ ・ ホ ッ 
プ を 意識 し た デザ イン な ど 、 低 価格 路線 を 目指 し て いる 。 し か し 、 ギ 
ャ ッ プ 社 の 経営 戦略 見 直し に 伴い 、2017 年 1 月 に 日 本 市 場 か ら 撤 退 す 
る こと が 2016 年 5 月 19 日 に 発表 され た 。 

バナ ナ ・ リ パプ リッ ク ( ゆ は 、1978 年 に 、 メ ル ・ ジ ー グ ラー に よっ て 
カリ フォ ルニア 州 ミ ル バ レ ー で 創業 され た 。 当 初 は 、 1970 年 代 後期 に 
流行 し た サフ ァ リ 風 フ ァ ッ ショ ン を 取り 扱っ て いた 。 ま た 、 ジ ー プ や 
アフ リカ の サフ ァ リ に 実際 に 生息 する 植物 を ショ ー ウ ィ ン ド ー に 並べ 
て いた 。 1983 年 に ギャ ッ プ 社 に 買収 され た 。 ギ ャ ッ プ 社 買収 後 は ブラ 
ンド イメ ー ジ の 転換 が 図ら れ 、 現在 の 「 カ ジュ アル ・ ラ グ ジ ュ アリ ー」 
と 呼ば れる アバ レル プラ ンド と な っ た 。 

1983 年 に 買収 し た バナ ナ ・ リ パプ リッ ク は 、 そ れ ま で の サフ ァ リ を 
イメ ー ジ レ し た 路線 を 捨て 、 高級 服 路線 を 目指 し て いる 。 2004 年 に ギャ 
ッ プ 社 は ドイ ツ か ら 撤 退 し 、 ヨ ー ロ ッ パ で の 最大 の 競争 相手 で ある ス 
ウェ ー デ ン の H&M 社 に その 店 舗 を 売却 し て いる 。 

筆者 は 第 1 章 に お いて 、2000 年 代 の ファ ッ シ ョ ン の 特徴 に つい て 、 

「 そ れ は 、 言 うま で も な く フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン と 呼ば れる ビジ ネ 
ス が 、 一 曜 、 ク ロー ズ ア ッ プ され て いる こと で ある 」 と 述べ た 。 こ の 
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ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 先頭 を 切っ た の が 、 ア メリ カ の ギャ ッ プ で 
ある 。 

ギャ ッ プ に 次 いで 、 業 界 を 再編 し て いる 小売 業者 は 、Zara、HM、 
New Look な どの ヨー ロッ パ の コン グロ マリ ッ ト で 、 高 価 に 見 える 容 価 
な 商品 を 提供 し て いる 。 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 小売 業者 の 成功 が 
完全 に 展開 され 、 業 界 に 革命 を も た らし た の は 、 低 価格 の 探求 で ある 。 
スウ ェ ー デ ン の H&M、 日 本 の ユニ クロ 、 ス ペイ ン の ZARA、 イ ギリ 
ス の トッ プシ ョ ッ プ な どの 今 で は ハイ ブラ ンド を し の ぐ ほ どの ファ ス 
ト ・ フ ァ ッ ショ ン と 呼ば れる メー カー の 先駆 けが ギャ ッ プ な の で ある 。 


5. リー バイ ス * 社 の リサ イク ル 活 動 

て 、 リ ー バ イス e 社 は ギャ ッ プ と 決裂 後 、 ど の よう な 方 針 を と っ た 

の で あろ うか 。 

メア リー・ ク レー ル ・ ボ スカ (Mary-Clare Bosca) は 、 論 文 「 ヨ セ 
ミ テ か ら グ ロー バル 市 場 へ : パタ ゴ ニ ア は 、 サ プラ イチ ェ ー ン 管理 の 
環境 的 に 持続 可能 な 、 社 会 的 に 公平 な モデ ル を どの よう に 作成 し た か 」 
に お いて 、 リーバイス * 社 の リサ イク ル 笑 動 に つい て 、 以 下 の よ うに : 
べ て いる 0 。 

「 有 名 な デニ ム プ ロ デ ュ ー サ ー で ある リー バイ ス e 社 の よう な ブラ 
ンド は 、 中 古 衣料 品 お よび 家庭 用 品 店 で ある Goodwil1 と ベア に な っ て 、 
主要 消費 者 が も は や 修理 で き な か っ た が 再 利用 で きる デニ ム を リサ イ 
クル し た 。 ま た 、 リ ー バ イス は ジー ンズ の ケア タグ を 更新 し 、 消 費 者 
が ジー ンズ を 冷水 で 洗浄 し 、 水 と エネ ルギー の 使用 を 減ら す た め に 王 
し て 、 最 終 的 に ジー ンズ の 「 寿 命 」 の 終わ り に 寄付 する の で ある 。」 

引き 続き 、 メ アリ ー・ ク レー ル ・ ボ スカ は 、 次 の よう に 述べ て いる 
0】 

「 失 純 可 能 な 生産 と 消費 を より 統一 され た プロ セス に する た め の 産 

業 部 門間 の 関係 の この 創造 は 、「 産 業 共 生 」 の 概念 へ の 一 歩 で ある 。 
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また 、 自 然 界 の 生態 学 的 効率 の 生物 模 僚 の 試み で も ある 。 こ の 閉じ た 
生産 シープ で は 、 協 力 会 社 の グル ー プ が 、 も は や 使用 で き な い 廃棄 物 
を 他 の 業界 に 割り 当て 、 最 終 的 に 埋立 地 に な っ て し まっ た も の か ら 「 新 
し い 」 使 用 済み 製品 を 作成 する 可能 性 が ある 。 この 場合 、 企 業 は この 
再 利用 可能 な 廃棄 物 の 生産 か ら 経済 的 に 利益 を 得る こと が で きる 
(Esty&Winston、2006) (9 。 こ の 種 の 契約 は 、 リ ー バ イス や グッ ド 
ウィ ル な どの パー トナ ー シ ッ プ と の 関係 で 見 られ る 。 こ れ は 、 一 次 生 
産 者 の 企業 責任 を ボ す 関係 で あり 、 使 用 済み ジー ンズ の 二 次 消 費 者 だ 
け で な く 、 環 境 に も 利益 を も た ら す 。 

多く の 場合 、 産 業 の 共生 プロ セス を 試み る 閉鎖 生産 ルー プ は 、 プ ロ 
グラ ム が 生産 する こと を 目的 と する 生態 学 的 お よび 環境 的 利益 を 超え 
る 無形 の 利益 を も た ら す (Esty&Winston、 2006) 。 非常 に 重要 な 外部 
利益 の 1 つ は 、 プ ラン ド と 消費 者 と の 間 の より 信頼 で きる 関係 に 現れ 
る 。 環境 に 配慮 し た 生産 の 目標 に 対し て 社会 的 に 責任 が あり 、 確 実 な 
つなが り が ある こと は 、 持 続 可 能 な 再 設計 され た 生産 慣行 へ の コミ ッ 
トメ ント を 強化 し な が ら 、 財 政 的 な 成功 を 続け て いる バ パタゴニア の 場 
合 に 有益 で ある こと が 証明 され た 。」 


米国 企業 「 リ ー バ イス s 」 の 担当 者 が 熱く 語る 、 持 続 可能 な 衣料 素 
材 の リサ イク ル と は 、 ど の よう な 方 法 で あろ うか 。 

アメ リカ ・ サ ン フ ラン シス コ の リー バイ ス w 社 で す サス テイ ナビ リティ 
を 担当 する 、 マ イケ ル ・ コ ボリ (Michael Kobori) 氏 は 、 次 の よう に 
語っ て いる 。 

「 我 が 社 に は 夢 が あり ます 。 着 古 し た 服 を 粉砕 し て 新しい 系 を 生み 
出し 、 そ れ を 用 いた 製品 を つく る こと 。 ベ ッ ト ボ トル の ポリ エス テル 
な ど で は な く 、 コ ッ ト ン の 繊 維 で それ を 実現 させ た い の で す 。 い わ ば 
綿花 の 畑 か ら で は な く 、 一 人 ひと り の クロ ー ゼ ッ ト の 中 か ら 材 料 を 調 
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達する 服 。 そ の 第 一 歩 と し て 、 直 営 店 の 『 リ ー バ イス スト ア 』 で 古 
着 の リサ イク ル 活 動 を 行なっ て いま す "?⑰」 


同社 は アパ レル 昇 の 中 で も 労働 菩 境 や 環境 保全 に 取り 組ん で きた 企 
業 と し て 知ら れ て いて 、 2005 年 に は 、 サ プラ イヤ ー の 名 称 と 工場 の 住 
所 を 公表 し た 。 労 働 者 を 保全 する 「TOE (ター ム ・ オ プ ・ エ ン ゲ ー ジ メ 
ント ) 」 を 、 製 造 業者 (サプライ ヤー) に も 遵守 させ る 取り 決め を 25 
年 前 の 1991 年 に 行い 、 その 後 、 環 境 に 関わ る 条項 も 加え る な ど 常 に 発 
展 さ せ て いた 。 取引 相手 を 秘 尾 す る こと で 、 オ リ ジ ナ リティ の ある ア 
イ テ ム を 独占 的 に 作ろ うと する 透明 性 を 欠く デパ レル 界 の 慣習 を 打ち 
破る 異例 の や り 方 で ある 。 

そん な 彼ら が 近年 に 力 を 入れ て いる の が 、 水 を ほとん ど 使わ ず に 色 
落ち 加工 させ る テク ニッ ク 、「WATER く LESSW」(「 ウ ォ ー タ ー レ ス ・ ジ 
ー ン ズ 」 ) の 開発 で も っ た 。 これ は 、 資源 の 無駄 を な くす 製造 シス テム 
づく り で ある 。 

「 オ ゾン を 使い 酸化 させ る こと で 、 見 た 目 に は 従来 品 と 変わ ら な い 色 
落ち を 実現 させ まし た 。2010 年 に 製品 を つく り 、 今 で は 加工 製品 の 約 
テク ニッ ク を 用 いて いま す 。 通 常 の 製品 さく り に は 40L も 
必要 な と ころ 、4L まで 減ら すこ と が で きま し た 。 少な い エ ネル 
ギー で 製造 が 可能 に な り 、 コ スト 削減 に つなが っ て いま す 。 近年 は 遂 
合 他社 の テク ニッ ク を 公開 し 、 誰 も が 発展 ・ 開 発 で きる よう オ 
ー プ ン ソ ー ス 化し まし た 。 他 社 が 同 テ クニ ッ ク で 製品 を つく れ ば 、2020 
年 まで に 世界 で 500 億 し も の 水 資 流 を 節約 で きる 計算 に な り ま す ⑲」 
ニ ボ リ 氏 は 、 胡 明 性 を 重 梓 し て 、 セ クト 主義 を 捨て 、 業 界 全体 が 同じ 
方 向 を 向く こと が 必要 だ と 説い て いる 。 最 新 の リー バイ ス e の 試み は 、 
古着 の 回 収 、 す な わ ち 「 ク ロー ジン グ リサ イク リン グ 」 で ある 。 これ 
は 、 プ ラン ド を 問わ ず 不 要 に な っ た 衣類 を リー バイ ス e スト ア に 持っ 
て いく と 、 製 品 の ディ スカ ウン トク ー ポ ン 券 を も ら える ( 同 ス ト ア で 
は 15% オ フ ) と いう 方 式 で ある 。 こ の よう に し て 集め られ た 中 古 衣 料 
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品 は 、 提 携 先 「 ア イコ ジャ パン (ICOJAPAN) 」 の 施設 で 選別 され 、 リ 
ウェ アナ 、 リ サイ クル 、 リ ユー ス が 行わ れる 。 モ ノ 余 り の 時 代 に お ける 
資源 の 有効 活用 に 一 役 買 うこ と を 目指 し て いる 。 

「 正 し いこ と を 行い 、 そ れ を 利益 に つなげ る こと が これ か ら の 企業 
の 努め で し ょ う 。 リ サイ クル に 関し て で す が 、 実 は 再生 コッ トン は 繊 
維 の 長 さ が 短 く 強度 も 弱く 、 我 が 社 の 基準 に 合う 製品 づく り が 難し い 
の が 現状 で す 。 で も 近い 将来 の 実現 を 目指 し て 頑張 っ て いま す 。 愛 用 
し て いる 一 本 の ジー ンズ を 、 カ タチ が 古く な っ た と いう 理由 で 究 か な 
い の で は な く 、 流 行 に 合う よう に 仕立 て 直す だ け で も 十分 に 無駄 を な 
くせ ます 。 一 人 ひと り の や り 方 で 、 フ ァ ス ト な ファ ッ シ ョ ン の サイ ク 
ル に 異 を 唱え る こと が で きる の で す %」 


6. 若者 の ジー ンズ 離れ 

最後 に 、 ギ ャ ッ プ の 問題 点 に つい て 、TRS 東京 商 エ リサ ー チ 掲載 の 
記事 に 依っ て 、 考 察する 。 

まず 、 記 事 を 紹介 し よう 。2019 年 9 月 4 日 


ズ メ イト (株 ) (TSR 企業 コー ド :292351500) が 脱 ジ 
戦略 に 能 を 切っ た 。 ジ ー ン ズ メ イト は 、 若 い 世代 を ター ゲッ ト に ター 
ミナ ル 駅 周辺 や ファ ッ シ ョ ン ビ ル へ の 出店 を 加速 。 こ うし た 店 舗 に ジ 
ー ン ズ は 「 ほ ぼ な い 」 (同社 担当 者 ) 。 若 者 の “ジー ンズ 離れ ” に 前 
向き に 取り 組ん だ 結果 が 、「 ジ ー ン ズ を 置か な い 」 決 断 だ っ た 。 


ジー ンズ 在庫 比率 1 割 以下 の 店 舗 も 

7 月 下旬 、 東 京 商工 リサ ー チ は ジー ンズ メイ ト の 新 業態 店 舗 「JEM」 
の 渋谷 店 を 取材 し た 。 売場 の 9 割 強 を “ジー ンズ 以外 の 商品 ” が 占め 、 
主 カ は アス レ チ ッ ク と レジ ャ ー を 掛け 合わ せ た 機能 性 の 高い 「 ア スレ 
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ジャ ー」 フ ァ ッ ショ ン 。 か つて の 看板 アイ テム だ っ た ジー ンズ ブラ ン 
ド の EDWIN や Levi's の デニ ム パ ン ツ は 2 階 の 一 角 に 数 種類 並ぶ だ け 。 
し か も 、 デ ニム コー ナー の いち 押し は 、EDWIN の 通気 性 の 高い メッ シ 
= 仕様 の カラ ー パ ン ツ で 、 従 来 の “ジー ンズ ” と は 趣き が 異な る 。 

ジー ンズ メイ ト は 、32017 年 2 月 に ライ ザッ プ グ ルー プ (株 ) (TSR 
企業 コー ド :295695790) の 連結 子会社 に な っ て 以来 、 店 舗 リ ニュ ー ア 
ル 、 リ プラ ンド 戦略 を 推し 進め て いる 。 あ る 店 舗 の ジー ンズ 在庫 は 
2017 年 3 月 に は 商品 全体 の 179% だ っ た が 、18 年 3 月 は 14%、19 年 3 
月 で は 9% に 減少 し た 。 


1 本 も ジー ンズ が な い 「 ジ ー ン ズ メ イト 」 

渋谷 店 は 、18 年 秋 か ら 19 年 1 月 に か け 、 ジ ー ン ズ を 1 本 も 置い て 
いな か っ た 。 店 舗 の ある 渋谷 モン ター 街 に は 、 10 代 、 20 代 の 若者 と 外 
国人 観光 客 が 多い 。 女 性 客 も 意識 し た 品ぞろえ へ 見 直す うち 、 
ズ 置 き 場 が な く な っ た 。 だ が 、40 代 以 上 の お 客 か ら 「 “ジー ンズ メイ 
ト ” な の に 1 本 も ジー ンズ が な い の ?」 と いう 驚き の 声 や 、「 ま た ジ 
ー ン ズ を 置い て よ 」 と いう 要望 が 寄せ られ た 。 そ こ で 、19 年 春の 
ュー アル を 機 に 、 以 前 より 売場 を 大 幅 に 縮小 し て 、 再 ぴ び ジ ー ン ズ を 扱 
う よ う に 。 顧 客 ニー ズー の 和 柔軟 な 対応 で 誘引 力 を さら に 高め よう と し 
て いる 。 


ー ン 


ンズ レス 」 で 黒字 転換 
ジー ンズ の 取り 扱い を 減ら す 理由 に つい て 、 ジ ー ン ズ メ イト の 広報 揚 
当 者 は 「 ボ トム ス の 多様 化 で 若い 世代 で ジー ンズ を 求め る 層 が 減っ て 
いる 」 と 説明 する 。 

リニュ ー ア ル 効 果 は 業績 に も 反映 し 、2019 年 3 月 期 決算 は 1 年 ぶ 
り の 最終 黒字 を 計上 し た 。 8 月 8 日 に 発表 が 予定 され て いる 20 年 3 月 
期 第 1 四半 期 (4-6 月 ) 決算 で も 引き 続き 黒字 が 見 込ま れる よう だ 。 
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店 舗 の 品 揃え を 見 直す 一 方 で 、 駅 か ら 離 れ た ロー ドサ イド 店 は ジー ン 
ズ を 好む お 客 も 多い 。 店舗 に よ ー ン ズ を “置く” 、“ 置 かない" 
の 判断 が 分 か れる 。 た だ 、「 若 者 の 多い ファ ッ シ ョ ン ビ ル の 店 舗 は 、 
ジー ンズ を ほとん ど 置 か な い 店 舗 を 増やす 」 ( 同 広報 ) と 、“ 
ズ メ イト ” の 新 戦略 は 加速 し そう 。 


し か し な が ら 、 浜 野 安 宏 氏 は 、 1971 年 に 『 質 素 革命 』( ビ ジネス 社 、 
1971) の 中 で こう 述べ た 。 

「 ア メリ カ の プル ー ンズ ・ ブ ー ム は アメ リカ の 809% 以 上 の 若 
者 を つつ みこ ん で いる 。 ヒ ッ ピ ー 風 に 、 あ る い は 上 品 に 、 あ る い は パ 
ッ チ ワー ク を ほど こし て 広まっ て いる 。 ブ ルー・ ジ ー ン ズ を 着る 若者 
達 は 物質 より も 心情 を 大 切 に する 世代 の 特長 で ある 。 (21)」 

と ころ が 、 浜 野 氏 が こう 書い て か ら 50 年 近い 今日 、 若者 の ジー ンズ 
離れ 現象 が 見 られ る 。 か つて 「 若 さ 」 や 「 自 由 」 の 象徴 だ っ 
ズ の 人 気 が 低迷 し て いる の は な ぜ か 。AERA 2019 年 11 月 11 日 号 に 掲 
載 され た 記事 を 一 部 、 紹 介し よう (22)。 


ベス トシ スト 賞 を 主催 する 日 本 ジー ンズ 協議 会 (本 部 ・ 
岡山 県 ) が 行っ た 調査 に た よる と 、 国 内 の ブル ー・ ジ ー ン ズ と 、 青 
以外 の カラ ー ジ ー ン ズ を 合計 し た 販売 数 は 、2000 年 ご ろ に は 約 7 
千 万 点 前 後 で 推移 し て いた 。 し か し 徐々 に 減少 傾向 に あり 、10 年 
に は 4 千 万 点 を 割り 込ん で いる 。 調 査 は すでに 行わ れ て いな い が 、 
18 年 の 推計 値 で は 5 千 万 点 前 後 と み ら れ る と いう 。 いずれ に し て 
も 、 か つて の ジー ンズ 黄金 期 か ら 比 べ る と 、 大 き な 秒 ち 込み だ 。 
中 年 以上 の 女性 向け と 子ども 向け は 比較 的 安定 し て いる が 、 そ れ 
以外 の 消費 が 低迷 し て いる よう だ 。 

調査 は 、 エ ドウ イン を は じ め と し た 協議 会 の 会 員 企業 か ら 
の 情報 に 加え て 、 ユ ニク ロ 、 無 印 良品 な どの 非 会 員 の 企業 の 販売 
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数 を 推計 し て いる 。 イ タリ ア の 「 デ ィ ー ゼ ル 」 や 「 リ プレ イ 」 
オラ ンダ の 「 デ ン ハ ム 」 な どの 一 部 の 外国 製品 は 除外 し て いる が 、 
協議 会 の 浅野 友 城 専務 理事 (72) に よる と 「 価 格 が 高い これ ら の 
ジー ンズ は 全体 の 数 字 に 大 きく 影響 す よる ほど の 売れ 方 は し て いな 
い 」 と いう 。 国産 ジー ンズ に 代わ っ て 、 統 計 に 入ら な い 外 国 製 の 
高級 ジー ンズ が 売れ て いる わけ で は な いよ うだ . 

な ぜ 売 れ な く な っ た の か 。 

ジー ンズ 業界 に 詳し いえ い ( 木 へ ん に 「 世 」) 出版 社 の 常務 
松島 睦 さ ん (47) は 国内 ジー ンズ 市 場 を こう 分 析 す る 。 

「 業 界 は いま 、 高 いも の と 安い も の の 両極 化 と 言わ れ て いて 
中 途 半端 な 価格 帯 の も の が 以前 ほど 売れ な く な っ た 。 業界 の 
地図 を 変え この は ユニ クロ さん で し ょ う 

も と も と 国内 メー カー が つく っ て きた ジー ンズ は 1 万 円 以下 の 商 
唱 が 主力 だ っ た と いう 。 「 そ れ が 、 さ ら に 安い 価格 で そう 
し た ジー ンズ に 匹敵 する よう な 品質 の も の を ユニ クロ さん が 提供 
し 始め た こと で 、1 

万 円 以下 の メー カー は か な り 苦 労 し て きた 」 (松島 さん ) 方 で 、 
1 本 5 万 円 以上 も する よう な 、 和 職人 が つく っ た 国内 産 の 高級 ジー ン 
ズ も 売れ て いる 。 そ の 結果 、 か つて 「 ナ ショ ナル ブラ ンド 」 と 呼ば 
れ た 国内 メー カー の 多く は 苦戦 を 章 い られ て いる と いう わけ だ 。 
(編集 部 ・ 小 田 健司 ) 


以上 は 、 日 本 に お ける 若者 の ジー ンズ 離れ に 関す る 情報 だ が 、 ア メ 
リカ で も 若者 の ジー ンズ 離れ は 見 られ る の で あろ うか 。 東 洋 経済 
Online の 記事 を 紹介 し よう (23) 。 


今 、 ニ ュー ヨー ク の 街中 は 本 当 に アス レジ ャ ー だ ら け で ある 。 男 女 
と も スポ ー ツ ウェ ア に 身 を 包み 、 足 元 は 申し 合わ せ た よ うに 最新 の ス 
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ニー カー を 合わ せ て いる 。 フ ァ ッ ショ ント レン ド と いう より は 、 も は 
や 世代 を 問わ な い 完 全 な マス の ファ ッ シ ョ ン と し て 定着 し て き て いる 
の だ 。 一度 ス ポー ツウ ェ ア の 機能 性 と 快適 性 に 慣れ て し まう と 、 も う 
ジー ンズ の ご わし た 履き 心地 や 、 ジ ャ ケッ ト の 構築 的 な フォ ルム 
は 、 前 時 代 的 な も の に 感じ て し まう の だ ろ うう 。 

アメ リカ の 若者 ファ ッ シ ョ ン の マス が アス レジ ャ ー な ら 、 コ ア な フ 
ショ ン 和 好き は 「 ラ グ ジ ュ アリ ー ス トリ ー ト 」 を 嗜好 し て いる 。 カ 

エエ ・ ウ ェ ス ト ら の ヒッ プ ホ ッ プア ー テ ィ ス ト や 、 フ ィ ア オブ ゴッド 
ら の 新興 ファ ッ シ ョ ンプ ブラ ンド な ど が 牽引 し 、 世 界 中 の ファ ッ シ ョ ニ 
スタ の 間 で 国 を 超え て 流行 し て いる スタ イル で ある 。 


ファ ッ シ ョ ン の 変化 に は 周期 が ある 。 今 後 の ジ ー ン ズ の 売れ 行き が 
気 に な る と ころ で ある 。 第 二 部 で は 、 低 価格 の ファ スト ・ フ ァ ッ ショ 
ン が 直面 し て いる 問題 衣服 産業 が 県 境 に 及ぼ す 影 響 に つい て 考察 す 
る 。 
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第 二 痢 


ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 第 四 の 波 
ー ア メリ カ に お ける 衣服 産業 の 未来 像 一 


第 二 部 第 1 章 ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 間 の 世界 


第 1 音 


ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 間 の 世界 


1. 映画 「 ザ ・ ト ゥ ルー コス ト 」 の 概要 

筆者 は 、 揚 著 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー ア メリ 
カ 服 飾 社会 中 近 現 代 篤 一 〕 (イン プレ ス R&D, 2019) の 第 一 部 第 
4 章 に お いて 、「 映 画 『 ザ ・ ト ゥ ルー コス ト 】 は 非常 に 衝撃 的 で あ 
る 。 あ る い は 本 書 の 本 題 と は は ずれ る か も し れ な い が 、 今 後 の ア メ 
リカ 服飾 史 研究 の 課題 の 参考 に な れ ば と いう 思い か ら 、 こ の 映画 の 
概要 を 以下 に 、 紹 介する 。」 と 述べ て 、 筆 者 が まとめ た 以下 の 文章 
を 紹介 し た り 。 


日 本 の ファ ッ シ ョ ン 産 業 は 、 2016 年 で 約 9 兆 2000 億 円 。 
番 、 ピ ー ク だ っ た 1992 年 より 4 へ 5 兆 円 も 規模 が 小さ く な っ 
て いる 。 そ の 理由 は 「 安 い 、 早 い 、 大 量 、 ト レン ド 」 を 特徴 
と し た 、 い わ ゆ る ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン が 急激 に 増え た か 
ら で あ る 。 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 店 舗 数 は 、 10 年 で 
2 倍 に な っ て いて 、 日 本 の 45% の 衣料 品 は 安物 衣料 で ある 。 

表題 の 映画 は 、 こ の 服飾 ビジ ネス の 世界 を 牽引 し て いる ファ 
スト ・ フ ァ ッ ショ ン を テー マ に し た ドキ ュ メ ンタ リーー で あ 
る 。 こ の 映画 は 、 最 新 の 流行 を 取り 入れ て 、 大 量 生 産 さ れ た 
洋服 が 低 価 格 で 供給 され 、 ほ ば ぼ 使 い 捨て 同然 に まで な っ て し 
まっ た ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン に メス を 入れ 、 そ の 生産 者 た 
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ち が 置 か れ て いる 現況 や 環境 を 追っ て いる 。 主 に 欧米 向け の 
ほとん どの 安価 な 衣服 を 作っ て いる バン グラ ディ ッシュ や 原 
料 の 綿花 栽培 地 で ある イン ド な ど で 取 材 し た 映像 を 元 に 、 衣 
服 の 製造 に 携わる 人 た ちの 劣悪 な 労働 環境 、 低 賃金 長 時 間 労 
働 、 化 学 薬品 の 垂れ 流し に よる 環境 汚染 や 遺伝 子 組 み 換え コ 
ッ ト ン 農家 の 悲惨 な 現状 な ど を 浮き 彫り に し て いる 。 


さき て 、 映 画 『THR TRUE COST』 は 、 な ぜ 制 作 さ れ た の だ ろう 

か ? 

テン ドリ ュー・ モ ー ガ ン 監 督 ボ イン タ ヴ ューー で 語っ た と こ 
ろ に よる と 、「 こ の 喘 画 製作 の 動機 は 、2013 年 4 月 24 日 、 バ 
ング ラ デ シ ュ の 首都 、 ダ ッ カ 苑 外 の 8 階 建 商業 ピル 『 ラ ナ ・ 
プラ ザ 』 が 月 落 事故 を 起こ し 、1, 100 人 以上 の 冬 牧 者 を 出し た 
と いう 記事 が 翌日 の ニュ ー ヨ ー ク ・ タ イム ズ の 記事 に 掲載 さ 
れ た の を 読ん だ か ら だ 」 と いう 。 

か つて の アパ レル 業界 で は 、 季 節 
る メー カー が ほとん ど で あ っ た 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ 
ン で は そう で は な い 。1 週間 ッ プ の ディ スプ レイ が ガラ 
ッ と 変わ っ て いる こと も 日 常 茶飯 事 で ある 。 そ し て 、 安 すぎ る 
ぐら い 安 い 。 消 費 者 に と っ て いい こと ずく め の よ うに 見 える フ 
テス ト ・ フ ァ ッ ショ ン は 「 世 界 の 製 工場 」 バ ング ラディ ッ シ 
= ュ な どの 赤 惨 な 製造 工場 に よっ て 支え られ て いる の で ある 。 カ 
ン ボ ジア の プノンペン の 繊維 工場 に お いて も バン グラ ディ ッ シ 
ュ 同 様 、 労 働 者 の 賃上げ を 要求 する デモ が 起こ り 、 警 導 官 に 
る 発砲 ・ 逮 捕 劇 が 起こ っ て いる 。 

バン グラ ディ ッシュ の 首都 ダッ カ に 立ち 並ぶ 多く の 弟 製 工場 
で 働く 労働 者 は 、 ほ と ん ど 貧 し い 女 性 た ち で ある 。 労働 時 間 は 
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1 日 12 時 間 以 上 、 賃金 は わずか 3 ドル 。 この 映画 に 登場 する 20 
代 の 工員 の 女性 、 シ ー マ は 、 一 児 の 母 で 、 子 ども を 一 人 前 に す 
る こと を 夢見 て 、 子 ども を 親戚 に 預け て 、 働 いて いる 。 住 まい 
は バラック の よう な と ころ で あり 、 朝 か ら 晩 まで 工場 で 働い て 
いる 。 

服 を 作る 工場 で は 、 毎 日 、 大 基 の 化学 薬品 が 使わ れ て いる 。 
使用 沙 の 汚染 水 は 農業 用 水 と し て も 使わ れる 。 こ の 木 を 使っ た 
農地 で 獲れ た 農作物 や 、 海 で 獲れ た 魚介 類 を 食べ た 人 た ちの 健 
康 は 損なわ れ 、 閣 愚者 が 沢山 出 て 、 先 天性 の 重度 の 麻痺 や 奇形 
な ども 後 を 絶た な い 。 

イン ド の Bt 綿 栽 培 農 家 で は 、 大 量 の 農薬 が 撤 か れ て いる 。 世 
界 の コッ トン 出荷 量 世界 第 2 位 の イン ド で は 、 そ の ほとん ど は 
モン サン ト 社 が 開発 し た GM (遺伝 子 組 み 換え ) 綿 で ある 。 イン 

ド の 種苗 会 社 マ ヒ コ は 1999 年 に モン サン ト 社 に 買収 され 、 細 
菌 由来 の 殺 中 性 毒素 が 組み 込ま れ た 「Bt 綿 」 は 、 綿花 の 天敵 で 
ある 戦 の 幼虫 が 近寄ら な いよ うに 開発 され た も の だ っ た が 、 そ 
の 実 、 他 の 新た な 害虫 や 立ち 枯れ 病 が 発生 し て 、 結 果 、 大 量 の 
農薬 を 搬 か な けれ ば な ら な い 。 モン サン ト 社 が 販売 する 除草 剤 

「 ラ ウン ドア ッ プ 」 を 飲ん で 、 畑 で 自殺 する 人 が 急増 し て いる 。 

映画 で は 、 ア メリ カ 、 テ キサ ス の オー ガニ ッ ク ・ コ ッ ト ン 農 
家 の 方 が イン タ ヴューー に 応じ て 、 オ ー ガ ニッ ク の 必要 を 訴え 
て いる 。 うず 高く 積ま れ て いる 衣服 の ゴミ の 山 の 光景 は 、 実 に 
凄まじ く 、 言 葉 で 表現 の し よう が な い ほ ど で あ る 。 製造 か ら 販 
売 、 消 費 か ら 廃 棄 に 至る ファ ッ シ ョ ン ・ ア パレ ル 業 界 が 排出 す 
る CO。 量 は 石油 産業 に 次 いで 、 第 2 位 の 規模 だ と いう 。 

この よう な ファ ッ シ ョ ン 業 界 は どう 変わ っ て いく べき な の だ 
ろう か 。 
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2. 「 ザ ・ ト ゥ ルー・ コ スト 」 の 重要 ポイ ント 

① 服 を 作る 工場 で は 、 毎 日 、 大 量 の 化学 薬品 が 使わ れ て いる 。 使 用 
水 の 汚染 水 は 農業 用 水 と し て も 使わ れる 。 こ の 水 を 使っ た 農地 で 獲 
れ た 農作物 や 、 海 で 獲れ た 急 介 類 を 食べ た 人 た ちの 健康 は 損なわ れ 、 
癌 患者 が 沢山 出 て 、 先 天性 の 重度 の 麻痺 や 奇形 な ども 後 を 絶た な い 。 

② イン ド の Bt 綿 栽 培 農 家 で は 、 大 量 の 農薬 が 撤 か れ て いる 。 世界 の 
コッ トン 出荷 量 世 界 第 2 位 の イン ド で は 、 そ の ほとん ど が モン サン 
ト 社 が 開発 し た CM (遺伝 子 組 み 換え ) 綿 で ある 。 イン ド の 種苗 会 社 
マヒ コ は 1999 年 に モン サン ト 社 に 買収 され 、 細 菌 由来 の 殺虫 性 毒素 
が 組み 込ま れ た 「Bt 綿 」 は 、 綿花 の 天敵 で ある 戦 の 幼虫 が 近 大 ら な 
いよ うに 開発 され た も の だ っ た が 、 そ の 実 、 他 の 新た な 害虫 や 立ち 
枯れ 病 が 発生 し て 、 結 果 、 大 基 の 農薬 を 撤 か な けれ ば な ら な い 。 

⑧ 製造 か ら 販売 、 消 費 か ら 廃 棄 に 至る ファ ッ シ ョ ン ・ ア パレ ル 業 界 
が 排出 する CO, 量 は 有 有 油 産業 に 次 いで 、 第 2 位 の 規模 だ と いう 。 


筆者 は 、 喘 画 『 ザ ・ ト ゥ ルー コス トー ファ スト ファ ッ シ ョ ン 真 の 
代償 一 』 を 観 て 以来 、 こ の 映画 が 突き つけ て いる アパ レル 業界 が 直面 
し て いる 深刻 な 課題 へ の 解決 策 を 模索 し て きた 。 そ こ で 、 出 逢っ た の 
が 、 ニ コレ イ ・ ア ン ゲ ロフ 博士 (Dr. Nikolay Anguelov) の 最近 の 作品 、 
70e 77y S7ge or re gren7 7pus7y 7gsr as が 7o7 a07 7rs 
Aegagzre 7mpger の 7 ZZrogenrg7 gn の Spcrefr CRC Press。 Taylor 
Francis Group, Boca Raton,London。New York。2016. で ある 。2019 
年 6 月 28、29 日 に G20 大 阪 サ ミッ ト が 開催 され 、 環境 問題 が 論じ られ 
た が 、 誠 に 道 境 な こと に 、 議 論 は プラ スチ ッ ク ゴミ の 海洋 汚染 に 集中 
し 、 衣 服 産業 が 生態 系 に 及ぼ し て いる 影響 に つい て は 、 全 く 取 り 上 げ 
られ な か っ た 。 この よう な 歴史 的 状況 の 元 に 、 筆 者 は = コレ イ ・ ア ン 
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ダグ ロフ 博 士 の 作品 を 丁寧 に 読み 解き 、 我 が 国 に 紹介 し よう と の 思い を 
新た に し た 次 第 で ある 。 


3. ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 博士 の 紹介 

本 書 の 内 容 紹介 お よび 考察 に 当たっ て 、 最 初 に 、 ニ コレ イ ・ ア ン ゲ 
ロフ 博士 の 経歴 を 紹介 させ て いた 5。 

ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロン 博士 は 、 ダ ー ト マス に ある マサ チュ ー セ ッ ツ 
大 学 の 公共 政策 学科 の 経済 開発 教授 で ある 。 氏 は 国際 プロ グラ ム (MPP) 
コー ス で 、 統 計 と 政策 分 析 、 経 済 開発 、 お よび グロ ー バ リゼ ーション 
の コー ス を 教え て いる 。 ニ コレ イ ・ ア ン ゲ ロフ 博士 は 学際 的 な 学者 で 
あり 、 そ の 仕事 は 経済 学 、 政 治 、 お よび 、 外 交 間 の 出会い の 場 に 焦点 
を 当て て いる 。 ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 隊 士 は 、Fashion nstitute of 
Technology の 卒業 生 と し て 、 フ ァ ッ ショ ン と 家庭 用 品 の 国際 商取引 の 
民 開 部 門 で の キャ リア を スタ ー ト させ 、 そ の 後 、 彼 自身 の ビジ ネス を 
始め 、 成 功 し た 。 ニ コレ イ ・ ア ン ゲ ロフ 博士 は また 、/b7zcy ap の 
の 三 cg7 7 が eory アカ gge 太 gc77ce: 7777277O0g7 Co7porg77Oyg0 の 


の og7 の reyygegZs az cogofc SgcZ7ops rs, 9o7z /ower- (2014) 

( 質 易 慣行 に お ける 政策 と 政治 理論 : 多国 籍 企業 と グロ ー バ ル 政 府 お 
よび 経済 制裁 対ソ フト パワ ー) 、/essopg 方 o apgaz。 oz の ogg 
ap 7 の e 妨 977e fgs7 (2015) (ミャンマー、 北 朝鮮 、 中 東 か ら の 教訓 ) 
も 執筆 し て いる 。 こ れ ら の 出版 社 は Palgrave Macmillan, New York 
で ある 。 

後 は 新しい 技術 を 創り 出す こと に 強い 信念 を 持っ て お り 、 近 い 特 来 
テキ サス の メカ ニッ ク の 開発 プロ ジェ クト に 参加 し て 、 安 定 し た 環境 
に 優し い 人 染 料 を 製造 する た め の 代 筆 方 法 や 新しい 方 法 を 見 つけ る こと 
を 望ん で いる 。 
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4. ジェ シカ ・ プ ラシン トン 氏 の ニュ コレ イ ・ ア ン ゲ ロン 博士 と の イン 

タ ヴ ュー 

次 に 、 フ リー ラン ス の ライ ター の ジェ シカ ・ ブ ラシン トン 氏 (Jessica 
Brassington) の ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 博士 と の イン タ ヴ ュー を 翻訳 ・ 
紹介 する 。 こ の イン タ ヴ ュー は ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 博士 の 著作 の 内 
容 を 理解 する 上 で 、 大 変 、 有 益 で ある 。 か な り 長 い 文 章 に な る が 、 本 
書 が 提起 する 問題 の 本 質 理解 の た め に 、 省 略 的 な 紹介 は 望ま し く な い 
も の と 確信 する 。 全文 紹 介 、 問 題 点 の 整理 、 筆 者 の 見 解 の 提示 と いう 
順序 で 本 章 の 放 進め て ゆく 所 存 で ある 。 

紹介 に 先立ち 、 こ の イン タ ヴ ュー が 行わ れ た 背景 に 言及 し て お こう 。 

本 イン タ ヴ ュー の 前 置き で は 、 次 の よう に 述べ られ て いる 。 

「 消 費 者 の 日 常 生活 に は 、 柚 境 に や さ し く 、 持 続 可能 な ファ ッ シ ョ 

ン に 関す る 豊富 な 情報 が あり ます 。 エ コ ・ プ ラン ド や 小売 業者 を ボ イ 
コッ ト ま た は 支持 する た め の Web サイ ト 守 雑誌 が あり ます が 、 完 全 で 
清潔 で 倫理 的 な 選択 は あり ませ ん 。 ほ と ん どの アパ レル 生産 者 は 、 模 
條 し うる 持続 可能 性 を 全く 持っ て いま せん 。 そ の た め 、「 エ コ 」 ま た 
は 「 持 続 可能 」 と いう 用 語 は 、 大 規模 で 強力 な プラ ンド を 宮 伝 し 、 最 
低 限 の 陣 境 属性 を 重視 し て 、 よ り 多 く の 衣 料 品 を 販売 する こと に よっ 
て 、 誤 解 され る よう に な り ま し た 。 残 念 な が ら 、 消 費 者 は 彼ら の 過 午 
消費 が 原因 で ある と 信じ る よう に 導 か れ て いま す 。 フ ァ ッ ショ ン 業 界 
は な ん と 3 兆 ド ドル の 価値 が あり ます 。 H&M や Zara の よう な 安い ファ 
スト ・ フ ァ ッ ショ ン ブ ラ ンド の ノイ ズ と パワ ー は 、 数 週間 の うち に 新 
し い ラ イン を 生み 出し て いる の で す が 、 バ ング ラ デ シ ュ 、 エ チオ ピア 、 
カン ボ ジ ア の よう な 国々 の テキ スタ イル 労働 者 に 、 あ る い は その 他 の 
国々 に 渡る こと は ほとん ど あ り ま せん 。…… 現 在 手形 を 払う の に 苦労 
し て いる 当 費 者 に と っ て 、 前 向き で 経済 的 な 変化 と し ば し ば 見 な され 
て いる に も か か わら ず 、 民 境 と 労働 者 の 両方 に 対す る 安価 な ファ ス 
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ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 壊滅 的 な 影響 は 倫理 的 で は な い だ け で な く 、 そ れ 
は 経済 シス テム と 私 た ち 自 身 に 関す る 疑問 を 投げ か け ま す 。……! 昨年 
9 月 に 最初 に 発表 され た Dr. Nikolay Angueloy の 最近 の 作品 、Ze 
の 7 57e oe Gezgogf 7zggs な は 、 フ ァ ッ ショ ン 界 の 変革 の た 
め の 非 常に 説得 力 の ある 事例 で す 。 政 策 と 消費 者 の 両方 の 観点 か ら 見 
る と 、 ア ン ゲ ロフ は 業界 の より 広範 で 総合 的 な 生態 系 の 損害 を 概説 し 
て いま す 。 こ の 本 は 、 繊 維 産業 の 環境 、 社 会 へ の 影響 、 小 売 業 の 嘘 、 
そし て 化学 的 お よび 技術 的 解決 策 を 見 つけ る こと が 、 い か に 不可 欠 で 
ある か を 明らか に し な が ら 、 詳 し く 調 べ て いま す 。」 

次 に 、7e の 7 S7e o/ 7 が e Gazgepr pks カ ア の 日 本 語 訳 に つい 
て お 断り し て お か ね ば な ら な い 。Dirty Side は 直訳 すれ ば 、「 治 れ た 
側面 」 で ある 。 そ の 具体 的 内 容 は 、 本 書 で 紹介 ・ 考 察する よう に 、 衣 
服 産 業 が 自然 謀 境 と 労働 環境 に 及ぼ す 壊 滅 的 な 影響 で ある 。 安 価 な フ 
ァ アス ト ・ フ ァ ッ ショ ン は 、 表 向き は 当 費 者 の 生活 に と っ て 、 と て も あ 
り が た く 思 える 。 だ が 、 実 際 に は 、 そ の 裏 に は 想像 を 絶する よう な 暗 
い 開 の 世界 が 厳然 と 存在 し て いる の で ある 。 そ こ で 、 筆 者 は 「 汚 れ た 
側面 」 と いう 通俗 的 な 表現 で は な く 、「 開 の 世界 」 と いう 戦 避 を 境 え 
る 表現 を 、 敢 えて 、 採 用 する 次 第 で ある 。 

前 置き が 長く な っ た が 、 以 上 を 踏ま えて 、 イ ンタ ヴュー の 紹介 に 進 
も う 。 


Q. (Question) . 耳 B. 氏 か ら N.A. 氏 へ 

業 具 で の あな た の 経歴 と 、 環境 要因 お よび 持続 可能 要因 に 関す る 知 
識 を 築く た め に 、 あ な た は どの よう な こと を し て こら れ た の か を 説明 
し て くだ さい 。 


A. (Answer) NL.A 氏 か ら 


125 


私 の 国際 貿易 に 関す る 論文 の 作成 を 始め る と き 、 私 は 2000 年 代 の 外 
国 直接 投資 と 、 投 資 家 や ダグ ロー バル 企業 が 自分 た ちの 資産 を どの よう 
に 位置 づけ て いる か に つい て の レポ ー ト を 読み まし た 。 私 の 母国 で あ 
る ブル ガリ ア は 、 維 工場 へ の 対外 直接 投資 で 第 2 位 の 国 で ある と 述 
べた 報告 に は 、 非 常に ヒ ニ ー ク な デー タ ボ ポイ ント が ある こと に 気づき 
まし た 。 

これ は 私 に と っ て は 非常 に 奇妙 に 思え まし た 。…… 私 の 両親 は 
方 は 生態 学者 、 も う 一 方 は 農学 者 で 、 プ ブルガリ ア に は 綿花 の 織物 の 遺 
産 や 産業 と の 大 き な つ な が り は な いこ と を 確認 し まし た 。 数 百 万 ドル 
相当 の 織 維 会 社 が ブル ガリ ア に 群がっ て いた こと は 意味 が あり ませ ん 
それ で 私 は この 本 に 掲載 し た 衣服 産業 の 性 質 の 変化 、 市 場 へ の 近 さ と 
ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン に 関す る 情報 を 構築 し 始め まし た 。 し か し 最 
も 重要 な の は 、 私 が 環境 調達 (nvironmental sourcing) と 呼ん で いる 
も の で す 。 そ れ は 、 上 境 機関 や 規制 に 関し て は ゆる い 場 所 、 あ る い は 
自治 体 が 目 を 向け よう と する 場所 で す 。 そ れ が まさ に ブル ガリ ア で 走 
こっ て いた こと で あり 、 私 は 繊維 工場 が ど か っ て いる の か を 調 
べ 、 水 質 汚染 や 他 の 環境 問題 の 証拠 を 見 つけ まし た 。 


Q. J.B. 氏 か ら N.A 氏 へ 
衣服 の 生産 に この よう な 大 き な 変 化 を も た らし た さっ か け は 何で 
し た か ? 


ANA. 氏 か ら 

1992 年 の カー ル ・ ラ ガー フェ ルド と の イン タ ヴ ュー の 中 で 、 調査 の 
際 に 私 を 襲 っ た の は 、「 今 日 の 本 当 の ファ ッ シ ョ ンス トー リー は 布地 
で す …。10 年 前 は 、 今 日 ほど 、 安 く 作 る こと は で きま せん で し た 」 と 
彼 が 語っ た こと で す 。 彼 は 、 布 の 多様 性 、 ポ リプ レン ド を 可能 に し た 
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技術 の 草 新 、 多 稲 多様 な 質感 や 色 に する こと が で きる 弾力 の ある 布 の 
プレ ンド に 言及 し て いま し た 。 そ の た め 、 高 品質 の 布地 は より 安価 に 
生産 され る よう に な り 、 企 業 は 利益 が 上 が る よう に 衣類 を より 安く す 
る と いう 領域 に 入り 始め まし た 。 コミ ケー ショ ン と サプライ チェ 
ー ン 管理 の 改善 も 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 向上 、 衝 動 的 な 購買 の 
促進 、 お よび 小売 業 の ビジ ネス ・ モ デル へ の 過剰 な 刺激 を も た らし ま 
し た 。 こ れ ら の ビジ ネス ・ モ デル は 非常 に 成功 し 、 成功 の 商業 的 属性 
は 突然 変わ り ま し た 。 以 前 は 名 声 、 ロ ゴ 、 経 費 と 関連 が あり まし た 。 
服 を 買う こと は 今や 目新し さ 、 手 頃 な 価格 、 消 費 の 真新しい 時 代 を 可 
能 に する こと で す 。 


0 了 B. 氏 か ら N.A た 氏 へ 

衣服 産業 の 開 の 世界 は 、 企業 の 繊維 製造 の 環境 この 影響 に つい て の 
認識 を 高め ます 。 典型 的 な テキ スタ イル プロ セス の 主 な 要因 を 要約 す 
る こと が で きま すか ? 


ANA 氏 か ら 

最も 毒性 の 高い プロ セス は 業界 の 最前 線 に あり ます 。 天 然 繊維 、 主 
に 本 線 、 そ し て これ ら の 繊維 を 糸 に 変え る プロ セス で す 。 湿 式 法 : サ 
イジ ング 、 シ ン ギ ング 、 精 練 お よび マー セル 化 は すべ て 、 ア ルカ リ 、 
酸 、 塩 基 お よび 漂白 剤 を 使用 し て 議 維 を 柔軟 に する 別々 の 工程 を 有 し 
て いま す 。 綿棒 を すす ぎ 洗 いす る と 平ら で し な や か に な り ま す が 、 マ 
ー セ ル 加 工 で は 、 糸 を 酸 に 浸し て か ら ベ ー ス に 入れ て 織 維 の 劣化 を 防 
ぎ ま す 。 酸 お よび 塩基 法 は 、 糸 を ポリ エス テル 級 維 と 混ぜ 合わ せる の 
に 十分 に 細か く 多 孔 質 に し ます 。 こ れ ら の 有毒 な プロ セス は すべ て 水 
を 汚染 し 、 酸 を 精製 で き な い こと が 広く 知ら れ て いま す 。 あ な た は ど 
こ か に それ を 捨て な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 業界 の 最悪 の 事態 で す 
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が 、 す すぎ と 上 め る こと を 繰り 返す ナ プ ロ セス で ある 染色 は 、 水 道 と 周 
囲 の 環境 に 非常 に 有 奏 な 重金属 を 含む 流出 水 を 生み 出し ます 。 

有 毒 な 微量 元素 か ら 引 き 離 す 動き は あり ます が 、 そ れ ら を 安定 させ 
る た め の 技 術 は あり ませ ん 。 色 が 流れ な いよ うに する の は 金属 で す 。 
技術 は 、 本 質 的 に 、 新 し い 化学 プロ セス を 作り 出す た め に ゼロ か ら 始 
め る 必要 が あり ます 。 現 時 点 で は 、 現 在 の テク ノロ ジー か て で す 。 


Q. 耳 B. 氏 か ら N.A 氏 へ 

識 論 の 反対 側 に は 、 経 済 的 便益 が より 重要 で あり 、 環 境 的 な 損害 を 
上 回 る と 信じ る 人 々 が いま す 。 別 の 見 方 を どの よう に 売り 込み ます 
か ? 


ANA. 氏 か ら 

費 者 を 納得 させ る の が 難し い の と 同じ くら い 、 政 策 の 観点 か ら 消 
費 者 と 議論 する こと は さら に 困 尋 で す 。 発 展 途上 国 は 産業 の 柳 子 を 登 
ろう と し て いて 、 彼 ら は 彼ら が 引き 付け る こと が で きる 産業 を 見 て い 
ます 。 最 近 、 私 は 経済 開発 発表 会 に 行き 、 パ キス タン 政府 主催 の 発表 
会 で 、 青 年 ボ パ や キス タン の オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン の 成長 で 起こ っ て い 
る 素晴らし いこ と に つい て 話し まし た 。 彼 は 、 政 府 が 農民 に 経済 的 機 
会 を 提供 し 、 人 々 を 貧困 か ら 解 放す る た め に 、 牙 府 が どれ だ け 背 後に 
ある の か に つい て 語り まし た 。 あ な た は それ に つい て 、 ど の よう に 議 
玲 す る こと が で きま すか ? それ は 非常 に 複雑 な 問題 で す が 、 以 下 は 、 
私 が 学生 に それ を 説明 する 方 法 で す 。 私 は 全体 的 な 利益 が 、 ま だ 全体 
的 な 負 の 影響 を 上 回 る こと が で きる 社会 的 に 最適 な 商業 活動 に つい て 
話し ます 。 し か し 社会 的 最適 性 が 凌 租 さ れ て いる も の が ある 場合 は 、 
社会 的 最適 性 に 関連 する 利益 を 凌 角 す る こと は 公平 で は な いた め 、 灯 
小 す る こと が で きる と 言っ て も まっ た く 問 題 あ り ま せん 。 ハ イス トリ 
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ー ト スト ア Zara の 創設 者 、 ア マン シオ ・ オ ル テ ガ (Amancio Ortega) 
は 742 億 ドル の 推定 純資産 を 持つ 地球 上 で 2 番目 に 裕福 な 男 で あり 、 
彼 が その 742 億 の 少な く と も 70 な し で 生き る こと が で きた の で す 。 そ 
れ ゆ え 、 こ れ は 社会 的 最適 を 超え た 男 の 例 で す 。 Zara の 利益 は 、 バン 
グラ デシ ュ の 労働 者 の た め の 旨 用 に は 入っ て いま せん 。 Zara の 利益 は 、 
企業 の 柄 子 を 上 が っ て 、 不 思 議 な 利益 率 を 生み 出し て いる の で す 。 


Q.。 耳 B. 氏 か ら N.A 氏 つ 

し ば らく の 間 、 廃 棄 物 と リサ イク ル に 焦点 を 当て る こと は 、 消 費 者 
の 意識 の 中 に あり まし た が 、 な ぜ 大 きか な 改善 が な され て いな い の で し 
よう か 。 


A.。 NA. 氏 か ら 

小売 業者 が より 透明 に な り 、 規 制 機関 と 協力 し て 規制 を 執行 する と 
いう 2025 年 の イニ シア チ プ が あり ます が 、 執 行 する 規制 が な いと いう 
こと は 、 表 立っ て 言わ れ て いま せん 。 そ れ が 難し い 部 分 で す 。 春 1 
つい て の 合意 に 達する こと は あり ませ ん 。 ガ イド ライ ン は 漠然 と し て 
お り 、 す べ て の 政府 は 水道 内 の 有毒 廃棄 物 の 安全 な レベ ル に つい て 独 
自 の 解釈 を 持っ て いま す 。 地 方 自治 体 の 裁量 は 環境 に と っ て 大 き な 問 
題 で す が 、 ど の よう に し て 発展 途上 の 機関 を 有 し 、 民 主 的 関与 、 代 表 
お よび 遵守 に 従う 主権 お よび 国家 を 侵害 し ます か 。 そ れ で も 、 こ れ ら 
の 国々 は 西側 に 目 を 向け 、 私 た ちか ら 学 ん で いま す が 、 米 国 は 世界 で 
最大 の 汚染 者 の 1 つ で す 。 企 業 は 自分 た ちの 工場 を どこ に 置く か を 検 
討 し て いま す 。 サプライ チェ ー ン 、 時 間 枠 、 彼 ら は 何 を する 必要 が あ 
る か を 知っ て いて 、 ま だ それ を し て いま せん 。 


Q 耳 B. 氏 か ら N.A 氏 へ 
エコ ファ ッ シ ョ ン は どの よう に 市 販 さ れ て いま すか ? 
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ANA 氏 か ら 

エコ ファ ッ シ ョ ン を 取り 巻く 情報 は 増え て いて 、 人 々 が 買う も の と 
の 関連 性 は 高まっ て いる こと が 知ら れ て いま す 。 消 費 者 は 、 最 終 的 に 
は 、 環 境 に 配慮 し て いれ ば 、 レ ー ベ ル に 表示 され て いる も の に 注意 を 
払う こと に な る の で 、 レ ー ベ ル が 「 環 境 に 優し い 」 と 言っ て いれ ば 、 
消費 者 に と っ て 、 そ れ は 素晴らし いこ と な の で す 。 誰 も が 自分 た ち が 
環境 を 破壊 し て いる 製品 を 購入 し て いる と いう こと を 知り た く あ り ま 
せん 。 誰 も が 自分 た ち が し て いる こと に は 、 意 識 的 な 選択 が 含ま れ て 
いる と 感じ た と たい の で す 。「 こ れ ら の 服 の 製造 と 製造 の 実際 の 現実 が 、 
依然 と し て 非常 に 有 毒 な プロ セス に 従っ て いる と き に 、 エ コ フ ァ ッ シ 
ョ ン の 推進 に ほとん ど 共 護 し て いる 」 と いう グリ ー ン ピー ス に よる 一 
連 の 報告 に 裏付け られ て いま す 。 し た が っ て 、 私 の 最近 の 議論 の ポイ 
ント は 、 環 境 に や さ し い と は どう いう 意味 な の か に つい て の 誠実 な 会 
話 と 、「 環 境 に や さ し い 」 ま た は 「 持 続 可能 な 」 と いう 用 語 に の み 関 
連 す る ブラ ンド の 改善 へ の 疑問 で す 。 


Q. 耳 B. 氏 か ら N.A 氏 へ 
「 オ ー ガ ニッ ク 」 と 「 リ サイ クル 」 と いう 用 語 を どれ だ け 信 じ る べ 
き で し ょ うか 。 


ANA. 氏 か ら 

何 か が 有機 織 維 か ら 作ら れ て いる 場合 、 統 合 生産 の わずか 6% し か 
改善 され て いな いこ と を 意味 し 、 残 念 な が がら 、 有 機 プ ロ セ ス が さら に 
水 を 多く 消費 する た め 、 土 壌 が 通常 量 の 3 倍 、 帯 木 居 を 犠牲 に し て 、 
農薬 が 少な く な っ て いる こと が わか り ま す 。 リ サイ クル に つい て は 、 
私 は クリ スマ スカ ー ド を 一 度 だ け リ サイ クル で きる と いう 理由 で 、 私 
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に クリ スマ スカ ー ド を 送ら な いよ うに し て いま す 。 で す が 、 そ の よう 
な 会 話 は あな た の 戦い の 伝統 を 人 々 が すでに 知っ て いる と 思う の で 難 
し いで す 。 商 取引 が 危険 に は さらさ れる の で 、 肖 費 者 は 特定 の こと を 言 

れ て いま せん 。 天 然 繊 維 を リサ イク ル す る こと が で き な い と 言う と 
人 人 々 は と て も ショ ッ ク を 受け ます 、 そ し て 、 い つも 戻っ て くる 質問 は 

「 ど うし て 『 リ サイ クル し て くだ さい 』 と 言っ て いる の で すか ?」 で 
す 。 よ り 長 い 新 し い 成 長 と この プロ セス は 、 さ ら な る シン ギン グ 、 再 
マー セル 化 と 漂白 に 関連 し て いま す 。 衣 服 を リサ イク ル す る こと は 、 
環境 の た め に 209% 以 下 の 改 善 に し か な り ま せん 、 そ し て 、 そ れ は 一 度 
だ け 行 われ る こ と が で きま す 。 現 在 、 綿 を リサ イク ル す る グリ ー ン な 
方 法 は あり ませ ん 。 


0 了 B. 氏 か ら N.A 氏 へ 
肖 費 者 は 今 何 が で きる の で し ょ うか ?. 


ANA. 氏 か ら 

私 が 人 々 に 言 お うと し て いる こと は 、 規 模 を 縮小 し て 節水 する こと 
で す 。 より 良い 選択 を する こと で す 。 あな た は H&M と Zara で 購入 し な 
けれ ば な り ま せん か ? 服 の 受託 と 再 利用 が 増え て き て お り 、 そ れ は 科 
単に で きる こと で す 。 す べ て を ビニ ー ル 袋 に 入れ る の が 便利 だ と 以前 
は 考え られ て いま し た が 、 過 去 5 年 間 で 、 法 律 は それ ら に 価格 を 付け 
る こと に よっ て ビニール 袋 の 使用 を 茜 止ま た は 制限 し まし た 。 大衆 は 
この 規制 て きま し た 、 そ し て 、 そ れ が 何 か が ある 点 に 達する と 
き 、 そ れ は 変化 が 起こ る こと が で きる こと を 証明 し ます 。 人 々 は 持続 
可能 性 と 環境 を 気 に し ます が 、 主 な 人 口 統計 は 12 一 17 歳 な の で 、 金 曜 
の 夜 に 子供 が 衣服 に お 金 を か ける た め に モー ル に 行く の を 防ぐ た め に 、 
10 代 の 若者 と 会 話す る の は 困難 で す 。HRM が 彼ら の 衣服 ライ ン と の 意 
識 的 で 持続 可能 な 議論 に 違反 し て いる の は 嬉し いで す 。 た だ し 、 純 粋 
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に 2 つの 履 性 に 基づい て 持続 可能 な も の に ラベ ル を 付け る こと は で き 
ませ ん 。 痕 費 者 は 、 オ ー ガ ニッ クニ コッ トン を 購入 し て 、 古 着 を リサ イ 
クル する こと で 問題 が 解決 する じ て い ます 。 そ れ は H&M が 正直 に 
話さ な い で あり 、 メ ッ セ ー ジ を 環境 に 優し いも の に する こと は 、 
監視 員 、NG0、 活 動 家 の 責任 で す 。 


Q. 耳 B. 氏 か ら N.A 氏 へ 
ここ か ら ど こ に 行き ます か ? 


ANA 氏 か ら 

科学 者 が 既存 の プロ セス を 置き 換え る た め の 助成 金 を 求め る イン セ 
ン テ ィ ブ を 促進 する た め 、 会 話 は 非常 に 重要 で す 。 マ ー モ ル 化 の 代 特 
唱 が 必要 で す が 、 問 題 は 、 酸 と 塩基 と の 提 互 作用 な し に 、 ど の よう に 
し て 級 維 を 柔軟 に する こと が で きる か と いう こと で す 。 そ れ は 私 た ち 
が 始め る こと が で きる 場所 で す 。 全 国 レ ベル で より 衝 明 性 と 明快 さ を 
備え た 規制 が 確実 に 必要 と され て いま す 。 毒 性 と 環境 規制 に 関し て 、 
政府 に ガイ ドラ イン を 与え る 世界 銀行 の よう な 多国 籍 機関 か ら の 明確 
な ガイ ダン ス も また な され る 必要 が ある も の で す 。 世界 的 な 合意 が な 
され る 必要 が あり ます 。 そ れ は 、 侵 害 が 起訴 され る 可能 性 が ある 、 毒 
性 、 政 策 お よび 規制 構造 に 関す る コン ツー シア ム の 一 種 で す 。 も ちろ 
ん 、 そ れ は 非常 に 複雑 で 簡単 に は 売れ ませ ん 。 将来 的 に は 、 た っ た 6 
パー セン ト で は な く 、60 パー セン ト の 改善 が 見 込ま れる 、 真 に 実行 可 
能 な 環境 に 優し い 素材 の ファ ブリ ッ ク と 製造 プラ ント フォ ー ム が ある 
こと を 昭 っ て いま す 。 繊 維 開 発 と 浄水 技術 に は 学術 的 な 関心 が た くさ 
ん 向け られ て いま す 。 業 界 を 見 て いる 毒性 の 科学 界 は 、 そ れ を 非常 に 
真剣 に 受け 止め て いま す 。 次 の ステ ッ プ は 、 商 業 的 に 実行 可能 な ビジ 
ネス ・ モ デル を 作成 する こと で す 。 
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5. 上 記 の イン タ ヴ ュー の まとめ 
同じ 内 容 の 操り 返し の よう に 思え る か も し れ な い が 、 本 稽 の 論旨 を 

フォ ロー し レ て し き や す く する た め に 、 本 節 で は 、 敢 えて 、 以 上 の 

イン レタ ヴュー 内 容 を まとめ た うえ で 、6 節 に お いて 、 筆 者 の 見 解 を 側 

漆 に 述べ る 。 

① ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の 母国 プル ガリ ア は 、 綿 花 の 織物 の 遺産 
や 産業 と の 大 き な つ な が り は な い 。 そ れ に も か か わら ず 、 ブ ル ガ リ 
ア は 繊維 工場 へ の 対外 直接 投資 で 第 2 位 の 国 で ある 。 環 境 調達 
(environmenta] soureing) を も っ と も 重要 視 す る アン ゲロ フ 氏 は 、 
この こと に 着眼 し 、 繊 維 工 場 の 向かっ て いる 方 向 を 調べ た 。 そ の 結 
果 、 水 質 汚染 や 他 の 環境 間 題 の 証拠 を 見 つけ た の で ある 。 

② 1992 年 の カー ル ・ ラ ガー フェ ルド と の イン タ ヴ ュー の 中 で 、 彼 は 、 


類 は 低 価格 で 販売 され る よう に な っ た 。 コミ ケー ショ ン と サ プ 
ライ チェ ー ン 管理 の 改善 も 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 向上 、 和 動 
的 な 購買 の 促進 、 お よび 小売 業 の ビジ ネス ・ モ デル へ の 過剰 な 刺激 
を も た らし た 。 

⑨ 天然 織 維 、 主 に 木 綿 を 糸 に 変え る 業界 の 最前 線 に ある プロ セス は 、 
最も 泰 性 の 高い プロ モス で ある 。 温 式 法 、 す な わ ち 、 サ イジ ング 、 
シン ギン グ 、 精 練 お よび マー セル 化 は すべ て 、 ア ルカ リ 、 酸 、 塩基 
お よび 湖 白 剤 を 使用 し て 組 維 を 柔軟 に する 別々 の 工程 を 有 し て いる 。 
それ ゆえ 、 技 術 は 、 本 質 的 に 、 新 し い 化学 プロ セス を 作り 出す た め 
に ゼロ か ら 始 め る 必要 が ある 。 

④「 政 府 が 農民 に 経済 的 機会 を 提供 し 、 人 々 を 貧困 か ら 解 放す る た め 
に 、 政 府 が どれ だ け 背 後に ある の か 」 と いう パキスタン の 青年 の 発 
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表 に お ける 問い か け に 対し 、 ア ン ゲ ロフ 氏 は 「 社 会 的 最適 性 が 凌 夫 
され て いる も の が ある 場合 は 、 社 会 前 最適 性 に 関連 する 利益 を 潜 紛 
する こと は 公平 で は な いた め 、 縮 小 す る こと が で きる と 言っ て も ま 
っ た く 問 題 は な い 」 と 答え る と いう 。 

⑤ 小売 業者 が より 笑 明 に な り 、 規 制 機関 と 協力 し て 規制 を 執行 する 
と いう 2025 年 の イニ シア チ プ が ある が 、 執 行 する 規制 が な いと い 
うこ と は 、 表立っ て 言わ れ て いな い 。 米 国 は 世界 で 最大 の 汚染 者 の 
1 つ で ある 。 企業 は 自分 た ちの 工場 を どこ に 置く か を 検討 し て いる 。 
サプライ チェ ー ン 、 時 間 枠 、 彼 ら は 何 を する 必要 が ある か を 知っ 
て いて 、 ま だ それ を し て いな い 

⑥⑯⑥ レー ベル が 「 環 境 に 優し い 」 っ て いれ ば 、 消 費 者 に と っ て 、 
それ は 素晴らし いこ と な の で ある 。 誰 も が 自分 た ち が 晒 境 を 破壊 し 
て いる 製品 を 購入 し て いる と いう こと を 知り た く は な い 。 私 の 最近 
の 議論 の ポイ ント は 、 環 境 に や さ し い と は どう いう 意味 な の か に つ 
いて の 設 実 な 会 話 と 、「 民 境 に や さ し い 」 ま た は 「 持 続 可 能 な 」 と 
いう 用 語 に の み 関 連 す る ブラ ンド の 改善 へ の 疑問 で ある 

⑦ 天然 繊維 を リサ イク ル す る こと が で き な い と 言う と 人 々 は と て も 
ショ ッ ク を 受け る 。 衣 服 を リサ イク ル す る こと は 、 環 境 の た め に 
209% 以 下 の 改善 に し か な ら な い 。 そ し て 、 そ れ は 一 度 だ け 行 われ る 
こと が で きる 。 現在 、 綿 を リサ イク ル す る グリ ー ン な 方 法 は な い 。 

⑱ 消費 者 は 、 オ ー ガ ニッ クコ ッ ト ン を 購入 し て 、 古着 を リサ イク ル 
する こと で 問題 が 解決 する と 信じ て いる 。 そ れ は H&M が 正直 に 話さ 
な い 会 話 で あり 、 メ ッ セ ー ジ を 環境 に 優し いも の に する こと は 、 監 
視 員 、NGO、 活 動 家 の 資 任 で ある 。 

⑲ マー セル 化 の 代 符 品 が 必要 で ある が 、 間 題 は 、 酸 と 塩基 と の 相互 
作用 な し に 、 ど の よう に し て 繊維 を 柔軟 に する こと が で きる か と い 
うこ と で ある 。 そ れ は 私 た ち が 始 め る こと が で きる 場所 で ある 。 次 
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の ステ ッ プ は 、 商 業 的 に 実行 可能 な ビジ ネス ・ モ デル を 作成 する こ 
と で ある 。 


6. 上 記 の イン タ ヴ ュー に 対す る 筆者 の 見 解 

以上 の 項目 に つい て の 筆者 の 見 解 を 述べ る 。 

我々 の 衣 生活 に お いて は 、⑤ の 「 小 売 業者 が より 途 明 に な り 、 規 制 
機関 と 協力 し て 規制 を 執行 する と いう 2025 年 の イニ シア チ ブ が ある 」 
の は 素晴らし いと され て いる 。 だ が 、 執 行 する 規制 が な か いと いう こと 
は 、 表 立っ て 言わ れ て いな い 。 ま た 、⑥ の 「 環 境 に や さ し い 」 ま た は 
「 持 続 可能 な 」 と 言っ て いれ ば 、 消 費 者 に と っ て 、 素 晴らし いこ と と 
され て いる 。 さ ら に 、⑧ の 消 旨 者 は 、 オ ー ガ ニッ クコ ッ ト ン を 購入 し 
て 、 古 着 を リサ イク ル す る こと で 間 題 が 解決 する と 信じ て いる 。 

日 に 言っ て 、 我 々 の 衣 生活 に お いて 、 こ れ ら の 常識 と され て いる 
こと が 、 実 は 常識 で は な く 、 ア ン ゲ ロフ 博士 は 、 こ の 常識 を くつ が え 
すこ と か ら 始 め て 、 真 に 環境 に や さ し い ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の ビ 
ジネス ・ モ デル を 構築 する 必要 性 を 説き 、 具 体 的 政策 の 立案 に 取り 組 
みつ つ あ る の で ある 。 

そこ で 、 ア ン ゲ ロフ 博士 の 著作 を 丁寧 に 読ん で 、 難解 な 用 語 を 調べ 
て 、 本 書 の 内 容 を 分 か りや すく ご 紹介 させ て いた だ きた い 。 文系 の 服 
飾 研究 者 で ある 筆者 に と っ て 、 こ の 仕事 は 実に 難解 で 、 男 気 の いる 仕 
事 で ある 。 家 政 学 博士 と し て 、 真 琶 な 気持 ち で 取り 組む 所 存 で ある 。 
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アメ リカ の 今日 の 衣服 産業 に 見 られ る 問題 点 
ーー ニュ レイ ・ ア ン ゲ ロン 氏 の 著作 の 序章 か ら 一 


まず 、 ア ン ゲ ロフ 氏 は 、 褒 章 の 冒頭 で 、5 人 の 学者 の 言説 に 基づい 
て 、 世 界 の 産業 に お ける 衣服 産業 の 位置 づけ を 行っ て いる 。 

「 表 料 産業 は 、 現 代 世界 で 最大 か つ 最 も ダグ ロー バル 化 さ れ た 最も 重 
要 な 産業 の 1 つ で ある 。」 「 ほ と ん どの 国 が 国内 消費 だ け で な く 、 
国際 的 な 織物 お よび アバ レル 市 場 全体 の た め に 衣料 品 を 製造 し て いる 
た め 、 こ れ は 最も グロ ー バ ル な 産業 の 1 つ で ある ⑰。」「 国 家 産 業 の 
高度 化 に お ける その 遺産 の た め 、 間 違い な く 最 も 重要 な 産業 の 1 つ で 
ある 。 固 定 費 が 低く 、 沈 働 集約 的 製造 業 に 重点 が 思 か れ て いる た め 、 
衣料 品 輸出 の 伸び は 、 工 業 化 の 時 代 を 先導 する 産業 政策 の 1 つ で ある 
eo 」 

次 に 、 こ の よう な 衣服 産業 の 位置 づけ を 踏ま えて 、 ポ リプレ ンド の 
開発 、 そ の 製造 に お ける 技術 的 効率 の 向上 が も た ら す 織物 の 価格 設定 
の 下降 傾向 、 そ の 生態 学 的 影響 の 増大 に 言及 し て いる 。 

引き 続き 、 フ ァ ッ ショ ン と 衣服 と い う 従 来 の 衣服 層 の 分 離 が 消滅 し 、 
ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン に 一 元 化 さ れる よう に な っ た こと が 語ら れ て 
いる 。 

さら に 、 ア メリ カ の 人 気 テ レビ 番組 Project Runway の 例 を 挙げ て 、 
「 シ ョ ー で は 、 フ ァ ッ ショ ン 性 の 高い デザ イン の 分 野 で 、 競 合 他社 は 
150 ドル (また は それ 以下 ) の 生地 の 予算 で 衣服 を 作成 する 。 審 査 員 
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人 一 導 第 2 斉 アメ リカ の 人 日 の 衣服 産業 に 見 られ る 問題 
ーー ニュ レイ ・ テ アン ゲロ フ 氏 の 著作 の 序章 か ら 一 
た ち は 、 予 算 内 に 滞っ て いる 間 、 あ る い は 予算 を 下回っ て も 、 作 品 が 
高価 に 見 えた と き に 競技 者 を 賞 其 する 」 と 述べ て 、「 ま すま す 高 まる 
品質 と 、 ま すま す 下 が る 価格 を も た ら す 能力 は 、 フ ァ ッ ショ ン の 成功 
へ の 鍵 で ある ⑲」 と 語っ て いる 。 
だ が 、 こ の よう な ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 成功 の 裏 に は 、 次 の よ 
うな 恐る べき 貞 害 が ある こと が 指摘 され る 。 
「 フ ァ ッ ショ ン は 今や 『 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン 』 で あり 、 多 く の 
人 々 に よっ て 創造 され 、 多 く の 人 々 に よっ て 促進 され 、 す べ て の 人 々 
に よっ て 楽し まれ て いる 。 この 新しい ファ ッ シ ョ ン の 現実 は すべ て 、 
手頃 な 価格 、 つ まり 安価 な 生地 で 作ら れ た 手頃 な 価格 に 基づい て いる 。 
この 手頃 な 価格 は 不快 な 秘密 を も た ら す 。 大 衆 へ の ファ ッ シ ョ ン の 
普及 を 可能 に する これ ら の 安価 だ が 高 品 質 の 布地 の 製造 は 、 他 の どの 
工業 製品 より も 品目 ご と の 毒性 の 高い 化学 物質 の 汚染 を 引き 起こ す 。 
世界 銀行 の 推計 に よれ ば 、 全 世 界 の 水質 汚濁 の 20% は 、 織物 染色 の 流 
出 過 程 、 お よび 天然 (大 部 分 は 木綿 ) の 布地 の すす ぎ 中 に 発生 し て い 
る W。 」 
「 上 述 の プロ セス の 生態 学 的 影響 の 組み 合わ せ に より 、 繊 維 生産 、 
お そら く 大 量 消 費 の た め に 商品 を 生産 する 最も 汚染 の 大 きい 産業 部 門 
が 作ら れる 。 そ の 主張 を 裏付け る た め に 、 他 の 産業 と の 比較 分 析 を 可 
能 に する 実証 的 証拠 は ほとん ど な い 。 現在 の 推計 に よる と 、 淡水 汚染 
全体 で は 繊維 生産 が 農業 生産 に 次 ざと され て いる が 、 農 業 と は 異な り 、 
この よう な 現実 を 変え る た め の 方 法 は ほとん ど な い 。 テ キス タイ ル 生 
産 で は 、 汚 染 は 単に 問題 と し て 指摘 され て お り 、 そ れ が 議論 の 終り な 
の で ある 。 業界 全体 の 文 脈 で は 、 こ の 事実 は 厄介 で ある 。 衣 服 業 界 の 
分 析 に 生態 学 的 要素 が 含ま れる こと は ほとん ど な い た め だ ( ゆ 。」 
ここ に 引用 し た 「 こ の 手頃 な 価格 は 不快 な 秘密 を も た ら す 。 大 衆 … 
の ファ ッ シ ョ ン の 普及 を 可能 に する これ ら の 安価 だ が 高 品質 の 布地 の 
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製造 は 、 他 の どの 工業 製品 より も 品目 ご と の 奏 性 の 高い 化学 物質 の 汚 
染 を 引き 起こ す 。 世 界 銀行 の 推計 に よれ ば 、 全 世界 の 水質 汚濁 の 20% 
は 、 織 物 染色 の 流出 過程 、 お よび 天然 (大 部 分 は 木 編 ) の 布地 の すす 
ぎ 中 に 発生 し て いる 」 と いう 言説 に は 、 非 常に 重い も の が ある 。 ア ン 
ゲロ フ 氏 の 論理 に は 、 手 頃 な 価格 と 毒性 の 高い 化学 物質 の 汚染 は 、 常 
に 表裏 一 体 の 関係 に ある と いう 冷徹 な 目線 が あり 、 本 書 は 、 そ の 実態 
を 実に 鋭く 指摘 ・ 解 明 し て いる 。 

そし て 、 庁 章 は 次 の 言葉 で 締め ぐ く られ る 。 

「 サ プラ イチ ェ ー ン と 生産 管理 は 、 即応 性 か ら 俊敏 性 、 収 益 性 に 至る 
まで 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の メリ ッ ト を 高め る 。 農 業 経済 学者 は 、 
綿花 の 輸出 に 関連 する 生産 性 を 称 替 し て いる 。 貿易 の 専門 家 は 、 フ ァ 
ッ シ ョ ン や 関連 産業 に お ける 国際 貿易 の 増加 と 、 こ の 貿易 が 生み 出す 
富 を 称 替 し て いる 。 その 結果 、 表 料 品 の 生産 と 販売 は 常に 高まり 、 需 
要 と 消費 の 増大 に 拍車 が か か る 。 本 書 は 、 こ の 絶え 間 な く 増 大 する 消 
費 規 模 の 促進 の 倫理 に 疑問 を 投げ か け て いる り 。」 
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アメ リカ の 衣服 産業 の 
痢 の 世界 に お ける 諸 間 題 に 関す る 考察 


以上 に 要約 ・ 紹 介し た 序章 に は 、 本 書 で 提起 され 、 論 じ し ら れ て いる 
最も 根本 的 で 本 質 的 な 問題 が た 、 し っ か り と 縮 し て 記 り 込ま れ て いる 。 
第 1 章 以降 の 本 論 で は 、 庁 章 で 提起 され た 問題 が 、 さ ら に 細分 化 さ れ 
て 、 テ ー マ 別 に 、 よ り 深 く 、 よ り 専 門 的 に 論じ し られ て いる 。 

そこ で 、 筆 者 は 、 紙 幅 の 都合 に より 、 ア ン ゲ ロン 氏 の 著作 で 論じ し ら 
れ て いる 問題 か ら 、 以 下 の 間 題 を 取り 上 げ て 、 紹 介 ・ 考 察する こと と 
する 。 

1. 織物 加工 の プロ セス が 生態 系 に 及ぼ す 影 響 
・ 世界 質 易 機構 (WTO) の 水質 に 関す る ガイ ドラ イン と その 効果 
- 繊維 生産 に 関連 する 水質 汚 系 レベ ル の 研究 の 欠落 
・ 古着 の 行方 
・ エコ ファ ッ シ ョ ン の 社会 的 影響 
・ 購買 行動 を 左右 する も の 
. ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の 提言 


oOo ga AR o 


1. 繊 物 加 工 の プロ セス が 生態 系 に 及ぼ す 影 響 

QG) 内 容 組 介 

A. 布地 の コス ト と 衣服 の 価値 

アン ゲロ フ 氏 の 著作 の 根幹 部 を な す 、 綿 か ら 布 地 へ の 変換 が も ら す 
生態 系 へ の 影響 に つい て 、 以 下 に まとめ て 紹介 する 。 

最初 に 、 布 地 の コ スト と 衣服 の 価値 に 関す る アン ゲロ ン 氏 の 見 解 ま 
と め て お こう 。 
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「 布 地 の コ スト が 最終 的 な 衣服 の 価値 を 決定 する 。 な ぜ な ら 、 布 地 
は 、 特 定 の 衣服 の 特徴 の 高級 化 を 可能 に する 繊細 さ 、 品 質 、 お よび 独 
創 性 の 特徴 を 提供 する か ら で あ る 9?。」 

アン ゲロ フ 氏 は 、 こ の よう に 高級 な 布地 の 繊細 さ 、 品 質 、 お よび 独 
創 性 を 評価 し た 、 繊 維 生産 と 供給 の 生態 学 的 影響 に つい て 、 数 名 
の 研究 者 の 言説 に 基づい て 、 以 下 の よ うに 指摘 し て いる 。 

「 し か し 、 綿 を 布地 に 織り 込む こと も また 、 織 物 製造 中 の 流出 プロ 
セス に 起因 する 液体 汚染 物質 中 に 排出 され る 化学 汚染 物質 の た め に 、 
最も 生態 学 的 に 、 工業 生産 に 悪影響 を 及ぼ す ゆ 09。」「 さ ら に 、 化 学 
汚染 に よる 生態 系 の 損傷 は 、 直 接 燃料 費 の 高騰 お よび CO。 排 出 と いう 
形 で の 間接 的 な 汚染 の 影響 を 結果 する 。 そ し て 、 か な り 大 き な 世 界 的 
な 二酸化 炭素 排出 基 を 増加 させ る 。 世 界 最大 の 綿花 輸出 国 は 米国 で あ 
る た め 、 排 出 量 は 重要 で ある "9!。」 


B. 米国 輸入 法 の 優 明 原産 地 関 税 の 減税 の 問題 

以上 の よう に 、 綿 を 布地 に 織り 込む こと の 生態 学 的 な 悪影響 と は 
世界 的 な 規模 で の 二酸化 炭素 排出 量 の 増加 で ある こと を 指摘 し 、 引 き 
続き 、David Birnbaum と S.S. MacDonald の 言説 に 依拠 し て 、 米 国 輸入 
法 の 優遇 原産 地 関 税 の 減税 の 問題 へ と 議論 を 進め て いる 。 

「 し か し 、 ア メリ カ は その 綿 を 実際 に 輸出 し て いる の で は な く 、 む 
し ろ 一 時 的 に 海外 に 移し て 加工 し て いる 。 実際 に は 、 輸 出さ れ た 米国 
産 の 未 加工 綿 の 80% 以 上 が 既製 服 の 形 で 米国 に 戻っ て くる "9。 」「 そ 
こ で は 、 平 均 的 な 綿 ヴ ェ ー ル が アメ リカ で 栽培 され 、 イ ンド で 生地 に 
加工 され 、 中 国 で 縫製 され る 。 そ し て 、 最 終 的 な 販売 の た め に 米国 に 
再 輸入 され る 。 S.S.MacDona1d? 等 は 、 米国 へ の 全体 的 な 繊維 の 輸入 
と 比較 し て 、 綿 ペー ス の 輸入 の 比較 的 高い 量 を 示し て いる 。 問題 は 、 
これ ら の 綿 ペ ベー ス の 輸入 品 は 、 実 際 に は 輸入 品 で は な いと いう こと で 
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ある 。 な ぜ な ら 、 そ れ ら は 、 編 績 や 製 織 の た め に 海外 の 織 物 工場 に 出 
荷 さ れ た アメ リカ 産 の 綿 か ら 織 られ た 布地 だ か ら で あ る 。 これ は 、 米 
国 輸入 法 の 優遇 原産 地 関 税 の 免除 が 、 ひ どい イン セン ティ ブ の 形 で 生 
みみ 出す こと が で きる と いう 結果 を 裏付け る 証拠 で ある ゆ 。」 


C. 布製 造 の 湿式 プロ セス 

アン ゲロ フ 氏 は 、 織 物 加工 の 3 つの 主要 な 工業 的 作業 、 す な わ ち 、 
紡糸 、 製 織 、 仕 上 げ の 環境 、 お よび 、 健 康 へ の 影響 を 指摘 し て いる 。 
「 紡 糸 は 主 に 乾式 処理 を 伴い 、 騒音 お よび 粉塵 汚 染 を 発生 させ る 。 紡 
績 は 、 環 境 に 関し て は 最も 影響 の 少な い 段 階 で ある と 考え られ て いる 
が 、 労 働 者 に と っ て 非常 に 有害 で ある 。 平均 的 な 繊維 工場 で は シャ ト 
ルル ー ム を 使用 し て いる が 、 こ れ は 100 dB (デシ ベル ) と いう 高い 騒 
音 レ ベル を 引き 起こ し 、85dB と いう 最高 の 安全 限度 を 超え て いる "9⑲」 

次 に 、 ア ン ゲ ロフ 氏 は Chaturvedi と Nagpal の 研究 ⑳ に 基づい て 、 
最も 深刻 な 環境 問題 は 、 布 製造 の 温 式 仕上 げ 工程 に 関連 し て いる と 述 
べ て 、 そ の 詳細 が 、 次 の よう に 展開 され る 。 そ の 内 容 こ そ 、 本 書 の ハ 
イラ イト を 成 し て いる 。 人 箇条 書き に し て 、 解 説 を 要約 ・ 紹 介する 。 


【 湿 式 プ ロ セ ス 】 

主 な 温 式 プ ロ セ ス は 、 凛 白 、 マ ー セ ル 化 、 お よび 要 色 で あり 、 こ れ 
ら は さま ざま が 廃棄 物 組 成 を 持つ 廃液 を 生み 出す 。 
① 凛 自 

綿 は 織 ら れる 前 に 、 漂 白 する 必要 が ある 。 
② マー セル 化 

それ は マー セル 化 さ れ て いる 。 マ ー セ ル 化 は 、 渡 白 し た 繊維 を 水 酸 
化 ナ トリ ウム 浴 に 浸し 、 次 に それ ら を 酸性 浴 中 で 中 和 す る 方 法 で ある 
⑳①D。 すべ て の 綿 を マー セル 化す る 必要 は な い が 、 こ の よう に 処理 され 
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た 有 地 は 菜 色 に 対し て より よく 反応 し 、 綿 / ポ リエ ステ ル 混 紡 の 製造 に 
使用 され る た めで ある 。 
⑨ 紡 系 、 素 色 

縄 が マー セル 化 さ れる と 、 そ れ は 系 に 紡が れ 、 そ れ か ら 布 に 織 られ 、 
次 に 染色 され る 。 製 織 工 程 中 に 、 織 維 強 度 お よび 剛性 を 付与 する た め 
に デン プン が 布 に 適用 され 、 大 量 の 工業 用 デン プン を 含有 する 廃水 が 
も た ら さ れる 。 紡糸 工程 の 開 、 は 、 通常 、 デ ンプ ン を 固化 し 、 糸 か 
ら 織 ら れ て いる 様々 な 布地 の 織 度 お よび 耐久 性 を 規定 する 一 次 染 料 お 
よび 化学 物質 を 適用 する 湿 符 プロ セス を 通し て 、 繊 度 お よび テク スチ 
ャ ー に つい て 処理 され る 。 


【 製 織 工程 

また 製 織 工 程 で は 、 合 成 織 維 を 混紡 し て 多 混紡 織物 を 作る こと が で 
きる 。 混合 プロ セス は 、 また 熱 集約 的 で あり 、 そ の 結果 、 大 量 の 温水 
が 局所 的 な 分 水 界 に 放出 され る 。 

製 織 後 、 生 地 は パタ ー ン 仕様 に 基づい て 染色 され る 。 これら の 布地 
仕上 げ 工程 で は 、 よ り 多く の デン プン 、 水 酸化 ナトリウム 、 お よび 化 
学 染料 が 使用 され る 。 湿 潤 剤 、 酸 、 ア ルカ リ 、 お よび 染料 の 量 と 種類 
は 、 最終 製品 の 品質 と 望ま し い 精 製 方 法 に よっ て 異な る ②@。 布地 の 品 
質 が 高けれ ば 高い ほど 、 そ の 結果 と し て の 価格 が 高けれ ば 高い ほど 、 
製造 工程 は より 化学 的 に 集中 する 。 


【 湿 式 プ ロ セ ス の 環境 へ の 悪影響 
湿式 法 は 製造 の 最も 重要 な 構成 要素 で あり 、 染 色 お よび 仕上 げ の 
様々 な 工程 、 な ら び に 高 品質 の 石油 化学 製品 の 使用 の た め に 大 量 の 水 
を 必要 と する 。 し ば し ば 、 採 用 され た 方 法 は 非 効率 的 で ある 。 世 界 の 
染料 の 総 生産 量 の 159% 以 上 が 布地 の 染色 中 に 和 失 わ れ て いる ⑳。 平 均 し 
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て 、 生産 され る 織物 1 トン あたり 200 トン の 水 が 使 用 きれ る “9。 使 用 
済み の 水 は 化学 物 質 が 多く 含ま れ て お り 、 深 刻 な 環境 へ の 軍 威 を も た 
ら す 。 化合 物 、 金 属 、 お よび 有害 物質 は 、 流 出 プ ロモ セス で 排出 され な 
けれ ば な ら な い 。 そ れ ら は 識 維 工場 周辺 の 水域 か ら 広 い 地域 の 地下 水 
系 へ と 移動 し 、 生 態 系 全体 の 毒性 に 影響 を 及ぼ すぐ ⑳。 


(⑫) 筆者 の 見 解 

ここ で は 、 最 も 深刻 な 環境 問題 は 、 肌 製造 の 湿式 仕上 げ 工程 に 関連 
し て いる こと が 強調 され 、 湿式 プロ セス の 詳細 な 解説 が 行わ れ て いる 。 
この 内 容 は 本 書 の ハイ ライ ト を 成 し て いる 。 文系 の 筆者 に と っ て 、 こ 
記さ れ た 内 容 を 分 か りや すく 、 正 確 に 紹介 する の は 、 筆者 の 使命 
で ある と いう 自覚 の も と に 、 真 馬 な 気持 ち で 取り 組ま せ て いた だ いた 。 
この よう な 情報 こそ 、 消 費 者 に 周知 ・ 徹 底 し な けれ ば な ら な いと 確信 
する 。 そ れ は 、 ま さ に アン ゲロ フ 氏 が 本 書 で 上 厳し く 指摘 され て いる 研 
完 者 の 使命 で あり 、 役 割 で あろ う 。 


2 . 世界 貿易 機構 (WTO) の 水質 に 関す る ガイ ドラ イン と その 効果 
この 問題 に つい て の アン ゲロ フ 氏 の 見 解 を 以下 に まとめ た うえ で 、 
筆者 の 意見 を 簡潔 に 述べ る 。 
(1) 内 容 紹介 
世界 銀行 は 、 繊 維 製 造 中 に 排出 され る 72 の 有害 元素 を 特定 し て いる 。 
それ ら の うち 30 は 精製 プロ モス で 扱う こと が で き な い 。72 の 毒性 元 
素 の うち 42 の み が 、 そ れ ら の レベ ル が 最小 化 さ れる が 排除 され な い 導 
分 精製 プロ セス と な っ た も の を 通過 する こと が で きる ⑳。 世界 買 易 
機関 (WTO) は 排出 量 の ガイ ドラ イン を 定め て いる が 、 各国 は 自由 に 独 
自 の 規制 構造 を 確立 し 、 許 容 排出 量 レ ベル を 決定 し 、 監 視 と 執行 措 暫 
を 実施 する こと が 自由 で ある “7。 
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WTO の 水質 基準 は 、 集 計 基 塗 と 特定 の 化学 物質 の 最大 許容 濃度 に 分 
類 さ れる 。 集計 尺度 は 、p 値 (流出 液 の 酸性 度 ま た は アル カリ 度 を 決 
定 する ) 、 温 度 、 生 物 学 的 酸素 要求 量 (B0D) 、 化 学 的 酸素 要求 量 (COD) 、 
総 懸 滴 固 形 物 (TSS) また は ろ過 不可 能 な 残留 物 、 総 溶解 固形 分 (TDS) 、 
お よび 色 で ある 。 し か し 、 世 界 銀行 は 、 こ れ ら の 最大 許容 温度 、COD、 
TSS お よび TDS レベ ル へ の 準拠 を 記録 また は 追跡 し て いな い 。 代 わり 
に BOD メトリクス を 追 須 す る 。 テス ト し や すい か ら で あ る 。 BOD レベ 
ル の 推定 に 必要 な テス ト は 1 つ だ け で ある 。 TSS お よび TDS テス ト で 
は 、 負 、 カ ドミ ウム 、 ま た は 水銀 レベ ル を 推定 する た め に 、 各 元素 を 
一 度 に 1 つ ず つ テ スト する 必要 が ある 。 こ の よう な テス ト は 費用 が か 
か る た め 、WTO は それ を 個々 の 政府 に 委任 し て 実施 する 。 WTO ガイ ドラ 
イン を 遵守 する こと は 会 員 資 格 の 条件 で ある が 、 遵 守 し な いこ と は 排 
除 の 条件 で は な い 。 各国 が ガイ ドラ イン に 違反 し て いる こと が 判明 し 
た 場合 、 組 織 に 課さ れ た 備 凡 的 な メカ ニズム は な い 。 頼り の 道 は 、 原 
告 国 が 中 反し て いる 国 に 対し て 公式 の 若 情 を 申し 立て る こと で あり 、 
問題 の 非 遵守 政策 が 重大 な 貿易 の 歪み を も た らし た と いう 証拠 を 提供 
する 。 そ の よう な 主張 が 柚 境 の 不適 合 の 苦情 に 基づい て WT0 に 提出 さ 
れ た と いう 証拠 は な い 。 


(②) 筆者 の 見 解 
次 に 、 筆 者 の 見 解 を 述べ る 。 

「 世 界 質 易 機 関 WTO) は 排出 基 の ガイ ドラ イン を 定め て いる が 、 各 
国 は 目 由 に 独自 の 規制 構造 を 確立 し 、 許 容 排出 量 レ ベル を 決定 し 、 監 
視 と 吾 行 措置 を 実施 する こと が 自由 で ある 」 の は 、 国 まかせ で 、 自 由 
度 が あり すぎ る 。 「BOD レベ ル の 推定 に 必要 な テス ト は 1 つ だ け で あ 
る 」 と いう 実態 は 、 改善 の 余地 が ある 。 TSS お よび TDS テス ト は 、 鉛 、 
カド ミウ ム 、 ま た は 水銀 レベ ル を 推定 する 重要 な テス ト で ある 。 コ ス 
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ト が 高く て も 、 手 を 抜く べき で は な い 。 こ れ ら は 、 ま ぎれ も な く 身 体 
に 影響 を 及ぼ す 汚 染 泊 で ある 。 

ちな み に 、 日 本 の 四 大 公害 の うち 、 イ タイ イタ イ 病 は カド ミウ ム が 、 
水俣 病 は メチ ル 水 銀 化 合 物 が 原因 で ある 。 


3. 繊維 生産 に 関連 する 水質 汚染 レベ ル の 研究 の 欠落 

Q①) 内 容 紹 介 

アン ゲロ フ 氏 は 、 織 物 と 衣料 品 の 製造 の 正確 な 内 訳 を 区 別 す る こと 
は 不可 能 で ある こと に つい て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

「 織 物 と 衣料 品 の 製造 の 正確 な 内 訳 を 区 別 す る こと は 不可 能 で あり 、 
すでに 示さ れ た 数 少な い 例 を 除け ば 、 全 体 的 な 尺度 が 重要 で 分 析 に 値 
する と し て も 、 国 お よび 年 ご と の 一 貫 し た 測定 基準 は 利用 で き な い 
@」 

また 、 汚 染 レ ベル に 関す る デー タ を 示し 、 以 下 の よ うに 解説 し て い 
る 。 

「 表 1 が 示す よう に 、 多 く の 国 が 汚染 レベ ル を 世界 銀行 に 報告 し て 
いる 。 この プロ ジェ クト の 微 底 的 な 調査 は 2009 年 に 始ま っ た 、 そ し て 
信頼 で きる 測定 基準 は 特定 で き な か っ た 。 し か し 、 そ れ で も 問題 が あ 
る 場合 、 い くつ か の デー タ 近 似 が 利用 可能 で あり 、 デ ー タ が 記録 され 
て いる 国 は 表 2 に 含ま れ て いる (②⑳。」 


「 デ ー タ は 、 他 の すべ て の 製造 業 部 門 と 比較 し て アパ レル 業界 全体 
が どの よう に 変化 し た か 、 織 物 生産 に 関連 する 汚染 レベ ル が どの よう 
に 変化 し た か 、 そ し て どの 国 が 外国 投資 家 に と っ て 比較 的 難 力 的 に な 
つた か を 明らか に する 。 そ の 結果 、 プ ブルガリ ア 、 ト ルコ 、 カ ン ボ ジア 
の 3 カ国 の み が ア パレ ル 生 産 に 比較 的 依存 する よう に な っ た こと が わ 
か っ た ⑳。」 
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本 稿 第 2 章 第 2 節 で 「 私 の 母国 で ある ブル ガリ ア は 、 織 維 工 場 へ の 
対外 直接 投資 で 第 2 位 の 国 で ある と 述べ た 報告 に は 、 非 常に ニニ ー ク 
な デー タ ポ イン ト が ある こと に 気づき まし た 。」 と いう フリ ー ラ ンス 
の ライ ター の ジェ シカ ・ ブ プラ シン トン 氏 Jessica Brassington) と の イ 
ンタ ヴュー に お ける アン ゲロ フ 氏 の 回 答 に 言及 し た 。 確 か に 、 表 2 か 
ら 、 ブ ル ガ リ ア 、 ト ルコ 、 カ ン ボ ジア の 3 カ国 の み が ア パレ ル 生 産 に 
比較 的 依存 する よう に な っ た こと が 明らか で ある 。 

表 1 か ら 「33 の 繊維 輸出 大 手 の う ち 、 汚染 レベ ル を 上 昇 さ せ た 国々 
は 、 比較 的 多く の 外国 企業 を 引き 付け る こと が で きた ぐり 」 こ と が 明 ら 
か で ある 。 こ れ ら の 表 は 「 外 国人 投資 家 は 、 繊維 製造 か ら の 汚染 排出 
物 が 比較 的 多く 、 年 々 増加 する パタ ー ン を 持っ て いる 国 を 好 ん だ こと 
を 示唆 し て いる ⑳⑫。」 

「 テ キス タイ ル 製 造 か ら の 汚染 の 増加 も また 重要 で ある と いう 事実 
に は 、2 つの 意味 が ある 。 1 つ は 、 地 元 の 化学 物質 を 利用 で きる 可能 
性 が ある た め に 、 こ の 2 つの 分 野 の 産業 上 の つなが り が 、 非 常に 近い 
角 維 製造 の 利点 で ある と いう こと で ある 。 他 の 解釈 は 、 化 学生 産 は 繊 
維 染 料 か ら 医薬 品 、 冶 金 学 、 農 業 に 至る まで の 多く の 工業 生産 の 中 核 
で ある た め 、 化 学 工業 の 成長 は 経済 的 多様 化 の 成長 を 示 嘆 し て いる と 
いう こと で ある 。 この 2 番目 の 解 息 は 、 直接 投資 (FDI) と 衣料 品 生産 と 
の 間 の 統計 的 に 有意 な 関係 が 、 全 製造 業 に 占め る 割合 と し て 裏 付け ら 
れ て いる ⑳。」 

「 水 質 汚濁 レベ ル の 上 昇 は 、 統 計 的 に 有意 な だ け で な く 、 直 接 投 次 
増加 の 最も 強い 予測 因子 に も な る 。 それ ら の 効果 は 非常 に 強い の で 、 
地元 の アバ レル 業界 の 規模 を 外国 人 投資 家 の 野 力 の 要素 と し て 覆い 央 
し て いる 。 ま た 重要 な の は 、 そ れ ほ ど ひ どく は な い が 、 繊 維 製造 か ら 
の 汚染 で ある 。 そ の 意味 する と ころ は 、 衣 料 品 の 国際 貿易 が 自由 化 さ 
れる と 、 環 境 調達 の 要因 が 生産 者 に と っ て 非常 に 重要 に な り 、 投 資 を 
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増やす 場所 を 選択 する 際 に 、 地 域 産業 へ の 逆 方 向 の つなが りか ら 直 
接 的 な 費用 対 効 果 が 得 ら れる こと で ある ⑳⑩。」 

テア ング ゲロ フ 氏 は 、 こ れ ら の デー タ を 踏ま えて 、 企 業 の 社会 的 責任 に 
つい て 、 次 の よう に 重大 な 問い か け を 行っ て いる 。 
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「 こ れ ら の 事実 は 、 企 業 の 件 会 的 責任 に つい て 多く の 疑問 を 投げ か け 
て いる 。 そ の よう な 否定 的 な 現実 が 、 安 価 な 衣類 の 生産 と 消費 の 増加 
に 基づく 経済 的 利益 を 中 心 に 徐々 に 発展 し て いる こと は 矛盾 し て いる 。 
ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 到来 と と も に 直接 費 を 低く 抑え る イン セン 
ティ ブ が 高まっ た た め 、 業 界 の イン サイ ダー が 社会 的 費用 の 問題 を 提 
起 し な か っ た こと は 驚く べき こと で ある 。 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 
促進 が 深刻 な 生態 系 の 被害 を 引き 起こ す イ ン セ ン テ ィ ブ を 生み 出す と 
いう 、 産 業界 や 細 境 保護 活動 家 か ら の いく つか の 厄介 な 区 告 に も 関わ 
ら ず 、 今 日 まで の アバ レル 商品 の 価格 は 、 依 然 と し て 低 価格 の まま で 
ある ⑳。」 上 記 の 言説 を 簡潔 に まとめ る な ら ば 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ シ 
ョ ン の 到来 と と も に 直接 費 を 低く 抑 を る イン セン ティ ブ が 高まり 、 フ 
テス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 促進 は 、 深 刻 な 生態 系 の 被害 を 引き 起こ し た 
が 、 驚 くべ きこ と に 業界 の イン サイ ダー は 、 社 会 的 費用 の 問題 を 提 
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起 し な か っ た と いう の で ある 。 つ まり 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン に 起 
因 す る 生態 系 の 被害 に 対し て 、 企 業 は 社会 的 南 任 を 果たし て いな い の 
で ある 。 

引き 続き 、 ア ン ゲ ロフ 氏 は 、4 人 の 研究 者 の 研究 に 基づい て 、 ア パ 
レル の 製造 過程 の 細分 化 が 、 ア パレ ル 製 造 の 生 能 学 的 影響 の 研究 の 欠 
落 を 生み 出し て いる こと を 次 の よう に 指摘 し て いる 。 要 約 * 紹 介する 。 

アパ レル の 製造 は 非常 に 細分 化 さ れ て いる た め 、 製 造 者 も 顧客 も ア 
パレ ル の 製造 過程 で 嘩 境 の 悪化 が どの よう に し て いつ 起こ る の か に つ 
いて あま り 理 解 し て いな い ⑳。 そ の た め 、 綿 の 栽培 か ら 収 穫 、 合 成 繊 
維 の 製造 、 洗 濯 、 手 入れ 、 そ し て 衣服 の 廃棄 まで 、 製 造 過 程 の どこ に 
で も 生態 系 の 損傷 が 発生 する 可能 性 が ある 。 し か し 概して 、 生 態 学 的 
影響 は 研究 の 本 体 で は 扱わ れ て いな い 。 そ の 理由 の 中 に は 、 圧 倒 的 多 
数 の 楽 界 調査 が 顧客 満足 度 に 関す る 調査 に 基づい て いる と いう 事実 が 
ある か も し れ な い 。 

テン ゲ ロフ 氏 は 、 以 上 の 見 解 を 踏ま え を て 、 ナ バレ ル 関 連 の 以下 に 列 
挙 し た 3 つの カテ ゴリ ー に 関す る 研究 の あり 方 と 問題 点 を 具体 的 な 研 
究 文 献 を 取り 上 げ て 、 人 科 潔 に ポイ ント を まとめ て いる 。 

冒頭 で 、 次 の よう に 述べ られ る 。 

「 部 外 者 に と っ て 、 そ し て 生産 管理 スベ シャ リス ト に と っ て さえ 、 
アバ レル バリ ュー チェ ー ン に お ける 別々 の 生産 リン ク は 、 互 い に 比 較 
的 独立 し て 存在 する よう に 見 える か も し れ な い 。 お そら く こ れ ら の 理 
由 の た め に 、 シ ステ ム 全 体 に 対す る 統合 的 研究 の 著しい 欠如 が ある 。 
研究 の 焦点 は 明らか に 、 次 の 主 な カテ ゴリ ー に 分 けら れる (7」 

以下 3 つの ポイ ント を 要約 ・ 紹 介する 。 


① イン プッ ト 分 析 
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織物 生産 に 関す る 文献 は 、 主 に 農業 経済 学 、 農 学 、 質 易 規 制 、 お 
よび 綿 の 成長 と 質 易 お よび 繊維 の 製 織 に 焦点 を 当て た 技術 進歩 の 分 野 
に 網羅 され て いる 。 この 分 野 の 研究 の ほとん ど は 、 特定 の 研究 を 除い 
て 、 和 需要 し て いる 研究 は めった に な く 、 需 要 を 推進 する 要因 に 
つい て の 洞 窪 を 提供 する も の は は る か に 少な い 。 い くつ か の ケー ス で 
は 、 需要 が グロ ー バ リゼ ーション の 影響 を 受け て いる と いう 結論 が 出 
され た が 、 そ の 説明 は めった に 行わ れ て いな い 。 


② ファ ッ シ ョ ン の 生産 お よび 運営 管理 

ファ ッ シ ョ ン の 暗 入 お よび 商品 化 、 プ ラン ド の 拡大 、 物 流 、 お よび 
統合 マー ケティング に 関す る 文献" き (⑩。 これ ら の 一 連 の 研究 で は 、 
級 維 生産 一 の 言及 が 著しく 欠如 し て お り 、 低 価格 を 賛美 する こと 以外 
に 、 言 及 す る 必要 の ある も の は 何 も な いこ と を 示し て いる 。 布地 は 安 
価 で 、 さ ま ざ ま な 種類 が ある 必要 が ある 。 製造 方 法 は 製造 管理 者 の 関 
心 事 で は な い の で ある 。 


③ ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ン 

ファ ッ シ ョ ンカ テ ゴ リ ー、 フ ァ > ン 半 新 、 フ ァ ッ ショ ン 知 的 財 
産 権 、 フ ァ ッ ショ ン デ ザイ ン 、 フ ァ ッ ショ ン ・ プ ロモ ーション に 関す 
る 文献 OO の 9(。 これら は 、 芸 術 的 な ファ ッ シ ョ ン シ ス テム に 関す る 
研究 が 中 心 を 占め て お り (排他 的 で は な い が 、 例 えば Pesendorfer 

(1995) 0⑲ は ミク ロ 経 済 学 の 論文 で ある る) 、 こ れ ら の 分 野 は 織物 生産 
また は 小売 商品 化 に つい て は ほとん ど 言 及 し て いな い 。 た だ し 、 い ず 
れ も 顧 客 の 好み や 好み に 関す る 洞察 を 提供 する 。 

次 に 、 学 者 の 研究 の あり 方 に 対す る テン ゲロ フ 氏 の 見 解 に 注目 し た 
い @⑯。 以 下 に 、 要 約 ・ 紹 介する 。 
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学者 は 主題 専門 家 の 一 種 に 過ぎ な い 。 学 者 は 自分 の 専門 分 野 に 専念 
し 、 フ ァ ッ ショ ン 経 済 学 の シス テム 全体 の 複雑 さ を 彼 ら の 仕事 に 組み 
入れ な い 。 そ れ ゆ え 、 そ れ は 業界 の 専門 家 が その 複雑 さ を 理解 し て い 
な いこ と を 意味 する わけ で は な い 。 

最も 重要 な こと は 、 学 者 の メッ セー ジ は 、 優 れ た 運用 上 の 知識 を 通 
し て 、 生 産 の 直接 費 を 削減 し 、 よ り 低 い コ スト を 消費 者 に 渡す こと が 
で きる と いう こと で ある 。 こ れ は 、 ハ イエ ンド か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ 
ショ ン へ と ファ ッ シ ョ ン を 下方 に 回 転 させ る ろ ス パイ ラル で ある 。 管理 
的 に 直接 費 を 削減 し 、 低 価格 の 導入 と 奨励 を 通じ て 消費 者 に その プロ 
セス の 成功 を 促進 する スパ イラ ル 。 こ の よう に し て 、 産 業界 は 需要 の 
増大 ボ 高 汚染 の 秘密 を も た ら す と いう 不快 な 真実 を 了 し て いる 。 

業界 の 専門 家 と は 異な り 、 学 者 た ち は フ ァ ッ ショ ン の 商品 化 と 製造 
業 の 研究 の 連鎖 の 中 に 本 当 に 孤立 し て 存在 する た め 、 学 界 は ファ ッ シ 
ョ ン 消 費 の 生態 学 的 影響 に 対す る この 沈黙 を 疑う こと は な い 。 し た が 
つっ て 、 綿 の 栽培 か ら 収 穫 、 天 然 お よび 合成 繊維 の 製造 、 完 成品 の 製造 、 
まで 、 衣 類 製造 プロ セス の あら ゆる 段階 で 発生 
に つい て は 説明 され て いな い 。 

注目 を 集め て いる の は 、 購 入 後 の 主 に 洗濯 、 手 入れ 、 お よび 廃棄 の 
処理 で ある 。 Cline (2012) ⑲ は 、 表 料 品 使用 の 最終 段階 に 焦点 を 当 
て て いる が 、 そ ね れ 以 前 の 段階 も 環境 問題 の 一 因 と な っ て いる こと に 注 
意 を 要する 。 こ こ で 紹介 する 例 は 、 農 業 用 水 の 使用 か ら 洗濯 や 衣服 の 
世話 まで 、 主 に 水 の 使用 に 関す る も の で ある 。 Levi's リー パイ ス の 
ジー ンズ は また 、 持 続 可 能 な 製品 の ライ ン を 紹介 する 際 に 、 水 問題 に 
包 時 され た 。 彼 ら の 場合 、「 持 続 可 能 」 と は 、 顧 客 に ジー ンズ を 洗濯 
し な いよ うに 頼む こと に よっ て 水 の 使用 量 を 減ら すこ と を 奨励 する こ 
と 、 つ まり 「 ノ ー ウ ォ ッ シュ ジー ンズ 」 を 意味 する 。 問題 は 、 こ の 最 
終 段 階 で の 責任 が 最終 消費 者 に 課さ れ 、 生 産 プ レイ ヤー か ら 取 り 除 か 
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れる こと で ある 。 す で に 説明 し た よう に 、 そ れ は 小売 業者 主導 の 産業 
で ある 。 生 産 チェ ー ン の イン セン ティ ブ に 生態 学 的 な 精査 が な い 限 り 、 
生産 効率 の 理解 に は 環境 へ の 影響 は 含ま れ な い 。 そ し て 便利 な 言い 訳 
は 、 シ ステ ム が 立つ に は 複 条 す ぎる と いう こと で ある ⑰。 


(⑫) 筆者 の 見 解 
アン ゲロ フ 氏 に よる と 、 研 究 者 の 研究 の 傾向 は 、 次 の 3 点 に 要約 さ 
れる と いう 。 
① 織物 生産 に 関す る 学者 の 研究 で は 、 特 定 の 研究 を 除い て 、 需 要 に 
言及 し て いる 研究 は めった に な く 、 和 需要 を 推進 する 要因 に つい て 
の 洞 宗 を 提供 する も の は は る か に 少な い 。 
② ファ ッ シ ョ ン の 生産 お よび 運営 管理 の 分 野 の 学者 の 研究 で は 、 布 
地 は 安価 で 、 さ ま ざ ま な 種類 が ある 必要 が ある が 、 製 造 方 法 は 製造 
管理 者 の 関心 事 で は な い の で ある 
⑬ ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ン 分 野 の 学者 の 研究 で は 、 繊 物 生産 また は 小 
売 商品 化 に つい て は ほとん ど 言 及 し て いな い 。 た だ し 、 い ずれ ゃ 顧 
客 の 好み や 好み に 関す る 洞 祭 を 提供 する 。 
これ ら の 傾向 と 先 に 紹介 し た 研究 者 の 研究 の あり 方 に 関す る アン ゲ 
ロフ 氏 の 見 識 あ る 見 解 か ら 、 改 め て 、 研 究 者 の 社会 的 役割 と 責任 を 考 
えさ せら れる 。 
我が国 で も ユニ クロ や ワー クマ ン に よっ て 、「 ノ ー ウ ォ ッ シュ ジー 
ンズ 」 が 奨励 され 、 技 術 開発 に 多く の 優秀 な 人 材 と 多額 の 資金 が 投入 
きれ て いる 。 こ の よう な 現状 は 見 直さ れ な けれ ば な ら な い 。 


4. 古着 の 行方 
本 項 で は 、 ア ン ゲ ロフ 氏 の 著作 に 拠っ て 、 古 着 の 行方 に つい て 、 秘 条 
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書き に 紹介 する 。 本 項 の 最後 に 、 筆 者 の 見 解 を 付記 する 。 注 は アン ゲ 
ロフ 氏 が 参照 し た 文献 名 と 掲載 ペー ジ で ある 。 
(1) 開発 途上 国 へ の 古着 の 輸出 の 実態 

開発 途上 国 へ の 古着 の 輸出 は 、 そ れ ら の 輸入 が 競争 力 の 問題 に 与え 
る 影響 の た め に 、 研究 全体 を 生み 出し て きた 。1970 年 代 初頭 以来 、 西 
欧 の 中 古 衣料 品 は 途上 国 に 輸出 され 、 地 元 の アバ レル セク ター の 発展 
を 放 か す よ うな 量 に な っ て いる 。 


(?) 発展 途上 国 に お ける 織物 産業 へ の 影響 と 古着 の 輸入 の 禁止 

それ に 応じ て 、 一 部 の 薬 展 途上 国政 府 は 、 彼 ら の 国内 の 織物 産業 を 
保護 する た め に 古着 の 輸入 を 禁止 し て いる ⑳。Hansen (1999) "⑲ は 、 
これ ら の 輸出 額 は 、 1990 年 代 半ば まで に 古着 が サハ ラ 以 南 の アフ リカ 
全域 へ の 米国 の 6 番目 に 大 きい 輸出 を 構成 する よう に な っ た と 説明 し 
て いる 。 こ の 統計 は 、 商 品 、 食 料 品 、 機 械 類 、 商 業 用 機器 、 そ し て 、 
原 綿 を 含む すべ て の 輸出 品 を 指し て いる の で 驚異 的 で ある 。 


(3) 古着 商取引 の 独自 の 市 場 構造 

ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 時 代 に お ける 中 古 ア パレ ル 商 品 化 の 影響 
を 調べ て 、Brooks と Simon (2012) は 、 古 着 商取引 に は 異な る 市 
場 構造 が ある こと を 示し て いる 。 販 売 が 委託 販売 店 で 行わ れる 正式 な 
市 場 に 加え て 、 商 業 活動 の 大 部 分 は プラ ッ ク マ ー ケ ッ ト ま た は グレ ー 
マー ケッ ト と も 呼ば れる イン フォ ー マ ル マー ケッ ト で 行わ れる 。 こ れ 
ら の 市 場 は 、 さ ま ざ ま な 理由 か ら 、 法 制度 に よっ て 規制 され て いな い 。 
リサ イク ル ア バ レル に 関す る 文献 で 言及 され て いる アフ リカ 系 アメ リ 
カ 人 の よう な 発展 途上 国 で は 、 ほ と ん どの 商業 活動 に 非 公式 の 市 場 構 
造 が 存在 する (Claudio " り .Hansen 9) 。Brooks と Simon (2012) 9 
は 、 ア パレ ル 業 界 に お いて は 、 貧 困 な アフ リカ 諸国 に お いて 、 非 常に 
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強力 で 違法 な 輸入 取引 が 行わ れ て いる 様子 を ボ し て いる 。 地 元 の ( 彼 
ら が 外資 系 、 国 内 、 ま た は 合 久 事業 を 間 わ ず ) 生産 者 は 、 地 元 の 消費 
者 の た め に 服 を 生産 する こと に 集中 し て いな か っ た 。 その た め 、 地 元 
の 消費 の た め に 古着 を 輸入 する イン セン ティ ブ が 増え 続け て いる 。 


(3) 輸入 古着 の 発展 途上 国 で の 流通 の プロ セス 

アン ゲロ フン 氏 は 、 輸 入 古 着 の 発展 途上 国 で の 流通 の プロ セス を 、 
Abimbola “9 と Walters⑳ の 言説 に 基づい て 、 以下 の よう に まとめ て い 
る 。 

古着 に は 製造 コス ト が か か ら な いた め 、 こ れ ら の イン セン ティ プ ブ は 
最初 か ら 高 いも の で ある 。 その 商取引 は 最小 限 の 目的 変更 に 基づい て 
お り 、 し た が っ て 、 利 益 を 上 げ る 上 で の 値上げ は 重要 で ある 。 
Abimbola“9 は 、 再 供給 の プロ セス に つい て 説明 し て いる 。 こ れ は 、 世 
界 の サプライ ヤー に よっ て 行わ れ て いる 。 衣 料 品 は 選別 工場 で 選別 さ 
れる 。 選 別 工場 は 、 寄 テ 贈 ま た は 廃棄 され た 衣料 品 を 前 処理 し 、 そ れ を 
分 類 し て 販売 者 に 販売 する 施設 で ある 。 販売 は 衣服 の 品質 に 基づい て 
施設 を 再 利用 する 商業 所 有 者 に よっ て 促進 され る 。 

次 の ステ ッ プ は 、 独 立 し た 輸入 業者 が ヴェ ー ル を 購入 し 、 そ れ を 開 
発 途上 国 の 個々 の 店 に 転売 する こと で ある 。 事実 上 、 古着 商取引 の 地 
理 的 特性 の 話 を 続け て 、Walther (2014) り は 、 そ の ほとん ど が アフ 
リカ で 行わ れ て いる と 説明 し て いる 。 そ こ で は 、 輸 入 業 者 は 中 古 衣料 
の 望ま し い 市 場 に 到達 する た め に 2 つの 大 き な 課 題 に 直面 し て いる 。 
その た め 、 全 体 的 に 進化 し た 非常 に 複雑 な 越境 プロ セス が 続い て いる 。 
ーー つ は 貯蔵 と 輸送 の た め の 物 理 的 イン フラ スト ラク チャ ー の 欠如 で あ 
る が 、 も う 一 つ は 中 古 衣料 品 の 輸入 を 禁止 する 特定 の 国々 に お ける 市 
場 保護 政策 の 存在 で ある 。 そ の 結果 、 古 着 の 流通 に 独自 の サブ プ コ マー 
ス を 生み 出す 複雑 で 長い 輸送 チェ ー ン が 生ま れ た の で ある 。 
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この よう に 述べ た 上 で 、 な ぜ 古 着 の 商取引 が 発展 途上 国 の 地域 経済 
の ダイ ナミ クス に お いて 重要 で ある の か を 示す た め 、 上 記 の 古着 の 流 
通 の プロ セス を 理解 する こと の 重要 性 が 強調 され る 。 


(5 ) 発展 途上 国 の 人 々 の 稼ぎ と 衣料 品 へ の 支出 の 実態 

次 に 、 発 展 途上 国 の 人 々 の 稼ぎ と 衣料 品 へ の 支出 の 実態 に 言及 し て 
いる 。 

発展 途上 国 の ほとん どの 人 は 1 日 に 1 ペニー し か 稼げ な い の で 、 食 
料 や 衣服 な どの 必需 品 に 費やす こと の で きる 金額 は 最小 限 で ある 。 
Baden と Barber (2005) ⑨ は 、 一般 的 な 貧 還 レベ ル の た め に 、 人 人口 の 
90% が 古着 に 依存 し て いる と 主張 する ガー ナ の 例 を 提示 し て いる 。 非 
常に 未 発達 な 国々 で は 、 平 均 的 な 人 の 服装 消費 ニー ズ を 満た す 古 着 、 
靴 、 お よび 上 着 が 使用 され て いる (Abimbola"9。 Brooks 9。 Brooks 
と Simon, Hanson, Wyndick9 ら ) 。 地 元 の 大 基 生 産 の た め に 地元 の 衣 
料 品 製造 業者 が 新しい 衣服 の 製造 に 従事 する こと は 非常 に 不利 で ある 。 
際立っ て 貧し い 低 開発 の 国々 に お ける 古着 の 需要 は 、 こ れ ら の 人 々 を 
中 心 に 非常 に 高い 。 古 着 は 欧米 の ブラ ンド の も の で ある と いう 事実 か 
ら も 高い 9。 こ れ は 需要 の 文化 的 特徴 で あり 、 世 界 的 な 文化 に 属し た 
いと いう 願望 に 関連 し て いる 。 これら を 所 有する こと は 、 彼 ら の 自然 
で 比較 的 気 し い 環境 より も 高い 社会 的 成功 を 示す か ら で あ る 。 

国 が 貧困 に な れ ば な る ほど 、 そ の 平均 的 な 消費 者 の 購買 カ は 低下 し 、 
そし て 購買 力 は 現地 の 製造 業 に お ける 最小 の 製造 コス ト を 負担 する 正 
式 な 市 場 の 限界 を 下回る こと が 多い 。 

欧米 の 買い 物 客 が 衣類 や 靴 の 購入 頻度 を 増やす に つれ て 、 古 着 の 商 
取引 は 増え 続け て いる 。 Cline (2012) が ファ スト ファ ッ シ ョ ンコ 
ング ロマ リッ ト の 販売 量 に 関す る 多く の デー タ を 注意 深く 追跡 し 、 示 
し て いる よう に 、 平 均 的 な 西欧 の 買物 客 が 1 年 間 に 購入 する 衣服 の 量 
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は 1990 年 代 の 数 倍 で ある 。 平均 的 な 欧米 の 買い 物 客 が 捨て る 衣服 の 
量 は 比例 し て いる 。 その 結果 、 古 着 の 貿易 量 が 劇 的 に 増加 し た “9。 

米国 は 最大 の 輸出 国 で あり 、 毎 年 50 万 トン を 超え る 古着 を 100 カ国 
以上 に 発送 し て いる ⑲。 2 番目 に 大 きい 国 は イギリス で 、Brooks⑳ 
に よる と 2011 年 に 319.998 トン 輸出 され た 。Norris (2010) ⑳ に よ 
る と 、 輸 出さ れ た 英国 の 衣料 の 大 部 分 は イン ド に も た ら さ れ て いる 。 
Hansen (1999) ⑲ に よれ ば 、 輸 出さ れ た アメ リカ の 衣類 の 大 部 分 は ア 
フリ カ に 行き 着く 。 こ れ ら は 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン と ファ ッ シ ョ 
ン 浪 費 の 増加 と の 間 の 直接 的 な つなが り を 示し て いる た め 、 非 常に 重 
要 な 統計 で ある 。 

結局 の と ころ 、 ア メリ カ が 古着 の 最大 の 輸出 国 で ある と いう 
Haggblade"W と Hansen"9 に よる 主張 は 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 出 
現 と 急増 の 前 の 期間 に 起因 し て いる の で ある 。 

この 事実 は 、 今 日 の 英国 市 場 が 伝統 的 な プラ ンド の 小売 業者 で は な 
く 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 小売 業者 に よっ て 支配 され て いる た め 、 
ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン が アパ レル 廃棄 の 発生 率 を どの 程度 高め た か 
の 直接 的 な 証拠 で も る (Barn と Lea-Greenway, Bruce と Daly ぐ , 
Bruce ほか ⑳) 。Cline'9 は 、 自 称 の Fashionista か ら 環 境 保護 団体 
へ と 彼女 を 変 えた の は 、 ア バレ ル 廃 棄 物 の 二酸化 炭素 排出 量 だ っ た と 
説明 し て いる 。 

(《⑯) ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン が アパレル 廃棄 の 発生 率 を どの 程度 

高め た か 
新しい 衣服 の 製造 より も 、 む し ろ 衣 料 品 の 無駄 が 調査 の 焦点 で ある 

理由 は 2 つ あ る 。 1 つ は 衣料 品 ラ イフ サイ クル の 長い 供給 チェ ー ン で 
ある 。 綿 の 収穫 か ら 、 織 物 の 製造 、 衣 服 の 組み 立て 、 販 売 、 再 利用 、 
再販 まで 、 世 界 中 で 衣料 品 を 輸送 する こと は 、 商 業 輸送 で 行わ れる こ 
と が 多い た め 、 重大 な 環境 破壊 を 引き 起す 。 これ は 最も 排出 量 の 多い 
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図 第 二 部 3-| ケニア の 首都 ナイ ロビ の ダン ドラ 廃棄 場 か ら リ サイ ク 
ル 材 料 を 運ん で いる 女性 


交通 機関 の 一 つ で ある 。 し か し 、 文 献 で は あま り 議 論 さ れ て いな い が 
2 番目 の 、 そ し て お そら く よ り 重要 な 理由 は 、 使 用 済み 表 服 の 不当 な 
最終 処分 ( 図 第 二 部 3-1) が 、 廃 棄 物 管理 の 規制 基準 が ある と し て 
も ほとん ど な い 発展 途上 国 で 行わ れる た めで ある 。 (AIiU,HenryW 
ら 、Thomas-HopeW) 。 

その 結果 、 赤 性 の 観点 か ら 、 衣 類 テ ライ フサ イタ ル の 2 つの 最も 生態 
学 的 に 有害 な 段階 は 、 開発 途上 国 で 不 釣り 合い に 起こ る 。 第 一 段階 は 
服 の 生産 で 、 フ ァ ッ ショ ン 経 済 学 に お いて 最も 有毒 で 最も 対処 され て 
9 問題 で ある 。 第 一 段階 は 、 発 展 途 上 国 の 土壌 や 水路 で 
分 解す る 使用 済み の 衣類 の 最終 廃棄 で ある ぐ @。 


(7) 安い 服 の 過剰 消費 を 促進 する 倫理 的 側面 

これ ら の 理由 か ら 、Claudio,Cline 半 。Rosenthal 9。 Brooks9 
Hanson' 玖 の よう な 活動 家 は 、 安い 服 の 過剰 消費 を 促進 する 倫理 的 側面 
に 注意 を 向け て いる 。 そ れ は 過剰 消費 で あり 、 満 足す べき 明確 な 必要 
性 な し に 消費 する こと を 意味 し 、 そ れ は 説明 され た 注目 すべ き 量 の フ 
ァ アッ ショ ン 廃 棄 物 を 生み 出す 衣料 品 廃棄 の 高い 発生 率 に つなが る 。 過 
穫 道 費 の 文化 的 側面 を 再 検討 する と いう 要求 は 、 他 の 業界 で も 同様 に 
反響 が 見 られ る 。 


(8) 筆者 の 見 解 

発展 途上 国 へ の 古着 の 輸出 が 発展 途 に お ける 繊維 産業 に 大 き な 
彫 響 を 及ぼ し て いる 。 この 事実 は 見 過ごせ な い 。 そ の 背景 に は 、 古 着 
が 欧米 の プラ ンド も の で あり 、 開 発 途上 国 の 人 々 が 世界 的 な 文化 に 属 
し た いと いう 氷 望 が ある と いう 現実 も 考え させ られ る 。 だ が 、 何 より 
も 大 き な 驚 き は 発展 途上 国 の ほとん どの 人 々 は 、 一 日 に 1 ペニー し か 
稼げ な いた め 、 食 費 や 衣 服 に 費やす こと が で きる 費用 は 、 最 低 限 で あ 
る と いう 実に 痛ま し い 現 実 で ある 。 

発展 途上 国 で は 、 廃 棄 物 の 最終 刀 分 が 行わ むれ て いる と いう 。 そ の 実 
態 は 、 さ ら に 解明 され 、 公 開 さ れ 、 対 処 さ れ な けれ ば な ら な い 。 大 量 
生産 、 大 量 消費 、 大 量 廃棄 と いう 悪循環 は 、 断 ち 切 られ な けれ ば な ら 
な い 。 


5. エコ ファ ショ ン の 社会 的 影響 一 

アパ レル 分 野 で は 、 ヨ ー ロ ッ パ の エコ テッ クス 規格 や ヨー ロッ パ 最 
大 の 繊維 ・ ア パレ ル 企 業 (ELTAOO) の エコ ラベ ルイ ニシ ア チ ブ な どの プ 
ログ ラム の 実施 に お いて 、 ヨ ー ロ ッ パ が リー ダー と な っ て いる ⑳ 
(Birnbaum、2005) 。1993 年 と いう 早い 時 期 に 、 ド イツ は 2 つの エコ 
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ラベ ル を 導入 し た 。 (1) 消費 財 の 基準 を 定め 、 汚 錠 物 質 の 含有 量 が 少 
な いこ と を 示し た Markenzeichen Schastoffgeprufth Texti]ien (MUT) 、 
お よび (2) Markenzeichen Un welts chonende Textilien (MUT) 製 
造 工程 の 基準 を 設定 し た 。MUT は 、 す べ て の 加工 条件 が 空気 、 水 、 お 
よび 土壌 の 汚染 度 を 基準 に し て 分 析 さ れ た こと を 示し て いる 。 前 述 の 
よう に 、 つ い 最 近 、 ド イツ は エコ テッ クス 規格 を 導入 し た 。 生態 学 的 
観点 か ら 織物 を 評価 する た め の さ ま ざ ま な 基準 が リス ト さ れ て いる 。 
これ ら の 規制 政策 の 結果 と し て 、 コ バル トブ ルー や 硫黄 黒 の よう な あ 
る 種 の 染料 の 使用 は 、 ド イツ で は 完全 に 禁止 され て きた @⑳⑲ 。 し か し 
製品 の 選択 肢 と 多様 性 が 限ら ちら れ て いる な ら 、 小 売 販売 が 苦し むか も し 
れ な いと いう 恐れ の た め に 、 特 定 の 国 か ら の 抵抗 が ある 。 し た が っ て 、 
より 広範 な ヨー ロッ パ で は 、 コ バル ト プ ル ー と 硫黄 黒 で 染色 され た 織 
物 は 禁止 され て いな い 。 各国 は エコ スタ ンダ ー ド の 実施 方 法 に つい て 
裁量 権 を 持っ て いる 。 ヨ ー ロ ッ パ の アパ レル 製造 業 の 大 部 分 が 集中 し 
て いる スペ イン や イタ リア の よう な 国々 より も 、 よ り 豊 か な 国々 は よ 
り 茂 格 で ある 。 

織物 生産 に お ける 幸 性 は 、2 つの 上 料 を 禁止 する こと に よっ て は 、 
ほとん ど 対 処 で き て いな い 。 し た が っ て 、NMST や MUT な どの コー ド は 、 
ファ ッ シ ョ ン の 購入 者 に 誤っ た 安心 感 を 与え る だ け で ある 。 

織物 工場 で は 、 労 働 者 が 直面 する 健康 徴 害 は 、 通 常 、 駆 音 と 駐 音 公 
害 で ある 。 災 製 工場 で は 、 最 近 の バン グラ デシ ュ の 工場 火災 で 説明 さ 
れ て いる すべ て の 恐怖 が 存在 し て いる 。 その た め 、 自 主 的 な 行動 規範 
を 満た す 場 合 、 繊 維 施 設 で は 作業 条件 の 改善 は ほとん ど 行わ れず 、 大 
気質 、 設 備 、 さ ら に は 作業 負荷 の 点 で も 比較 的 良好 な 作業 条件 が 示さ 
れる 可能 性 が ある 。 し か し 、 規 制 構造 が 郊 行 され て いな い 場 合 、 同 じ 
工場 で 有毒 な 排水 を 排出 する こと を 未 チ ェ ッ ク の まま に する こと が で 
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きる 。 し た が っ て 、 労働 基 準 の 自主 的 な 遵守 規範 に は 、 環境 規制 の 尊 
守 は 含ま れ て いな い の で ある 。 


倫理 的 消費 に 関す る 現存 の 研究 を 要約 する と 、Joergens (2006) "9 
は 、 概 念 と し て 倫理 的 方 法 に 多く の 関心 が わる と 述べ て いる が 、 顧 客 
が より 大 き な 集 団 財 の た め に 彼ら 自身 の 収益 を 科 牲 に する か どう か は 
不明 で ある 。Beard (2008) "けが 説明 し て いる よう に 、 エ コ フ ァ ッ シ 
ョ ン は ファ ッ シ ョ ン 購 入 の 効用 レベ ル を 高め る の で 、 エ コ フ ァ ッ シ ョ 
ン 、 ま た は 倫理 的 ファ ッ シ ョ ン へ の 関心 が 高まっ て いる 。 し た が っ て 、 
エコ ファ ッ シ ョ ン は 社会 的 影響 を も た ら す 。 顧客 は 、 購入 が 単なる 自 
分 の 健康 以上 の も の に 影響 を 与え る と 信じ る な ら ば 、 購 入 に つい て も 
っ と 気分 が 良く な る 。 その 意味 で 、 エ コ フ ァ ッ シ ョ ン を 購入 する こと 
は 社会 政治 的 側面 を 持っ て いる (⑳。 環境 管理 は 政党 の 方 針 に 沿っ た 
政治 的 プラ ッ ト フ ォ ー ム に 含ま れる た め 、 エ コ フ ァ ッ シ ョ ン の 購入 は 
政治 的 声明 と な っ て いる ⑦⑳。 

それ に も か か わら ず 、 エ エコ ファ ッ シ ョ ン 販 売 は 依然 と し て 異常 で あ 
る 。 エコ ファ ッ シ ョ ン と 持続 可能 な 消 紅 の 概念 が 、 学 者 と 社会 活動 家 
の 間 で 生み 出さ れ て いる 。 これ は 興味 深い こと な の で 、 ビ ジネス 証拠 
は 、 ス タイ リッ シュ で ある た め に 社会 的 圧力 と 対 に な っ た 低 価格 で 顧 
客 を 誘 悪 する の で ある 。 


筆者 の 見 解 

エコ ラベ ル と は 、 地 球 環境 の 保全 に 役立つ と 認定 され た 商品 に つけ 
る マー ク の こと で ある 。 ドイ ツ で 始め られ た も の で 、 日 本 で は エコ マ 
ー ク と 呼ば れる 。 アン ゲロ フ 氏 に よる と 、 織物 生 産 に お ける 毒性 は 、 2 
つの 人 抹 料 を 禁止 する こと に よっ て は 、 ほとんど 対処 で き て いな い 。 し 
た が っ て 、WST や MUT な どの コー ド は 、 フ ァ ッ ショ ン の 購入 者 に 誤っ 
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た 安心 感 を 選 え る だ け で ある 。 常識 的 に 考え る と 「 エ コ フ ァ ッ シ ョ ン 」 
を 示す ラベ ル が つい て いれ ば 、 安 全 な 製品 だ と 思い 、 安 心して 購入 す 
る の が 、 消 費 者 の 心理 で あろ う 。 し か し 、 そ う で は な いと すれ ば 、 消 
費 者 は 「 環 境 に や さ し い 」 と は どう いう こと な の か 、「 持 続 可 能 」 と 
は どう いう こと な の か 、 学 習 す る 必要 が ある 。 果たし て 、 何 が 真実 な 
の で あろ うか 。 


6. 購買 行動 を 左右 する も の 
最も 環境 に 配 虎 し た ファ ッ シ ョ ン バ イ ヤー で さえ も 、 購 買 行動 を 左 

右 する の で ある 。 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン は 衝動 買い に 頼っ て いる 。 
ファ ッ シ ョ ン 小 売 業 は 一 般 的 に 、 特 動 購 買 モ デル を 採用 する こと に 向 
け て 清 進 的 な 傾向 を 開発 し た 。 こ の 事実 の 理由 は 歴史 的 な も の で あり 、 
裁量 支出 と 関係 が ある 。 米国 で 開発 され た 、 和 動 買い 小売 モデ ル は 、 
第 二 次 世界 大 戦後 に 徐々 に 増加 し て いる 可 処 分 所 得 と アメ リカ 人 の 裁 
量 支出 の 産物 で あっ た 。 Madhavaram and Laverie (2004) ①⑫ は 、Cloyer 

(1950) ⑰ に よる 衝動 購買 行動 の 精 級 な 定義 か ら 始め て 、 1980 年 代 に 
向け て の 科 動 購買 マー ケティング の 徹底 的 な 年 代 記 を 発表 し 、 そ の 出 
現 と 普及 を 追跡 し て いる 。 Clover は 、 売上 の 喪 失 に 対処 する た め の 戦 
略 を 理解 し よう と し て いる 何 百 人 も の 地元 の 小売 管理 者 に イン タ ヴ ュ 
ーー し た 。 そ の 結果 、 衝 動 が 販売 に 強く 影響 し て いる こと 、 そ し て これ 
ら の 衝動 は 小売 環境 に よっ て 刺激 され る 可能 性 が あり 、 し た が っ て 店 
内 で の 経験 の 影響 を 受け る こと が 明らか に な っ た 。 

調査 結果 に よる と 、 損 失 の 影響 は 特定 の 店 舗 で 小売 店 長 が 積極 的 に 
行動 を 起こ すこ と に よっ て 緩和 され 、 店 舗 内 で 強い 刺激 を 受け て いた 。 
その 概念 を さら に 進め て 、Applebaum (1951) 、 衝 動 行 動 が 自然 
の 感覚 が 非常 に 刺激 され た 環境 で より 顕著 で ある と 述べ た 。 
Applebaum の 調査 は 食料 品 店 の 衝動 買い に 関す る も の で あり 、 そ し て 、 
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店 の 匂い か 料 の 食物 の 試供 品 に 至る まで の 触覚 刺激 は 、 消 費 者 が 
計画 外 の 購 事 す る 強い 誘惑 を 与え る こと が 示唆 され た 。 

Clover (1950 年 ) ⑳ と Applebaum (1951 年 ) 9 に よる これ ら 2 
つの 研究 は 、 小 売店 の 環境 が 衝動 的 な 購買 の 決定 的 な 要素 で ある と い 
う 状 況 の 理解 の た め の 基礎 を 築く の で 、 精力 的 で ある 。 衝動 的 な 購入 
モデ ル の 2 つの コア ファ クタ ー は 、 (1) カス タマ ー サ ービス 、 つ まり 
予定 外 の 購入 を 促す 上 で の 小売 管理 の 役割 、 お よび (②) 店 舗 の 上 囲 気 、 
すなわち 、 装 飾品 、 宮 伝 用 の 助 剤 、 匂 い 、 味 、 お よび 店 内 の み で の 販 
売 お よび 製品 の 宣伝 な どの 宮 伝 され て いな い 「 発 見 」 で ある 。 


筆者 の 見 解 
顧客 が 、 衝 動 買 い を する こと 、 ま た 、 店 舗 の 環境 次 第 で 、 予 定 外 の 
買い 物 を し て し まう の は 、 わ が 国 の 消費 者 も 同じ で ある 。 


7. ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の 提言 9 

アン ゲロ フン 氏 は 、 最 終章 の 第 8 章 に お いて 、 本 書 を 総括 し て 、 彼 独 
自 の 提言 を 行っ て いる 。 そ こ で 、 彼 の 提言 の 要点 を まとめ る 。 

第 商品 の 購入 に 際 し て 、 顧 客 が 影響 を 受け る 情報 に つい て 、 
こう 途 べ て いる 。 

顧客 を 購入 先 に 向かわ せる た め の 意思 決定 プロ セス は 、 す べ て アパ 
レル の 特性 に つい て 説明 し て いる さま ざま な 情報 源 の 影響 を 受け る 。 
生態 学 的 な 被害 に つい て の 議論 が 欠け て いる の は 、 こ れ ら の 情報 源 に 
ある 。 

第 二 に 、 ア パレ ルプ ロモ ーション の あり 方 に つい て 、 こ う 述 べ て い 
る 。 

アパ ペレ ルプ ロモ ーション に お ける 情報 の 方 向 性 に 関す る 問題 が ある 。 
これ に は 2 つの 理由 が ある 。 一 つ は 、 ブ ラン ド 小 売 促進 の 一 方 的 な 遺 
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産 は 、 そ の 真実 を 消費 者 に 伝え る 動機 が な いこ と に ある 。 も う 一 つの 
理由 は 、 消 費 者 が 服 の 製造 方 法 を 理解 し て いな いこ と に ある 。 

第 三 に 、 ア パレ ル 商 品 の 汚染 を 軽減 する 技術 革新 分 野 の 不在 に つい 
て 、 こ う 述 べ て いる 。 

消費 者 は 、 ど の 商品 が 比較 的 汚染 を 激しく する か に つい て の 一 般 的 
な 考え を 持つ 傾向 が ある 。 こ れ は 、 公 害 防止 技術 の 製造 業者 が 、 競争 
上 の 優位 性 を 築く こと を 求め て 、 消 費 者 に 彼ら の 技術 革新 の 特徴 を 理 
解 さ せよ うと する た めで ある 。 

アパ レル プロ ダク ショ ン で は 、 そ の ダイ ナミ ッ ク は 存在 し な い 。 主 
な 理由 は 、 汚 染 を 軽 滅 する 技術 の 開発 に を 注い で いる 、 テ キス タイ 
ル 製 造 に お ける 真 の 技術 草 新 分 野 が 存在 し な いこ と に ある 。 テ キス タ 
イル 生産 に お ける 技術 革新 は 、 高 品質 、 高 選択 、 低 コス ト の 生地 を 生 
産 す る こと に 集中 し て いる 。 ポ リブ レン ド と し て 知ら て れ て いる これ ら 
の 生地 は 、 現 代 の 衣料 品 製造 業者 が より 高い レベ ル の 選択 と より 低い 
価格 を 提供 する こと に よっ て 、 小 売 売上 高 を 増加 させ る 能力 を 定義 し 
て いる 。 

第 四 に 、 ア パレ ル 小 売 業 は いか に し て 売上 を 伸ばし て いる の か に つ 
いて 、 トド へ て いる 。 

プラ ンド の 急増 、 サ ービス 管理 (アパ レル 販売 を 中 心 と し た ) 、 フ 
ァ アッ ショ ンマ ー チ ャ ンダ イジ ング 、 お よび 小売 オペ レー ショ ン 管 理 に 
関す る 文献 は 、 す べ て 、 ア バレ ル 小 売 成長 の 成功 モデ ル は 、 顧 客 に エ 
キサ イ テ ィ ング な 店 内 (また は オン ライ ン ) 体験 を 提供 する こと に よ 
っ て 売り 上 げ を 伸ばす こと に ある と 結論 づけ て いる 。 

第 到 に 、 ア パレ ル 業 界 に お ける 社会 的 コス ト は 環境 披 害 の コス ト で 
あり 、 社 会 的 コス ト の 軽減 は 、 ど の よう な 方 法 で 行わ れ て いる か に つ 
いて 、 こ う 述 べ て いる 。 
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アパ レル 業界 で は 、 社 会 的 コス ト は 環境 被害 の コス ト で あり 、 こ の 
本 で 説明 され て いる よう に 、 生 産 チ ェ ー ン の すべ て の 関連 で 発生 する 。 

非 効 率 的 な 市 場 構造 で は 、 社 会 的 コス ト は 組織 の カカ に よっ て 2 つの 
方 法 で 軽減 で きる 。 

1 つ は 、 社 会 的 コス ト を 生み 出す 生産 者 は 、 彼 ら に 助成 金 を 支払 う 
こと に よっ て コス ト を 負担 する よう 政府 に 依頼 する こと が で きる と い 
うこ と で ある 。 も うぅ 一 つの 方 法 は 、 環 境 被 害 を 許容 する こと に よっ て 、 
社会 的 費用 の 悪影響 を 吸収 する た め に 政府 か ら の 合意 を 勝ち 取る こと 
で ある 。 す べ て の 産業 が 汚染 を 引き 起こ す の で 、 そ れ は すべ て の 産業 
に 存在 する トレ ー ド オフ で ある 。 

アパ レル 生産 に 頼る 国 は 、 国 際 的 な アパ レル 企業 向け に 最も 魅力 的 
な ビジ ネス 環境 を 提供 し よう と 努力 し て いる 。 こ れ ら の 上 魅 力 的 な 機能 
の 中 に は 、 衣 料 品 の 多国 籍 企業 が 費用 の か か る 汚染 緩和 技術 の 代金 を 
払わ な いこ と を 可能 に する 緩い 県 境 基 準 が ある 。 そ の 結果 、 衣 料 品 生 
産 チ ェ ー ン の 最も 環境 に 負担 を か ける リン ク は 、 公 展 途上 国 の 非常 に 
貧し い 国 々 で 発生 する 。 し か し 、 こ の 社会 的 コス ト 削減 の 恩恵 は 、 低 
小売 価格 と いう 形 で すべ て の 市 場 の 顧客 に も た ら さ れる 。 

最後 に 、 綿 花 の 輸出 だ け で な く 、 ア メリ カ で は 汚染 集約 型 の 繊維 製 
造 工程 の 大 部 分 が 徐々 に 輸出 され て いる 現状 に つい て 、 こ う 述 べら れ 
て いる 。 

最も 国際 化 さ れ た 産業 で は 、 世 界 で 最も 容 福 な 国 で ある アメ リカ が 
綿 珍 、 す な わ ち 、 農 産物 を 輸出 し て いる 。 小 売 業 の ビジ ネス ・ モ デル 
も 輸出 し て いる 。 そ れ は 現代 の 織物 加工 工場 で 必要 と され る 機器 を 輸 
出す る こと で ある 。 し か し この ダイ ナミ ッ ク は 、 フ ァ ッ ショ ン や アバ 
レル 部 品 の 輸出 に 関す る 研究 や デー タ に 反映 され て いな い 。 本 書 で 調 
べた 級 維 製品 の 直接 投資 に 関す る 文献 が 示す よう に 、 他 の 先進 国 も そ 
う で ある 。 社会 的 費用 を 輸出 する この プロ セス は 、 企 業 レ ベル で の 直 
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接 的 な 費用 最小 化 イ ン セ ン テ ィ プ だ け で な く 、 途 上 国 の 経済 改善 を 支 
援 す る こと を 目的 と し た 政府 の 行動 に も 基づい て いる 。 この 行動 は 、 
産業 界 の 採用 方 針 の 形 を と る 。 こ れ ら は 企業 を 引き 付け る た め の 方 針 
で ある 。 そ れ ら は 、 国 際 的 な 統治 構造 に よっ て 支え られ て お り 、 そ れ 
に よっ て 多国 間 の 貧困 緩和 団体 、 す な わ ち 世界 銀行 と 国際 通貨 基金 
(IMF) は 、 産業 の 試行 便 論 を 高め 、 それ ゆ え 賀 困 を 軽減 する こと を 期 
待 し て 発展 途上 国政 府 に 融資 その 他 の イン セン ティ プ ブ を 提供 し て いる 。 
この よく 意図 され た 政策 の 方 向 性 は 、 意図 し な い マ イナ ス の 結果 、 ま 
た は ひど い イ ン セ モンテ ィ ブ を も た ら す の で ある 。 


8. まとめ 

「 ザ ・ ト ゥ ルー・ コ スト 」 と 本 書 第 二 部 第 2 章 第 2 節 に まとめ た ア 
ン ゲ ロフ 氏 の フリ ー ラ ンス の ライ ター の ジェ シカ ・ プ ブラ シン トン 氏 
(Jessica Brassington) と の イン タ ヴ ュー、 お よび 著作 に お ける 今日 の 
衣服 産業 の 問題 点 に 関す る 指摘 に は 、 次 の よう な 共 : ある 。 

第 一 に 、 フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン を 特徴 づけ て いる ポリ プレ ンド に 
見 る 両 品質 の 布地 の 安価 な 生産 と 、 そ の 結果 と し て の 衣類 の 低 価 格 化 
の 問題 で も る 。「 ザ ・ ト ッ ゥ ルー・ ニ スト 」 は 、 同 頭 で 、「 フ ァ ス ト ・ 
ファ ッ シ ョ ン の 店 舗 数 は 、 こ こ 10 年 で 2 倍 に な っ て いて 、 日 本 の 45% 
の 衣料 品 は 安物 衣料 で ある 」 こ と を 指摘 し て いる 。 ア ン ゲ ロフ 氏 は 、 
1992 年 の カー ル ・ ラ ガー フェ ルド と の イン タ ヴ ュー の 中 で 、 ラ ガー フ 
ェ エー ルド は 、 布 の 多様 性 、 ポ リプ レン ド を 可能 に し た 技術 の 革新 、 多 
種 多 様 な 質感 や 色 に する こと が で きる 弾力 の ある 布 の ブレ ンド に 言及 
し た こと を 強調 し て いる 。 そ し て 「 こ の よう な 技術 革新 の 結果 、 高 品 
質 の 布地 は より 安価 に 生産 され 、 衣 類 は 低 価格 で 販売 され る よう に な 
つた 。 コ ミュ ニケ ーション と サプライ チェ ー ン 管理 の 改善 も 、 フ ァ ス 
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ト ・ フ ァ ッ ショ ン の 向上 、 衝 動 的 な 購買 の 促進 、 お よび 小売 業 の ビジ 
ネス ・ モ デル へ の 過剰 な 刺激 を も た らし た 」 と 強く 主張 し て いる 。 
第 一 の 問題 は 、 ま さ に 、 次 に まとめ た 第 二 の 問 題 の 根源 を な し て い 
る 。 

第 二 の 問題 、 そ れ は 衣服 産業 が も た ら す 水質 汚染 の 問題 で も る 。 
「 ザ ・ ト ゥ ルー・ コ スト 」 で は 、「 服 を 作る 工場 で は 、 毎 日 、 大 量 の 
化学 薬品 が 使わ れ て いる 。 使 用 水 の 汚染 水 は 農業 用 水 と し て も 使わ れ 
る 。 こ の 水 を 使っ た 農地 で 獲れ た 農作物 や 、 海 で 獲れ た 魚介 類 を 食べ 
た 人 た ちの 健康 は 損なわ れ 、 冶 患者 が 沢山 出 て 、 先 夫 性 の 重度 の 麻痺 
や 奇形 な ども 後 を 絶た な い 」 と 指摘 され て いる 。 テ アン ゲロ フ 氏 の 著作 
で は 「 天 然 角 維 、 主 に 木綿 を 糸 に 変え る 業界 の 最前 線 に ある プロ セス 
は 、 最 も 奏 性 の 高い プロ モス で ある 。 湿式 法 、 す な わ ち 、 サ イジ ング 、 
シン ギン グ 、 精 練 お よび マー セル 化 は すべ て 、 ア ルカ リ 、 酸 、 塩 基 お 
よび 漂白 剤 を 使用 し て 繊維 を 柔軟 に する 別々 の 工程 を 有 し て いる 。 そ 
れ ゆ え 、 技 術 は 、 本 質 的 に 、 新 し い 化学 プロ セス を 作り 出す た め に ゼ 
ロ か ら 始 め る 必要 が ある 。」 と いう 指摘 が 繰り 返し 行わ れ 、 そ の 詳細 
が 解説 され て いる 。 

特に 注目 し な けれ ば な ら な い の は 、 ア ン ゲ ロフ 氏 の 次 の 言説 で ある 。 
マー セル 化 の 代 稚 品 が 必要 で ある が 、 問 題 は 、 酸 と 塩基 と の 相互 作 
用 な し に 、 ど の よう に し て 識 維 を 柔軟 に する こと が で きる か と いう こ 
と で ある 。 そ れ は 私 た ち が 始 め る こと が で きる 場所 で ある 。 次 の ステ 
ッ プ は 、 商 業 的 に 実行 可能 な ビジ ネス ・ モ デル を 作成 する こと で ある 。 

この 指摘 と 解説 、 お よび 問題 解決 策 は 、 本 書 の 一 番 の ハイ ライ ト を 
な し て いる 。 筆者 は 、 ア ン ゲ ロフ 氏 が 本 書 出版 後 、 こ の 問題 に 対し て 、 
どの よう な 解決 策 を 編み 出す こと が で きた の だ ろう か 、 と いう 点 が 、 
と て も 気 に か か る 。 
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第 三 に 、 衣 服 産 業 が も た ら す 水質 汚染 が 生態 系 に も た ら す 間接 的 な 
環境 問題 で わる 。「 ザ ・ ト ゥ ルー・ コ スト 」 で 放映 され た うず 高く 積 
まれ て いる 衣服 の ゴミ の 山 の 光 景 は 、 実 に 凄まじ く 、 言 葉 で 表現 の し 
よう が な い ほ ど で あ る 。 製 造 か ら 販売 、 消 費 か ら 廃棄 に 玉 る ファ ッ シ 
ョ ン ・ ア パレ ル 業 界 が 排出 する CO。 基 は 石油 産業 に 次 いで 、 第 2 位 の 
規模 だ と いう 。 ア ン ゲ ロフ 氏 は 、 衣 服 産 業 が 排出 する CO。 量 に つい て 、 

「 さ ら に 、 化 学 汚染 に よる 生 区 系 の 損傷 は 、 直 接 燃料 費 の 高騰 お よび 
CO。 排 山 と いう 形 で の 間接 的 な 汚染 の 影響 と いう 、 か な り 大 き な 世 界 的 
な 二酸化 炭素 排出 基 を 増加 させ る 。 世 界 最大 の 綿花 輸出 国 は 米国 で あ 
る た め 、 排 出 基 は 重 机 で ある "%。」 と 指摘 し て いる 。 

第 四 の 問題 は 、 世界 質 易 機関 WTO) の 水質 基準 の ガイ ドラ イン に 関 
する 問題 で わる 。「 ザ ・ ト ゥ ルー・ コ スト 」 で は 、WTO は 問題 解決 を 
し な いこ と が 指摘 され て いる 。 ア ン ゲ ロフ 氏 に よる と 以下 の と お り で 
ある 。 長 い 引用 に な る が 、 本 書 の 重要 ポイ ント で ある の で 引用 ・ 紹 介 
させ て いた だ く 。 「 世 界 貿 易 機関 WTO) は 排出 量 の ガイ ドラ イン を 定 
め て いる が 、 各 国 は 自由 に 独自 の 規制 構造 を 確立 し 、 許 容 排出 量 レ ベ ペ 
ル を 決定 し 、 監 視 と 執行 措置 を 実 孝 す る こと が 自由 で ある 」 「 世 界 銀 
行 は 、 こ れ ら の 最大 許容 、 化 学 的 酸素 要求 量 (COD) 、 総 懸 満 固形 物 (TSS) 、 
お よび お よび 総 浴 解 固形 分 (TDS) レベ ル へ の 準拠 を 記録 また は 追跡 し 
て いな い 。 代 わり に 生物 学 前 酸素 要求 量 (BOD) メ トリ クス を 追跡 する 。 
テス ト し や すい か ら で あ る 。 BOD レベ ル の 推定 に 必要 な テス ト は 1 つ 
だ け で ある 。 TSS お よび TDS テス ト で は 、 鉛 、 カ ドミ ウム 、 ま た は 水 
銀 レ ベル を 推定 する た め に 、 各 元素 を 一 度 に 1 つ ず つ テ スト する 必要 
が ある 。 こ の よう な テス ト は 細 用 が か か る た め 、WTO は それ を 個々 の 
政府 に 委任 し て 実施 する "⑳。 」「 WTfO ガ イド ライ ン を 遵守 する こと は 
会 員 資 格 の 条件 で ある が 、 遵 守 し な いこ と は 排除 の 条件 で は な い 。 各 
国 が ガイ ドラ イン に 違反 し て いる こと が 判明 し た 場合 、 組 織 に 課さ れ 
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た 穏 還 的 な メカ ニズム は な い 。 頼 り の 道 は 、 原告 国 が 違反 し て いる 国 
に 対し て 公式 の 苦情 を 申し 立て る こと で あり 、 間 題 の 非 訂 守 政策 が 重 
大 な 質 易 の 歪み を も た らし た と いう 証拠 を 提供 する 。 そ の よう な 主張 
が 環境 の 不適 合 の 苦情 に 基づい て WTO に 提出 され た と いう 証拠 は な い 
⑱。」 と 指摘 し て いる 。 要する に 「 世 界 質 易 機関 CYTO) は 排出 量 の 
ガイ ドラ イン を 定め て いる が 、 規 制 は 行わ な い 」 と いう の で ある 。 い 
わ ゆ る 「 不 都合 な 真実 」 で ある 。 
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第 4 章 


環境 に や さ し い 衣服 産業 の ビジ ネス ・ モ デル 
ー パ タゴ ニア を 事例 と し て 一 


1. は じ め に 
まず は 、 地 球 の あら ゆる 生命 に 危機 の 時 代 が 迫っ て いる と 
いう 前 提 、 こ の 時 代 に は 生き 残れ る か 否 か が ます ます 大 き な 
社会 的 関心 事 に な る と いう 前 提 か ら 始め る 。 た と え 生 き 残 れ 
る か 否 か が 問題 に な ら な いと し て も 、 人 間 の 生活 体験 の 質 が 
当然 の よう に 問題 各 さ れる の に 加え て 、 生 物 お よび 文化 の 多 
様 性 と 地球 の 生命 維持 体系 が 失わ れつ つ あ る こと に 表象 され 
る 自然 界 の 健康 悪化 も 、 問 題 視 さ れる は ず だ 。 
こう し た 状況 の 根源 に は 、 私 た ちの 経済 体制 に 内 在 する 基 
本 的 な 価値 観 、 な か ん ずく 経済 界 の 価値 観 が ある 。 問題 を 抱 
えた 企業 価値 観 の 最たる も の は 、 拡 大 と 短期 利益 を 最 優先 す 
る 一 方 で 、 品 質 、 持 続 可能 性 、 環 境 お よび 人 間 の 健全 性 、 詩 
和 の と れ た 共同 体 な ど 、 考 慮 すべ き 価 値 観 を 帖 ん じ る 姿勢 だ 。 
当社 の 基本 理念 は 、 経営 を 行う 際 に この 状況 を し っ か り 朗 
議 し て 、 企 業 価値 観 の 序列 を つけ 直し つつ 、 人 間 と 環境 の 健 
康 状態 を 向上 させ る 製品 を 作っ て いく こと 。 
ジュ エリ ー・ マ ンダ ー 一 私 た ちの 価値 観 』 


1973 年 に 新しく 開発 され た アク ティ プ ウ ェ ア 会 社 で も る パタ ゴ ニ 
ア (Patagonia Tnc.) は 、 倒 山 用 具 に 特 化 し た シュ イナ ー ド ・ エ クイ ッ 
プ メ ント (Chouinard Equipment) か ら 分 離さ れ た 。 こ れ ら の 2 社 は 、 
1984 年 に その 名 前 を Lost Arrow Corporation に 変更 し た 親会社 Great 
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Pacific Iron Works の 下 に 共存 し た 。 バ パタ ゴ ニ ア の 最初 の 役員 会 の 1 
つ で 、 生 態 学者 で 作家 の ジュ エリ ー・ マ ンダ ー は 、 ミ ッ シ ョ ン を 定義 
する 先見 の 明 の ある 見 解 を 役員 会 に 所 示し た 。 上 記 は 彼 が 役員 会 に 提 
示し た 文書 で ある 。 こ の 文面 は 、 ま さ に 本 書 の タイ トル で ある 『 ア メ 
リカ 服飾 社会 史 の 未来 像 』 で ある 。 す な わ ち 、 マ ンダ ー の 見 解 「 当 社 
の 基本 理念 は 、 経 営 を 行う 際 に この 状況 そし っ か り 認 識 し て 、 企 業 価 
値 観 の 序列 を つけ 直し つつ 、 人 間 と 環境 の 健康 状態 を 向上 させ る 製品 
を 作っ て いく こと 」 は 、 本 書 の テー マ の 聖書 と も 言え る 言説 で ある 。 


さて 、 そ れ で は パタ ゴ ニ ア (Patagonia ) と は どの よう な 会 社 な の 
か 。 

バ パタゴニア と は 、 ア メリ カ の 登山 用 品 、 サ ー フ ィ ン 用 品 、 ア ウト ド 

ア 用 品 、 軍 用 品 、 衣 料 品 の 製造 販売 を 手掛け る メー カー、 お よび 、 そ 
の プラ ンド 名 で ある 。 
] す る 文献 は 稀少 で ある 。 翻 訳書 で は 、 イ ヴォ ン ・ シ 
ュ イ ナー ド 著 、 礎 摂 訳 『 社 員 を サー フィ ン に 行か せよ う パタ ゴ ニ 
ア 創 業者 の 経営 論 』 (東洋 経済 新潮 社 、2007) 、 イ ヴォ ン ・ シ ュ イ ナ 
ー ド 、 ヴ ィ ン セ ント ・ ス タン リー 著 、 井 口 耕二 訳 『 レ スポ ン シ ブ ル ・ 
カン パニ ー』 (ダイ ヤ モ ン ド 社 、2012) が ある 。 海 外 文 献 で は 、 以 下 
の 2 報 が 代表 的 で ある 。 


・Bosco, Mary-Clare, “From Yosemite to a Global Market: How 


パタ ゴ ニ 


Patagonia, Inc. has Created an Enyironmentally Sustainable and 
Social1y Equitable Model of Supply-Chain Management” (2017) . 
zozg SepZo7 7 が eses 178. 

・Sharon J. Hepburn (2013) In Patagonia (Clothing) : A Complicated 
Greenness, Fashion Theory、 17:5, pp.623-645 
これ ら の 他 に 、 パ タゴ ニア の カタ ログ や Website に は 、 貴 重 な 情報 
を 掲載 し て いる 。 
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第 二 部 第 4 章 細 境 に や さ し い 衣服 産業 の ビジ ネス ・ モ デル 
ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
本 章 で は 、 こ れ ら の 文献 や カク ログ や ネッ ト 上 の 情報 に 基づい て 、 
パタ ゴ ニ ア に つい て 、 決 の 項目 に 分 け て 紹介 ・ 考 察する 。 
1. パタ ゴ ニ ア の 歴 喝 
2. パタ ゴ ニ ア の 理念 
3. パタ ゴ ニ ア の 衣料 生産 活動 


これ ら の 問題 に つい て 述べ る に 当り 、 筆 者 が パタ ゴ ニ ア に 関心 を も 
っ た 動機 に つい て 記し て お こ う 。 

筆者 が バ パタゴニア を 知っ た の は 、 杉 原 操 一 、 梨 原 睦 美 著 『 誰 が アバ 
レル を 殺す の か 』 (日 経 BP 社 、 2017) の 第 4 章 Part4 の パタ ゴ ニ ア の 
紹介 記事 9 で ある 。 こ の 記事 で は パタ ゴ ニ ア の 方 針 に つい て 、 コ ユン 
パク ト に まとめ られ て いる 。 す な わ ち 、 新 品 を 作る 場合 は な る べく 環 
境 負荷 の 低い 布地 や 薬品 を 使う こと 。 リ サイ クル 素材 を 使う 商品 を な 
る べく 増やす こと 。 そ し て 、 販 売 し た 商品 を 長く 使っ て も ら う こと 。 

筆者 は 、 こ の 記事 を 読ん で 以来 、 パ タゴ ニア の 商品 を 手 に し た り 、 
、 創 業者 の イ ヴォン ・ シ ュ イ ナー ド 氏 の 著作 を 読ん だ 
パタ ゴ ニ ア の 虜 に な っ た の で ある 。 特 に 、 本 書 第 二 部 
の 第 1 章 か ら 第 3 章 で 紹介 ・ 考 察し た ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の 研究 
内 容 と パタ ゴ ニ ア と の 関係 性 と いう 問題 が 浮上 し て きた 。 本 章 に お い 
て 、 第 三 章 で 、 ニ ュ レ イ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 が 提起 し た 諸 問題 に 対す る 解 
決 の ネロ と 方 向 性 を 見 出す こと が で きれ ば 幸い で ある 。 

そこ で 、 パ タゴ ニア の 歴史 に つい て 述べ る に 先立ち 、pp. 165-168 に 
まとめ た アン ゲロ フ 氏 の 提言 を 振り 返っ て いた だ きた い 。 


さき さて 、 パ タゴ ニア は 、 ニ コレ イ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の 提言 に 対し て 、 ど 
の よう な 回 答 を 用 意 し て いる で あろ うか 。 本 章 で は 、 こ の 点 に 切り 込 
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ん で 論 を 展開 し て ゆく 。 そ の た め に 、 ま ず 、 パ タゴ ニア の 歴史 を 前 述 
の 文献 に 基づい て 、 ま と め る こと に し よう 。 


2. パタ ゴ ニ ア の 歴史 

B. メア リー・ ク レー ル (Bosco, Mary-Clare) は 、 パ タゴ ニア の 歴 
喝 を 語る に 当っ て 「 こ の 会 社 の ルーツ は 、 自 然 界 を 守り な が ら 持 続 可 
能 な ビジ ネス 慣行 に 専念 する その 使命 を 理解 する た め に 不可 欠 で ある 。 
パタ ゴ ニ ア は 一 般 的 な 名 前 か も しれ な い が 、 そ の 控え め な 始ま り は 、 
それ を 定義 する ミニ マリ ズム の 特徴 を 付与 し 、 ま た 、 そ の 質 の 高い ビ 
ジネス が 本 物 の 、 マ イン ド フ ル な 、 昔 の 根 の 方 法 で どの よう に 成長 で 
きる か を 理解 する の に 不可 欠 な も の で ある ⑦」 と 述べ て いる 。 

パタ ゴ ニ ア の ルー ツ は シュ イナ ー ド ・ エ クイ ッ プ メン ト (Chouinard 
Equipment) に ある 。 そ こ で 、 まず 、 シ ュ イ ナー ド ・ エ クイ ッ プ メン ト 
の 設立 、 方 針 、 活 動 に つい て 、 簡 湊 に 紹介 し よう 。 

イヴ ォ ン ・ シ ュ イ ナー ド (Yvon Chouinard, 1938.11.9- ) は 、 特 に 
カリ フォ ルニア 州 ヨ セミ テ 渓 谷 で 、 ス ポー ツ が 本 当 に 始ま っ た ば か り 
の 時 期 の ロッ ク ク ラ イマ ー で あっ た 。 シ ュ イ ナー ド は 、 ワ ー ル ドク ラ 
ス の クラ イマ ー で ある トム ・ フ ロス ト 、 ロ イヤ ル ・ ロ ビン ス 、 ヨ セミ 
テ に 住ん で いた バレ ー・ コ ング の クラ イマ ー・ ギ ャ ング と 共に 岩山 に 
合っ た 。 シ ュ イ ナー ド ・ エ クイ ッ プ メン ト は 、1957 年 に 近く の 廃品 置 
き 場 か ら 最初 の アン ビル と 金属 スク ラッ プ を 購入 し 、 鍛冶 の 方 法 を 教 
え 始 め た 後 、 1957 年 に カリ フォ ルニア 州 バ パー バン ク に ある 創業 者 イヴ 
オン ・ シュ イナ ー ド の 両親 の 家 の 理 庭 で 始ま っ た 9。 

シュ イナ ー ド ・ イ クイ ッ プ メン ト は 、 登 山 コ ミュ ニテ ィ に ピ ト ン (内 
癌 り の 際 、 安 全 確保 、 手 が か り の た め に 岩 の 割 れ 目 に 打ち 込む 釘 。 頭 
部 の 穴 に カラ ビ ナ を か け 、 ザ イル を 通す ) と カラ ビ ナ (ハー ケン 、 す 
な わ ち 、 ピ トン と 登山 用 の ロー プ の ザイ ル と を 連絡 する た め の 金 属 製 
の 輪 。 一 部 分 が 開閉 で きる ) を 販売 し 、 高 品質 で 信頼 で すき る ギア と し 
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第 二 部 第 4 章 細 境 に や さ し い 衣 服 産業 の ビジ ネス ・ モ デル 
ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
て の 評判 を 徐々 に 高め 、 ビ ジネス の 概念 化 か ら 間 も な く 、 シ ュ イ ナー 
ド の 仕事 に 対す る 人 気 の 策 要 が 急 上 昇 し た 。「 ビ トン エン ジニ ア 」 と 
呼ば れる フロ スト は 、 鉄 の ビ ト ン が 岩 に 打ち 込ま れ た 1960 年 代 の 流行 
の 「 鉄 の 時 代 」 を 通し て ビジ ネス を 拡大 する た め に シュ イナ ー ド と カ 
を 合わ せ た 。 
シュ イナ ー ド は ピ ト ン の 製造 に つい て 、 こ う 語 っ て いる 。 
「 私 は 中 古 刈取 り 機 の クロ ム モ リム デン 鋼 製 の 刃 か ら 第 1 号 の ピ ト 
ン を 作り 、T. ML ハー バー ド と 一 緒 に ヨ セ の ロス ト ・ ア ロー・ チ 
ム ニ ー や セン テニ テル ロッ ク 北 壁 を 章 っ た 。 丈夫 で 硬い これ ら の ピ ト 
ン は 、 細 い ク ラッ ク の 多い ヨセミテ の 岸壁 に 打ち 込 な に は うっ て つけ 
で 、 抜 き 取っ て 繰り 返し 使う こと が で きる 。 私 は 『 ロ スト ・ ア ロー』 
と 名 づけ て 、 初 め は 自分 自身 個人 的 な クラ イミ ング 仲間 の た め に 、 
や が て は 仲間 づ て に ほし いと 言っ て きた 人 向け に も 作り だ し た ⑲ 。 」 
し か し な が ら 、 シ ュ イ ナー ド ・ イ クイ ッ プ メン ト は 、 次 の よう な 事 
情 で 、 ピ トン の 製造 か ら 徐 々 に 手 を 引く こと に な る @ 。 ク ライ ミン 
グ 人 気 は ます ます 高まり 、1970 年 まで に は 、 シ ュ イ ナー ド ・ イ クイ ッ 
プ メ ント は 米国 最大 の クラ イミ ング ・ ギ ア の サプライ ヤー と な っ て い 
た の で ある が 、 絶 え 間 な く 打 ち 込 まれ 、 引 き 抜 か れる ビ ト ン の せい で 
も ろ い クラ ッ ク は 深刻 な ゲ ダメージ を 受け た 。 シ ュ イ ナー ド と フロ スト 
は 、 エ ル ・ キ ャ ピタ ン の 「 ノ ー ズ 」 を 人 り 、 数 年 前 の 夏 ま で は 自然 の 
まま だ っ た 同 の 破損 を 目の当たり に し た 。 当 時 ビジ ネス の 多く を 占め 
て いた ピ ト ン の 製造 を 止め る こと は 非常 に 大 き な リ スク を と も な っ た 。 
だ が 、 そ れ は 、 岩 を 守る た め に は 必須 の 決断 で あっ た 。 こ れ は シュ イ 
ナー ド ・ イ クイ ッ プ メン ト が その 後 着手 する 環境 保護 に 関す る さま ざ 
まな 取り 組み へ の 最初 の 大 き な ス テッ プ と な っ た の で ある 。 
ピ ト ン に 変わ る 道具 、 そ れ は ハン マー を 使わ ず 手 で 岩 に 押し 込ん だ 
り 抜 いた り で きる アル ミ の チョ ッ ク で あっ た 。 ア ルミ の チョ ッ ク は 
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1972 年 に 発行 し た 最初 の シェイ ナード ・ イ クイ ッ プ メン ト ・ カ タロ グ 
で 家伝 され た 。 

カタ ログ 発送 後 、 ほ ん の 数 カ月 で ピ ト ン の 売り 上 げ は 急落 し 、 チ ョ 
ッ ク は 製造 が 間に合わ な い ほど の 早 さ で 売れ 始め た 。 シ ュ イ ナー ド ・ 
イク イッ プ メ ント の プリ キ 小 屋 で は 、 ド リル の 鍛治 具 の 甲高い 音 が ハ 
ンマ ー を 打つ カー ンカ ー ン と いう 音 に 取っ て 変わ っ た の で ある 。 

鉄工 事業 の 初期 の 成功 は 、 環 境 保護 の 基盤 と し て 、 厳 密 な 登山 用 具 
か ら 倒 山 家 や その 他 の アク ティ ブ な 人 々 の た め の ア パレ ル へ と すぐ に 
前 述 の よう に 、 新 し く 開 発 さ も れ た アク ティ ブウ ェ ア 会 社 で 
ある パタ ゴ ニ ア は 、 登 山 用 具 に 特 化 し た シュ イナ ー ド ・ イ クイ ッ プ メ 
ント か ら 分 離さ れ 、 こ れ ら の 2 社 は 、 1984 年 に その 名 前 を Lost Arrow 
Corporation に 変更 し た 親会社 Great Pacific Iron Works の 下 に 共存 
し た 。 パ タゴ ニア の 歴史 に お ける 最初 の アパ レル は 、 厳 し い 条件 に 面 
えら れる ラグ ビー・ シ ャ ツ で あっ た 。 


3. パタ ゴ ニ ア の 理念 

次 に 、 第 一 部 第 1 章 で 言及 し た マリ ズム を 振り 返っ て お こう 。 
ニニ マリ ズム と は 、 プ リタ ニカ 国際 大 百科 事典 に よる と 「 完 成 度 を 
追求 する た め に 装飾 的 趣向 を 疑 ら す の で は な く 、 そ れ ら を 必要 最小 限 
まで 省略 する 表現 スタ イル 。 1960 年 代 に 音楽 ・ 美 術 の 分 野 で 生ま れ , 
ファ ッ シ ョ ン に も 導入 され た 。 ポ スト ・ モ ダン と 相反 する 概念 」 で あ 
る と いう 。 

シュ イナ ー ド は 、 役 ら の デザ イン の 指針 と な る 原則 に つい て 語る に 
当り 、 フ ラン ス の 飛行 家 、 ア ント ワー ヌ ・ ド ・ サ ン = テ グ ジ ュ ベリ の 次 
の 言葉 を 引用 し て いる 。 

「 飛 行 機 の みな ら ず 、 人 間 が 作り 出し た あら ゆる 物 に は 、 あ る 原理 

が 存在 する こと を 考え た こと が ある だ ろう か ? 物 を 作る 上 で の 生産 活 
動 、 計 算 や 予測 、 図 面 や 青 写真 を 制作 する た め に 費やし た 夜 な ど は す 
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第 一 部 第 4 斉 境 に や さ し い 衣服 産業 の ビジ ホス ・ モ デル 
ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
べ て 、 唯 一 に し て 、 究 極 の 原理 『 ン ンプ リ シ テ ィ (単純 性 ) 』 を 追求 
し た 物 が で き あ が る こと で 完結 する と いう こと を 。 
『 す る に は 、 ま る で 自然 の 法則 が 存在 し て いる か の よう だ 。 
つま り 、 家 具 、 船 の 音 骨 、 飛 行 機 の 胴体 な どの 曲線 を 人 間 の 胸 や 肩 の 
曲線 が 持つ 根源 的 な 純粋 さ に 少し で も 近づけ よう と する た め に 、 職 人 
た ち は 何 世代 に も わた っ て 試行 錯誤 を 重ね る べき で ある 。 何 に お いて 
で あれ 『 完 全 』 と は 、 す べ て を 脱ぎ 去り 、 あ り の まま の 姿 に 戻っ た と 
き 、 つ まり 、 加 える べき も の が な く な っ た と き に で は な く 、 取 り 去 る 
も の が な く な っ た 」 と き に 達成 され る の で ある "。」 

まさ 6 リズ ム で ある 。 

B. メア リー・ ク レー ル は 、 ア ウト ドア アク ティ ビ テ ィ 起 業 家 の 誕生 
の 拠点 で ある カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー に つい て 、 次 の よう に 述べ て い 
る 。 

「 ヨ セミ テバ レー の キャ ンプ 4 か ら 生 まれ た カウ ンタ ー・ カ ルチャ 
ー は 、 数 十 億 ドル 規模 の アウ トド アア クティ ビ テ ィ 起 業 家 の 誕生 の 換 
点 で あり 、 将 来 の 地球 を 大 切 に する た め の 天 国 で も ある 。 当時 の 資本 
主義 的 慣行 の 人 標準 で は な か っ た 起業 家 的 ベン チャ ー で ある キャ ンプ 4 
は 、 エ ル ・ キ ャ ピタ ン や ハー フ ド ー ム の よう な ヨセミテ の 壮大 な 岩 藤 
で 前 例 の な い 主 張 を 試み た 自称 「 ダ ー ト バッ グ 」 ク ライ マー が 、 自 然 
の 危険 と 美 し さ へ の 愛情 を 育 ヤ こと が で きた 場所 で ある 。 キ ャ ンプ 4 
を 「 エ ジッ ソン の 研究 室 」 の 独自 バー ジョ ン と し て 使用 し て 、 シ ュ イ ナ 
ー ド 、 ロ ビン ズ 、 フ ロス ト は 「 創 造 性 、 倫 理 、 ア メリ カ 資 本 主義 の 
ノウ ハウ を 育成 」 し 、 現 代 、 ア ウト ドア 、 環 境 の あら ゆる ジャ ン ル を 
生み 出し た 気晴らし の レク リエ ーション 愛好 家 で ある %。」 

さら に 、B. メア リー・ ク レー ル は 、 こ う 束 べ て いる 。 

「1960 年 代 に お ける カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー の 人 気 の 10 年 は 、 主 
流 文化 の 拒絶 と し て 、 社 会 の 周辺 で の 生活 が 一 般 的 な 結果 と な っ た こ 
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と で ある 。 最 終 的 に 、 こ の カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー は 都市 の 社会 か ら 
切り 離さ れ 、 祝 福 さ れ た 娯楽 の 楽し きか ら 生 計 を 立て る こと に 情熱 を 
傾け て いた 人 々 に と っ て は 恩恵 で あっ た 。 人 山 者 が 琴 っ た 岩 へ の 敬意 
を 表し て 、 プ ロ の 生涯 を 通じ て 自然 の 神聖 さ を 守る と いう 深い 情熱 を 
抱い た 。 不 必要 に 環境 と それ に 含ま れる 天然 資源 を 侵害 する こと を 拒 
否 す る こと は 、 パ タゴ ニア の 不 必要 な 損害 を 与え な いと い う 使命 の 重 
要 な 価値 で あり 続け て いる 9。」 


4. パタ ゴ ニ ア の 衣料 生産 活動 

次 に パタ ゴー ニア は どの よう な アパ レル 製品 を 生産 し た の か 、 と いう 
問題 の 考 宗 に 進む こと と する 。 

以下 、 パ タゴ ニア の アパ レル 製品 の 開発 の 経緯 を まとめ る 。 

(1) クラ イマ ー が 着る ウェ ア は ファ ッ シ ョ ン か ? (9 

1960 年 代 後半 、 ス ポー ツウ ェ ア ー と し て 男性 が 着 て いた シャ ツ や パ 
ン ツ は 、 決 し て 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル と 言え る も の で は な か っ た 。 ベ ー 
シッ ク な グレ ー の スウ ェ ッ トシ ャ ツ と パン ツ 、 チ ノバ ン ツ と 白い シャ 
ツ 、 こ れ ら は いずれ も 、 通 常 、 古 着 屋 で 買わ れ て いた クラ イマ ー の ウ 
ェ ア で あっ た 。 1970 年 、 シ ュ イ ナー ド は スコ ッ ト ラ 人 冬 の クラ イ 
ミン ダグ 旅行 に 出かけ た 。 こ の 旅行 で シュ ェ イ ナード が クラ イミ ング 用 に 
買っ た 公式 ラグ ビー・ シ ャ ツ は 、 製 は 丈夫 で 、 簡 は 重い ギア スリ ン 
グ が 首 に 食い 込む の を 防ぐ も の で 、 ラ グ ビ ー と いう 激しい スポ ー ツ に 
最適 の ウェ ア で あっ た 。 従来 の 地味 な 色合い の スポ ー ツ ウェ ア と は 異 
な り 、 こ の ウェ ア は カラ フル で お し や ゃ れ な デザ イン で あっ た 。 プ ルー 
地 で 、 胸 に 三 本 の スト ライ ブ が 赤 、 黄 、 赤 の 順に 横 に 入っ て いた 。 シ 
ュ イ ナー ド は この お し ゃ れ な シャ ツ を アメ リカ に 帰っ て 着 て いる と 、 
クラ イミ ング 仲間 た ち が し きり に 欲し が っ た 。 そ こ で 、 イ ギリ ス の ア 
ンプ ロ 社 か ら ラ グ ビ ー・ シ ャ ツ を 数 着 取 り 寄せ た と ころ 、 瞬 く 間 に 売 
れ て し まっ た 。 入荷 が 間に合わ ず 、 ニ ュー ジー ラン ド と アル ゼン チン 
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第 二分 第 4 硬 境 に や さ し い 放 服 産生 の ビジ ネネ ・ モ デル 
ーー バタ ゴ ニ ア を 事例 と し て 一 
か ら ゃ 取り 寄せ 始め た 。 シ ュ イ ナー ド ・ イ タイ ッ プ メン ト は 、 利 益 が 
ほとん ど な い クラ イミ ング ・ ギ ア の ビジ ネス を 支え る 手段 と し て 、 ウ 
ェ ア の 販売 を 続け た 。 
そし て 1972 年 に は 、 ス コッ トラ ンド か ら ポ リウ レタ ン 素 材 の レイ 
ン ・ カ グー ル (フー ド 付 き ア ノラ ッ ク ) と ビバ パーク サッ ク (非常 時 の 
露 営 用 寝袋 ) を 輸入 し た 。 ま た 、 オ ー ス トリ ア か ら ウ ー ル の グロ ー ブ 
と ミト ン を 輸入 し た 。 さ ら に 、 コ ロラ ド 州 ボル ダー で 作ら れ た 手編み 
の リバ パー シブ ル 「 ス キジ 」 ハ ッ ト が 製品 ライ ン に 加え られ た 。 これ ら 
は シュ イナ ー ド ・ イ クイ ッ プ メン ト の 陸 の 食肉 加工 工場 を 譲り 受け て 、 
改装 し た 直営 店 で 販売 され 、 ロ フト で は 赤 製 作業 が 行わ れ た 。 
ウェ ア の 製造 販売 の 増加 を きっ か け に 、 シ ュ イ ナー ド ・ イ クイ ッ プ 
メン ト と いう 名 前 を その まま 使う が どう か と いう 問題 が 検討 され た 。 
この 名 前 は 、 殆 山 用 具 会 社 と いう イメ ー ジ で 定着 し て いた 。 検 討 の 末 、 
衣料 品 会 社名 を 新しい プラ ンド 名 に する こと に な る の で ある 。 そ こ に 
は 、 ウ ェ ア を 登山 用 だ け に 限定 し た く な いと いう 理由 も あっ た 。 そ こ 
で 、 1973 年 、 衣料 品 の 輸入 業 ・ 製 造 販売 を 開始 し 、 衣料 品 の プラ ンド 
と し て 南米 の 地名 で ある 「 パ タゴ ニア 」( 図 第 二 部 4-1) を 採用 し た 。 
N ゃ zi バ パタゴニア と いう 言葉 は 「 テ ィ ン 
プク トゥ 」 や 「 シ ャ ング リラ 」 と 
同義 語 、 つ まり は る か 彼方 の 、 地 
図 に は 載っ て な いよ うな 遠隔 地 と 
いう イメ ー ジ が あっ た 。 パ タゴ ニ 
ア (gzagoga スペ イン 語 発 
音 : [patalvoni_a]) は 、 各 国語 で 
発音 だ し や すい こと が 採用 の 理由 
図 第 二 部 1 パタ ゴ ニ ア で あっ た 。 南 アメ リカ 大 陸 の 南 旨 
の 地図 40 度 付 近 を 流れ る コロ ラド 川 以 
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南 の 地域 の 総称 で ある 。 ア ル ゼ ンチ ン と チリ の 両国 に また が っ て いる 。 
パタ ゴ ニ ア と いう 名 前 は 、 設 立 者 の 心 に 「 フ ィ ヨ ルド に 流れ 込む 氷河 、 
風 に さら され た 鋭い 頂き 、 ガ ウチ ョ 、 コ ンド ル が 飛び 交 う 空想 的 な 風 
基 」 を 呼び 起こ し た 。「 パ タゴ ニア 」 は シュ イナ ー ド ・ イ クイ ッ プ メ 
ント に と っ て 素晴らし い 名 前 で あり 続け た 。 


第 二 部 4-2 パタ ゴ ニ ア 神戸 


(2) パイ ル と ポリ プロ ピレン (レイ ヤリ ング ・ シ ステ ム ュ ) 

1984 年 当時 、 冬山 で は 、 コ ッ ト ン と ウー ル と ダウ ン と いう 保水 性 の 
ある 従来 の レイ ヤリ ング を する の が 、 一 般 的 だ っ た 。 村石 太郎 氏 は こ 
う 述 べ て いる 。 

パタ ゴ ニ ア 製品 を 扱い 始め た と き は 、 キ ャ プ 
た ん で す 。 そ の 代わ り に 、 ポ リプ ロビ ピレン 素材 を 


リー ン の 発売 前 
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ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
使っ た アン ダー ウェ ア が あり まし た 。 当時 の 冬山 で は 、 ウ ー ル を 着 て 
いる 人 が や っ ぱり 多かっ た と 思い ます 。 そ れ も ベ ペー スレ イヤ ー や 中 間 
着 と いっ た 概念 で は な く て 、 ウ ー ル を 何 枚 か 重ね 着 を し て 、 そ の 李 委 
に あわ せる と いう 感覚 で し た ね 。 そ うし た 化学 繊維 を 使っ た 
アウ トド ウェ ア を いち 早く 作り 始め た の が パタ ゴ ニ ア だ と 思い ます 
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1977 年 、 北大 画 洋 の 漁師 が 日 常 着 と する 化 パ イル の セー ター か ら 
ヒン ト を 得 て 、「 パ イル ジャ ケッ ト 」 を 開 共 し た 。 パ イル に は 長所 と 
短所 が あっ た 。 パ イル の 長所 は 、 水 分 を 吸収 する こと な く 優 れ た 保温 
性 を 備え た 点 で あっ た 。 パ イル の 短所 は 、 毛 玉 に な りや すく 、 か さば 
っ て ゴワ ゴワ し 、 見 た 目 に も 問題 が あっ た 点 で ある 。 そ の 後 、1980 年 
に 「 ポ リプ ロビ ピレン ・ ア ンダ ー ウ ェ ア ー」 を 発表 する 。 ポ リプ ロ ピ ビレ 
ン は 水 に 浮く 海洋 ロー プ な ど 、 産 業 資材 で 使わ れ て いた 素材 で 、 衣 類 
と し て は 使い 捨て お むつ の 不織布 の 理 地 に 使用 され た の が 初め て で あ 
つた 。 パ タゴ ニア は 、 こ の 新た な アン ダー ウェ ア の 機能 を シス テム の 
ベー ス と し 、 カ タロ グ の エッ セイ を 通し て レイ ヤリ ング の コン セプト 
を アウ トド ア 界 に 紹介 する 最初 の 企業 と な っ た 。 水 分 を 発散 する イン 
ナー レイ ヤー を 素肌 に 直接 着用 し 、 パ イル の 中 間 着 を イン サレ ー シ ョ 
ン に 、 そ し て シェ ル を 一 番外 側 に 着 て 風 や 雨 を 防ぐ と いう も の で ある 。 

ポリ プロ ピレン に も 長所 と 短所 が あっ た 。 非 常に 比重 が 低く 、 水 分 
を 吸収 し な い 点 は 、 長 所 で あり 、 こ の 長所 の ゆえ に 、 使 い 捨て お むつ 
の 不織布 の 在 地 に 使用 され た 。 だ が 、 以 下 の 点 は 、 短所 で あっ た 。 
① 熱 に 弱く 融点 が 低い た め 、 家 庭 用 乾燥 機 よ り 高 温 で 強力 な コイ ン 

ラン ドリ ー の 乾燥 機 を 使う と 、 生 地 が 挫け て し まう 。 
② ポリ プロ ピレン は その 旭 水 性 に より 水 を 弾い て し まう た め 汚 れ を 
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完全 に 落と すこ と が 難し く 、 ま た 臭い が 消え な か っ た 。 

③ 吸湿 発散 性 は 素材 自体 の 特性 で は な く 、 紡 績 や 編み の 過程 で 適用 
され る 石油 由来 の 物質 に よる も の だ っ た の で 、 20 回 ほど 洗濯 を する 
と 、 そ の 効果 は 消え て し まっ た 。 

④ 連載 性 は 決し て 優れ た も の で は な か っ た 。 


(3) ポリ エス テル (キャ プリ ー ン ・ ア テン ダー ウェ ア ) ⑲ 

パタ ゴ ニ ア は 、 製 品 の 発売 当初 か ら ど ちら の 素材 に つい て も 品質 の 
向上 を 目指 し 、 問 題 点 の 改良 に 励ん だ の で ある 。 

1985 年 、 こ れ ら の 短所 を 解消 する た め に 生ま れ た の が 、 新しい アン 
ダー ウェ ア ・ シ リー ズ 「 キ ャ プリ ー ン ・ ア ンダ ー ウ ェ ア 」 (当時 ) で 
あっ た 。 汗 を か きやすい 夏季 向け の 「 シ ルク ウェ イト 」 や 、 軽 量 で 薄 
手 の 「 ラ イト ウェ イト 」 の ほか 厚み の 異な る 5 つの シリ ー ズ 展開 が さ 
れ た 。 ポ リエ ステ ル 繊 維 を 使っ た 「 キ ャ プリ ー ン ・ ア ンダ ー ウ ェ ア 」 
は 、 よ り 連 乾性 に 優れ 、 さ ら に 繊維 が 細く な っ と で 肌 に チク チク 
と 感じ る 違和感 も な く な っ た 。 洗濯 機 と 乾燥 機 を 使う こと が で きる な 
ど 、 扱い や すさ も 向上 し た 。 

村石 太郎 氏 は 「 キ ャ プリ ー ン ・ ア ンダ ー ウ ェ ア 」 に つい て 、 以 下 の 
よう に 述べ て いる 。 

「 汗 で アン ダー ウェ ア が 濡れ た あと 、 汗 を 外 に 出し て 乾く 効果 
が すご く 良 く な っ た ん で す 。 同時 に 、 キ ャ プリ ー ン が 画 期 的 で あ 
た っ た の は ピタ リ と 体 の ライ ン に 治っ た 仕立 て で で す よ ね 。 ほ か の 
会 社 で も 速 乾性 を 打ち 出し た 化学 繊維 の シャ ツ を 作っ て は いた ん 
で す 。 

で も 、 い ま の アン ダー ウェ ア の よう な 感覚 で は な く て 、 普 通 の 工 
シャ ツ の よう に ゆっ た り と 余 格 を 持っ て 着る も の ば か り で 。 も し 
く は 完全 な 冬山 軸 で し た ね 。 肌 と 生地 の あい だ に 隙間 を つく ら な 
い フ ィ ッ ティ ング を 取り 入れ な が ら 、 レ イヤ リン グ ・ シ ステ ム と 
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第 二 部 第 4 章 細 境 に や さ し い 衣 服 産業 の ビジ ネス ・ モ デル 
ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
いう 考え 方 を 打ち 出し た 。 そ れ が パタ ゴ ニ ア の すご いと ころ だ っ 
た の で は な いで し ょ うか ⑲」 


(4④) シン チラ 素材 の 開発 9 

パタ ゴ ニ ア は パイ ル の 改良 を 段階 的 に 進め た 。 シ ンチ ラ 素 材 を 開発 
し た の で ある 。 こ れ は まっ た く 毛 玉 に な ら な い 両 面 起毛 の 素材 で ある 。 
バ パタゴニア は 、 こ の シン チラ の 開発 を 通じ て ビジ ネス に お ける 重要 な 
教訓 を 学ん だ 。 

1985 年 秋 、 パ タゴ ニア は ポリ プロ ピレン 製 の アン ダー ウェ ア す べ て 
を 新開 発 の キャ プリ ー ン ・ ポ リエ ステ ル に 切り 替え た 。 さ ら に 同 シ ー 
ズン 、 新 製品 シン チラ ・ フ リー ス を 発表 し た 。 パ タゴ ニア 製品 の 愛好 
者 は キャ プリ ー ン と シン チラ の 長所 を 即座 に 実感 し 、 売 上 は 急上昇 し 
た 。 


(5) アウ トド アウ ェ ア ー か ら フ ァ ッ ショ ン へ ⑨⑲ 

1980 年 代 初め の 頃 、 ア ウト ドア 製品 と いえ ば タン や フォ レス ト ・ グ 
リー ン が 主流 で 、 最 も 明る い 人 色 と 言え を ば パウ ダー・ ブ ルー だ っ た 。 と 
ころ が 、 パ タゴ ニア は ウェ ア に 鮮やか な 色彩 を 使い 、 コ バル ト 、 テ ィ 
ー ル 、 フ レン チ ・ レ ッ ド 、 ア ロ エ 、 シ ー フ ォ ー ム 、 ア イス ・ モ カ な ど 
新た な カラ ー を 開発 し た 。 劇 的 な カラ ー の 人 気 は 留まる こと を 知ら ず 、 
また シン チラ な どの 機能 的 な 新 素材 が 人 々 を ます ます 魅了 し た 。 だ が 、 
新た な 問題 が 浮か び 上 が っ た 。 そ れ は ファ ッ シ ョ ン 性 の 問題 で ある 。 
最も よく 売れ る 商品 は バギー ズ 素 材 の ビー チ ・ シ ョ ー ツ や ボマー・ ス 
タイ ル の シェ ル 付 き シ ンチ ラ ・ ジ ャ ケッ ト な ど で あ っ た 。 こ れ ら は 最 
も 機能 仁 を 追 来 し て いな い 製品 で あっ た 。 


(6) オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン へ の 切り 其 え ゆ 
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バ パタゴニア は 製品 の 素材 と な る 4 つの 繊維 が 環境 に 与え る 影響 に 関 
し て 綿密 な 調査 を 実施 し た 際 、 石 油 を 原料 と する ポリ エス テル と ナイ 
ロン は エネ ルギー 消費 量 が 多く 、 か つ 汚 染 の 原因 に な っ て いる だ ろう 
と 予測 し た 。 ほ と ん どの スポ ー ツ ウェ ア に 使用 きれ て いる 、「 自 希 . 
で ある は ず の コッ トン が 環境 に お よ ぼ す 悪 影響 は 、 調査 し た 4 素材 の 
中 で 群 を 抜い て いた 。 過去 も 現在 も 全米 で 散布 され る 有毒 農薬 の 25% 
が コッ トン 栽 庄 に 使用 され 、 コ ッ ト ン 農場 周辺 で は 土壌 や 木質 の 汚染 
が 非常 に 深刻 で ある 。 ま た 検証 が 困難 な も の の 、 コ ッ ト ン 農場 で 働く 
労働 者 の 健康 に も か な り の 上 台 影 響 を 与え る と いう 確か な 証拠 も ある 。 

パタ ゴ ニ ア は 経験 を 重ね 、 ま ず T シャ ツ を オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン で 
製作 し 、 何 度 も サン ホアキン ・ バ レー を 訪れ 、 研 究 を 重ね た 。 そ の 結 
果 、1994 年 秋 、 パ タゴ ニア は コッ トン 製 ス ポー ツウ ェ ナ の すべ て を 
1996 年 まで に オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン 100% に 切り 替え る と いう 決断 を 
下 し た 。 そし て 1996 年 、 パ タゴ ニア は すべ て の コッ トン 製品 を オー ガ 
ニッ ク に 切り 答え る こと に 成功 し た の で ある 。 以来 、 パ タゴ ニア は オ 
ー ガ ニッ クコ ッ ト ン の み を 使用 し て いる 。 


(⑦ 未来 へ この ステ ッ プ 

本 項目 で は 、 パ タゴ ニア の 「 素 材 と テク ノロ ジー」 に 関す る 取り 組 
作 が 紹介 され て いる Website を 紹介 させ て いた だ く 。 未 来 へ の ステ ッ 
プ と し て の 大 変 、 貴 重 な 資料 で ある 。 全文 を 引用 する と か な り の 量 に 
な り 、 著 作 権 の 問題 が 発生 する た め 、 項 目 、Website の 上 趣 旨 の 
人 み 要 約 、 ま た は 引用 ・ 紹 介し 、 本 書 の 未 尾 に 注記 し た Website の アド 
レス を 記載 させ て いた だ いた こと を お 断り し て お く 。 
① ヘン プ の 使用 

注記 の Website WW で は 、1970 年 以降 、50 年 近く 、 薬 物 と し て 誤認 
され 、 そ の 使用 が 禁じ し ち れ て きた ヘン プ の 近年 の 使用 状況 に つい て 解 
説 さ れ て いる 。 
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⑨ ブルー サイ ン 承 認 済 み 素材 
注記 の Website 9 に は 、 ブ ルー サイ ン ・ ス タン ダー ド (化学 原料 
を 検査 し て 、 青 、 グ レー、 黒 の 3 自 陸 評価 を する シス テム ) に 関す る 
解説 見 られ る 。 ブ ルー サイ ン ・ ス タン ダー ド の も と で は 使用 が 禁じ 
られ て いる 化学 薬品 に は 黒 の ラベ ル が 付け られ 、 工 場 が 黒 ラ ベル の 薬 
唱 を 排除 し 、 代 奉 楽 品 を 探す 手助け を する と いう 。 


③ クリ ー ン カラ ー・ コ レク ショ ン 

注記 の Website 9 で は 、 パ タゴ ニア が 実験 的 に 作っ た 、96% 再 生 
可能 な 植物 ペー ス の 原料 (タリ ー ン ・ カ ラー) で 染め た ウェ ア の コレ 
クシ ョ ン に つい て 書か れ た Website で 、Mulberry (クワ )、Carmine ( カ 
ルミ ン ) 、Pomegranate (ザク ロ ) 、Citrus Brown ( 相 橘 類 の 茶 ) 、 
Palmetto Green (バル メッ ト ヤ シ の 緑 ) に 関す る 解説 が 行わ れ て いる 。 


④ リサ イク ル ・ ナ イロ ン 

リサ イク ル ・ ナ イロ ン は 、 パ タゴ ニア が 紡績 工場 か ら 回 収 さ れ た 製 
造 廃棄 物 を ナイ ロン 繊維 に 再生 し た も の で ある 。 注 記 の Website 
で は 、 こ の 再生 繊維 の 開発 の 経緯 、 そ の 特徴 、 お よび 、 今 後 の 課題 に 
つい て 解説 され て いる 。 


⑥ リク レイ ム ド ・ コ ッ ト ン (再生 コッ トン ) 
バ パタゴニア は 、 有機 農法 に よる 綿 の 栽培 ・ 収 穫 の も た ら す 大 量 の 水 
用 、 二 酸化 炭素 の 排出 、 漂 白 剤 、 お よび 、 打 料 の 使用 が も た ら す 環 
境 へ の 悪影響 を 中 まえ て 、 再 生コン ッ ト ン を 開発 し た 。 2011 年 以来 、 TAL 
グル ー プ は 中 国 と マレ ー シ ア に ある 工場 か ら コ ッ ト ン の 端 切 れ を 回 
収 し 、 そ の 工程 で 何 吾 トン も の 使用 可能 な コッ トン を 桜 っ て きた と の 
こと で ある 。 


188 


注記 の Website ダ で は 、 再 生 コ ッ トン の 開発 の 経緯 と その 特徴 、 
用 途 に つい て 解説 し て いる 。 


(⑥ ウー ル 調 達 

注記 の Website( は 、 動 物 愛護 と 責任 ある 土地 再生 に つい て の 重 
要 な 事項 を 磨り 込ん だ 規格 に 関す る パタ ゴ ニ ア の サイ ト で ある 。 
②⑦ リサ イタ ル ・ ウ ー ル 

注記 の Website 2 り で は 、 ウー ル 生 産 の 悪影響 を 削減 する ひと つの 方 
法 と し て 、 パ タゴ ニア が 長年 、 取 り 組ん で きた リサ イク ル ・ ウ ー ル の 
使用 に つい て 、 解 説 さ れ て いる 。 


⑧ ユー レッ クス 

注記 の Website 5 で は 「2008 年 、 私 た ち は ユ ー レ ックス 社 と パー ト 
ナー シッ プ を 組み 、 再生 可能 な 植物 を ベー ス と し た ネオ プレ ン の 代筆 
策 を 開発 し は じ め ま し た 。 開発 途 上 国 に お ける 森林 伐採 と の 関連 を は 
らむ 天然 ラバ ー の 主 な 原料 で ある へ ベア を 避け 、 グ アテ ユー ル か ら の ラ 
き た ウェ ッ ト ス ー ツ を は じ め て 紹介 し まし た 。 」 と 述べ られ 、 
る ユー レッ クス の 開発 の 経緯 、 そ の 特徴 に つい て 解説 


注記 の Website “! で は 「 パ タゴ ニア の デニ ム は GMO (遺伝 子 組 み 換 
え ) の 種子 、 化 学 肥料 、 条 虫 剤 除草 剤 を 一 切 使用 し て いな い 、 オ ー 
ガニ ッ ク コ ッ ト ン 1009% 素 材 で 作ら れ て いま す 。 そ れ ら に 革新 的 な 染 
色 処 理 を 採用 する こと に より 、 水 と エネ ルギー と 化学 薬品 の 使用 量 と 

- 酸 化 炭素 の 排出 量 を 、 従 来 の デニ ム 染 色 工 程 に 比べ で て 大幅 に 削減 す 
る こと が 可能 に な り ま し た 。 さ ら に 製 は フェ アト レー ド ・ サ ー テ ィ 
ファ イド の 設 証 済み で す 。 」 と 述べ た うえ で 、 オ ー ガ ニッ クニ ッ ト ン 、 
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その 染色 法 、 お よび 、 フ ェ ア ト レー ド ・ サ ー テ ィ フ テイ ド 締 製 に つい 
て 解説 され て いる 。 


その 一 部 を 紹介 させ て いた だ く と 「 パ タゴ ニア は 1996 年 以来 、 従 
来 の 合成 肥 料 や 殺虫 剤 や 除草 剤 を 使わ な い 有 機 農法 で 栽培 され た オ 
ー ガ ニッ クコ ッ ト ン だ け を 使用 し て きま し た 。」 と 書か れ て いる 。 


また 、 デ ニム の 染色 に つい て は 「 私 た ち も か つて は 合成 イン ディ ゴ 
を 使用 し て パタ ゴ ニ ア の デニ ム を 着色 し て いま し た が 、 現在 で は 硫黄 
を 菜 料 に 含ま せ て 色素 定着 を 促進 させ る 革新 的 な 人 染 色 工 程 で あわ る 、 ア 
ー ク ロマ 社 の アテ ド バ ン ス ト ・ デ ニム ・ テ クノ ロジ ー を 採用 し て いま す 。 
この 結果 、 製 造 過程 は 短縮 され 、 従 来 の 染色 工程 に 比べ て 水 の 使用 量 
を 84%%、 エ ネル ギー の 使用 量 を 30%、 二 酸化 炭素 の 排出 量 を 25% も 
削減 し まし た 。 そ し て パタ ゴ ニ ア の デ は 古着 に 見 せる た め の サ ン 
ド プ ラス ト 、 プ リー チ 、 ス トー ン ウ ォ ッ シュ な ど は し な いた め 、 そ う 
し た 加工 に まつ わる 深刻 な 社会 的 お よび 環境 的 問題 も 回 避 し て いま 
す 。」 と ある 。 

終 製 に つい て は 「 パ タゴ ニア の デニ ム ・ ズ の 締 製 は フェ アト 
レー ド ・ サ ー テ ィ フ ァ イ ド (公正 取引 ) の 認証 済み で す 。 フ ェ ア ト レ 
ー ド USA と の 提携 は 、 衣 料 製造 に 携わる 労働 者 た わが 生 活 賃金 に 近 づ 
く よ う 手助け する 方 法 の ひと つ で す 」 と ある 。 


リサ イク ル ・ ダ ウン 

注記 の Website'77 に は 「 リ サイ クル ・ ダ ウン は クッ ショ ン や 寝具 、 
また その 他 の 再販 不可 能 な 中 古 製 品 か ら 回 収 さ れ た 600 フィ ル バ ワ 
ー・ グ ー ス ダウ ン と ダッ クダ ウン を 組み 含 わせ た 素材 で す 」 と ある 。 
この サイ ト に は 、 こ の 素材 の 用 途 と 特色 に つい て 解説 され て いる 。 


リフ ィ ブ ラ ・ リ ョ セル 
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注記 の Website の に は 「 環 境 に 与え る 影響 を 削減 し よう と 、 つ ね 
に 製造 過程 に 改良 を 放し て いる 現在 進行 形 の 取り 組み の 一 部 と し て 、 
私 た ち は 木 材 パ ルプ と 端 切 れ を リサ イク ルレ し た コッ トン か ら 作 られ 
た 素材 を 使用 し て いま す 。 オ ー ス トリ ア を 拠点 と する レン チン グ 社 と 
の 協力 の も と 、 こ の た ぴ び リ フィ ブラ ・ リ ョ セル 繊維 を 採用 し た 製品 の 
コレ クシ ョ ン を 完成 させ まし た 」 と ある 。 こ の サイ ト に は 、 こ の 素材 
の 製造 方 法 と 特色 に つい て 解説 され て いる 。 


⑫ リサ イク ル ・ ポ リエ ステ ル 

注記 の Website で は 、 ペ ベット ボ トル や 製品 に 使用 で き な い 二 級 
草 の 素材 や 着 古 し た 衣類 (自社 の も の を 含む ) か ら 再 生 さ れ た リサ イ 
クル ・ ポ リエ ステ ル の 製造 シス テム や この 素材 の 用 途 や メリ ッ ト に つ 
いて 解説 され て いる 。 


⑬ テン セル リョ ヨ セ ル 

注記 の Website “》 め に は 「 テ ン セ ル ・ リ ヨ セ ル は ビス コー ス 法 で 製 
造 さ れん た レー ヨン な どの 再生 セル ロー ス 繊維 の 代替 え 品 で す 」 と ある 。 
この サイ ト で は 、 こ の 素材 の 製造 法 、 特 色 、 お よび 用 途 に つい て 解説 
され て いる 。 


⑬ DWR (耐久 性 拉 水 ) 加工 

注記 の Website “V り に は 「DWR (耐久 性 拓 木 ) 加工 は 小雨 や 雪 を 弾 
き 、 乾燥 時 間 を 短縮 し ます 」 と ある 。 こ の サイ ト で は 、 こ の 加工 法 の 
特徴 や メリ ッ ト に つい て 解説 され て いる 。 


⑬ H2No パフ ォ ー マ ンス ・ ス タン ダー ド 
注記 の Website に は 「 パ タゴ ニア の 『 素 材 ラ ボ 』 で は 実際 の 使 
用 状況 を 再現 する 、 高 度 に 制御 され た 方 法 で テス ト を 行っ て いま す 。 」 
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「 こ の 厳し い テ スト に 合格 し た 素材 の み が H2No パフ ォ ー マ ンス ・ ス 
タン ダー ド を 満た し ます 。」 と あり 、 こ の 規格 の 必要 性 、 テ スト 基準 
に つい て 詳し く 解 説 さ れ て いる 。 


以上 、 パ タゴ ニア の 衣料 生産 活動 に つい て 紹介 し て きた 。 パ タゴ ニ 
ア の 衣料 生産 の 技術 は 、 日 々 、 改 良さ れ 、 更 新 さ れ て いる 。 以 上 の 他 
に も 新しい 取り 組み が 紹介 され て いる 。「 パ タゴ ニア の 素材 と テク ノ 
ロジ ー」 と いう キー ワー ド で 検索 され た い 。 

パタ ゴ ニ ア の 活動 の 動画 に よる 紹介 も 行わ も て いる 。 下記 の キー 
ワー ド を 入力 し て ネッ ト で 検索 する と You tube に さま ざま な 動画 が 
掲載 され て いる 。 


① Worn Wear 
② リサ イク ル 活 動 
③ 人 昌 肢 化 魚 、 養 殖 急 の 問題 点 ドキ ュ メ ンタ リー 映画 


筆者 は 、 本 章 の 「 は じ め に 」 に お いて 、「 本 音 に お いて 、 第 三 章 で 、 
ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 が 提起 し た 諸 問題 に 対す る 解決 の 糸口 と 方 向 
性 を 見 出す こと が で きれ ば 幸い で ある 。」 と 述べ た 。 

そこ で 、 本 章 の 以上 の 考察 を 踏ま を て 、 こ の 問題 に つい て 論述 する 
こと と する 。 


5. アン ゲロ フ 氏 と バ パタゴニア の 見 解 の 関係 性 、 お よび 今後 の 課題 
に 関す る 筆者 の 見 解 
(1) 天然 繊維 、 主 に 綿 を 朱 色 する 末 料 
A アン ゲロ フン 氏 の 見 解 
本 昔 の pp. 141-143、 お よび p.166 に まとめ た の で 、 参 照 され た い 。 
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B パタ ゴ ニ ア の 見 解 

ジョ ヤナ ・ ラ フリ ン は 注記 の Website 9 で 、 こ う 述 べ て いる 。 

「 パ タゴ ニア は 将来 も 天然 染料 を 使い つづ ける の で し ょ うか 。」 そ 
の 答え は イエ ス で す 。「 私 た ち は 水 の 汚染 源 と し て 最悪 の も の の ひと 
つ で ある 合成 染料 の 代 奉 策 の 探求 を 止め る こと は あり ませ ん 」 と セル 
ツァ ー (パタ ゴ ニ ア の スポ ー ツ ウェ ア 部 門 の グロ ー バ ル ・ シ ニア テ ・ マ 
ー ケ ティ ング ・ マ ネー ジャ ー で ある ジュ リア ・ セ ルツ テ ァ ー) は 語り ま 
す 。 パ タゴ ニア が 一 貫 し て 新しい 技術 を 吟味 し て お り 、 す で に 次 世代 
の 上 料 を 積極 的 に 開発 し て いる と 、 ヘ イズ (リサ ー チ ・ イ ノ ベ ー シ ョ 
ン ・ マ ネー ジャ ー) も 付け 加え ます 。 パ タゴ ニア の ゴー ル は 他社 も ニ 
れ に 條 うこ と を 奨励 する こと 。「 ア パレ ル 産 業 を より 持続 可能 な も の 
に する 新しい 方 法 を 探る た め 、 他 の プラ ンド の 多く も ます ます この 試 
み に 参加 し て くれ る こと を 期待 し て いま す 」 パ タゴ ニア の 天然 染料 へ 
の 取り 組み は 、 注 記 の Website 3 に 紹介 され て いる 。 


C 箕 者 の 見 解 

アン ゲロ フ 氏 は 、 天 然 繊維 、 主 に 木 編 、 そ し て これ ら の 織 維 を 糸 に 
変え る 最も 毒性 の 高い プロ セス を 問題 に し て いる 。 そ れ に 対し て 、 パ 
タゴ ニア は 合成 繊 維 の 天然 貧 笠 に よる 婦 色 の 問題 に 取り 組ん で いる 。 

アン ゲロ フン 氏 は 天然 繊維 、 主 に 木綿 を 糸 に 変え る プロ セス を いか に 
変革 する か を 強く 問う て いる 。 パ タゴ ニア の 上 記 の 技術 に 対す る アン 
ゲロ フ 氏 の 見 解 を 何 っ て みた いも の で ある 。 ア ン ゲ ロフ 氏 の 提起 し て 
いる 問題 は 、 研 究 の 場 や 衣料 生産 の 現場 で 、 日 々 、 取 り 組 まれ て いる 。 
この 問題 は 、 衣 服 産業 が 直面 し て いる 喫 忠 の 課題 で ある 。 
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第 二 部 第 4 章 陣 境 に や さ し い 衣服 産業 の ビジ ネス ・ モ デル 
ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
(2②) リサ イク ル 
A アン ゲロ フ 氏 の 見 解 
本 書 の pp.130-131 に 紹介 し た の で 、 参 照 さ れ た い 。 


B パタ ゴ ニ ア の 見 解 

パタ ゴ ニ ア は 環境 の 影響 が 少な い 素 材 を 求め 続け り 、 ヘ ンプ の 使用 
を 増やし 、 ま た ヘン プ と 再生 ポリ エス テル の 混紡 素材 も 使用 し て いる 。 
最近 で は ある 仕 入 先 泉 者 が ベット ボトル 以外 の リサ イク ル 原 料 か ら ポ 
リエ ステ ル を 再生 する 方 法 を 開発 し 、 ベ スト セラ ー 製 品 の 一 部 で の こ 
の 新 素 材 の 利用 を 始め た 。 今 後 最大 の 課題 は 、 ウ ェ ア そ の も の を リサ 
イク ル 可 能 に する こと で ある 。 着 古 し て 返却 され た ポリ エス テル 製 ジ 
ャ ケッ ト を 再び 繊維 と し て 、 あ る い は 別 の プラ スチ ッ ク と し て 再生 さ 
せる の が 目標 で ある 。 


C 筆者 の 見 解 

アン ゲロ フ 氏 に よる と 、 綿 は 一 度 だ けし か リサ イク ル で きず 、 綿 の 
リサ イク ル を する グリ ー ン な 方 法 は な いと いう こと で ある 。 

パタ ゴ ニ ア は ポリ エス テル や ヘン プ と 再生 ポリ エス テル の 合成 繊維 
の リサ イク ル を ペッ ト ボ トル や それ 以外 の リサ イク ル 原 料 か ら 行 う 方 
法 、 ウ ェ ア そ の も の を リサ イク ル 可 能 に する 方 法 に 取り 組 も うと し て 
いる 。 

綿 の リサ イク ル が 今後 の 課題 で ある 。 


(3) オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン 
A アン ゲロ フ 氏 の 見 解 

道 費 者 は 、 オ ー ガ ニッ クニ コッ トン を 購入 し て 、 古 着 を リサ イク ル す 
る こと で 問題 が 解決 する と 信じ て いま す 。 そ れ は H&M が 正直 に 話さ な 


189 


い 会 話 で あり 、 メ ッ セ ー ジ を 環境 に 優し いも の に する こと は 、 監 視 員 、 
NGO、 活 動 家 の 責任 で す 。 


B パタ ゴ ニ ア の 見 解 

1996 年 、 パ タゴ ニア は すべ て の コッ トン 製品 を オー ガニ ッ ク に 切り 
替え る こと に 成功 し た の で ある 。 以 来 、 バ タゴ ニア は オー ガニ ッ ク ユ 
ッ ト ン の み を 使用 し て いる 。 デ ニム の 項目 で 紹介 し た 取り 組み を 行っ 
て いる 。 


C 筆者 の 見 解 

アン ゲロ フ 氏 が 主張 し て いる よう に 、「 綿 は 一 度 だ けし か リサ イク 
ル で きず 、 綿 の リサ イク ル を する グリ ー ン な 方 法 は な い 」 と いう こと 
で あれ ば 、 パ タゴ ニア が オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン の み を 使用 し て も 、 オ 
ー ガ ニッ クコ ッ ト ン の 溢 人 色 方 法 、 オ ー ガ ニッ クコ ッ ト ン 製 の 古着 の リ 
サイ クル の 方 法 が 問題 宮 さ れる こと に な る 。 や は り 、 綿 の リサ イク ル 
は 今後 の 課題 で ある 。 


6. まとめ 
本 章 で の 考察 の 結果 を まとめ る と 、 次 の 課題 が 今後 の 課題 と し て 浮 
上 し て きた 。 
① 染料 の 問題 
然 染 料 の 使用 で 水質 汚染 の 問題 は 解決 する の で あろ うか 。 アン 
ダ ゲロ フ 氏 の その 後 の 研究 の 進展 は いか が な も の で あろ うか 。 
・ デ ニム の 染色 に つい て で ある が 、 パ タゴ ニア は 合成 イン ディ ゴ か 
ら ア ー ク ロマ 社 の アド バン スト ・ デ ・ テ クノ ロジ ー を 採用 し 
て いる 。 リ ー バ イ ・ ス トラ ウス s 社 の よう な ジー ンズ を 製造 ・ 販 売 
し て いる 企業 の 反響 は いか が な も の で あろ うか 。 
② リサ イタ クル の 問題 
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ー パ タゴ ニア を 事例 と し て 一 
・ パ タゴ ニア は 、 ペ ッ ト ボ トル か ら の リサ イク ル に 取り 組ん で きた 
が 、 衣 料 品 の リサ イク ル に 取り 組み 始め て いる 。 

わが 国 で も ユニ クロ は 2020 年 に ペッ ト ボ トル か ら 再 生 し た 繊 
維 か ら 製 造 され た 製品 を 販売 する 方 針 を 掲げ て いる 。 

注記 の Website “ り に は 、 次 の よう に 書か れ て いる 。 

「PET ボトル な どか ら 作ら れる リサ イク ル ・ ポ リエ ステ ル は 17 
年 近く 前 か ら 商 品 化 され 、 最近 で は サス テイ ナビ リティ に 注力 し 
て いる 『 ア ディ ダス 』 や 『 ナ イキ 』 な ど で も 使用 され て きた 。 た 
だ し 、PET ボトル に は 異物 が 混入 し や すく 、 特 殊 な 断面 を も つ 綴 
維 や 極細 織 維 な どの 生産 は 困難 だ っ た 。PET ボトル の 劣化 に よる 
黄ばみ の 問題 も あっ た 。 東 レ は この 不純 物 問題 を 克服 し 、 リ サイ 
タル 原料 中 の 異物 を 除去 する 独自 フィ シル タリ ング 技術 を 確立 。 バ 
ー ジ ン 素 材 と 同様 の 特殊 な 断面 や 多様 な 久 維 の 製造 を 可能 に し 
た 。」 


注記 の Website に ある よう に 、 パ タゴ ニア は 東レ に 新 素材 の 開発 
を 要請 し て いる 。 

「 バ タゴ ニア が 世に 送り 出し た 、 新 ジャ ン ル の 化 織 綿 ジ ャ ケッ ト 。 そ 
こ で 重要 な 役割 を 果たし た の が 、 日 本 の 繊維 最大 手 、 東 レ だ 。 ナ ノエ 
ア に 使用 され て いる 化繊 綿 や 生地 は 東レ 製 で 、 同 社 の 独自 技術 が 駆使 
され て いる 。」 

「 ア ウタ ー を も っ と イノ ベー ト (技術 革新 ) し た い 。 暖 か く 、 体 の 
動き に あわ せ て スト レッ チ し て 、 運 動 中 に 汗 を か いて も 蒸れ に くい 。 
そん な テウ ター を 商品 化し た いん だ 一 。 」 今 か ら 10 年 近く 前 、 パ タゴ 
ニア か ら の 協力 要請 を 受け て 、 東 レ 社 内 で 新 素材 の 開発 が 始ま っ た 。 

今後 の ペッ ト ボ トル か ら の リサ イク ル 、 表 料 品 の リサ イク ル の 発展 
が 注目 され る 。 
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③ オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン 

上 記 の (3) オーガニック コ ッ ト ン の 項目 の 筆者 の 見 解 で 述べ た よう 
に 、 パ タゴ ニア は オー ガニ ッ ク コ ッ ト ン の み を 使用 し て も 、 ア ン ゲ ロ 
フ 氏 の 主張 され る よう に 、 綿 の リサ イク ル は 一 回 の み と い うこ と で あ 
れ ば 、 綿 の リサ イク ル は 問題 宮 さ れる の で は な うか 

本 章 で 紹介 し た よう に 、 パ タゴ ニテ は 未来 へ の ステ ッ プ と し て 、 多 
く の 素 材 と テク ノロ ジー の 開発 に 取り 組ん で いる 。 今 後 の 研 究 の 進展 、 
研究 者 と 企業 の 提携 ・ 共 同 開発 が 要請 され る と 同時 に 注目 され る 。 
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本 書 の 総括 


本 書 の 総括 


第 一 部 
1. 第 1 章 の まとめ と 補足 

第 1 章 で は 、1960 年 代 か ら 2000 年 代 の 歴史 的 背景 を 社会 ・ 
政治 ・ 経 済 ・ 文 化 ・ フ ァ ッ ショ ン の 視点 か ら 振り 返り な が ら 、 
アメ リカ の 環境 問題 に も ご く 人 簡潔 に 言及 し た 。 だ が 、 衣 服 産業 
の 視点 か ら 正 面 功 っ て 書か れ た 邦 語文 献 や 翻訳 書 は 、 残 念 な が 
ら 大 変 稀少 で ある た め 、1960 年 代 か ら 現 代 ま で の 流れ に 沿っ て 、 
その 詳細 に 言及 する こと は で き な か っ た 。 し た が っ て 、 こ の 問 
馬 こ そ 本 書 の 課題 で あり 、 手 始め に 、 目 次 に 見 る よう な テー マ 
に 取り 組ん だ 次 第 で ある 。 筆 者 の 研究 は 端緒 に つい た ば か り で 
ある 。 そ こ で 、 今 後 、 こ の 分 野 の 研究 の さら な る 発展 の た め に 、 
R.E. ダ ン ラ ッ プ /A.G6. マ ー テ ィング 編 、 満 田 久 義 団 訳 『 現 代 ア 
メリ カ の 環境 主義 一 1970 年 か ら 1990 年 の 蘭 境 運 動 一 』 (ミネ 
ル ヴ ァ 書 房 、1993) に お ける 環境 運動 史 の 分 類 に 基づい て 箇条 
書き に し た 以下 の 項目 を 第 1 章 の 補足 と する 。 


1. 19 世 紀 一 20 世紀 の 環境 運動 
① シェ ラ ・ ク ラブ の 設立 (1892 年 ) 。 
オー デュ ボン 協会 の 設立 (1905 年 ) 。 
⑬ 全米 野生 生物 連盟 (the National Wildlife 
Federation) の 設立 (1936 年 ) 
2. 1970 年 代 に 環境 運動 が 台頭 する ?。 
① 環境 保護 庁 や 環境 の 質 に 関す る 審議 会 の よう な 新 し 
い 連 邦 機関 が 設立 され る 。 
② 大 気 や 水質 汚染 防止 に 関す る 規則 や 「 環 境 影響 評価 」 
に 関す る 法律 も 作ら れる 。 
3. 1970 年 代 後半 か ら 1980 年 代 に 草の根 培 境 運動 が 拡大 
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ー バ タゴ ニア を 事例 と し て 一 


する 。 

① 科学 者 や 公衆 衛生 の 担当 官 、 弁 護 士 と の 広範 囲 な 接 
触 を も た ら す ⑨⑳。 

⑨ 汚 系 物質 の 投棄 、 殺 是 剤 の 散布 、 大 気 汚染 、 森 源 汚 
光 、 放 射 性 廃棄 物 、 原 子 力 発電 所 、 ゴ ミ 焼 序 場 や 有害 
廃棄 物 投 識 施設 の 建設 計画 を 告発 する ⑳⑩。 

③ アフ リカ 系 コミ ティ で の 環境 還 争 %。 

4. ディ ー プ ・ エ コロ ジー と ラディ カル 欄 境 運 動 9 

5. グロ ー バ ル な 虚 境 主義 の 展開 

① 国内 的 な 環 境 政 策 に も 国際 的 な 次 元 が 加わ っ て ゆく 。 

②⑫ 環境 間 題 を めぐ る 政府 と NGO の 国境 を 越え た 協力 。 

⑬ 気候 変動 、 オ ゾン 層 破 壊 、 大 気 や 水 の 国境 を 越え た 
汚染 、 絶 滅 の 危機 に 若 し た 生物 種 、 宇 宙 空 間 の 利用 
と いっ た グロ ー バ ル な 隊 境 問題 


アメ リカ の 環境 史 関 連 の 文献 で は 、 岡 島 成 行 氏 が 『 ア メリ カ 
の 環境 保護 運動 』 (岩波 新書 、19900) に お いて 、 パ タゴ ニア が 
環境 団体 に 収益 金 を 寄付 し て いる 事実 に 言及 し て いる ⑨ 以 外 
は 、 衣 服 産 業 が 環境 に 及ぼ し て いる 影響 に 言及 し て いる 文献 は 
稿 少 で ある 。 井 上 尚之 氏 は 『 科 学 技術 の 発達 と 環境 問題 一 科学 
技術 の 発達 が 人 類 に も た らし た 光 と 影 一 』 (東京 書籍 、2015 2 
訂 版 ) に お いて 、 綿 の 漂 自 法 の 発明 に つい て 、 化 学 式 を 提示 し 
て 、 わ か りや すく 解説 し て いる ゆ 。 だ が 、 本 書 の 第 二 部 第 1 章 
か ら 第 3 章 で 紹介 ・ 考 察し た アン ゲロ フ 氏 の 著作 で 扱わ れ て い 
る よう な 天然 繊維 、 主 に 木綿 を 糸 に 変え る プロ セス が 生態 系 に 
及ぼ す 影 響 に つい て は 論じ し られ て いな い 。 だ が 、 井 上 氏 の 以下 
の 見 解 は 、 素 材 と 環境 問題 に 警鐘 を 鳴ら し て いる 。 

井上 氏 は 、 ナ イロ ン な どの 合成 高 分 子 の 大 発明 が 、 人 に 多大 
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な 利便 性 を も た らし た が 、 こ の 大 発明 も 見 方 を 変え れ ば 、 隊 境 
汚 集 の 第 一 歩 だ っ た こと に 警告 を 発し て いる 。 つ まり 、「 多 種 
多様 の プラ スチ ッ ク 類 が 大 量 生 産 さ れ 、 多 く の 製品 に 使用 され 
る と と と も に 大 量 廃棄 され る よう に な っ た 。 こ れ ら は 土 中 に 埋 
め て も 腐ら な い 。 焼却 し よう と し て も ゃ も 、 燃 焼 し に くく 大 量 の ス 
ス や 有毒 ガス が 出る 。 そ の 上 、 疾 焼 訪 を 傷め や すい 。" ゆ 」 と 罰 
べ 、「 こ の よう な プラ スチ ッ ク 廃 棄 物 の 激増 に 対し て 、 次 の 2 
つの 面 か ら の 対策 が 進め られ て いる り 」 と し て 、 次 の 2 つの 対 
策 を 提示 し て いる 。 

① 環境 中 で 分 解 さ れ 、 環 境 汚 染 源 と な ら な い プ ラス チッ ク の 

開発 
@ プラ スチ ッ ク の リサ イク ル の 促進 


「 大 量 生産 一 大 量 消費 つ 大 量 廃棄 し た が っ て 環境 を 破 壌 し 
な い 、 ラ イフ スタ イル へ の 変更 、 リ サイ クル 社会 へ の 変更 を 実 
行 す る と き に 来 て いる 。 こ の 環境 意識 革命 は 、 必 ず 成 功 さ せな 
けれ ば な ら な い 。 も し も これ に 失敗 れ ば 人 類 に 未来 は な い 
(0D」 と 井上 氏 は 強い 言葉 で 、 氏 の 著作 を 結ん で お られ る 。 

「 コ ロン プス が 新大陸 を 『 発 見 』 し た 1492 年 以降 の 、 近 代 交 明 の 
豊 鏡 な 青年 期 に お いて は 、 人 間 は 生態 系 や 人 間 へ の 影響 を 願 み る こと 
な く 、 自 然 を 人 間 の 目的 の た め に 利用 し 続け る こと が で きた 。 以 後 500 
年 間 、 抑 制 な き 人 口 増 大 と 地球 の 開発 を 続け て きた 今日 、 近代 社会 は 
これ まで の 政策 や 方 法 で や っ て いけ る 限界 まで 来 て し まっ た 。 すでに 
人 間 は 地球 の 収容 能力 を 超過 し て し まっ た の か も し れ な い ②」 と 
Catton は 指摘 し て いる 。 開 拓 精 神 に 彩 ら れ た アメ リカ の 歴史 は 
自然 破 填 の 歴史 で も あっ た 。 科 学 技術 の 発展 が 地球 環境 の 破 振 
を 生ん だ 。 小塩 和 人 氏 は 、『 ア メリ カ 』 環境 史 』 (上 智 大 学 出 
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版 、2014) に お いて 「 自 然 保護 を 含む 環境 全般 に 関す る 価値 観 
や 制度 は 最近 の 産物 で は な く 、 ヨ ー ロ ッ パ に よる 北米 大 陸 植 民 
時 代 あ る い は 彼ら が 章 遇 し た 先住 民 の 生活 に さか の ぼっ て 考 
える べき も の で ある 。 ま た 、 今 日 の 選択 が 将来 に 渡っ て 大 き な 
影響 を 及ぼ すこ と を も 意味 し て いる 。 嘩 境 の 定義 が 複雑 化し 政 
策 論 争 が 低迷 する な か 、 こ の 歴史 的 展開 を ふま えた 包括 的 認識 
が 今 まさ に 必要 と され て いる の で ある 3) 。」 と 述べ られ て い 
る 。 実に 、 貴 重 な 提言 で あり 、 筆 者 の 服飾 史 研究 に も 共通 する 
重要 な 認識 で ある 。 

本 書 で は 1960 年 代 か ら 2000 年 代 に か け て の ファ ッ シ ョ ン か 
ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 転換 の 歴史 を 振り 返り 、 そ の 歴 
末 が も た らし た 衣服 産業 が 環境 に 及ぼ す 影 響 を 論じ し て きた 。 引 
き 続 き 、 本 書 の 内 容 の まとめ を 行う 。 


2. 第 2 章 の まとめ 

第 2 章 で は パリ ・ モ ー ド の 流れ を 組む カス タム ・ メ イド の 推進 者 の 
アー ノル ド ・ ス カー ジ を 取り 上 げた 。 ス カー ジ は アメ リカ で は カス タ 
ム ・ デ ザイ ナー と 呼ば れ て いる 。 パリ ・ モ ー ド の 真 血 を きわ め な が ら 、 
アメ リカ 社会 の 中 流 以上 の 諸 階層 の 顧客 を ター ゲッ ト に 、 顧 客層 の 経 
済 力 と 趣向 に 上 手 く 対応 で きる 、 独 自 の 衣 恨 生産 シス テム を 作り あげ 
た の で ある 。 そ こ に こそ 、 ス カー ジ の 特異 性 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ モ ー ド と 
の 差 尋 が あり 、 ス カー ジ の 杏 力 が ある と 言え る 。 


スカ ー ジ は 騙 が 国 で は 、 ほ と ん ど 知ら れ て いな い 。 そこ で 、 敢 えて 、 
スカ ー ジ を 取り 上 げ 、 オ ー ト クチ ュー ル と の 培い 、 既製 服 生 産 と の 違 
い に つ いて 、 語 ら せ て いた だ いた 。 本 書 で スカ ー ジ を 取り 上 げた の に 
は 、 実 は 深い 意味 が ある 。 そ れ は カス タム ・ メ イド 、 つ まり 、 在 庫 ゼ 
ロ の 受注 生産 は 、 実 に 未来 に つなが る ナパ レル 生産 の 手法 だ か ら で あ 
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る 。 大 量 生産 、 大 量 消費 の ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン は 、 二 酸化 炭素 の 
問題 な ど 生態 系 の 破壊 に つなが る 諸 問 題 に 直面 し て いる 。 そ れ ゆ え 、 

その 解決 策 と し て 、「 顧 客 の 注文 が あっ て か ら 服 を 作る 」 と いう 衣服 
生産 の 原点 に 立ち 返る 必要 が ある の で は な いか 、 と いう も の づく り の 
理念 を 本 書 の 総括 に お いて 提言 させ て いた だ きた い 。 


3. 第 3 章 の まとめ 

第 3 章 で は 、 フ ァ ッ ショ ン か ら フ ァ ス ト ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 転換 の 
あり 方 と 問題 点 を 扱っ た 。 ギャップ の 台頭 、 発 展 、 現 状 の 問題 点 に つ 
いて 、 ジ ー ン ズ に 無 点 を 当て て 考 具 し た 。 第 3 章 で 述べ た 内 容 の 繰り 
返し に な る が 、 以 下 に まとめ と し て 再度 書か せ て いた だ く 。 

ギャ ッ プ は 1980 年 代 半ば 頃 か ら 、 設 立 時 に 取り 扱っ て いた リー 
パイ ・ ス トラ ウス 社 (Lvi Strauss & Co.) の ジー ンズ を 徐々 に 店 頭 
か ら 排 除 し 、 代 わり に 自社 の プラ イベ ー ト ・ ブ ラン ド (PB) で ある 「 ギ 
ヤップ 」 の 商品 を 導入 し た 。 同社 は “あり な が ら 、 企 画 な どの メ 
ー カ ー 機 能 を 内 部 化す る 一 方 、 生 産 を アジ ア な ど 人 件 費 の 安い 地域 の 
工場 に 委託 し た 。 また , 大 規模 な 販促 を 行い 、 い プラ ンド の 構築 を 図り , 
従来 に 見 られ な い 1 つの 企業 に よる サプライ チェ ー ン 各 機 能 を コン ト 
ロー ル す る モデ ル を 作り 上 げた の で ある 。 こ の モデ ル が 確立 され た 後 、 
ギャ ッ プ は カジ ュ ア ル ・ ウ エア の 普及 に 伴い 、 大 量 生産 ・ 大 量販 売 に より 
コス ト 億 人 性 を 追求 し 、 急速 な 多 店 舗 展開 と 同時 に 、 凄 まじ い 成 長 を 遂 
げた 。 1999 年 以降 ,。 ギャ ッ プ は 世界 最大 の 衣料 品 専門 チェ ー ン と な っ 
て いる 。 

ギャ ッ プ は ファ ッ シ ョ ン 業 界 の シス テム に 、 一 つの 流れ を 作り 出 

し た 。 そ れ は 、 デ ザイ ン 、 製 造 、 物 流 、 販 売 、 マ ー ケ ティ ング を 自社 
で 一 貫 し て 行う も の で 、 こ の よう な 製造 販売 の スタ イル は SPA 型 の 運 
営 と いう 一 つの 流れ を 作り 出し た の で ある 。 安 価 だ が 高 品質 の 布地 で 
作ら れ た 低 価格 を も た らし た の は 、 と り も な お さ ず 、 こ の ファ スト ・ 
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ファ ッ シ ョ ン の シス テム に 他 な ら な い 。 ギャップ の SPA 方 式 は 、 ユ ニ 
クロ の モデ ル で ある 。 


第 二 部 

1. 第 1 章 の まとめ 

第 1 音 で は 、 ア メリ カ に お ける 衣服 産業 の 開 の 世界 、 つ まり 、 衣服 
産業 が 生活 環境 や 労働 環境 に 及ぼ し て いる 悪影響 に つい て 、 映 画 「 ザ ・ 
トゥ ルー コス トー ファ スト ファ ッ シ ョ ン 真 の 代償 一 』 の 内 容 を ま と 
め た うえ で 、 問 題 を 提起 し た 。 


2. 第 2 章 の まとめ 

婦 e の 7 が 57ge o げ 7e 6g7e7 7 カ ge7 ア の gs7 gs カ 7o7 7 77s 
eggZ7re 7 の ac7 の 人 7ro/en727 279 oc7ey の 著者 の アン ゲロ フ 
氏 と フリ ー ラ ンス の ライ ター の ジェ シカ ・ ブ ラシン トン 氏 (Jessica 
Brassington) と の イン タ ヴ ュー の 翻訳 紹介 を 踏ま えた 上 で 、 本 著作 に 
お いて 指摘 され て いる 今日 の 衣服 産業 の 問題 点 を 整理 し た 。 


3. 第 3 章 の まとめ 

本 章 で は 、 ア ン ゲ ロフ 氏 の 著作 に 基づい て 、 ア メリ カ の 衣服 産業 の 
間 の 世界 に お ける 諸 問題 に 関す る 考 祭 を 行っ た 。 そ の 内 容 を 項目 別に 
箇条 書き に する 。 本 章 の 内 容 は 、 本 書 の ハイ ライ ト を 成 し て いる 。 

① 織物 加工 の プロ セス が 生態 系 に 及ぼ す 影 響 
世界 貿易 機構 (WTO) の 水質 に 関す る ガイ ドラ イン と その 効果 
織 維 生産 に 関連 する 水質 汚染 レベ ル の 研究 の 欠落 
古着 の 行方 

エコ ファ ッ シ ョ ン の 社会 的 彫 響 

購買 行動 を 右 す る も の 

ニコ レイ ・ ア ン ゲ ロフ 氏 の 提言 


GS@G@@@@G6 
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⑱ まとめ 


4. 第 4 章 の まとめ 

第 4 章 で は 、 ア メリ カ に お ける 衣服 産業 の 今後 と いう テー マ に 取り 
組ん だ 。 す な わ ち 、 パ タゴ ニア を 事例 に 、 環 境 に や さ し い 衣服 産業 の 
新しい ビジ ネス ・ モ デル を 紹介 ・ 考 祭 し 、 今 後 の 課 題 に 対す る 筆者 の 
提言 を 行っ た 。 


5. 最後 に 、 ア メリ カ 服 飾 社会 史 の 未来 像 

本 書 の タイ トル は 『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 の 未来 像 一 衣服 産業 の 視点 
か ら 一 』 で ある 。 そ こ で 、 最 後に 、 以 上 の 総括 を 踏ま えて 、 こ の タイ 
トル に 対す る 答え と も いえ る 筆者 の 見 解 を 述べ て 、 本 書 の 結び と する 。 

衣服 産業 の 未来 像 に つい て の 筆者 の 見 解 を ずばり 提示 し よう 。 ョ ヨー 
ロッ パ か ら ア メリ カ 大 陸 へ 移住 し て きた 植民 者 た ち が 歩 ん で きた 「 過 
去 の 歴史 へ の 回 帰 」 と 「 未 来 へ の 前 進 」 を 、 い か に バラ ンス を と りな 
が ら 進 め て 行く の か 、 人 間 と 環境 に や さ し い 衣服 産業 の ビジ ネス ・ モ 
デル を 、 い か に 構築 し て 行く の か 。 こ れ ら は 、 末 来 に 向け て の 今後 の 
課題 で ある 。 

筆者 は パタ ゴ ニ ア を 事例 と し て 、 ア メリ カ 服 飾 社会 昌 の 未来 像 を 払 
索 し て きた が 、 今 後 、 科 学者 と さま ざま な 衣服 産業 に 携わっ て いる 企 
業 家 や 上 境 に 関わ る 諸 団 体 が 一 体 と な っ て 、 サ プラ イチ ェ ー ン 同士 の 
透明 性 を 保ち つつ 、 人 間 と 環境 の 健全 性 を 向上 させ る 衣服 産業 の ビジ 
ネス ・ モ デル を 構築 し て 行か な けれ ば な ら な いで あろ う 。 本 書 で ご 紹 
介し た アン ゲロ フ 氏 と パタ ゴ ニ ア の 取り 組み を 踏ま えて 、 第 二 部 第 4 
章 に お いて 、 筆 者 が 整理 させ て いた だ いた 委 色 や リサ イク ル や 素材 の 
開発 の 課題 に 立ち 向かわ な けれ ば な ら な いで あろ う 。 

繰り 返し に な る が 、 第 二 部 第 4 章 で 筆者 が ご 紹介 し た ジュ エリ ー・ 
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マン ダー の 見 解 「 当 社 の 基本 理念 は 、 経営 を 行う 際 に この 状況 を し っ 
か り 認 識 し て 、 企 業 価値 観 の 序列 を つけ 直し つつ 、 人 間 と 環境 の 健康 
状態 を 向上 させ る 製品 を 作っ て いく こと 」 は 、 本 書 の テー マ の 聖書 と 
も 言え る 言説 で ある 。 

科学 技術 の 発達 が 生ん だ 地球 環境 の 破 詩 に は 、 科 学 技術 を も っ て 対 
処す る し か 方 法 は な いで あろ う 。 


あと が き 


本 書 の 第 一 部 第 1 章 で は 、1960 年 代 か ら 2000 年 代 の アメ リカ の フ 
テッ ショ ン の 膝 喝 に つい て 、 歴 更 的 背景 に ら し て 、 概 説 し た 。 ア メ 
リカ 服飾 史 に 関す る 文献 が 稀少 な 研究 の 現状 に お いて 章 の 情報 
が 服飾 史 に 関心 の お あり の 皆さん に 、 い くら か で も に 立て ば 幸い 
で ある 。 「 は じ め に 」 に お いて 書か せ て いた だ いた が 、 筆 者 の 「 ア メ 
リカ 服飾 社会 史 」 は 、 先 住民 支配 時 代 か ら 未来 に 至る アメ リカ 服飾 社 
会 喝 の シリ ー ズ を 成 し て いる 。 敢 えて 「 服 飾 社会 昌 」 と いう 新しい ネ 
ー ミ ング の も と に 、 ア メリ カ の 社会 的 背景 と 服 館 の 相関 関係 を 意識 し 
な が ら 、 研 究 活動 を 行っ て きた 。 ぜ ひ 、 読 者 の 皆さん に 、 筆 者 の アメ 
リカ 服飾 社会 史 研究 に お 目 通し いた 、 ご 意見 ・ ご 感想 を お 寄せ い 
た だ きた く 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で ある 。 本書 の 奥付 に メ 
ー ル アド レス を 掲載 させ て いさ せ て いた だ いた 。 

この た び は 『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 の 未来 像 一 衣服 産業 史 の 視点 か ら 
一 』 と いう 壮大 な タイ トル の 著作 に 取り 組み 、 あ と が き の ペ ン を と り 
な が ら 、 服 作り に 携わっ て きた も の と し て 、 以 下 の よ うな 思い が 込み 
上 げ て きた 。 

筆者 は 、 筆 者 が 代表 を 務め て いる 「 ア メリ カ 服 飾 社会 史 研 究 会 」 の 
Website (https://wwmw.american-mode. com) で 、 筆 者 の プロ フィ ー ル に 
つい て 、 次 の よう に 書い て いる 。 

「 若 い 頃 、 神 戸 大 学 文 学部 で 西洋 史学 を 専攻 し まし た 。 そ し て 、 同 
文学 部 で 研究 助手 を 務め て いた 3 年 半 、 ア メリ カ 史 研究 に 従事 し て 
いま し た 。 そ の 後 、 文 化 服装 学院 の 通信 教育 で 洋 坊 を 学び 、2 年 間 
の 課程 を 修了 後 、 洋 装 店 で オー ダー メイ ド の 服 作り や 高級 婦人 既製 
服 (プレ タ ポ ル テ ) の パタ ー ン メー キン グ や や 裁断 ・ 規 製 の 仕事 に つ 
いて いま し た . 
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あと が き 


今日 で は 衣服 生産 も 中 国 や や 轄 国 、 イ ンド 、 ベ トナ ム 、 カ ン ボ ジ 
ア な ど ア ジア や 東南 アジ ア 方 面 で 行わ ん て いま す が 、 私 が アバ 
レル 業界 で 仕事 を し て いた 頃 は 、 日 本 の すばらし い 伝統 的 な 技 
術 が 世界 の 脚光 を あび て お り 、 こ の 業界 が 活気 付い て いま し た 。 
我が国 の アパ レル 業界 が アク ティ ブ な 時 代 に 、 伝 統 的 な 技術 を 
身 に つけ る こと が で きた の は 、 貴 重 な 経験 で も っ た と 確信 し て 
いま す 。 自 分 や 家族 の 服 が 作れ る よう に な り た か っ た と いう ニ こ 
と は 勿 輸 で す が 、 な ぜ か 将来 は 西洋 服飾 史 を 学 ぼ うと いう 夢 を 
抱い て いた 私 に と り ま し て は 、 あ り し 日 の パリ の 縫い 子 さん の 
仕事 ぶり が わか ら な けれ ば 、 西 洋服 飾 史 の 本 質 は 分 らし な いで あ 
ろう 、 と いう 考え が 、 洋 裁 を 始め た きっ か け で も あり まし た 。 

そう いう わけ で 、 理 論 と 実践 は 車 の 両輪 で あり 、 大 学 に お い 
て も この よう な 考え に 立っ た 教育 が 行わ れる べき だ と いう の が 、 
私 の 持論 で す 。」 (2009 年 9 月 記 ) 


服装 の 歴史 、 世 界 の 民族 衣 膨 の 世界 は 、 流 めど も 波 め ども 波 みつ く 
せな い 泉 の よう な 実に 奥深 い 世界 で ある 。 だ が 、 そ の 反面 、 服 作り の 
労働 の 世界 は 、 あ まり に も 過酷 な 世界 で も ある 。 筆 者 は 、 そ の 過酷 さ 
ゆえ に 、 研 究 ・ 教 育 の 世界 に 戻っ た の で ある が 。 

今日 の 大 基 生 産 、 大 量 消 費 が 生ん だ 衣服 ロス の 現状 は 、 科 学 技術 の 
発展 が も た らし た 悲惨 な 結果 で ある 。 先 人 が 築き 上 げ て きた 尊い 服 館 
文化 の 価値 、 そ し て 、 そ の 背後 に ある 技術 者 の 労働 の 価値 を 、 今 、 い 
ち ど 見 直し て ゆか な けれ ば な ら な いと 強く 思う 。 我々 、 大 人 は 、 こ れ 
か ら の 時 代 を 担っ て ゆく 、 若 い 世代 の 人 た ちと 手 を 携え て 、 服 飾 の も 
つ 文 化 的 価値 、 文 化 的 意味 、 文 化 を 生み 出し て きた 人 々 の 尊い 労働 の 
価値 を 認識 し 、 正 当 に 評価 し 、 未 来 に 向け て 発展 させ て 行か な けれ ば 
な ら な いと 切 に 思う 。 


本 書 で は 、 世 に いう 文系 の 服飾 研究 者 が 、 お こ が ま し くも 化学 の 分 
野 に 立ち 入っ て 発言 させ て いた だ いた が 、 文 理 の 融合 こそ 、 今 日 、 人 
類 が 直面 し て いる 環境 問題 に 立ち 向かっ て いく 力 に な り 得 る の で は な 
か ろう か 。 本 書 に 取り 組ん で いる 日 々 、 環 境 に や さ し い リサ イク ル な 
ど 、 衣 服 産業 分 野 で の 研究 開発 が 進め られ て いる 。 だ か ら と いっ て 、 
筆 を お いて し まう わけ に も ゆか ず 、 あ と が きま で 書き 進ん だ 次 第 で あ 
る 。 何 より も 衣服 産業 の 環境 に や さ し い ビジ ネス ・ モ デル の 誕生 を 願 
っ て や まな い 。 

本 書 執 筆 に 当たっ て 、 ア メリ カ 服 飾 社会 史 研 究 会 の 皆さん 、 お よび 
Office Com Junto ( 児 嶋 き よみ 氏 主 宰 ) に よる Global Session (濱田 
雅子 の 服飾 講座 「 服 飾 か ら み た 生活 文化 ン リ ー ズ 」) の 参加 者 の 皆 さ 
ん に は 、 研 究 会 の ディ スカ ッ シ ョ ン で 、 貴 重 な ご 意見 を いた だ き 、 深 
謝 申 し 上 げ る 。 ま た 、 公 私 に わた っ て サポ ー ト し て くれ た 家族 に 感謝 
の 気持 ち で いっ ぱい で ある 。 


濱田 雅子 
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注 
【 は と ゅ に 】 
(G①) 濱田 牙 子 箸 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ へー アメ リカ 服 錠 社会 史 近 現 代 笠 
ー』 (イン プレ ス R&D、 2019) 
(⑫ Nikolay Amguelow 7e の zo の 37ge o7 2e の ggenr 7dgs or fs7o7 
0 7zs Aegf7re mpacf の め 77ogo7g】 gn Soc7eff CRC Press, 
Taylor & Francis Group。 Boc Raton, London。 New York。 2016, px 
⑲ 7。 pxi 
⑰ ZZprxi 
(5) ・DDT1939 年 に スイ ス の 科学 者 パウル ・ ヘ ルマン ・ ミ ラー に よっ て 役 由 効果 が 発見 さ 
れ た 物質 で ある 。 1940 年 代 以降 急速 に 使用 され る よう に な り 、 マラ リア の 対策 に は 大 き 
く 貢献 し た 。 だ が 、 そ の 毒性 は 以下 の 『『 医 学 書 院 医学 大 辞典 』 に 記さ れ た と お り で 
ある 。 
ジクロロ ジフ ェ ニ ルト リク ロロ エタ ン (Dichloro Dipheny1 Trichloroethane) 。 有 
機 塩素 系 農薬 の 殺虫 剤 。 寺 性 は 有機 者 素 系 薬剤 に 共通 し 、 中 枢 神 経 刺激 作用 が ある 。 軽 
度 の 急性 中 奏 で は 、 頭 痛 、 吐 き 気 を 呈し 、 重 症 で は 間 代 性 、 強 直 性 近 鍵 、 意識 消 失 が 出 
現す る 。 宴 性 中 礎 で は て ん か ん 欄 交 状 を 認め る 場合 が ある 。 197! 年 に 農 楽 と し て の 合用 
は 佑 止 し た が 、1981 年 化 衝 法 で 指 定 を 受け 、 規制 され る まで 、 自 アリ 駆除 な ど に 使用 さ 
れ た 。 内 分 六 構 乱 作 用 が 疑わ れ て いる 。 和 典拠 : 総 編集 伊藤 正男 、 井 村 裕 夫 、 高 史 麻 
『 医 学 書院 医学 大 辞典 』 (医学 書院 、2008)。 
・ ク ロ ル デ ンー 地 素 系 役 虫 列 。 シ ロア リ 除 剤 と し て 使用 され た が 、 残 効 信 が 長く 、 慢 
性 中 奏 や 化学 汚染 の 間 題 か ら 、1986 年 か ら 化学 物質 に 指定 され 、 製 造 、 輸 入 、 使 用 が 禁 
止 され た 。 奥 拠 : 『 同 上 書 』 
・ デ ィ ル ドリ ン 一 有機 才 事 系 の 役 中 剤 。1971 年 (昭和 45 年 ) に 農作物 へ の 使用 茜 止 
毒性 は 有機 者 素 系 薬剤 に 共通 し 、 急性 中 夫 で は 軽度 で 頭痛 や 路 叶 。 敬 積 性 が あり 、 慢 性 
中 専 を 発生 する 。 内 分 記 提 作 用 が 疑わ れ で いる 。 和 典拠 : 『 同 上 書 』 
・ テ アル ドリ ン 一 農業 用 の 殺虫 剤 。 日 本 で は 1971 年 (昭和 46 年 ) 以降 は 使用 持 止 。 吸収 
後 の 代 語 に より 、 デ ィ ル ドリ ン と な り 、 急 性 で は 意 議 消失 、 全 身 商 。 電 性 で は 豆 靖 、 
めまい 、 食欲 不振 。 重 導 で は て ん か ん 欄間 如 玩 作 を 起こ す 。 内 分 泌 失 乱 作 用 が 疑わ れ て 
いる 。 典拠 :『 同 上 書 』 
・ マ ラッ ン (マラ チオ ン ) 一 殺虫 剤 。 ニ ン ニ ク 身 の 油 状 六 体 。 慢 性 中 表 の 可能 性 も 社告 
され て いる 。 由 換 : 『 同 上 災 』 


【 第 一 部 第 1 加 】 
205 


00】 
② 
⑬ 


6】 


⑮ 


(OM 


⑰ め 
KC 


⑲ 


GO 
GD 
2 
G3 
4 
(5) 
Ge 
G の 
(8 
G9 
(⑳) 


IO 


(29) 
(@9) 


206 


井上 奏 著 『 革 界 を 変え た アメ リカ 大 施 領 の 注 説 』 ( 誠 談 社 、207 年 ) p.101 

『 同 上 番 』、p.lll. 

Fartin Lnther King. Jr. 1 lave a Dreanl 生 声 で 附け ! 世界 を 変え た キン グ 秒 師 
の スピ ー チ 』 (1BC パプ リッ シン グ 、2013) p.21. 

(株 ) 東宝 ステ テ 編 『 ジ ャ ッ キ ー/ フ ァ ー ス ト ・ レ ディ 最後 の 使 合 』 の プロ グラ ム ( キ 
ノラ フィル ムズ / 木 下 グ ルー プ 、2017 年 3 月 31 日) 

プリ タニ カ国 際 大 理科 事典 小 項目 事典 。 https://ketobank jp/word/ ベ トナ ム 彼 争 
ーb29743 

紀 平 英作 編 『 新 版 世界 各国 史 24 アメ リカ 史 』 (山川 出版 社 、1999 年 〕 pp. 372-377. 
竹林 修一 著 了 カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー の アメ リカ 一 希望 と 所 の 1960 年 代 (大 学 教育 
出版 、2014 年) 

プリ ュ ノ ・ デ ュ ・ ロ ゼル 著 、 本 村 朋 子 訳 『20 世紀 モー ド 史 』 平凡 社 、p.408. 

Amnie Gilbert Coleman, "Pilgrims of the Vertical: Yosemite Rok Climbers and 
Nature at Risk." が eser 77srorcg7 erze77 ザ 42, no。 4 (November 1 2011。 
-18. 


mi 


Caroline Renmolds Milbnk。 Agw Jork fs が oo 2 が e fro7prJon of 4gercgn SO 

Harry N Abrems。 Inc.。 Publishers。 New York。 1989,p.200 

7 p 220. 

727Z。 pn 202. 

7,p 202 

太 有 pp.208-204. 

2 pp 210-211. 

7 p 21 

7、p 211。 

2。p 3211 

722, pn 21 

和平 攻 久 『 新 版 世界 各国 史 24 アメ リカ 史 』 (山川 出 版 仁 、1999 年 ) pp.398-396. 
原田 人 半 着 『 ア メリ カ の 末 境 和 征 の 変 選 一 1970 年 代 の 初 甚 最近 の 10 年 に つい て 
ー』 ( ガ ペ ナン 研究 No. 14, 2018 年 ) p. 52. 

・ 国務 省 出版 物 米国 の 歴史 の 概要 一 変動 の 時 代 : 1960ー1980 年 
https://americancenterjapenr com/aboutusa/translations/3492/ 

・ 原 田 散 半 著 『 同 上 』p.62. 

『 同 上 』 p.52. 

Caroline Rennolds Milpank gp c7eyp.298 


【OII 
(55) 
(9 
(27 
(28) 
(@9 
Cl 
GUD 
(9 
(89 
39 
(35) 


KC 
(37) 
(9 
(99 
(49) 
G⑪ 
(⑫ 
(4⑲ 
(44) 
(3⑮) 
(⑯ 
(の 
(⑲ 
(⑳ 


(50) 
(⑯U 
(59 
(53 


7 が 7, p.238. 
7 の pr238. 

7 な 7 p.238 

4 p.238. 

7 p.240. 

7 p.240. 

7 の pp.238-239. 

774,p.240. 

pp.240-241 

7 ,p.241. 

7 p.242. 

国務 省 出版 物 来 国 の 歴史 の 概要 一 変動 の 時 代 : 19601980 年 
lttps://americancenterjapan com/aboutusa/translations/3492/ 

組 平 英作 編 『 新 版 世 界 各国 史 24 アメ リカ 更 』 (山川 出版 福 、1999 年 ) pp.397-411. 
原田 区 美 著 前掲 p. 70. 

Caroline Rennolds Milbnk, gp.c7r。pL264 

7e72。p.264 

4 p.266. 

dp.266. 

7 の pp.266-267. 

774,p.268. 

7 pr279. 

dp.267. 

7 p.279. 

dp.268. 

7 ゆみ pp.277-278 

7, pr279. 

国務 千 貞 版 物 ※ 国 の 歴史 の 概要 一 変動 の 時 代 : 19601980 年 

志 平 英作 編 『 新 版 世界 各国 史 24 アメ リカ 末 』 (山川 出版 社 、1999 年 ) pp.397-411。 
原田 艇 半 着 『 前 掲 』 p.70. 

『 同 上 Jp 

『 同 上 』 pp.71-72. 

Haig Brand Royality: br 77e for7Z"s 7op 700 angs rre Surr7e London: 
Iogan Page Publishers。 2006 


207 


KC 
(55) 
(5 
(57) 
(5) 
(59 
(⑯O) 
(GU 


(62 


(6⑳ 


(@D 


(⑯) 


(6 


(@7 


(@) 


(⑯) 


(<0) 


GU 


208 


C. Wilcox。 VMendez, and C Buss。 70e 4r ad の の g7r o/ の agg7 Persaee Londoni 
Victoria & Albert Publishing, 2002. 

攻 山 克 秀 着 『 や り な お す 経済 中 』 (ダイ ヤ モ ン ド 社 、2014) 電子 午 術 。 

『 同 上 』 

『 同 上 』 

原田 攻 美 著 『 前 掲 』p. 72. 

『 同 上 』 pp.73-74 

井上 泰 注 著 『 革 具 を 変え た アメ リカ 大 統領 の 太 説 』 ( 講 恋 社 、2017)p.169 

ト し Barn amd Lea Greenway, Fast fashioning the supply chain : Shaping the research 
agsnda。 Journal of Fashion Marketing and Vanagemsnt 10 3), pp. 259-21, 2006. 
Y. Bhardwaj and 4. Fairhurst、Fast Fashion : Response to changes intheFashion 
jmdusry。 7 が e fezxef7o7e7 er7er of ん fg Djsp77 が oo7 の Co の suer 人 oseg7o カ | 
20①)。 pp.165-188, 2010. 

David Birnbaum。 77 の arg s の 7o0g7 ufde go 用 270g (9e 人 yegr ge7ye7r 7 (5 
en). llong Kong : Third llorizen Press。 2005 

D_ Birmbaum. の の Jss je.27" Caorgry ggrmer 7pdus7Y ao の eg47roug2 7777e の 
oezegys New Yorki Fashion Index Tnc.,2008。Kindle 

上 Bruce 上 Daly, amd NTowers Len or agilei A solution for supply chain 
managements the textile and clothing industry ? 7prerna7ogg/ onig】 or 
eyar7ops 4 zoucoy Jageepf 24(2)、2004, pp. 151-170. 

M Bruee and 上 Daly。 Buyer behavior For 1ast fashion。 oops7 o ア 7pe が 7oo 
4er4crzg gng Moagemerr 10(3)。 2006, pp.329-344 

E Rosenthal, Can Polyester save the world? The New YorK Times, January 25 2007. 
Nikolay Anguelov. 7e 77Zr Sis of Me 6g7genr 7dgs77% 7ws as が jog and 77y 
Megs7re 7gner の 人 め 77oggey fs7 ap Soc7orjr CRC Pre 
Boca Raton。 London。 New York 2016 7 

NL Blackmon。The Devi1 wears Prade: A 1ook at the Design piracy prohibition act 


Taylor Francis Group, 


and the extension of copyright protection to the warld of fashion。/eppere 
7aw pg7ew 35(1), 2007, pp.107-159. 

M Phan。R. Thomas, and Kileine。 Social media and luxury brand management : 7 が e 
4ger7ca 友 ogpmfc 人 eyew 853⑪。 2011。 771-792。 

し Barn amd Lea Greenway。 gp c7 た 。 pp. 26 


注 


(72) NTokatli, Global soureing : Insights from the global clothing imdustry 一 the 
case of Zmra。a fast fashion retailer, orgg7 o/Zcogogrc 6eogrgpr 8( け )。2007, 
pp.21-38. 

(73) A Joy 1].F. Sherry、 4 Venkatesh。 』. Wang, and R. Chan。 Fast Fashion。 
sustaimability, and the ethnical appeal of luxury brands。 Fashion Theory : 2 が e 
Jewzze7 o7 か css oy @ の gre。 16(⑧), 2012。pp.273-296。 

(74) で 。 Rohwedder and K Johnson, Pace-setring Zara seeks more speed to Tight its 
rising cheap-chic rivals。 7je 用 77 Seer urzg7。 February 20、2008. 

(75) S. Hansen。 How Zara grew into the world'_s largest fashion retailer。 The New 
York Timcs Magzine。 Nevember 0, 2012 

(76) Nikolay Anguelow。 7 が e が Zr Se 7 (の e eenr 77oksgr 7wsr fws が fo 00 76y 
Megar7re 7gpgc の 人 P77ogge7fg7 7 の Socferr CRC Iress, Taylor を Francis GrouD, 
Bocs Raton。 London New York。 2016, P 18 

(77) た E Lloyd and ST.K. tuk。 Tho Dovil wears tho Prada and Zarai Aroveration 
jmto customer perceived value of uxury and mass fashion brands。 Joural or 
Global Fashion Marketing 1G。 2007, pp 129-141. 

(78) NTokatli. Global sourcing : Insights from the global clothing industryー 
rhe cmse of Zara。 a fast fashion rerailor。 org7 o7 ogg7c Ceogrp/ 8(1) 。 
3007, pp.21-38. 

(79) NTokatii。 N Wrigley, and 0 Kizilgn Snim 
fast fashion: made in Turkey for Marks & Spencer, Go0a7 Aermo ん sr 8(3)。2008. 
pp 261-280. 

(8O) で . Rohwedder and K Johmson。 op cro 


global supply networks and 


【 第 一 部 第 2 凍 】 

(⑪ 。 Morris ermardine。 Seawsff 4 07 46owe Rizzoli New York。 1996. p.12. p.108 
(② 。 Armold Scaasi, Moaeg 7 re sweg(azg 7 な resseg の Scribncr, 2004。p 4 
⑬ 7, pp.4-5 

(⑭ 7 が 4, pp.6-7 

⑮ 7. p7 

(⑯ あみ, pp.15-16. 

⑰ ag, pr17. 

(@) 。 Morris, Bernardine, segas7: 4 Car 49ore Rizzo1i New York, 1996, pp. 59-65. 


209 


(⑨ Pamela Parmal and Wi1liam DeGregorio, 4rzo77 Scgas7: 4erfcg7 Coufor7er MA 
Puplication、2010、p.141 

(10) 田中 千代 着 『 新 ・ 田 中 千代 服 館 事 典 』 (同文 社 ) p 673. 

(11) Morris。 Bernardine, Sesgs" 4 Cf 4bore Rizzoli。 1996, pr130. 

G2) gp.10. 

(3) 7, p.130. 

4) 2. p.133. 

(5) 772, p.133. 

(6) 7 が gp.139. 

G7) 7 の Z, p.136. 

(8) 7 が gp.136. 

G9) 7Z。p.160. 

(20) 72g, pr161 

(21) 7g, p.180. 

【 第 一 部 第 3 章 】 


(①) Louis E.V.,4 の wezzoggzy 44cogoe of go 44aerzcgg XezgZ7cry 7zgo-ggd の of of 6 娘 
Quorum Books, Westport Conmecticut。 london 2001。pp.15-16。 


⑫ PD. 18-19.p. 3 
③⑬ ・p.31 

⑭ ・ pp.43-57. 

⑮ 4。p 145. 

⑯ ・ pE 45. 

⑦⑰ ・p46. 

GO >F 7 

⑲ 7 p47 


GO) 7g。p 47. 


GU 
(9) 


G3 
9 


210 


李 雪 著 『 ア メリ カ に お ける SPA モデ ル の 生成 と 信 展 一 ギャ ッ プ の 事例 研究 一 』 (早稲 
田 商 学 第 420・421 合 億 巡 、2009 年 9 月),p 127. 

Louis Eogpofe」 pr59. 

7 p.88. 

Bosco, Mary-Clare, From Yosemite to a Global MarKet: How Patagonia, Inc. has 
Created an Environmentally Sustainable amd Socially Eauitable Medel of 


Supply-Chain MManagement” (2017)。 woog Segfor- ems 


G5) 
(Ge) 


7 
(8) 
(⑲ 
(⑳) 


KO 
(22) 
(23) 


【 第 


0】 


⑫ 


(CO】 


(6) 


⑮ 


KO】 


⑦ 


⑲ 


⑲ 
GO 


774 
Daniel Esty & Andrev Winston。 人 の eeg fo の 7 pr Smerr Cogpanzes 05e 
釣 Pyogepg7 3ZrgzegP 7 の 7Zoorgre OZegre 7274_ gnd 779 Cogper7re 
4cygzfage lohn Wiley & Sons. 2006. 
hetps://www.pen-online. jp/news/Fashion/levis_sustainability/1 
7g。 

77 

https://hieadlines yahoor cor jp/h12a=20190S05-00010001-biz_shoko-bus_all 
(2019 年 9 月 4 日 
浜野 安 宗 著 『 質 素 革命 』( ビ ジネス 社 、1971) p.170. 

AERA 2019 年 1 月 日 号 httpsi//dor.asahi com/aera/2019110700029.html7hage=2 
https://toyokeizai.net/articles/-/1724097psm 


部 第 1 章 - 第 3 章 】 
濱田 雅子 着 『 パ ペリ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ーー ア メリ カ 了 服飾 社会 史 近 現代 
答 一 (株 式 会 社 イ ンプ レス R&D POD 出版 サー ビス 、2019) pp.271-274. 
Nikolay Amguelow 7e ry 37e 07 0e Ga7megr 790y7 fast fasD70 g09 7 
Megar7ye 7mpacr の rapepfa7 apd.Soc7ep CRC Press。 Taylor PFrancis Grou。 
Boca Raton 1ondon。 New York_ 2016。 pxiii 


hrtpsi//impakter. ccm/dirty-side-garment-industry-interview-dr_nikolay-angue1 


oy/ 
https://impakter.com/dirry-side-garment-industry-interyiew-dr-nikolay 
-angueloy/ 
」.Janssom and DPower。 as ん Zoo7ag e 97p27 cro: 67o8g7 cz な 7 の ragd ceooe75 7 
iMe 7zs7og gpd desjgg 7pdps7Jes, feg7ogg zug7es 4(7 207 の ), pp. 889-904. 
で.Gereffi amd S. Frederick。7Meg7og) appare7 mg7ue fg7 77ae 7 の の eer7s7s] 
77enges ng の mordey777es for 7epe7op7yg coup77es or79 pk の /7 テ 
AResegrck 7orkzog 7aper 22 27geog Zr 7 が e or77 207 の 
Gererfi and Frederick。 7 あの 
S. Kumagai。 4 ouryer 4zodg7 70e secref が 7sory o7 7 か e 77y7pg geese gpde/。 7 
scusszop 7aper AP. 755 7 が srfzpfe o/ 7peJopog ogamfcs app f780 2 
Nikolay Anguelow, gef な を, ppriyak| 
277 
7 が 


Pr 
pri 


21 


GU 
(2 
(3 


0 


(5) 
G@ 


の 


(8) 
G9 
(%0 


D 


(⑳) 


(@9) 


(の 1 


(5) 
(9 


212 


7 の, psi 
7277 
Johidus Samad Khan, 1 Shoeb Amed2 , Alexandra E.『.Fvans3 。Matthew 


Chadwick。 Methodology for Performance Analysis of Textile Effluent Treatment 
Plants in Bangladesh Chemical Engineering Research Bu1letin 19 (2009)。pp. 61-66. 
http://www banglajol.info/index. php/CERB 

Jiahua Pan. Chengshan Chn。 Xinghu Zhao YuaingCni and Tancreds Voituriez. Global 
Cotton and Textile Product Chaine, Tdentifying challenges and opportunities for 
China through a global comedity chaim sustainability amalysisy Tntermational 
1nstirute for Sustainable Development(IISD) ,Publisned by the International 
Institute for Sustainable Development 、Winningpeg. Canadg、 2008 

Nikolay Anguelov, gp 77 yp 77 

David Birbaum。 75 な 7 ge 2 Ceozry ecoe 7pdory god eefcroog 
(7/7ed Srzaregy New Yorki Fashiion Indet Inc. 2008. 

SS. MacDonald。S.Pan。 ASomwaru, and Tuan。China' s role of in world cotton 
amd textilemarkets: A joint computable general equi librium/partial equilibrium 
spproach。 pp7ze gcoezcs 42(④) pp. 875-885.。 

Nikolay Anguelov gp.c7r yp 78 

6, pp.78-79. 

SLChaturvedi and G. Nagpal. WHO and product-related environment standards 


Emerging issues and poliey options feoow7c ggg 7672gcg/ ooky 381)。 
2008, pp.66-71. 

『J.Wakelym, NR.Beroniere, ALFrench, D.P.Thilbodeaux, BL ATriplett 
MALRouselle. WKGoynes, et al. (orzo 297 ag7s7rY god 7acgo7ggrr Boca 
Raten:CRC。 (2010).p.74. 

4 

NATbrahim。 ES.Abdel lalimandML ML Hosni。Pollution prevention of cotton-cone 
Teactive dyeing. ouryg ofC7eager 人 xcrzon。 16 (12) August2018.pp. 1321-1326. 
し Grewr。 SLE. Kean。 and Lin。 NRDC's Ten Best Praetices for Textile Mills to 
Save Janey and Reduce Follution。 Netional Resource DeFence Counci1(2010)。 
httpsi//www.nrdcrorg/Sites/default/files/rsifullguide.pdF 

NAIbrahim。 ES.Abdel Halin and MMLHosni gp ef た 

ELKant。 Textile Dyeing ndustry: An environmental hazard. Mgrdrz7 Serapce4(1 
32012, pp. 22-26. 


【C7J 
(28) 
(99 
(0 
(3 
KC 
(⑧9 
(3 
(35) 
(9) 
39 
Cl 


(39 


(⑩ 


G⑪ 


(4⑫) 


(4⑲ 


(44) 
(5) 
(4 


(47) 
(⑱ 


SLChaturvedi amd G.Nagpal。 an ec 
Nikolay Anguelow。 op ci と 。 pr95. 
7 の 4, ph.95-97. 


7 の 、p.97. 
72。p.97. 
7 p.100. 
7 、p.100. 


4、p.102. 
7 あ 74。pp.103-104 

ERosental, Cen Polyester save the world? The New York Timcs。 2007, January 295 
Dr. Nikolay Amgueloy。 gp ee, pr104 

WMinot amd し Daniels, Impact of global cotton markets on rural poverty in 
Benin。 Agricultural Economics (33)3, 2005。 pp 453-466. 

し F.S.Wang and Y.C. Wang, brand proliferation and inter-brand competition: The 
strategic role of transfer pricing porza7 o/ onog7c Scg77ex (35)2 2008, 
pp 278-292. 


C-Abecassis-Moedas。 Integrating design and retail in the clothing value chain 


An cmpirical study of the organization of design。 7pzoroeiog7 og/ o/ 
@ezgrzo rogkcfog Aoageeof 26⑬。 2006。 pp. 412-428. 

KWLWillems, W. Janssens G. Swinnen。 ML Brengman S.Streukens and Vacauteren。 
From Armani to Zara: Impression formation based on fashion store patronage。 
cwzze7 o7 spass 7eseazc ヵ 65(10), (2012) 。 pp. 1487-1494. 

MELNenmi。 Ginstiniano, and L.Pirolo, Demand forecasting in the feshion 
jmdusuryi Ak Review Jpergrfona7 ./oornia7 o/ Mg7ueer7gg 人 cs7ess 4 の ggewget 
537.2003, pp 1-6. 

M Tumgate。 7acfop 太 apdsi ogg S77e og 4 ル mag7 fo 2pra London: Kogm 
Page Publishers。 2012. 

Presemdorfer。 gp rc 

Nikolay Anguelov。 gp.e7 な た, p.106. 

ELCline. weressed" 7 が e Szockzzg7 放 os7 o/ の egp as が zo New York 
Penguin。 2012. 

Nikolay Anguelow。 gp cr な yp 107 

s.Hggblade。The flip side of fashion: Used clothing exports to the third 
*orld. 7 が e ourya7 o7 7Pte7apmeg7 SZ7es 26(3)。 1990, pp.505-521. 


218 


(49) ILTLHlansem Second-hand clothinmg encounters in Zambia: Goba discoursesy estern 
commodities, and 1oca histories, 4772cg 69(3) 1999, pp.343-365. 

(50) 4-Brooks and D. Simon Inravel1ing rherelationships between used clothing 
imports and the decline of APrican clothing industries。 pre7opyenz go の 
の aoge 49(),2012, pp. 1265-1290.Times, 2007, January 25. 

(51) し Caudio,Waste couture: Enyironmental impact of the clothing 
industry. 太 77opgen7g7 5g77 の erspeef7yes 115 9).2007 pp. 449-454. 

(52) 。 0. Abimbola。 The Tnterwatiomal trade in secondhand clothing: Managing 
information asymmetry between West African and British traders 7eri77cr が e 
ourzg7 of c7or み を Cy7rore 10⑫。 2012。 pp.184-199. 

(53) D.Walters. Demand chain effectiveness-supply chain efficienciesi A role for 
rmterprise information management。 orz o/Arorpys 7p7oygz 77o7 agepo の f 
19⑬。 2006, pp.246-261. 

(54) 0.Welrher, Business。 brokers and bordersi The structure oF West AFrican trade 
networks Department of Border Region Studies。 Working Paper#O1/14、2014. 
Sendertorg 。 Denmark: tniversity of Southern Denmark 

(55) 5.Beden amd で .Berber, he impact of the second-hand clothing trade on 
developing countries. Report prepared for Oxfam International, Oxford, UK 
2005. 

(56)・ ABrooks,Riches from rags or persistent poverty? Theworking livesof 
second- hand clothing vendor in Maputo, Mozambique. 7axe77or 7o 
pezg7 o7 C7oe2 ang Cu7eore 10(②)。 2012。 ppr.222-237 

・ Brooks,Stretching global production networks: The international 
second-hand clothing trade. の eo7org 44。 2013。 pp.10-22. 

(67) BLWydick。 ELKat 
case of TOMS shoe donations im E1 Salvador perng7 or 7re7oggsn 677ecf7reesy 
6③, 2014。 pp.1-19. 

(5S) * LCline Orer み eseeg: e Sookzg7y 7 が g2 Cosf of (2egp 7ps の 7oo。New York 
Penguin 2012 

(89) LNorris, fecyc7zgg 7p7an 7o7 め gg 67o0g7 CoprerZs o/ 7eose gn7 oe 


。 and BLJanet。 Do in-kind tranefers damage local markets? The 


Bloomington,IN:Tmdiana University Press、 2010. 
(60) PLRiveli。 ea 7rae7s or a た SAzrs の o647 oromy: e zouagsrs 
kgzpeg 7 が e Mgr4efs 7brer。 go9 7b77izcs o7 or eds London Wiley 2009. 


(61) し Barns and G. Lea-Greenway。 Fast Fashioning thie supplY chain: Saping the 


214 


KJI 


(9) 


(⑯4 


(65) 


6) 


(@7) 


(68) 


(@9) 


(⑳ 


Ko 


KC 


(7 


0 


5) 


research agenda. Jowza7 o7 fps27oo 4er7pg ang Mnggegepr 10(3)。 2006。 
pp.259-271 
Bruce gmdL. Daly, Buyer behavior for fast fashion.Jog7na7077gs/7o7 74er70g 
au7 』agepnf 10(3).2006. pp. 329-344. 
Bruce mL. Daly. and N Towers,Lean or agile: Asolution for supply chain 
management in the textiles and clothing industry2 7zzezzgg7ogg7 oorg7 o が | 
ergr7ors 人 2o7cr7on Mnagegenr 24(⑫)。 2001。 ph. 151- 170. 
た HH AHiLPower of social media in developing nations: New tools for closing 
rhe global digital divide and beyond / め rgr7 Amg7 め ghs ooroa7 24.2011. 
pp.185-219. 
KK.Hlenry, Z. Youngshieng and D.Jum。 Munieipa1 solid waste mnagement challenges 
in deyelopping countries 一 Kenia case study。 Waste Manegement 26(1)。2006, 
pp 92-100. 
EThomas-Hope(ed) 。 Se772 Msto Mooagegenfr の 77og7 27eg7 7sgos fo 
Zre7opzag Cauggr7esy Kingdam。 Jamaicai Canoe Press。 
3.E.Vergara。 amd G. Tchobanoglous, Municipal solid waste and enyironment: A 
2-12. 


Global perspective. 4pogz7 Merjew of epr77ogepf a07 pooreg 3 
pp 277-309. 

E.Rosenthal, Can Polyestel save the wor1d9 TAe Ar Jor4 77vs January 23。 2007. 
D. Birnbaum Birnbeum' s 67o0g7 CX7de zo 7mpjog 77e 6regf Garmenr /gr (5 edn) 。 
long Kong: Third Horizen Press 

C。 Joergens, Ethieal Fashion Myth or future trend? Jooype7 o/ 7acbzog Mgrfer og 
2 Mogegenf 109).2006, pp.360-371. 

NL.D. Beard。 The branding of ethical fashion and the co 


wmeri 4 luxury niche 
Gr massmarket reality? fas27o 7eorri The Jourmal of Dress。 Body & Cultmre。 
12⑰。 2008。 pp 447-468 

cam Are fshionrconsciows consumers more 1ikely to adopt ceo-frienly 
clothing? /oozg7 o/7zsZjog 放 rkerrug ar の ggegenf 15(2),2011, pp. 178-193. 
CD souza。 Marketing challengers for an eco fashion brand A cece study。 fs が 7o7 
7eory: 7e pmrg7 or ess 故 る yre 19(D。 2015. pp.67-82 


SR Medhavaram snd D. A Laverie。 Exploring impulse purchasing on the internet 


4gragces Cusger fesegrc ム 31(1)。200。 ppr 59-66。 
Tclover, Relative importance of impulse-buying in rerail stores. 7e or7g7 
2 7ker7xg 15(D.1950. pp.66-70 


215 


(76) 『. Applebaum。 Studying customer behavior in retail stores。 ce Jrge7 or 
JarMer7pg 16(②, 1951。 pp.112-178. 

(77) 7 が 7。pp.109-185 

9) 74, p.7. 

(7⑳) $. Chaturvedi amd 6. Negpal。 gpr ef 

CO/774 


【 第 部 第 4 牽 】 

(①) イヴ ウォ ン ・ シ ュ イ ナー ド 著 、 森 摂 駅 『 社 負 を サー フィ ン に 行か せよ う パタ ゴ ニ ア 
借 楽 者 の 即 営 論 』 (東洋 経済 潮 社 、2007) , pp.97-98 

(② 杉原 淳一 、 区 原 睦 美 著 『 誰 が アパ レル を 殺す の か 』 (日 経 BP 社 、 2017) .pp.242-249. 

(⑲ Mary-Clare Bosco "Frem Yosemite to a Globe Market: lp Pategonis。 Ine has 

Creared am Environmenta11y Sustainmble and Soeial1y Eauitable Model oF Supply 
- て Hain Management~(2017)./owopg Sepor 7Deses p 6. 

(4) イヴ ォ ン ・ シ ュ イ ナー ド 著 、 礎 鬼 訳 『 前 提 書 』 np.pp.25-28 

(5) 『 同 上 書 』p.26. 

(@) 『 同 上 書 』 pp.44-47。 

(⑦  『 同 上 書 』 pp.36-37. 

(8) AnmieGilbert Coleman。 "Pilgrims of the Vertical: 
NatureatRiskk" Mesfe 人 sorfeg ef 42, mo. 4 (Norembor 1 2011。 
pp.512-13. 

(⑲) Nary-Clare Bosco, gk ef,p.9. 

(10) イヴ ォ ン ・ シ ュ イ ナー ド 著 、 奈 採 訳 『 前 提 革 pp.48-55. 

(1) 『 同 上 書 』 pp.66-70. 

(12) httpsi//wwwr patagonia. jp/blog/design/capilene-coo1-techrtee/ 

3) 『『 同 上 書 』 pp.72-73. 

(1 https://wwwpatagonia. jp/blog/design/capilene-cool-techtee/ 

(15) イヴ ォ ン ・ シ ュ イ ナー ド 著 、 森 摂 訳 『 前 掲 書 』 pp.74-75. 

6) 『 同 上 理 』pp.79-86. 

(7) 『『 同 上 書 』 pp.205-275. 

(18) https://wwwr patagonia. jp/hemp.html 


osemite Rock Clinbers and 


(19) https://www_ patagonia- jp/bluesign-etandardL html 
(20) https://www. patagonia. jp/clean-color.html 


216 


(21) https://wwwr patagonia. jp/recycled-nylon.htm1 

(52) httpsi//wwwr patgonia. jp/recleimed-cotton. html 

(23) https://wwwr patagonia. jp/merino-woo1-sourcing.htm 

(24) https://www. patagonia. jp/recycled-wool.html 

(55) httpsi//wwr patagonia. jp/yulex.html 

(26) httpsi//wwwr pategonia. jp/denim.html 

(27) https://ww patagoniar jp/recycled-down.html 

(98) https://www.patamoniar jp/refibra-html 

(29) https://www_patagonia. jp/recycled-polyester_html 

(80) 、 httpsi//wwwr patgonia. jp/tence1-1yoce11. ht 

(81) httpsi//Ww patagoniar jp/dwr-durable-vater-repellent.htm 

(32) https://wwr.patagonia. jp/2-5-1ayer-h2no html 

(83) https://wwwr patagonia. jp/blog/2017/07/experimenting-withnaturally- 
ed-clothing/ 

(84) httpsi//wwwr businessinsider. jp/post-199396 (2020.1.20 参照) 

(35) htps://toYokeizai.net/articles/-/159286 (2020.1.20 参照) 

【 第 部 第 5 畔 】 

1) R.E. ダ ン ラ ッ プ /A.G. マ ー テ ィング 往 、 滴 田 久 義 監訳 『 現 代 ナ メリ カ の 環 章 
義一 1970 年 か ら 1990 年 の 暗 運 動 一 』( ミ ネル ヴァ 書房 、1993)pp.20-50 

②⑲ 同上 閣 』 pp.51-73. 

⑲ 同上 番 』p 56. 

(④⑭ 『 同 上 書 』 pp.64-73. 

(5) 『 同 上 書 』 pp.76-93. 

(@) 『 同 上 革 』 pp.98-124. 

(⑦ 『 同 上 番 』 pp.127-149. 

(8) 岡島 成行 著 『 ア メリ カ の 隊 境 保護 運動 』 (岩波 新書 、1990)p.16. 

(@) 井上 商 之 著 『 科 学 投 術 の 発達 と 謀 境 開 題 一 科学 技術 の 欧 達 が 人 類 に も た ら 
し た 光 と 影 一 』 (東京 書籍 、2015 2 訂 版 ) pp.120-123. 

(10) 『 同 上 書 』 pp.141-142. 

(11) 『 同 上 書 』 pp.141ー142. 

(2) W.R Cetton, Overshoot。 the ecological basis for revolutionary change. Urbanai 


University of Illinois Press 


217 


(18) 小塩 和 人 著 『 ア メリ カ 』 庶 境 更 』 (上 暫 大 学 軸 版 、2014)pp.1-2. 


218 


版 出典 


【 第 一 部 第 1 章 】 


図 i 


図 ri4 


httpsi//commons.wikimediar org/wiki/Category:Battles_and_operations 

_of_the_Vietnam_War%/media/FiletCav9. jpg 

jttpsi//commonsrwikimedia. ors/wiki/FiletApplause_surround_soundL jpg 
jrtps://commonsr wikimedia. org/iki/File:E1_Capitan_Yosemire_NP jpg 
https://commonsrwikimedia. org/wiki/File:Pale_sellow_dress 
wormLby_Jacqueline_Kemedy_during_am_elephant_rid 
グスタフ ・ タ ッ モ セル (アメ リカ 、1926 年 生ま れ ) に よる 
決 凌 色 の シル クシ ャ ンタ ン の ドレ ス 。1962 年 3 月 19 日 に イン ド の ジャ イプ ー ル 

で 象 に 乗る と き に ジャ クリ ー ン ケネディ が 着用 。 

hetps://commons.wikimediar erg/iki/Fi1e:Jacqe1ipe-Kennedy_ 

ッ ー22JMey_1962. jpg 

httpsi//commonsr wikimedia_ org/wiki/| 

(966).Jpg 

https://commons.wikimedia org/wiki/File:Sasha_Pivoyarova_2. jpg 


aFter_State_Din 


ile:Mary_Guant_in_a_minidress_ 


https://commonsr wikimedia_org/wiki/File: 

HK 和 5ABO9OMEOX52X99%E5592NS0_TST_%EOXBS%B7%EOXBSKAFRE59FWSE_llarbour_ 
Ciy-Ralph_Lauren_clothing_shop_15-Mar-2013.JPG 
httpsi//commons.wikimedia.org/viki/File:HK_NE5XBOX9GWE5%B2X99ES%92MS0 
TST_%ESMBSAB7WE6%BRXAPXE5WGFXSE_Harbour_City_Ralph_Lauren_clothing_shop 
15-Mar-2013.JP 
https://comons.wikimedia.org/viki/File:Nirvana_around_1992. jpg 
jttps://commonsr wikimedia.org/wiki/File:Sf_hiphop. jpg 

https://commonsr wikimedia.org/wiki/File:Zara_Store_Sydney. jpg 
https://commcns_wikimedia_org/viki/File:H26M_Drottninggatan。 
_JNC3WM4ster_Sanuelsgatan_dec_2019. jpg 


https://comons.wikimedia.org/yiki/File:New_look_store, jp 


【 第 一 部 第 2 斉 】 


219 


図 2-1 神戸 ファ ッ シ ョ ン 美 術 知 蔵 

図 22 神戸 ファ ッ シ ョ ン 美 術 蔵 

図 2-3 神戸 ファ ッ シ ョ ン 美術 逢 蔵 

図 2-4 httpsi//commons.wikimedia.ore/wiki/FileiLeviA27s_501_raw_jeans jpg 
図 2-5 https://commons.wikimedia.org/viki/File:The_Gap_headquarters. jpg 

【 第 部 第 3 音 】 

図 1-3 httpsi//commons.wikimedia.org/viki/File:Dumping_site.jpg 

【 第 部 第 4 間 】 

図 4-| httpsi//commons.wikimedia.ore/yiki/File:Patagonia_rgr pe 

図 人 2 ペタ ゴ ニ ア 神戸 撮影 出雲 術 也 2019.11.18 


290 


事項 索引 


に 


BOD メト リク ス 。 14 
B 121。 122 


[ーーーーーーーー 


Iost Armw Corporatin169 174 


DMR (的 相 失 ポ 加工 196 


ーーーーーー 


Beole de la gmbre Symdicale de 1a Couture 
risiems 73. 84 94 


Men fepmFth Textilion 
0。 9 12L 122 140. 167 QD , j5 
Cotmoir-Capoi school oF Fashion 72 91 Menkemeiche Un welts ddonewd Textilien 
還 QD , 
5 I 1I 加 l 
DO 7 205 New look 60 06. 19 


SPAGpeialty Store Retsiler of 
Private label Appare1) ,96, 108 19. 
20 


ッ 換え ) 弥 121 122 
Grmat Pacific lron Works。 170. 174 


ーー 


lk 60. 64 65. 66 1 
HI2e パフ ォ ー マ ン ス ・ ス タン ダー ド , 186 


TT 全 4 6 57 


ヒレ ーーーーーー ゴ 


Wm Wear Ir 


Zra。 60. 64 66. 109. 19L 
2 29 


社 の アド ン 
ジー 1 

スレ ジャ ー。 113。116, 117 

アメ リカ 遇 こみ る 職業 着 一 和民 時代 独立 

軍 央 8 

アメ リカ 央 地 時 代 の 服飾 8 239 


0 181。 300. 


221 


アメ リカ 内 放 会 史 1. 3 4. 8 9.10. 34 
4 69 99. 119. 170. 200 202 204 2 
939 

アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 4 6. 9 1 15 
09 57 

アル ドリ ン 7 205 


適 人 組み 換え ョ ント ン 。 120 

衣 肌 放 業 1 6. 7. 8. 12. 13. 31, 117 1IR 
122, 125, 126, 127. 136, 139 165, 1 
167, 6 185, 191 195, 197, 196. 90. 
202. 204 2 
用 が 和志 和 に 太 ば し て いる 影 
放 了 中 。1。 6。 202。 3 
有 業 の 位置 づけ 135 
用 業 の 間 の 世界 712. 197, 199 
衣 ロ ス 208 

衣笠 昌 評 158 

イン ター ネッ ト . 47.56 9 

タス (Tdites ) 65 66 


し 


四 


ウー ル 23. 34 37. 41, 91 177. 178. 179 
1g4。 一 リサイクル ・ ウ ー レ 

ウォ ー タ ー ゲ ー ト 事件 29 

ウォ ー タ ー レ ス ・ ジ ー ン ズ 112 

ウッド ストック ・ フ ェ ス ティ イン ツン 19。 9 


映画 『 ザ ・ ト ゥ ルー コス ト 』 , 12 
エコ テッ クス 規格 , 158 
コー 

エコ ラー ツレ 。158, 160 

エコ ラベ ルイ ニシ ア チ ブ , 158 
塩 馬 127.192. 193, 194 166 


オイ ル シ ョ ッ ク , 31 


292 


100 


オー トク チュ ー ル 。 6. 26, G5, 72 73, 7 87 
9 98 96 197 

オー ルド ・ ネ ポイ ビー 109 

lk 121 192 166 

織物 加 12 139 141、161 199 


会 北 祭 (1976 年 29 

外 和 導 引 126 

カウ ンタ ー カ ルナ チャー 18, 20. 5 99 175. 
206 

衝 泊 の 発展 196, 203 

化 漆 5 李 要求 量 (CODD 144 

化物 匠 の (8 欠 5 137.133 

化 楽 時 120. 12 122。 100。163, 18 

し 江 呈 の 玉 れ 流し 120 

学者 の 玉 完 の あり 方 ,150 

カス タマ ー サ ービス 。 162 

カス タム ・ デ ザイ ナー 6 8 93. 197 

カス タム ・ ズ イド 6 11. GS 29 の , 6, 197 

カタ ログ 上 売 4 

カド ミウ ム 144 145, 16T 

環 訪 生 史 の 分 類 101 

環 史 時 29.19 

環 映 呈 30 3 120 196 

環境 更 , 195, 196. 218 

環 訪 に 居 し し 123 130, 132。 194 189 

環境 の 定義 , 197 

環 訪 (cmwironmntal saurcin), 125. 133 

環 星 Unitel States Byirmata 
Protection Agmney FPW,31 

層 交 民生 1523, 195。 28 

環 革 中 30. 40 4 5S 122. 126.133 141。 
145。 15L 167, 194 195. 204 28 


企業 休 填 級 169, 170, 201 
企業 の 会 和 南 全 147. LM8 
所 条約 47。 48。 49 
既製 最 生 抄 6, 68 197 


プ (の, て 1L 12. 26. 64 94 9 
99 100. 101, 102. 109. 104 105. 106、 107. 
1G. 109 10. 13 198. 210 


時 環境 攻 筑 法 守 (NEPCTho Nationa 
Biyironmental Holicy AcD。 20 


芝 の 人 電 也 191 
品 


グリ ー ン ピー ス 。130. 


田 
値 159 

ゴ ・ デ ィ ン ・ デ ィ テ ム 麗 橋 17 
高 表 プ ラン ド . 60. 65. 66、98 


叶 軸 行動 13 199 161 199 
公民 衝 還 了 15, 2 32 
ニング ロマ リット 。 6O. 64 65. 66. 67. 1 


コン セ プ チュ アル 51 53 


サイ ジン グ ,127, 183 166 

再 下 セル ロー ス 普 誰 185 

才 量 161 

サプライ チェ ー ン 5 57. 66. 107, 10. 127 
129. 133. 134 138 165, 193 200 

酸 112 126 192.183. 194 140. 14L 142 
144 155. 166. 167. 183. 184 185 198 

酸 と 塩基 と の 本 人 132. 

サン ベル ト 。 9 

サン ホアキン ・ バ レー IS2 


事項 索引 


10 10 110。 Il。 HH2 1 114 115 
116. Ii7 151 IS2 185 190 1 

ジー ンズ ベ メ イト, 1I3 14 

シオ ニスト 7 

な 30 110. 1. 124 130L 131 184 
195。 151。 100.172. 189 

127. 133. 142 166 

社員 を サー フィ ン に 行 世 よう パタ ゴ ニ ア 
信者 の 各党 論 170 

シャ ピー ルッ ク (Galby IooM0。 

シュ イナ ー ド ・ エ クイ ッ プ メン ト (howimrd 
Emimmnt) , 169 172 

受注 生 誠 1 


商 導 人 に 実行 能 な ビジ ネス ・ モ デル 132. 


195.166 
9 な 剛 当 1297.183。 162 166 
情報 祭 (1974 生 ) 


シン ギン グ , 127. 131. 133 
人 口 委 WW、 閉 列 包 の 敵 
シン チラ 素 陸 181 


水 旬 144. 145. 167 


水 唆 ナ トリ ウム 142 
水 細 湖 攻 12 3 126. 133. 139. 145. 165. 


水 氏 呈 5, 197。19S L6 
スポ ー ツ ウェ ア . 2 34。 87, 176、18S2. 198 
スリ ー マ イル 島原 発電 所 32 


4 底 7. 199 

製 科 141 142. 150 

生物 人 菜 要求 量 (0D), 144, 167 

世界 銀 生 5, 132. 137, 138. 143。 144. 145。 
165。 187 

世 罰 の NT 場 。120 

世界 の 民族 家 装 の 事典 、9, 233 


228 


世界 禄 易 機構 WO)、12. 139. 143. 199 
上 TO) の 質 に 関す る カイ ドク 
イン 143 


石油 放 121 122. 107 

持 座 業 の 環境 社会 へ の 膨 導 125 

殺 色 535. 12 197, 138. 1 142. 199. 
184 185, 187, 18S 190, 200 


レーーーーーー 


を 納 天 形 物 (ISS) 144。 167 
細分 DS) 144 
球 可 命 35 


第 - 次 イン ド シ ナ 彼 争 17 
大 恒 消 費 。5. 137. 15R. 196. 198, 203 
大 量産, 107, II9. 155, 158 195, 198, 205 
大 量 廃棄 ,158. 196 

ワ バ レル を 条 す の の Tii 


216 


ナイ ロン , 37. 182. 18。 195 
負 144 167 


ーーーーーー 


ニル ヴァ ー ナ , 51 
人 間 と 代 人 / 全 状態 169 17 201 


在 取 5 196. 1 197. 1 140, 14L 142. 
150、152 165. 171. 198 

布 務 の コス ト 140 

布 務 の コス ト と 衣 隊 の 価値 139 

大 の 吉 式 プロ セス, 141 


Ai| 


ティ ー チ ・ イ ン 。 20 

(人 衝 60. 65. 67. 7⑩ 8 109.110. 117 
119, 133。 145 150。 151。 160。165 198 

ルド リン ? 205 

デザ イナ ー・ パ ン ツ スー ツ , 3 3 

つ 。105 110, 13, 94195, 10 

テン セル * リ ヨ セ ル 。186 


東レ 191 
珠 用 具 169 174 17 
トラ ンプ 破竹 39 


ドレ ー ビ ピン グ , 90 


294 


府 才 28 110.129 14i。 156 157. 155. 
199。 195.16 

バイ ル 1 が 3 179 JI 

ペタ ゴー ニア (fatawonia Inc.),7. 13 20。 110 
Im. 169 170. 7 172 174 176。 17. 
178。 179 180, 18。 182。 183 184 185, 
196。 197.188 189。 190。 IO 102. 195. 

! 216. 20 

ペク ゴー ニア の 衣料 生 交 動 13。 171 

ペタ ゴー ニア の カタ ログ , 170 

パタゴニア の 理 人 、171 


バタ ゴー ニア の 懇 天 171。172, 174 
人民 ※ 昌 加わ ける 寺 玄 159 


サナ ・ リ パブリック,109 

バリ ・ モ ー ド か ら アメ リカ ン ・ ル ッ ク ヘ ー ア 
メリ カ 有 会 史 近 現代 紗 9 

dollywocd Sigm 


1 
166. 183 


Ki 


ファ ー ス ト ・ レ ディ , 1 16. 99 68 16 信 


5 206 
ファ スト 4.5 6.7 
2 60 6L 65, 66. の . 9 9 


HO. 7 119 120 124 125. 
139, 135。 196, 137. 138。 148, 
95 16、 16S 197.19 199 
ファ ッ シ ョ ン の グロ ー バ リゼ ーション 97 
フェ アト レー ド ・ サ ー テ ィ ファ イド 19415 
5 

ラン ド 0), 107 198 


プラ スチ ッ ク , 6L 66, 125. 189. 196。 一 プ 
ラス チッ ク の リサ イク ル 

プラ スナ ッ ク の リサ イク ル 196 

ブル ー チ ダー ド 。 193 

プ ブルガリア, 126. 133 145. 146 

吾 着 2 4 82 1 112. 132 194 195. 
139,【52. 153。 154 155, 155, 158。 176 
185, IS9。 190, 199 

ブレー 7 


ペッ ト ボ トル 1 186 1S9 190. 19I 
さ ト ナス 戦争 17, 1 20. 29. 206 
ベト ナム 反 隊 呈 奴 15 1 23. 
べ ビ ー プ ブー マー, 15 

ベビ ー プ ブーム 4 9 

ペド トム バン ツ , 6 

っ ンプ 192 189 


編 弥 HH. 1 
細 抽 工場 、120. 159 
朱 J8 


事項 索引 


ステ デル 37。 1H 127, 142. 180. 18L 
196 IO. IO 

ポリ プレ ンド , 126、133。136、163。165 
ポリ プロ ピレン 。178、179181 


マー セル 化 197. 131。 132. 133 194 141. 
142。 196 

マラ ソン (マラ チオ の . 7 205 

マン ゴー 6 


ミディ ・ ス カー ト 。 27, 33 34 

ミディ ドレ ス 27 

員 ベ トナ 解放 民 放線 ( 

ニ ・ ス カー ト 。 25。 5. 43 
マリ ズム 5L 172 174 175 


ー ダ ー mdcrtororder), SL 


27. 1 137, 138. 166, 193 195 
サン ト 福 121 


最 の 請 筑 159 


福 放 13 

便器 所 也 10. 141 

有 級 金 必 128 

ユー レッ クス 、 184 

ユー クロ 10。 HH5。 116。152. 190, 19 


ッ プ Ia 
フォ オス 愛国 剛 線 (パテ ト ・ ラ オ ), 2 
ラス トペ ルト 39 


194 217 


リー バス e 牡 12 100 110. 11 


リー バイ ス ・ ペ ルレ ・ ボ トム ・ ジ ー ン ズ 9 
リウ ェ ア , 112 
リク レイ ム ド * コ ッ ト ン (再生 コッ ト ジ 。 183 


リサ イクル 12. 5 110. 11。 112 129, 190 
132. 134 135 153 171。 183、184 18S 
17, 185。 199。190.19L 192 196. 200 
204 220 

リサ イク ル ・ ウ ー ル 184 


296 


リサ イク ル ・ ダ ウン 
リサ イク ル ・ ナ イロ ン 
リサ イク ル ・ ポ リー ステ ル 。186 
リサ イク ル 相 馬 2110 11。 187 
リフ ィ ブ ラ ・ リ ョ モル 。 185 
リュ ー ス 、 12 

箇 9 工 、160 


レイ チェ ル ・ カ ー ツ ン 著 ML 向 の 者 』 7 
レイ ヤリ ング シス テム 17 

プル ・ カ ン ペ ニー 170 

9 860. 4 
dy-iormdeg) 79 


者 の ジー ンズ 毅 。 12。 113 115. 116 ま 


人 名 素 引 


人 名 素 引 


(総合 ) 


あ 


ド ワ イ ド ・D・ ア イ ゼ ン ハ ワ ー 大 坊 領 。77 
アン ゲロ フ , 5 6 7, 8, 19, 123。 124 
125, 133. 134. 135, 136, 138. 139. 140. 
1H1, 143, 145, 146, 147。 149。150, 152. 
154。 160, 162. 165, 166, 167。 171。 187, 
1s8, 189, 190, 192。 195, 199。 200 


khrushehe ツ 。77 
レイ ・ ア ン ゲ ロフ ( Nikolay 
Anguelo ツ ,5, 6, , 12, 13, 1 
124。 133。 136, 139, 162. 171 
ー テン ダグ ロフ 


イヴ ウォ ン ・ シ ュ イ ナー 
Chouimard,1998- ) 


(Won 


ナ 


ペー プラ ・ ス 
streisand) 95 
パラ ク ・ オ バ マ 大 統 傾 59 


イサ ンド (Barbre 


ダイ ロー 


ネル ソン 【Gaylord Nelson)。 


し 


ひ 


ビル ・ カ ニン グ ハ ム (Bi Cumningham 
24 


ジミ カー ター 大 統領 ,29, 32, 38 
ジャ クリ ー ン ・ ケ ネ デ ィ ( 
Kemed ゆ )。15,161722.23.24 
シュ イナ ー ド 。ー イヴ ォ ン ・ シ ュ イ ナー 
ド 
ジョ ン ・ リ ン ゼ イ (John V. Lyndsey), 30 
ジョ ー ジ ・H・W・ シュ 大 絆 領 . 39.46 
ジョ ン ・F・ ケ ネ デ ィ 大 統領,7, 15, 16, 17, 


リン ドン ・ ジ ョ ン ソ ン 大 流 領 。16 
ドナ ル ィ ッ シャ ー (DanaldFischer, 


1928.9 3-2009.9.27)。 28. 99. 100. 
101。 103。 104。 105。 106, 108 
ドナ ルド ・ ト ラン ブ プ 大 終 領 59 

ドリ ス ・ フ ィ ッ シャ ー(Dorris Fischer 
1931-).100 


ミッ キー" ・ ド レク スラ ー (Milard 
"ckey" Drexler)。105 
ハイ ル ・ ゴ ル バ チ ョ フ 。 38 


加 


ニタ ツン 大 統領 


227 


298 


人 名 素 引 (ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー 


あ 


アー ケル ド ・ ス カー ジ (rmold 
Seaasi 1930-2015)。6, 11, 26 68 69. 
70. 7 72. 73. 74 75. 76. 77. 79 
80, 81, 82, 83。 81。 85, 86, 87,88, 
89。 90。 9[。 92 93。 94。 95, 96, 197 
テア ン ・ ク ライ ン (Anne Klein), 1923-1974)。 


@ Courreges、 


イヴ ・ サ ン ・ ロ ー ラ ン yes Saint 
Laurent。1936.8 - 2008.6)。 49 

イザ ッ ク ・ ミ ズラ ヒ (Tsaac Mizrahi), 
1961- 50.97 


え 


エリ オ ・ フ ィ オ ルッ チ (Eio Ficrueci 
1940-2020).50 


人 名 素 引 


クレ ア ・ マ ッ カ ー デ ル (Claire MeCarde11)。 
4 


ココ ・ シ ャ キル (Coco Chanc1, 1889 
49 

ュ ム ・ デ ・ ギ ャ ルソン (COME des GNRCONS)。 
2 


971), 


ジェ フリ ー・ ピ ー ン (Geoffrey Beene。 
192-200 の 。42. 

ジャ ン ニ ・ ヴ ェ ル ] 
Versace。 1946. 
98 

ジョ ル ジ オ ・ ア ル マ ー ニ (Giorgio Armani 
1934 7 )。50。 5 97 

ジョ ン ・ ア ン ソ ニー John Anthony)。34 

ジル ・ サ ンダ ー(lleidewrie Jiline 

Sander,1943.11.27- ). 51 


ー チ ェ (Gianni 
2-1997.7)。50,60。 97 


た 


お 
オス カー・ デ ・ ラ ー レ ンタ (Oscer de la 
Renta 01。 34 


・ カ ッ シ ー ニ 
(01egCaseini 1913.4-2006.3)。 22, 23 


に 


グスタフ ・ タ ッ セ ル 
(eustaveTasse1,1926.9-2014.6)。 29 

ダッ チ (Guccio Gucci 

49 

クリ スチ ャ ン ・ デ ィ オ ー ル (Christiam 
Dior), 74.94 


ダナ ・ キ ャ ラン (Donna Karan 1948- ) 
42.4 


チャ ー ル ズ 


ー ム ズ (Clarles James 
1907.7.18-1978.0.23)。74。 75。 79。 87, 
94 


[ーーーーーーー 
). 50.97 


229 


功 


ノー マン ・ ノ レル (Norman Nore1l 
1900-1972)。25 


ピー コ 


リー(Burberry Group plO。 9 
ジャ ン ヌ ・ バ キャ ン Jeanne Paduim 
1960-1936)。 74。 91 


ビル ・ ブ ラス (Bill Blass. 1 


ルイ ・ ヴ ィ ト ン (louis Vaitton、 
1821.8.4 -1892.3 


29), 64 


ろ 


フセイン ・ チ ャ ラ ヤ ン (llusseinChalayan 上 
トル = 語 表 記 :Hseyin 
Ceglayam 1970- ), 59 


エリ ス (Perry EI1is. 1940-1986). 


グ (Hlelmtlang, 1956- ) 


ま 


マー ク ・ ジ ェ イ コブ プス larc Jacoba 
1963.4- ) 

マリ ー・ ク ワン ト 

(Mary Quant.1934.2.11- )。26 
マル タン ・ マ ル ジ ェ ラ Olartin 
Margiele 1957.4- )。52 


ニー バー っ 


メイ ン ボ ポッチ ャ ー(Mainbocher 
1890.10-1976. 12)。 24, 85, 56,94 


230 


ロイ ・ 


ルス トン ・ フ ロー イッ ク (Roy 
ston Frowick 


【 著 者 】 
六 田 雅子 (は まだ ・ ま さこ ) 


神戸 大 学 文 学部 史学 科 ( 洋 喝 学 専攻 ) 卒業 。 武庫川 女子 大 学 大 学院 家政 学研 究 科 修士 課程 
( 彼 服 学 専 攻 ) 修 本 。 (一 財 ) 京都 大 学名 共 教 授 森 下 正明 研究 記念 財 団 主席 研究 員 。 元 武庫 
川 女 子 大 学 教 授 。 博 士 (家政 学 ) 。 西 洋服 飾 文化 昌 専 攻 。 ア メリ カ 服 飾 社会 史 研 究 者 。 ア メ 
リカ 服 健全 史 研究 会 会 胡 大 学 退職 後 は 京都 神戸 で 服飾 講座 を 開催 、 今 日 に 至る 。 
著書 に 、『 ア メリ カ 梓 民 地 時 代 の 服 秀 』 (せせらぎ 出版 、1996 年 ) 、『 黒 人 私 或 の 着装 の 研 
完 』 (東京 堂 出版 、2002 年 ) 、『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 』 (東京 堂 出版 、2009 年 ) 、『 パ ペリ ・ 
モー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク へ メリ カ 服 飾 社会 史 近 現 代 編 』 (POD 出 版 209 年 
1 月) 、 電 野 郁 編 『 丁 洋服 飾 史 増 訂 版 』 (共著 、 東 京 党 出版 、1999 年 ) 、 丹野 秀 監 修 『 世 
界 の 民族 衣装 の 事典 』 ( 具 着 、 東 京 堂 出版 、2006 年 ) 、『 衣装 が 語る アメ リカ 文学 』 ( 共 
閉 、 金 量 常 、2017 年 ) (深田 雅子 担当 、 初 期 ア メリ カ の 奴隷 の 職種 と 仕事 着 一 トマ ス ・ 
ジェ ファ ソン の プラ ン テ ーション の 場合 ) 。 

翻訳 書 に 、P.F. コー プラ ンド 閉 『 ア メリ カ 史 に みる 職業 着 』 せ せ ら ざ 出版 、1998 年 ) 、 
了 ・ ギ ロウ を B・ セ ン テ ン ス 著 『 世 界 織物 立 化 図鑑 』 ( 共 訳 、 東 洋書 林 、2001 年 ) 、 ア ル 
シネ 原 着 『 世 罪 服飾 文 化 史 図鑑 】 ( 共 訳 、 原 書房 、1992) 、P.F. コー プラ ンド 著 
FB 説 初期 アメ リカ の 職業 と 仕事 着 一 村民 地 時 代 独 立 革命 期 』 ( 管 書館 、2016) 、」・ 
ジョ ー ン ・ セ プラ 閉 『 写 真 が 語る アメ リカ 誠 民 の ファ ンション 一 1840-1900 一 』 (仮題) ( 悠 
書館 、 近刊) な ど 。 他 に 論文 、 研 究 報告 、 講演 な ど 多 導 。 


ペー ル 


Re 
アメ リカ 服飾 杜 会 史 の 本 来 像 
ー 衣 産業 更 の 提 点 か ら 一 


https://ww american-moder com 
samode76americen-mode. com 
株 式 会 社 イ ンプ レス RAD 
TOD 出版 サー ビス 
httpsi//nexr publishing. jp/author/ 

ISRN 

HREF 
介 証 可 な く 著 大 か ら の 引用 お よび 後 写 ・ 転 号 は 固く お 断り いた し ます 。 
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還 DTP/ 装 丁 深田 雅子 
表紙 デザ イン 注 四 共 子 
軒 表 表 振 の 写真 (エル ・ キ ャ ピタ ン ヨセミテ ) 提供 
https://commons. wikimedia. org/wiki/File:El_Capitan,_Yosemite_NP. jpg 
年 表 紙 の 写真 (オー ガニ ッ ク ・ コ ッ ト ン ) 提供 
天空 の ジュ ピタ ー PIXTA( ビ クス タ ) 
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